















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『はぐれ精霊医の診察記録　～聖女騎士団と癒やしの神業～』（著：とーわ）お試し版が収録されています。
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あとがき








プロローグ　新星と監視者









　迷宮国六番区のギルドセイバー支部。支部長の部屋に向かうために廊下を歩く軍服姿の女性に、すぐ後ろから追従している男性が声をかける。

「急に呼び出しって、なんだってんですかね。品行方正にやってるつもりなんですが」

「そういった用件ではないでしょう。『管理部』の方から、何か通達があったのかもしれません」

「へえ、そいつは珍しい。六番区の任務も地味な仕事が続いてますから、気分転換に出向命令でも出ませんかね……おっと、軽口が過ぎました」

　男性は白しら髪がだが、まだ年齢は三十に届かないほどであり、その身体からだは女性よりも一回り以上大きく、屈強そのものだった。左目を眼帯で覆っていることで、強こわ面もてに拍車をかけている──しかし軍服を着ても華きや奢しやな身体つきをしている女性に、彼は畏かしこまった振る舞いをする。

　女性は銀色の髪を撫なでつけると、立ち止まる──そして、同じように止まった男性を一いち瞥べつしながら言った。

「ホスロウ、貴方は皆のところで待っていてください。私の副官というわけでもないのですから」

「いちおう副隊長をやらせてもらってますが、言われてみると確かに副官ではありませんな」

「……緊張を緩和しようとしてくれているのなら、その気遣いは無用です」

「ははは、相変わらず手厳しい。了解であります、クーゼルカ隊長殿。自分は仲間たちとポーカーでもしながら待っているのであります」

　最後までおどける男性を咎とがめることもなく、クーゼルカは無言で見送る。そしてふう、と息をつくと、支部長室への歩みを再開する。

　クーゼルカ＝オルフェス三さん等とう竜りゆう尉い。それが、ギルドセイバーに所属する彼女の肩書きである。

　ホスロウと呼ばれた男性は、彼女よりも十歳近く年上だ。クーゼルカは自分より年上の部下たちを率いながら、任務に支障ないほどの信望を得ていると自認している。

　どのような任務を与えられても、遂行するのみ。クーゼルカはやはり、自分は緊張などしていないと確認する──ホスロウの気遣いは、杞き憂ゆうにすぎないのだと。




「クーゼルカ三等竜尉、出頭しました」

「はーい」

　支部長室の扉をノックすると、クーゼルカの予想に反して軽やかな返事が聞こえてくる。彼女はそれでも動揺せず、すぐに扉のノブに手をかけた。

　支部長の姿はそこにはなく、代わりに待っていたのは、管理部の制服を着た紫色の髪の女性だった。彼女はソファに座って、クーゼルカにひらひらと手を振っている。

「まあまあ、そこに座ってください。ちょっとお願いがあって来たんだけど、支部長があなたが適任だって言うから、ここで待たせてもらってました」

「私が適任とは、特殊な任務……ということでしょうか」

「そう、すごく大事な任務。久しぶりに『新星』が出てきたから、情報を共有しておきたいの。それで、ギルドセイバーからも人手を出してもらおうかなって」

　初めは少しだけ畏まった口調だった紫髪の女性は、すぐに砕けた態度に変わる──クーゼルカはこれまでにも『管理部』の人間と面談したことはあったが、その中でも年若いように見える彼女の見せる態度は、全くクーゼルカに対して遠慮のないものだった。

　それが『管理部』──文字通り、迷宮国の全すべてを管理する人々。最高権力を行使する彼女たちは、ギルドセイバーの一等竜将すら、文書一つで命令を聞かせられる立場にある。

「……『新星』というのは、有望な初級探索者ノービスということでしょうか」

「そう。彼らは七番区の足切りにも全く引っかからないで、六番区にまで上がろうとしている。一ヶ月もかけずにそれを達成した新人は、今まで一人もいない」

　探索者の目的は、探索で得た経験や装備品などで自らを強化し、昇格し、さらなる高難度の迷宮を探索すること──その意味では、昇格の速さはそのまま探索者としての有望さを表す。

　一ヶ月以内で六番区入りを果たすとすれば、それは優秀という言葉では言い表せない。『異常』という言葉を、クーゼルカは否いや応おうなく思い浮かべてしまう。

「それが実現するとしても、特定の探索者を特別扱いすることは、ギルドの……そして、ギルドセイバーの本分とも反して……」

「特別な人たちが特別であり続けられるかどうかを、私たちは見届けたい。そしてできるなら、彼らのことは『こちら側』につけておきたい……言っている意味は、分かるでしょ？」

　この紫髪の女性は、『管理部』の意向を受けてここに来ている。つまり『管理部』は、件の『新星』と目されるパーティが、自分たちと敵対することが脅威になると感じているのだ。

　より上位の区で『管理部』の監視対象となる探索者はいるが、七番区というのはあまりに早すぎる。迷宮国全体では、入門の足切りとされている区でしかない。

「『管理部』にとって重要なパーティと認識されている……ということなのでしょうか」

　クーゼルカは深い詮せん索さくをせず、表面上の認識を語るにとどめる。紫髪の女性は微ほほ笑えむと、席を立つ──そして、ソファに座っているクーゼルカの後ろから抱きつくように腕をまわした。

「物分かりのいい子は好き。いい？　アリヒトくんたちを、しっかり見ておいて。いつも干渉できるような位置にはいなくてもいいから、彼の動向を必要なときに伝えなさい」

　クーゼルカの白い顎あごに手を添えて囁ささやくと、女性は部屋を出ていこうとする。

「……私は、貴女の名前を、お伺いしておりません」

　辛うじて声を発する。後ろに回られてから、クーゼルカは全く動くことができていなかった──同年代の士官でも抜きん出た実力を持つと言われる彼女が、指先一つ動かせなかった。それでも声を出したのは、ある種の意地のようなものだった。

「私は……あの人には『ユカリ』と名乗っているので、それで呼んでもいいですよ」

「……かしこまりました。ユカリ様、私をご指名いただき、ありがとうございます」

「支部長の推薦だけど、ここまで『いい人』が来るとは思っていなかったから嬉うれしいわ。これからもよろしくね、クーゼルカ」

　最後は友人にでも話しかけるかのようにそう言うと、ユカリは音もなく姿を消す。

　ユカリがいなくなったあと、クーゼルカは自分の身体が震えていることに気づく。彼女が立ち上がることができるようになるまでは、まだ時間が必要だった。








第一章　強化と休息










一　同盟のリーダー






『牧羊神の寝床』の二層から一層に上がる頃ころには迷宮内部は朝になっており、気持ちのいい青空が広がっていた。無事に勝てたということもあって皆の足取りも軽い。

　俺たちのパーティは総勢九人で一パーティの限界人数である八人を超えているので、シオンは『フォーシーズンズ』の方に入ってもらっている。五十嵐さん、エリーティアが最前列、その後ろの中衛にテレジアとメリッサがいて、後衛は俺とミサキ、スズナ、マドカの四人だ。

　最後尾に俺が位置し、一層を進んでいく。しかし、迷宮から出るまでが探索であり、『誘う牧神の使い』を討伐したからといって浮かれていてはいけない。

「ガルルルルァァッ！」

　なかなか近づいて来なかったエアロウルフが三体ほど後ろから奇襲をかけてきた──しかし俺が『殿でん軍ぐんの将しよう』を使う前に、皆が迅速に隊列を反転させ、スズナや『フォーシーズンズ』のアンナ、リョーコさんの遠距離攻撃で牽けん制せいしたのち、接近戦担当が連撃をかけて掃討する。

「これで、エアロウルフは全部で何体倒したのかしら……かなり素材が溜たまってるんじゃない？」

　五十嵐さんがマドカに尋ねると、マドカはライセンスを見て確認する。

「はい、二つのパーティで合わせて十二体倒しています」

　メリッサが『貯蔵庫』の技能で魔物の素材を回収する。マドカが討伐数をカウントしてくれているが、十二体となると何かの用途に使えそうだ。

「五十嵐さん、代わりの鎧よろいが倉庫にありますが、どうします？　補修や改造ができるなら、今の鎧を直して使うことも考えられますが」

「スペアの鎧は『軽量化』がついてないから、動きが遅くなりそうね……防御力は高いみたいだけど」

「今のスピードを維持したいのなら、補修か改造がいいでしょうね。今回は防具の加工に使えそうな素材が沢山手に入ったし、まだ余っている魔石やルーンもあるから、このあたりで期間を取って装備を整えるのもいいと思うわ」

　俺たちの目的は、一日でも早く進むこと──しかし、最も切迫した事情を持つエリーティアが言うのだから、そこに込められた思いは汲くみ取るべきだろう。

「そうだな……魔石やルーンも可能な限り利用しないと、宝の持ち腐れだからな。増える一方で使わずじまいの物が出てくるのも良くない」

「そろそろ『ギャンブラー』の私を劇的に強くする、素敵な魔石ちゃんが出てきたりしないですかね？　今回なんて、貢献できた気がしないですよ？　なんだか、『フォーチュンロール』も外れちゃったみたいですし」

「そんなことは無いと思うぞ。あそこに罠わなを仕掛けても、確実に『牧神の使い』が出てくるわけじゃないだろうからな……それだったら、前に『サンダーヘッド』狩りを試みた人たちが遭遇してるはずだ」

「そうなんですかねー……？　お兄ちゃんがそう言うのなら、そんな気もしてきますね。えへへ、ありがとうございます」

　その推論の他に、『牧神の使い』が出現した理由には心当たりがある。

『享楽の角笛』──あれは、女性を対象にして魅了状態にするという技だった。パーティに女性が一定の人数以上いるときに、『誘う牧神の使い』が出現する。そういうことも考えられる。

「アリヒトさん、あの……」

「ん、どうした？」

　スズナが遠慮がちに話しかけてくる。考え事をしていたから、難しい顔をしているように見えただろうか。

　──というわけでもないらしく、スズナは少し頰ほおを赤らめて、歩調を緩めて俺の横に並ぶと、他のメンバーに聞こえないくらいの声で聞いてきた。とは言っても、こちらに意識を向けられると普通に聞こえてしまいそうだが。

「さっきの敵が、最初に邪気をはらんだ音を出していました。それで、メリッサさんは操られてしまって……でも、私やキョウカさん、他のメンバーの方も、効かなかった人がいたようだったので、それが気になって……アリヒトさんは、理由が分かりますか？」

「えっ……え、えーと、それはだな……」

　パーティの皆と俺との間の信頼度が高いほど、敵が仕掛けてくる『魅了』に対して耐性がつく。それは分かっているのだが、そのまま言うのは微妙にはばかられるものがある。

　スズナも含めて、みんなが俺を信頼してるからなんだ──と言うと、何かすごく勘違いしてるように聞こえないだろうか。

「私は、心当たりがあるんです。もしかしたら、そういうことかなって……」

　スズナのライセンスにも同じような表示が出ていたのだろうか。戦闘中なので、みんな表示を確認したりしなかったりだと思うが。

「心当たり……っていうのは？」

「は、はい……その、必要なことなので『霊れい媒ばい』をして、アリアドネさんの依より代しろになって、アリヒトさんといっぱい魔力を送り合って……そ、それは、関係ないでしょうか」

「ま、まあその……少なからず関係はあると思う。でもスズナがそういうのは変だなって思うなら、信仰値を上げるには別の方法を選んだ方が良さそうかな」

『エナジーシンク』と『アシストチャージ』のコンボで、信仰値だけでなくスズナの信頼度が支援技能を使う以上に上がってしまうなら、あまり繰り返すとどうなのかという懸念がある。

　何より尊重すべきはスズナの考えだ。アリアドネにはちゃんと説明をして、他の方法で──と考えたところで。

「……私は……アリヒトさんが、守ってくれているような気がして、それで、平気だったのかなって……そ、その、みんなも同じだって分かっていますけど、それでも……」

　ここまで来ると、鈍い俺でも分からなくはない。

　スズナが緊張している理由は、お礼を言おうとしているからなのだと。

　そしてここまで来てまだ遠慮されていることに、やはり真の意味で信頼関係を築くには時間がかかるのだと反省する。数値として見える『信頼度』が全てではない。

「『魅了』っていう状態異常は、パーティの結束が固いと防げるみたいだ。メリッサはまだパーティに加入して短いから、もう少し時間が必要みたいだな……っていうと、パーティさえ組んでれば結束が固くなるみたいな言い方だけど、そうではないよな」

「……そんなことはないと思います。アリヒトさんが一生懸命なのは、みんないつも見ていますから……このパーティに入れて、私もエリーさんも、本当に良かったって……」

　スズナが名前を出したのが、先行していたエリーティアに聞こえてしまったようだ──彼女はシオンと五十嵐さんに最前列を任せると、ずんずんとこちらに戻ってくる。怒っているというより、何やら照れているようだ。

「……先行してると、後ろで話してることがたまには気になったりもするんだけど？」

「すみません、エリーさん。こういうお話は、エリーさんもいるときじゃないとマナー違反ですよね」

「な、何を話してたか分からないし、そんなにマナーを設ける必要もないけど……」

「まあまあ、帰るまでが探索とはいえ、『フォーシーズンズ』の皆さんも居てくれてますしね。たまにはお話しながらピクニック気分もいいと思いますよー」

「…………」

　中衛のテレジアも、俺たちと離れすぎないように歩きつつ、話を聞いているようだ。

　どういう話に関心があるのかは分からないのだが、常に聞いてはいて、理解もしている。

　ただ、俺の思うようなこのくらいの年頃の少女とは感性が少し違うようではある──と、未だにテレジアについても分かっていないことがほとんどだ。

「できるだけ早く、テレジアさんとお話できるようになると良いですね」

「……そうね。私もテレジアと話してみたい」

「お兄ちゃんはテレジアさんってどんな話し方するんだと思います？　私はですね、意外におっとりしてるのかなって」

「それは……どうなのかな」

　いつかテレジアの声を聞かせてもらえるときのことを想像するが、まだ俺の拙い想像力では形にならない。

「…………」

　戦う姿だけ見ると活発な性格だったのかと思いはするが、そうとも限らない。

　もし、亜人になる前のテレジアを知る人物がいたら──という考えが、ふと頭を過ぎる。

　彼女がどこから来たのか、転生者なのか、元々迷宮国の住人だったのか。

「『同盟』のリーダーは六番区に上がるための貢献度をもうすぐ満たす予定だそうね……でも『名前つき』の討伐数は、まだ条件を満たしてないのよね？」

「ああ、『同盟』のメンバーはそう言ってたな」

「私たちは『同盟』と同じ方法を取らなくても、六番区に上がる条件を満たせる。でも、『名前つき』に関しては本当に運が関わるから、下へ手たをすると何ヶ月も足止めをされてしまう……もし『同盟』が『名前つき』の出現条件を知っているなら、彼らが倒せなかったときに、私たちが倒すということも考えられるわ。あれだけの組織だから、相応に私たちも危険を伴うことにはなるけど……」

　他のパーティが発見した『名前つき』と、否いや応おうなく戦闘することになったというケースは過去に二度あった。『レッドフェイス』『ジャガーノート』の二体だ。

「俺たちのことを偵察していたのは、向こうも『名前つき』の情報が欲しかったからかもしれないな」

「それも含めての偵察でしょうね。とりあえず、私たちも帰ったら町で情報収集をしてみましょうか」

「町に情報屋さんとかいたりしませんか？　あの服屋さんの店長さんとか、見るからにそっち系の人みたいな感じがしましたけど」

「ミサキちゃん、それはちょっと失礼なような……」

　スズナがミサキをたしなめるが、俺も同じようなことを思っていたので何とも言えない。ルカさんは、どうも堅気の人という感じがしない──銀色のケースで銃を持ってきたときなんて、ギャング映画に出てくる場面のようだった。

「装備を加工してもらうのに、何日かはかかるだろうな。町で情報収集の時間に当てるとするか」

「おおー！　キョウカお姉さん、これで肩こり解消のマッサージに行けますよ！」

「っ……い、いったい何の話をしてるの？　人が真ま面じ目めに警戒しながら歩いてるのに……そうよね、シオンちゃん」

「バウッ」

『戦乙女ヴアルキリー』になってから身体からだが軽いという五十嵐さんは、多分マッサージの必要はないのだろうが──もし希望とあれば、ルイーザさんに頼んでもいいかもしれない。

　元社畜としては休日という言葉の響きに癒やされるものがありすぎる。みんなも探索続きで気疲れしているだろうし、十分にリフレッシュしてもらいたいところだ。




「んぁぁ～……一仕事終わった、って感じやなぁ。この解放感は何やのっていう感じ」

「ずっと緊張しっぱなしだったからね。はぁ～、お風ふ呂ろ入らずにそのまま寝たい……」

「私もです。でも、ラケットの加工をお願いしに行かないと……ふぁ……」

　迷宮外の広場に出てくると、カエデとイブキが大きく伸びをする。アンナは疲れたようで口を押さえて欠伸あくびをしており、リョーコさんはそんな三人を見て恥ずかしそうにしていた。

「すみません、この子たちったら……オフに切り替わるのが早すぎるというか」

「リョーコさんもお疲れ様でした……あ、コート無しで大丈夫ですか？」

　五十嵐さんの鎧が攻撃の反動で壊れてしまったので、今はリョーコさんのボアコートを借りている。

　そのため、リョーコさんは競泳水着姿で迷宮から出てきているという状態だ。

「あっ……わ、私ったら……そうですよね、こんな水着で町中を歩いていたら、変な人だと思われてしまいますよね」

「え、えーと……これはこれでちょっとミスマッチかもしれないですが、俺のジャケットを羽織ってください。またお会いした時に返してもらえれば大丈夫ですから」

「……いいんですか？　すみません、何から何まで……」

「私こそごめんなさい、大事なコートなのに借りてしまって。また、お礼をさせてください」

　五十嵐さんがお礼を言うと、リョーコさんは何故か俺の方を見やる。そして微ほほ笑えむと、五十嵐さんのボアコートの前をさらに厳重に閉じた。

「また一緒に探索でもそれ以外でも、ご一緒できると嬉うれしいです。このコートを返すのはいつでも良いですから」

「ありがとうございます、リョーコさん」

「いえ……私の方こそ、お礼を言わないといけないくらいです。アトベさん、いいですか？」

　俺は着ずに持っていたジャケットを、リョーコさんの肩にかける。これでも上はジャケットで下に競泳水着という、なかなか目立つ格好であることに変わりはないが。

「……なんかええなぁ……って、あかんあかん、浮ついてたら兄さんに呆あきれられてまう」

「先生のスーツ、リョーコ姉でもだぶだぶなんだ……」

「袖そでが余っていますね……私が着たら、振ふり袖のようになってしまいそうです」

「ありがとうございます、アトベさん。大切にして、綺き麗れいにお洗濯してお返しします。私の技能の中に、お洗濯に使えるものがあるので」

　洗うのは大変なのでそのままで大丈夫ですと言いかけて、それはそれで問題があると気がつく。そうこうしているうちに、『フォーシーズンズ』は自分たちの宿舎へと帰っていった。

「お兄ちゃんのスーツが強い装備だったら、なかなか脱げなくなっちゃいますね」

「そんなわけもないが……スーツ自体は、特殊な効果は何もないしな」

「男の人のジャケットを肩にかけて歩いてたら、別の意味で注目されちゃうような気が……」

「じゃあ、キョウカがジャケットを羽織れば良かったんじゃない？」

「っ……そ、それはちょっと、私の心境としても、色々と段階を踏まないとダメというか……」

「俺のジャケットなんて着たら、五十嵐さんもだぶだぶになりそうですしね。それだと、目的を満たせないですから……あれ？　みんな、どうした？」

　なぜか微妙な顔をされている──何か変なことを言っただろうか。問題は五十嵐さんの鎧が壊れているということで、俺のジャケットでは襟元が開きすぎるので危険だというのは当然懸念される事項のはずだ。

「お兄ちゃん、急に必要になったので、スペアのスーツを私に預けてくれませんか？」

「急に必要って、何に使うんだ……まさか、ミサキも装備が壊れたのか？」

「いえいえ、そんなことはないんですけど。みんなも必要だって言ってますし」

「あ、あのね……急に変な方向に話を持っていかないで。スーツのことは後でいいから、ギルドに報告に行くわよ」

　エリーティアはぴしゃりと話を打ち切ると、率先して上位ギルドに向かって歩き出す。俺たちもその後に続いて移動を始めた。

「五十嵐さん、途中で服屋に寄っていきますか？」

「え、ええ……マドカちゃんに服を倉庫から出してもらっても、着替えは更衣室じゃないとできないし、そうできると助かるわね」




　五十嵐さんは一いつ旦たん鎧よろいを脱いで服に着替えてきた。その後、俺たちは上位ギルドに足を向ける──すると。

『緑の館』の一階ロビーに入ると、銀髪の男性が女性を連れてこちらに歩いてきた──女性の方は身重なのか、お腹なかが少し大きくなっている。

「ごめんなさい、ロランド。こんな大事なときに……」

「何も気に病むことはない、こればかりは神からの授かり物だ。後のことは、俺たちに任せておけばいい」

（ロランド……ロランド＝ヴォルン。ルイーザさんの言っていた、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』の団長……）

　見たところ、ロランドは壮年に差し掛かった年齢のようだ。一緒にいる女性──恐らくロランドの妻らしい女性は、彼よりはかなり年下に見える。

　確か、ダニエラという名前だったか。エキゾチックな雰囲気を持つ女性で、ロランドに寄り添うようにしている。彼らは俺たちに気づき、エリーティアから順にメンバーを見ていく。その視線が一番後ろにいる俺に辿たどり着ついた。

　ここで挨あい拶さつでもしておくべきだろうと、前に出る。ロランドは俺たちのことを『同盟』のメンバーから知らされていないのか、特に感情の動きを見せなかった。

「……見ない顔だな。上位ギルドに入ってきたばかりの強力な新人ルーキーがいるとは聞いたが……それが、お前たちか」

「初めまして。昨日からこのギルドでお世話になっています、アリヒト＝アトベです」

　俺は向こうのことを知っているが、向こうはこちらを知らない。グレイがロランドに何も報告していないなら、何かの意図があると考えられる。

「俺はロランド＝ヴォルン。七番区の序列一位で、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』のリーダーだ」

「私はダニエラ＝ヴォルン。ロランドのパーティの一員です」

『妻』と言わないのは、パーティとして行動しているときの彼らの中のルールなのだろうか。ダニエラはロランドの傍から離れると、油断のない瞳ひとみで俺たちを見ている。

「ナイスミドルなおじさまと、小麦肌の美人……絵になるカップルですねー」

「ミ、ミサキちゃん……聞こえちゃうから、そんなこと言っちゃ……」

　後ろで話すミサキとスズナ──それを見てロランドは僅わずかに眉まゆをひそめたが、ダニエラは意外なことに、優しそうな微笑みを見せた。

「どこかの軍人か、傭よう兵へい経験者かと思っていたが。戦闘訓練を積んでいたわけでもなさそうな新人が、よくここまで調子よく上がって来られたものだ。運良く、優れた『職』の連中を集められたか」

「仲間と力を合わせて、何とかここまでやってきました。確かに、運もあると思います」

「自覚があるのなら、今後はがむしゃらにのし上がろうとは思わんことだ。迷宮国は運だけでやっていけるような世界じゃない」

「……何を言ってるの、ロランド。また初対面の人に、お説教するようなことをして」

「む……だが、しかしな……」

　ロランドはまだ何か言いたそうだったが、ダニエラに制止される。どうやら、俺が思っていたような関係性のバランスではない──奥さんの方が立場が強いようだ。

「ごめんなさい、この人ったらいつもこうなのよ。アリヒトさんだったかしら、それともアトベさん？」

「どちらでも大丈夫です。姓はアトベで、名はアリヒトですが」

「じゃあ、アリヒトさんね。ごめんなさい、今は上位ギルドから斡あつ旋せんされる一番良い狩り場は独占してるけど、それは一時的なことだから。あまり気を悪くしないでちょうだい」

　優しそう──というのは間違いでもないのだろうが、それとこれとは話が別ということか。ダニエラさんは、堂々と自分たちが狩り場を独占していると公言する。

「……悪く思うな。運だけでは、上の区に上がることはできん」

「いえ……俺たちも、『落陽の浜辺』がどんなところか見てみたいというのはありますが。他の方法で上を目指すこともできますから」

「そうか。ならば、俺たちにとっては……助かる、と言っておくか」
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「みんな無事で六番区に上がれるのなら、それに越したことはないってあなたもいつも言っているじゃない。命あっての物種だって」

　ロランドは奥さんの勢いに押され、頭をガリガリと搔かく。

　──しかし、もう一度俺のことを見た時。その目は決して、妻の前で形無しになっている人のものではなかった。

「人それぞれ、上を目指す理由がある。お前たちももう少し早く来ていたら、俺たちの『同盟』に誘っていたんだがな……」

「俺たちは俺たちで、何とかやってみます。それは、お気遣いなく」

　足踏みしていたら、俺たちが先に行く──そう思いはしても、いたずらに挑発的なことは言うべきではないと思った。

「こんなことを言っているけど、この人も戦いに出なければお酒と女の人にばかりかまけている人だから。人にお説教をする権利なんて無いのよ。私が何とか手た綱づなを握ってあげたから、お嬢ちゃんたちは安心しなさいな」

「何を言ってる……人聞きの悪い。人を不良中年のように言わんでくれ」

「……ロランドさん、気を悪くしないで聞いてもらいたいんですが。ロランドさんと、貴方がたの組織のグレイという人が、女性探索者を泣かせてるって話を聞いたんですが……」

「何……そいつは、本当か？　グレイの奴やつ、俺の知らないところで何を……」

「だから言ったでしょう、勧誘は任せきりにしちゃいけないって。私の方からも、みんなに話を聞いておくわ」

（そういうことか……グレイは立場を悪用していた。ロランドさんがグレイの行動について関知していなかったとしたら、これで一度引き締めが入るはずだ）

　今後もグレイに好きに行動してもらっては、どこかで妨害が入る可能性がある。ここでヴォルン夫妻と話せたのはいい機会だった。

「何かグレイが迷惑をかけたようならすまなかった。奴には俺から言っておく」

「それじゃ、お互い頑張りましょう。私たちが六番区に上がったら、そうそう顔を合わせることもなくなるでしょうけど」

　二人が外に出ていったあと、俺は大きく息を吐く──思ったよりも敵対的なやりとりにはならなかったが、彼らが競争相手であることに変わりはない。

「アトベ様……ああ、良かった。彼らと何かお話をされていたので、いつお声がけしていいものかと……」

　ルイーザさんは俺たちのやりとりを見ていたようで、緊張している様子だ。確かにいきなり俺とヴォルン夫妻が話しているのだから、何事かと思うだろう。

「少し挨拶をさせてもらってました。ルイーザさん、早速報告させてもらっていいですか」

「はい……もう、心臓が高鳴りはじめておりますが……」

　今回の報告は、どれくらいルイーザさんを驚かせられるだろう──そう思うと楽しみになってくる。みんなも同じことを考えているというのは、顔を見れば分かった。





二　王手






　いったんロビーでみんなと別れ、俺はルイーザさんとともに『緑の館』一階の奥に向かった。

　例の黒い扉の前まで案内される。ルイーザさんは俺を部屋の中に招き入れると、一いつ旦たん退出してからお茶を淹れて戻ってきた。

「お待たせいたしました」

「すみません、いつもお手数をおかけしてしまって」

「いえ、ご遠慮なさらず。一息おつきになりますか？」

「あまり皆を待たせてもいけないので、少しだけ……ああ、うまい。前に頂いたお茶とはまた違いますね」

「迷宮で採れる、『アッサムリーフ』という、紅茶に似た植物のお茶です。最初は未鑑定だったのですが、紅茶の知識がある方が識別名を登録して、このような名前になったそうです。実際の植物は、紅茶の木とは全く違うそうですが」

　色は普通で、香りが良く味もいい紅茶だ──しかし、飲んでいるうちに、頭が冴さえてくるのが実感できる。

「濃縮すると、ポーションにもなる成分が含まれているお茶なんです。気持ちが落ち着くと思うのですが……」

「確かに……かなり効果がありますね。落ち着きますし、集中力が上がった感じがします」

　数値で効果は示されないが、肩の力が抜けて気分が楽になる。迷宮から出てきたばかりというのもあるが、眠気すら出てきてしまった。

（ま、まずい……欠伸あくびが……）

「ふふっ……アトベ様、我慢されることはありませんよ。とてもお疲れですよね」

「す、すみません……」

「報告の方はとりあえずお受けしておいて、後でご確認されますか？」

「大丈夫です、やることをやってからゆっくりしたいところですしね……そういうわけで、お願いします」

「はい。本当を言うと、いつも驚いて心臓が飛び出そうになってしまうので、自分が落ち着きたいという意味もあってこのお茶を淹れさせていただいたんです」

　ルイーザさんは恥ずかしそうに言うが、それこそ遠慮することなどない。お互いに、リラックスして報告できた方がいいに決まっている。

「では、今回の成果を拝見いたします」

　片眼鏡モノクルを準備したルイーザさんに、探索の成果を表示したライセンスを見せる。すると、やはり途中の幾つかの項目で、ルイーザさんが声を上げそうになっていた。





　◆今回の探索による成果◆




・『牧羊神の寝床』２Ｆに侵入した　20ポイント

・『エリーティア』のレベルが10になった　１００ポイント

・『アリヒト』のレベルが６になった　60ポイント

・『テレジア』のレベルが６になった　60ポイント

・『キョウカ』のレベルが５になった　50ポイント

・『スズナ』のレベルが５になった　50ポイント

・『ミサキ』のレベルが５になった　50ポイント

・『メリッサ』のレベルが５になった　50ポイント

・『シオン』のレベルが５になった　50ポイント

・『マドカ』のレベルが４になった　40ポイント

・『エアロウルフ』を10体討伐した　３５０ポイント

・『ストレイシープ』を48体討伐した　２４０ポイント

・『ダークネスブリッツ』を16体討伐した　６４０ポイント

・『サンダーヘッド』を１体討伐した　80ポイント

・賞金首『★誘う牧神の使い』を１体討伐した　２４００ポイント

・サブパーティが『エアロウルフ』を２体討伐した　35ポイント

・サブパーティが『ストレイシープ』を２体討伐した　５ポイント

・サブパーティが『サンダーヘッド』を１体討伐した　40ポイント

・パーティメンバーの信頼度が上がった　１６０ポイント

・サブパーティメンバーの信頼度が上がった　１８０ポイント

・合計13人で合同探索を行った　65ポイント

・『黒い宝箱』を１つ持ち帰った　50ポイント




　探索者貢献度　４７７５ポイント

　七番区貢献度ランキング　55






「……七番区に来てから二度目の探索で『王手チエツク』をかけてしまうなんて。アトベ様たちは、本当に……本当に凄すごいわ……」

　感嘆するほかない、という様子のルイーザさんを前に、俺は頰ほおを搔くしかない。

「その王手っていうのは、上の区に行くための……ってことですか」

「はい、七番区に来てからの貢献度という意味では、まだ少し足りていませんが……それでも、たった二日で合計七千を超えているなんて、今までの探索者の中でも新記録だと思います」

　八番区から飛び級で七番区の上位ギルドに入れたからこそ、難しめの迷宮に潜って結果を出すことができている──と言っても、俺達は中位ギルドの管轄下の迷宮に潜っているわけだから、七番区で最も貢献度が稼ぎやすい迷宮というわけでもないと思う。

（これより効率がいいのが『落陽の浜辺』か……一ヶ月でパーティのリーダーが貢献度を二万稼がないといけないわけだから、『同盟』が良い狩場を独占してまで稼ごうとするわけだ）

　理解はできるが、無条件で肯定するわけにもいかない。ロランドさんは関知していないと言っていたが、グレイは狩場を独占している状況を悪用している。

「俺たちの累計貢献度は一万を超えて、七番区でも二回迷宮に潜りました。『星三つ』の迷宮に入る資格は、得られたんでしょうか」

「はい、おめでとうございます。これで七番区の全すべての迷宮に入ることができますよ」

　ルイーザさんが俺のライセンスを操作して、『星三つ』の資格があると表示された画面を見せてくれる。

「次の目標は、一ヶ月以内に累計貢献度二万と、レベル６以上の『名前つき』をあと一体ですね。何とか達成できるように頑張ります」

　少しでも早く上の区に上がり、当面の目標である五番区に辿たどり着つく。現状ではほぼ最短の日数で来ているが、これからも足踏みはしていられない──しかし。

「アトベ様……この度の探索も、この上なく素晴らしい成果を上げられたと思います。しかしこれまでの探索実績を振り返っても、休養日数が大変少なく、それに対して『名前つき』のような強力な魔物の討伐数が、近頃頭角を現した新人の方々の中でも群を抜いています。アトベ様方でしたら、あまりお急ぎにならずとも、高い水準の成績を維持できると思います」

　俺としても自覚はしていたことだった。予期せず強い魔物に遭遇しても、初戦は情報収集にとどめて、何度か挑んで倒すというのも一つの作戦で、パーティメンバーを失いたくないと思うなら、当然取るべき選択だ。毎回遭遇するたびに決死の思いで倒してきたが、ルイーザさんに心配をかけているのはよく分かる。

「ルイーザさんのおっしゃる通りですね……可能な限り、俺達は早く序列を上げていきたいと思っています。でも、それだけで頭がいっぱいにならないようにもしたいと思います」

「良かった……差し出がましいことを言ってしまい、申し訳ありません。私は探索者の道を早くに諦あきらめてギルド職員に転職したので、本当は皆さんのように有望なパーティの方々に、意見をできるような立場では……」

「それを言ったら、偉い人は何でも言っていいってことになっちゃいますよ。ルイーザさんの意見は参考になりますし、これからもご助言を頂けると助かります」

　急がば回れとは言わずとも、大仕事を終えたあとくらいは休む。リーダーになってから良いリーダーとは何かを勉強するというのも何だが、パーティメンバーの自由時間を俺の方針で奪いすぎてはいけない。

「では……これからも、少しだけ思うところがありましたら申し上げさせていただきます。ですが、『休んだ方がいい』というのは助言ではなくて、ただの心配症ですね。ごめんなさい」

「いえ、心配してくれる人がいるっていうのは凄くありがたいことですから」

「私だけでなく、八番区で出会った方々も、アトベ様のことをご心配なさっていると思います。ご活躍をお知らせしたいということであれば、『配達人メツセンジヤー』を介して手紙を送ることもできます。『特約』の手続きをした支援者の方であれば、ライセンスを介して常に状況を知らせ合うことも可能ですよ」

「特約……というのは？　すみません、初めて聞いたので」

「支援者の方々に契約料をお支払いして、他の区に移動したときに出張要請ができるようになるなど、幾つかの特典つきで契約を結ぶことができるんです。ただ、『特約枠』には一つのパーティしか入ることができません。住居と店舗のある区でのお仕事を優先していただきたいというのが、ギルドの方針ですので」

　確かに多くのパーティと契約して、あちこちの区を行き来していたりすると大変だろう。腕の良い職人は仕事が増えるほど収入は上がりそうではあるが、店頭で受ける仕事も多いだろうから、特約枠が一つであることの良し悪しは決めつけられない。

「なるほど……ありがとうございます、『特約』については分かりました。それとルイーザさん、七番区に黒い箱を開けられる職人の人はいますか？」

「少し前まではいらっしゃったのですが、今は七番区を離れています。昔所属していたパーティの方からのお誘いで、一時探索者として復帰されていまして、今はお弟子さんが店主を引き継いでいます」

　黒い箱を安定して開けるには『指先術４』の技能と、罠わな外しの成功率を上げるアクセサリーが必要だ。特に『指先術４』については、今まで『４』以上の数字がついた技能を持った人を見たことがないので、それを持っていたファルマさんも、今は留守にしているという七番区の職人も、とても貴重な人材ということになる。

　シオリさんも黒い箱までは開けられないと言っていたので、やはり現状ではファルマさんにお願いするしかなさそうだ。

「八番区の箱屋さんは優秀な方ですし、もう一度お願いされますか？」

「そうですね、次の探索までは少し準備期間を取ろうと思ってるので、一度八番区まで行ってきます」

「ギルドを介して違う区のお店に連絡を取って、出張していただくという形を取ることも可能です。もちろん、先方のご予定次第となりますが」

　マドカなら商人組合に属しているので、同じ組合に入っているのなら、ファルマさんと連絡を取れる可能性はある。だが、ルイーザさんから連絡を取ってもらえるなら、ここでお願いしておいた方がいいだろうか。

　ファルマさんの他にも、もう一度仕事を頼みたかった人たちがいる。ミストラル魔法鍛か冶じ工房のセレスさん──『ルーンメーカー』の彼女に、ルーンを使った加工などをお願いしたい。

「ルイーザさん、お手数をかけますが、複数人に連絡を取ってもらうこともできますか？」

「はい、もちろんです。先方からのお返事まで少し時間がかかると思いますので、出張をお願いしたい方の名前を書いていただければ、家に戻ってから結果をお知らせできると思います……あ、お夕食は今日も外でされますか？」

　ルイーザさんも同じ家なので、夕食を家で取るか外で取るかは合わせた方がいいだろう。その前に、昼をどうするかも考えないといけないが。

「みんなと相談してみます。宿舎に戻ったらゆっくり休みたいでしょうし、その後に起きてから自炊もなかなか大変ですからね」

　メリッサの『調理』技能に甘えてしまいがちだが、家事は分担が基本だ──しかし考えてみると、八番区ではメイドさんのいる屋敷が宿舎だったわけで、手伝いを雇って家事をお願いする探索者もいるのだろうか。

　俺の探索者としての第一歩は傭よう兵へいのテレジアを雇うことからスタートしたので、人を雇うこと自体は問題ない──と、あまり気が大きくなっていてもいけない。パーティ八人で協力すれば、現状では家事に問題はないのだから。

「アトベ様、一戸建ての宿舎ではハウスキーパーの方を個別にお願いすることもできるのですが、いかがなさいますか？」

「あ、今ちょうどそのことを考えていて……メンバーで分担できるとは思うんですが、留守の時に清掃をお願いしたりできるとありがたいです」

「『ギルドメイド』の方々に空きが出ていましたら、お願いできるよう手配しておきます。彼女たちは厳格に規律を遵守しますし、留守のおうちを任せても安心ですよ」

　ギルドメイド──ギルドセイバーの他にも、色々部門があるのだろうか。まあ急を要することではないのだが。今よりさらに大所帯になるようなら考えるべきことだ。

「確かに、家事の補助をしてもらえるのはありがたいですね」

「ええ、ご遠慮なくどうぞ。お仕事の内容に応じて料金はいただきますが、八割はギルドで補助されます。心おきなく探索に集中していただくための制度ですので」

　探索して帰ってくると、宿舎はいつも綺き麗れいに清掃されていて、ベッドメイキングは完かん璧ぺきで──ということになるのだろうか。想像してみるだけで心が豊かになるのは、社畜時代の寝るためだけに帰っていた家とは大違いだからだろう。




　ファルマさんとミストラル工房の人たちに連絡してもらうようルイーザさんに頼んで、俺は外に出た。すると、近くで時間を潰つぶして待っていてくれたみんなが戻ってくる。

「お疲れ様、後部くん。やっぱり強い魔物を倒したから、貢献度が凄いわね……私たちの序列もぐーんと上がって、みんなで喜んでたのよ」

「私は五番区の序列になっているから、七番区で貢献度を稼いでもそれほど変動しないんだけど。アリヒトは二ふた桁けたになったの？」

「ああ、五十五位って出てるな。やっぱり一度の稼ぎが大きいから、ここ最近の累計貢献度って話になると、かなり上位になるってことかな」

『同盟』の人数は二十四人だとルイーザさんが教えてくれたので、ロランドさんを含めて『同盟』のかなりの人数、あるいは全員が俺の上にいる可能性がある。それでも、すでに六番区への昇格を意識できる位置に来ることはできた──七番区で稼ぐ貢献度はあと一万三千ほど必要なので、休みすぎて貢献度を下げないようにしつつ、まだ数度は迷宮に潜る必要がある。

　しかし予想以上に、六番区を目指して貢献度を稼いでいるパーティが少ないとも思う──ユカリは七番区に来るとき『迷宮国の本当の始まり』と言っていたが、それは八番区と比較にならないほど昇格条件が厳しかったり、魔物が強いということを示唆していたのだろうか。

「…………」

「おっ……テレジア、どう……」

　足音もなくテレジアが俺のところにやってきたので、どうした、と聞こうとしたところで。きゅるるる、と結構はっきりと、いかにも空腹という音が聞こえた。

「すまない、待たせすぎたな。そうだよな、時間の流れの感覚が外と違うとはいえ、夜通し戦ってたようなものだもんな」

　テレジアはじっと俺を見ているが、たぶん肯定ということだろう。ボディスーツのスリットから見えているお腹なかを押さえて、控えめに空腹を訴えているように見える。

「お兄ちゃん、早めのお昼にします？　今日はもう、宿舎に帰ったらお風ふ呂ろに入ってばたんきゅーコースなので、あんまりガッツリごはんもダイエットの大敵かなとは思うんですけど」

「まあ、できるだけしっかり食べた方がいいんじゃないか。運動する機会には事欠かないし、ミサキの歳としならあまり心配することも……」

「そうでもないですよー、女の子は常に体重を百グラムでも減らしたい生き物ですから」

「最近は食べないとすぐ落ちちゃうのよね……エリーさんもそうでしょう」

「私とキョウカは近接職だからでしょうね。テレジアの『アクセルダッシュ』も、技能での加速とはいえ実際に動いているわけだから、かなりのエネルギーを使うと思うわ」

　テレジアが常にお腹を空すかせている印象がある理由が、今更に分かった──あれだけ戦闘で駆け回っていれば、よくよく考えれば当たり前の話だ。

「アリヒトお兄さん、シオンちゃんも一緒に食事ができるお店は、この近くだとこちらになります」

「バウッ」

　マドカがシオンと一緒にやってきて、ライセンスを見せてくれる。『緑の館』の近くに幾つか店があり、『迷宮国料理』『タイ料理』『軽食』の店となっている。

「タイ料理……色々香草の類を使いそうだが、迷宮国にもあるのかな」

「そのお店は夕方から営業で、どちらかというと夜営業の方がメインみたいね」

「……迷宮国料理。七番区の定番がどんなものか食べてみたい。父さんにも教えてあげられるし」

「ああ、ライカートンさんが来るのなら、いい店を紹介したいところだしな。じゃあ、この店にしてみるか」

　俺たちは連れ立って、『緑の館』から南の方角に向かう。地図に表示された場所までやってくると、通りに『七つの香味亭』と書かれた看板が出ていた。





三　職人たち






　外に出ているボードに書かれたブランチメニューを見て、みんなは楽しそうに話しながら何を食べるかを決める。俺は『ソルジャームースの香味ソテー』を頼むことにした。

　ムースというのはシカのことらしい。テレジアも興味を示しているので、俺たちは同じものを注文することにした。テレジアはそれだけでは足りないので、もう二、三品選んでも良いと伝えておく。

「お兄ちゃん、この『砂すな蟹がにの辛味ソース煮込み』ってもしかして……」

「多分『同盟』が狩場を独占してるっていう蟹だろうな。食材としての需要は高いみたいだ」

「目玉メニューって言われると興味があるけど、自分たちで狩ることができたら、その時にお祝いとして食べた方がもっと美お味いしく感じるでしょうね」

　五十嵐さんの言う通りだ。独占が解消されたら、みんなが自分で『蟹』を狩って食べられる──その時に食べた方が旨うまいだろう。

「私たちは他の迷宮を攻略して、必要な貢献度を稼ぐこともできる。『フォーシーズンズ』が攻略に行き詰まっているということもなくなったし、『同盟』の独占については、あえて干渉しないでおくという手もあるけど……」

「そうだな。いざこざを避けるのが賢いって考え方もあるだろう……だが、同盟のやり方がルール違反ではないにしても、他の探索者がそれに従う理由もない。『蟹』を狩る権利は、本来誰のものでもないわけだしな」

　食材や素材として需要が大きく、倒しやすい。そういう魔物を狩りたい探索者は当然多いわけで、『同盟』の独占で二の足を踏み、くすぶっている人がいる可能性は高い。

「みんなも見てたと思うが、『同盟』のリーダーは全く話が通じないわけじゃなかった。『落陽の浜辺』に潜れるようになったら、実際にどんなふうに『蟹』が独占されてるのかを見て、他の探索者に全く入り込む余地がないくらいだったら、改めて交渉してみようと思う。狩りの時間を区切ってもらうとかな」

「『フォーシーズンズ』だけでなく、ギルドでも問題を把握しているくらいだから、今は二十四時間『蟹』の出現を監視しているくらいでしょうね……」

　そこまでしても六番区に上がりたい理由が、彼──ロランドさんにあるのか。一度七番区の序列最下位まで落ちた経験も、関係があるように思える。

「どのみち、パーティを強くしておくことは必要だ。今後は探索のペースも、週休二日くらいを目安に考えていきたい」

「それはいい考えだと思うけど、丸一日お休みを貰もらっても何に使えばいいのか迷いそうね」

「お買い物に行ったり、ごろごろしたりですかねー。あ、エリーさん、劇場もあるって言ってませんでした？」

「ええ、そうね。プロの経験がある人たちも舞台に立つから、なかなか見ものだと思うわ」

　エリーティアはミサキに勧めはするが、自分が行きたいという空気は出していない。

　娯楽に目を向けてしまえば、『赫かく灼しやくたる猿えん侯こう』に捕らえられた仲間に申し訳が立たない──そんなことを考えているのだろうか。

「当面は、お休みも今後のために使うべきだと思います。楽しいことは、皆さんと一緒なら幾らでも日常の中で見つかりますから」

「だよねー、お兄ちゃんを観察してるだけでも飽きないし。お休みの日も何だかんだで追い回しちゃうかもしれないです」

「ま、まあおっさん……と自分で言うのも切ないが、いい歳した男がだらっとしてるところを観察しても楽しくはないんじゃないか？」

「バウッ、バウッ」

　このシオンの吠ほえ方は何か、俺の休日の過ごし方を肯定してくれているようだが──いや、おそらく散歩してほしいとかそういうことだろう。

「…………」

「シオンちゃんもそうだけど、テレジアさんもそういう過ごし方で問題ないみたいね」

「……私もそれでいい。寝るのは好きだから」

「わ、私も……皆さんでお家でゆっくりするのもいいと思いますっ」

「ああ、そうやって過ごす時間もしっかり取りたいな。と言っても、何だかんだで俺は色々動き回ると思うけど、みんなも休日の過ごし方について考えておいてくれ」

「ええ、分かったわ。いつでも出られるようにしておくから、同行する必要があるときは声をかけてね」

「あ、そうだ。スケジュールボードを用意して、別行動をするときは行き先や予定を書けるようにしたらいいんじゃないですか？」

　ミサキの意見にみんなも同意する。会社のホワイトボードには、休日にも『出勤します』と書いていた記憶ばかりが蘇よみがえるが──それを五十嵐さんも思い出したのか、少し申し訳なさそうに苦笑いしていた。




　食事を終えたあと、俺たちは宿舎に戻っていったん休憩することにした──すると、宿舎の前に見覚えのある人たちの姿を見つけた。

　魔法使いのようなローブを身につけている、小柄な少女──といっても、迷宮国の長命な種族なので、俺より年上なのだったか。

「おお、どこに行っておったのじゃ。お主から出張要請が来ておったから、午後は店を閉めることにして飛んできたのじゃぞ」

『親方さまったら、ずっとアトベ様のことを気にかけていたんだよ。あ、我輩のことは覚えてくれているよね？』

「ええ、勿もち論ろんです。急に連絡してすみません、セレスさん、シュタイナーさん。それに、ファルマさんも」

　シュタイナーさんは相変わらず重厚な甲かつ冑ちゆう姿で、ファルマさんも店の外でもエプロンをつけている。数日会っていないだけだが、変わらない姿がとても懐かしく感じた。

「アトベ様、その後もご活躍のようで何よりです。七番区に来るのは久しぶりですが、少し雰囲気が変わっているみたいですね」

「そうか、ファルマさんは現役だった時に来たことがあるんですね」

「ええ、夫と一緒のパーティで冒険をしていたときに……この先の区のことは分かりませんが、この区まではある程度ご案内することもできます。といっても、お仕事で呼んでいただいたので、滞在時間は限られているのですが」

「うむ、時間が限られておるから、きっちりと作業を終えなくてはならん。条件次第では、滞在期間に融通がきくようにもできるのじゃがな」

　その条件とは、さっきルイーザさんとも話していた『特約』を結ぶことだろうか。しかし来てもらって早々にその話をするのも何なので、まずは仕事の方を頼みたい。

　魔石とルーンは、装備を新調してからどれに着けるかを考える必要がある。そうすると、順番としてはメリッサによる解体が終わって、魔物の素材で装備が作れるかどうかを確認してからということになるが──。

「……あ」

　メリッサが小さく声を出す。すると、テラスハウスの並ぶ区画に続く坂道を、一人の男性が上がってくるところだった──ライカートンさんだ。

「やあ、アトベ様がた。良かった、迷わずに来ることができましたよ」

「……急に呼び出して、お店は大丈夫だった？」

「ああ、問題はないよ。昼までに入った仕事は終わらせてきたからね」

　主にメリッサが魔物を解体しているように見えたが、ライカートンさんの技術も相当なものだと分かる。メリッサが応援を頼むわけだ──そしてライカートンさんも、娘に呼び出されてとても嬉うれしそうだ。

「ライカートンさん、隔壁の通路を通ってきたなら、かなり大変じゃなかったですか」

「ギルドの転移扉を使わせてもらえたので、歩いて来るよりはずっと早く来られました。それにしても良いところに住んでいらっしゃいますね……いつも血なまぐさいところにいるものですから、高級住宅街の空気が清々しく感じます」

「……店の中の空気が懐かしい。アリヒトには、少し引かれてた気もするけど」

　最初にライカートンさんの店でメリッサが解体をしているところを見た時は、確かに少し驚いたが、今はそんなことはない。俺も肝が据わってきたというか、度胸がついてきたのだろう。

「わしらもルイーザの紹介で、ギルドの転移扉を使って来たのじゃぞ」

「はい、私もです。子供たちと母が見送ってくれて……母にはしっかりやるようにと言われました。子供たちは、シオンとみんなによろしくと」

　本来の主人であるファルマさんに会ったシオンは、お座りをして尻しつ尾ぽを振りっぱなしだ──だが俺の方も見ているので、ちょっと遠慮しているのかもしれない。

「シオンちゃん、せっかくだから行ってきたら？　すごく嬉しいのが尻尾に出ちゃってる」

　五十嵐さんは犬好きだからか、尻尾を見るだけでだいたいシオンの考えていることが分かるらしい。犬を可愛がる彼女を見ていると、未だに厳しい上司時代とのギャップを感じてしまうのだが。

「バウッ」

　シオンは返事をすると、ファルマさんの所に歩いていく。ファルマさんは屈かがみ込むと、シオンの身体からだや頭などを撫なで始めた──五十嵐さんがほろりとしているが、俺もちょっと感じ入るものがある。

「毛づやもすごくいいですし、すごく可愛かわいがっていただいているのが分かります……ありがとうございます、皆様がた」

「いえ、こちらこそシオンには助けられてます。良く言うことを聞いてくれるし、勇気もある」

「そう言っていただけて、この子も喜んでいると思います……シオン、これからもアトベ様の言うことを良く聞くのよ」

　ファルマさんは再会をひとしきり喜んだあと、少し名残惜しそうにシオンから離れた。

「今回呼んでいただいたのは、黒い箱の件……とお伺いしましたが」

「なにっ……黒い箱とは……前回のルーンも、おそらく希少な箱から手に入れたのだとは思っておったが。お主らは、一体どんな魔物と戦っておるのじゃ……？」

「幸運が取り柄のメンバーが一人いまして。それと色々巡り合わせもあって、『名前つき』と戦う機会が多くて……」

「運だけでは説明がつかぬぞ……出現条件が判明せず、まだ姿すら見られていない『名前つき』もいると言われておるのに。中には向こうから出てきて多くの探索者を襲う者もいると聞くが、本来は一ヶ月に一体遭遇するだけでも『ツキ』が強いと言われるのじゃぞ」

『親方さま、驚く気持ちは分かりますけど、我輩たちの仕事はアトベ様たちにいい装備を作ることだよ。「黒い箱」を持っているなら凄すごい素材や装備が入っているかもしれない』

「ふむ……確かに、感嘆してばかりでも良くないかの。アリヒト、わしを呼んだということは新たにルーンを手に入れたのじゃな？　それとも、『魔マギア』のルーンを……なんじゃ、あの黒いスリング以外に、カタナまで使っておるのか？」

　セレスさんは俺の後ろに回り、興味深そうにムラクモを見る──アリアドネやムラクモについては簡単に話せないが、セレスさんたちなら、頃合いを見て話しても問題はなさそうだ。

「何という業物……ただならぬ気配じゃ。これほど美しいカタナを、わしは見たことがない」

「この刀は今のところ強化を考えてはいませんが、いずれ使えそうな素材が見つかったらお願いしたいと思っています。それでルーンのことなんですが、今までに二個新しく見つかっていて、できれば装備強化に使えればと思っていまして」

「……なんじゃと？」

　何か不穏な空気に変わったセレスさんだが、俺はまずどんなルーンかを教えてもらいたいと考え、近くの転移扉を使って倉庫部屋に案内する──すると。

　ムラクモの入っていた黒い箱から見つかり、そのまま倉庫に入れられていたルーン二つと、使っていない魔石──それらを見たセレスさんが、わなわなと震え始めた。

「……何と……勿もつ体たい無い……」

「え……うわっ！」

　セレスさんは勢いよく振り返ると、がばっと俺に詰め寄ってきた。いきなりのことで、俺も事態についていけない。

「お主は……っ、ルーンと魔石をもっと効率よく使うべきじゃ！　倉庫に眠らせたままなど、勿体なくてお化けが出てしまうところじゃぞ！」

「お、俺もそう思ってはいたんですが……やっぱり、勿体なかったですか」

「うむ……まあ、分からぬでもないが。『ルーンメーカー』は七番区には一人しかおらぬし、仕事の予約もかなり入っておろう。八番区のように、ルーン自体の発見頻度が低ければ、わしのように時間を持て余すのじゃがな」

『そうだ、親方さま。アトベ様が我輩たちをご贔ひ屓いきにしてくれるのなら、彼と「特約」を結んだらいいじゃないですか。そうしたら、ずっと彼らのルーン加工や、装備加工を任せてもらえるようになりますし。うん、そうだ、それがいい！』

　シュタイナーさんは名案を思いついたというように、少し興奮気味に言う。確かにそうしてもらえると俺たちとしては物もの凄すごく助かる──セレスさんの考え次第にはなるが。

「……『特約』のことなど、長く忘れておった。しかしそうじゃ、そういう制度もあったのじゃった。わしは、お主らがもう七番区に移ったと聞いて、もう会う機会は無いのかと思っておったのじゃが。ここにきて頼りにされたのは、今後もお得意様になってくれるということかの？」

　セレスさんは少し冗談めかして言う──亜麻色の髪の『翡翠の民ジエイド』である彼女は、俺より遥はるかに長い時間を生きているにもかかわらず、悪いた戯ずらな表情が少女そのもののようにあどけなかった。

　八番区の人たちとの繫つながりは、上の区に行くほど薄れてしまうと思っていた。しかし『特約』の力を借りれば、決してそんなことはない。

「俺も、ぜひお願いしたいと思っていたんです。セレスさん、シュタイナーさん……それに、できればファルマさんも、『特約』を結ばせてもらっていいですか？」

「はい、こちらこそよろしくお願いいたします。良かった……八番区では、ほとんど難しい箱が持ち込まれないですし、木箱や赤い箱は他のお店さんで開封されることも多くて。ああ……もう一度『黒い箱』を開けられるなんて、すぐに来てよかった……」

　恍こう惚こつとしているファルマさん──相変わらず凄すさまじい艶つやっぽさだ。と、あまり見ていると仲間たちの視線が刺さる。

　すでにライカートンさんはメリッサと貯蔵庫に行って解体を始めてくれている。勿論、彼とも後で『特約』の話をしたい──既に枠が埋まっていなければだが。

「そういえば、傭よう兵へい斡あつ旋せん所のレイラもお主らのことを案じているようじゃったぞ。ちょうどギルドに来て、お主らの近況を問い合わせておったからの。そのうち、連絡が届くかもしれぬ」

「そうだったんですか……教えてくれてありがとうございます。テレジア、レイラさんから連絡が来るかもしれないぞ」

「…………」

　テレジアはこくりと頷うなずく──彼女と引き合わせてくれた恩人でもあるレイラさんとも、繫がりが途絶えたわけではない。レイラさんのことを教えてくれたセレスさんには、重ねて感謝したい気持ちだ。

　リヴァルさんは今も、『曙あけぼのの野原』で初級探索者ノービスの救助をしているのだろうか。彼らや『北極星ポーラスター』の面々のことも、俺はまたルイーザさんに聞いてみようと思った。元気でいると聞いたら、俺たちも負けずに頑張ろうと励みにできるから。





四　宝の山






　他の区から職人を呼ぶことは日常的に行われていて、作業ができるように貸し工房というものが設けられているらしい。マドカに手配してもらって、宿舎の近くにある工房を借り、セレスさんたちには作業の準備に入ってもらった。

　やるべきことは多いので、最初に順序を決める。魔物の素材の用途を決めるのは、まず黒い箱を開けて中身を確認してからがいいだろう。

「ファルマさん、早速箱の開封をお願いしてもいいでしょうか」

「はい、かしこまりました。アトベ様、七番区に来られてから箱屋さんはご利用になられましたか？　そちらの転移扉を借りて、箱開け部屋に移動したいのですが……」

「『七しち夢む庵あん』さんという店で、幾つか箱を開けてもらいました。じゃあ、そちらの店主さんに頼んでみましょう」

「あら……何だか趣深い名前のお店ですね。私が前に来たときは無かったから、最近できたお店かしら……同業の知り合いが増えるのは嬉しいです、ご紹介いただきありがとうございます」

　ファルマさんも乗り気ということで、マドカに頼んで『七夢庵』のシオリさんに連絡を取ってもらうことにした。




『七夢庵』を訪問すると、シオリさんも黒い箱を開けるところを見学したいということで、弟のタクマも一緒に立ち会うことになった。

「ファルマ＝アルトゥールさんといえば、お客様から何度も名前を聞いたことがあります。仕事もされながら、凄すご腕うでの罠わな師の方だとか……」

「あらあら、そんなことが……それはちょっと照れるわね。シオリさん、そのお着物と言うのかしら……どこで手に入るものなの？」

「これは『呉服屋』の方から買ったんです。普段は上位の区で店を構えていらっしゃいますが、七番区で年に数度開かれる『大市』で店を出されていたんですよ」

「もし良かったら、またその『大市』が開かれる時に呼んでいただけたら……あっ、いけませんね、お客様のお呼び出しを私用に利用しては……」

「あ、あのっ、商人組合を通す手続きをすれば、買ったものを別の区に送ることはできますよ」

「あら、そうなの？　長く迷宮国でお店をやっているのに、大人の私の方が知らないことばかりで恥ずかしいわ」

　マドカは自分のできることで人の力になれるようにと、常に考えているようだ──見ていて感心する。大人同士の話に入っていくのは遠慮しそうなものだが、思い切りがいい。一人で露店を出していたときも、大人を相手に物もの怖おじしていない様子だった。

　そんなことを考えつつ、掛け軸裏の階段を降りて転移扉をくぐる。扉に表示された番号は『35』だった──ランダムに箱開け専用の部屋が割り振られるというが、やはり今回も他の部屋との違いは一見して分からない。白い石床がぼんやり光っていて視界が確保されており、見上げても天井は見えず、途中で闇やみに遮られている。

「相変わらずの不思議空間ですよね～、めちゃ広くて、明かりがないのに明るくて」

『黒い箱』の罠を発動させた時の事故がもたらす被害は凄まじいものがあるというので、迷宮国の地下だとしても、相当深いところにあると考えられる。もしくは、何らかの方法でこの空間で何が起きても、外に影響を及ぼさないような措置が取られているかだ。

「アリヒト、前みたいに秘神の『パーツ』が出てきたらどうするの？　セラフィナがいないと、前のような戦術は取れないわよ」

　エリーティアの心配はもっともだ。ムラクモに勝つことができたのはセラフィナさんの防御力があってこそのことなので、今の編成で同等の攻撃力を持つ相手が出てきてしまうと、負傷者が出る可能性がある。

　負傷どころか、運が悪ければ一撃で命を落とす。今までが無事だったからといって、一回の気の緩みで全すべてを台無しにすることは避けたい──そこで。

「シオリさん、『目利き３』を使えば、黒い箱の仕掛けは確定で調べられますか？」

「ええ。『解錠』ではなくて罠の内容を確認するだけなら、リスクはないわ」

「凄い……シオリさんはそこまで『目利き』のレベルが高いのね。私は罠を解除する専門だから、目利きは１で止まっているんだけど」

　メリッサの『目利き１』も同じ名前の技能だったので、レベルが上がると箱の罠が鑑別できるようになると考えられる。しかしそこまでその技能のレベルが上げられるか分からないので、職種ごとに取れる限界や、習得できるレベルには差があるのだろう。

「罠の解除をする技能がなかなか取れなくて……次のレベルに上がる機会も当分無いと割り切って、『目利き』にポイントを振ったんです」

「そうだったのね……私は『目利き』のレベルを上げられなくて、罠の解除を確実に成功させる方向に進んだの。同じ箱屋でも傾向は違うのね」

「事前に罠の内容が分かれば、魔物が出る場合は開封を後回しにするか、前に箱開けに参加してくれた人に声をかけようと思います」

「ええ、分かったわ。それじゃ、早速罠の鑑定をさせてもらうわね」

　黒い箱を床に置くと、シオリさんはしずしずと着物の袖そでから扇を取り出し、舞うような手振りと共に技能を発動させた。





　◆現在の状況◆




・『シオリ』が『目利き３』を発動

・『黒い箱』の罠鑑定　→成功　罠：転移陣　転移先：？★３宝ほう物もつ宮きゆう　罠レベル４






「宝物宮……？」

「転移の罠自体は、木箱や赤い箱でも仕掛けられていることがあるけど……でも、行き先が普通の迷宮とは違う名称になっている。『宝物宮』なんて名前が表示されたのは初めてよ」

　シオリさんもファルマさんも、今回の罠は見たことが無いらしい──しかし、エリーティアだけはその表示の意味を理解していた。

「これが木箱とも赤箱とも、『黒い箱』が大きく異なる理由……『黒い箱』は、『箱の中にも迷宮がある』ことがあるのよ。『帰還の巻物』を持っていないと脱出できなくなるそうだけど、箱の中身よりも多くの宝が見つかることもあるらしいわ」

「……リスクが大きいな。もし『宝物宮』に魔物がいて、小手調べもできないほど強かったら、無事に脱出できるかは……」

「今までも黒い箱を開けて、手に入れたものに助けられてきたじゃない。放置しておくよりは、一度中の様子を見てみた方がいいんじゃないかしら……いえ、後部くんが安全策を取るべきだって言うのも分かるから、みんなで話し合わないといけないわね」

　転移で他の迷宮に運ばれるというのは、いかにも罠らしいと言える。しかしそこに敢あえて切り込まなくては分からないこともある──アリアドネとの出会いがそうだったように。

「星三つなら、私たちが入れるようになった迷宮と同じくらいですよね。どうやって星の数が決まってるのか分かりませんけど、ちゃんと準備して行けば歯が立たないこともないんじゃないですか？」

「私もそう思います。装備品を作って、新しい技能を取ってから、転移してみるのはどうでしょう……わざと罠にかかるのは危険だと思いますが、それでも得られるものは大きいはずです」

　ミサキとスズナは揃そろって前向きな意見を出す。星三つの迷宮に入れるようになった初手で通常とは違う迷宮に入るというのも冒険ではあるが、危なくなったらすぐ脱出するという前提ならば、できれば侵入してみたい。

「『結界錠』を外す過程で、罠は別個に取り外すこともできるけど……そうしてみる？　そうすれば、その罠以外の中身は安全に取り出せるわ」

「そんなことができるのか……じゃあ、それでお願いしてもいいですか？」

　ファルマさんは頷くと、黒い箱に手をかざす──すると魔法陣が広がって、ホログラムのように結界錠が浮かび上がる。前回の結界錠は立方体の形をしていたが、今回は正八面体のような形をしていた。

　結界錠は立体的な迷路で織りなされている──そこに魔力を通していくのが『解錠』だ。俺たちではとても真似できないことを、おっとりとした物腰のファルマさんがやってのけるのだから、毎回そのギャップに感嘆せずにいられない。

「こんなに難しいのは、私も初めて……大仕事だから、丁寧に、最後までさせてもらうわね……さあ、行くわよ……！」

「噂うわさの罠師の御業、拝見させていただきます」

　シオリさんが真剣な眼まな差ざしを向ける中、ファルマさんは魔法陣の迷路に魔力を通す──少しも間違うことのできない一発勝負の迷路を、ファルマさんは熱っぽい身振り手振りで、見事に攻略していった。




　ファルマさんの解錠作業を手に汗握って見守っていた俺たちだが、箱が開いた瞬間、溢あふれ出す光で視界を奪われ──そして、床一面に金貨と装備品が散らばっている光景を目にして、全員で喜びを分かち合った。

　ファルマさんの『解錠』は十五分ほどにも及んだので、その間集中を続けた彼女は汗びっしょりで、今はシオリさんの介抱を受けている。みんなも手伝おうとしたのだが、シオリさんは感動したと言って聞かず、ファルマさんに膝ひざ枕まくらをして目を潤ませていた。

「はぁ……はぁ……ごめんなさいね、時間がかかってしまって……こんなに難しい箱を開け続けられたら、いつかまた『指先術』を上げられるかしら……」

「はい……きっとファルマお姐さまならできます。私もその影を踏ませてもらえるくらいに、これから精進を続けます」

　気がつけばシオリさんのファルマさんへの敬愛がかなり深まっているが、同じ系統の職種ということで感銘を受けたということか。

「金銀財宝ざっくざくですよー！　それに、女性ものの装備がたくさん……えーと、これってそういうことなんですよね……？」

「そうだな……『誘う牧神の使い』は、女性探索者を標的にするような性質を持っていたから」

「箱に入っているものは、その由来については問われることはないわ。あまり気にしすぎると、迷宮で手に入るものを何も使えなくなってしまうもの」

「ああ、使えるものがあったら使わせてもらおう。この大金だけでも、相当にありがたいといえばそうなんだが……」

　このお金も、迷宮の階層からかき集められたものだとすると──倒されるまでの犠牲が多いほど、箱を開けた探索者の得るものが増える。何度も箱を開けておいてこう思うのも何だが、業が深いと思わざるを得ない。

「後部くん、どうする？　まず、使えそうなものを集めてみましょうか」

「はい、お願いします。ファルマさん、取り外した罠はどうなったんでしょう」

「そちらに落ちている魔道具が、取り外して分離した罠です。起動方法については鑑定をすると詳細が分かりますので、そちらをご覧いただければ」

　ファルマさんは上半身を起こして、魔道具の場所を指し示す。俺は足元に広がっている金貨をなるべく踏まないようにしつつ、魔道具に近づいた。

「マドカ、鑑定を頼んでもいいかな」

「はい、そう言ってもらえると思って準備していました」

　言葉通りにマドカは金貨を袋に集めつつ、俺の近くに控えていてくれた。魔道具──手のひらに載る大きさの、金属の枠の中に水晶玉が入ったようなもの──を、慎重に拾ってマドカに渡す。





　◆トラップキューブ【転移陣】◆




・使用すると【罠：転移陣　転移先：？★３宝ほう物もつ宮きゆう】を設置できる。

・一度しか使用できない。






（設置って……転移陣を設置できるってことか？　借り物の宿舎には設置できないし、ルイーザさんに設置場所を相談しないとな……）

「ありがとう、マドカ。これがどういうものかが分かったよ」

「どういたしまして。凄すごく綺き麗れいな道具ですね、透明なガラスみたいなものの中に、魔法陣が浮かんでいて」

　これが罠を道具化したものでなければ、部屋を飾る置き物にでもなりそうなのだが。何にせよ、特別な価値があることは間違いない。

　しかし罠を分離するのはファルマさんの負担が大きいようで、前よりも疲労の色が濃い──今後も罠を道具化してもらえれば使い道があると思ったが、それは極力考えない方が良さそうだ。




　女性が使える装備品が多く見つかったのは、俺のパーティの構成を考えればまさに渡りに船というところだった。

　しかし今の装備を交換して使えるものとなると、二つか三つ見つかれば僥ぎよう倖こうだ──とも思っていたのだが。予想以上に多くの使える装備が見つかった。

「『マジックカード』なんて、私のためにあるような武器じゃないですかー。手品師さんなんて職業の人がいたんですかね？」

「きっとそうね、シルクハットも見つかったから……これは装備したい人がいないから、ひとまず取っておきましょうか。それとも後部くん、かぶってみる？　意外に似合いそうだけど」

「い、いや……他の装備とのバランスが取れないですからね。特殊な効果も……あれ？」





　◆スパイダー・シルクハット＋２◆




・『奇術師』が使用する技能の成功率が上昇する。

・『奇術師』の魔力最大値が上昇する。

・組み合わせによって性能が上昇する。






　改めて見てみると、色々と効果がついている。現状では装備するべきメンバーはいないが、気になる点がいくつかあった。

「職業専用装備……『奇術師』の人が、職人に作ってもらうよう頼んだのね。汎はん用よう性のある効果がつくこともあるけど、これは『奇術師』専用になってるみたい」

「なるほど、そういうことか。他の職業に転用できればいいが……どうも、セットで揃えても戦闘用の装いって感じにならなさそうだな」

「『スパイダー』って、前に手に入れた破れたタイツとセットなのかしら……それで『奇術師』って、まるでショーか何かに出る衣装みたいね」

　五十嵐さんは苦笑して言うが、もし強力な効果が出るとしたら、セットが揃ったときに誰かが装備する可能性もあるといえばある。

「シルクハットと破れたタイツだけでも装備したら……あ、分かってます、さすがに私も恥じらいのある乙女なので、そんな本気で引いてる反応やめてください刺さります刺さります」

「何にせよ、『奇術師』専用じゃ意味はないか。他に使えそうな装備はあるかな？」

「私の装備は、今のものより良いものが無いわね……アクセサリーもつけられる数には限りがあるから。でも、私以外はみんな使えるものが見つかったわよ」

[image: ]

　エリーティアが言うように、数多くの装備品が見つかったが、魔石とルーンがなぜか一個もない──毎回箱から出てきていたが、そんなケースもあるということか。

「『巫み女こ』の装備が見つかるなんて思っていませんでした……それに、特殊な効果もついているみたいです」

「私の頭につける装備もあったし、シオンちゃんには星つきの武器が見つかったのよ。危険な効果もついてないし、これでもっと活躍できるわね」

「ワン！」

　シオンが嬉うれしそうに吠ほえている──まだ装備はしていないが、五十嵐さんが持っている鉤かぎ爪づめのついた手甲が、シオン用の装備なのだろう。一通り鑑定した結果、以下の装備を新しく採用することになった。





　◆キョウカの新規装備◆




・グロウゴールド・サークレット＋２

・保護のネックレス




　◆ミサキの新規装備◆




・バットレザー・マント＋１

・スティール・マジックカード＋２




　◆スズナの新規装備◆




・シルク・シャーマンズクロース＋２

・レザー・アーチャーズグローブ＋１




　◆シオンの新規装備◆




・★ビースティークロウ

・ハウンド・レザーベスト＋１




　◆マドカの新規装備◆




・マーチャント・グラス＋２




　◆メリッサの新規装備◆




・ライトスティール・エプロン＋１






　話には聞いていた『グロウゴールド』という新しい素材の装備が出てきたのも特筆すべき点だが、装備品が破壊されにくくなるネックレスが見つかったので、それは何度も破壊されている五十嵐さんに着けてもらった──『少し』破壊されにくくなるだけというのが気になるところだが。

　俺の装備もあればと思ったが、『牧神の使い』は徹底的に男性探索者を狙ねらわなかったということなのか、あいにく一つも見つからなかった。しかし『魔法銃』をルカさんから譲ってもらうことができれば、武器を更新できる可能性はある。

「…………」

　そして忘れてはならないのが、テレジアの装備品だ。いくつか見つかった武器の中に、テレジアが使えそうなものが一つあり、防具も見つかった。





　◆テレジアの新規装備◆




・エルミネイト・ショートソード＋３

・ライトシェード・スキニー・スーツ＋２






「……後部くん、テレジアさんの外せないもの以外は違う装備に変えられると思うけど、そのぴったりした全身タイツみたいなものは……ちょっと問題があるんじゃない？」

「い、いや、そのまま装備させたいわけじゃありません。このスーツ、『光を通さない』って性質があるんです。それなら、『迷めい彩さい石せき』を使ったスーツの裏地にできるんじゃないかと思いまして……」

「もともと装備していた人も、たぶんその上から何か着けていたんだと思うわ。『スタントマン』か、『ダイバー』か何かだったのかもしれないけど」

　エリーティアの言う通り、確かにそのまま着たら、生地が薄すぎてボディラインがくっきり出てしまう。俺もそこまで配慮がないわけではないので、裏地として使えなかったら倉庫に入れておくことになるだろう。

「…………」

「ああ、今使ってる剣についてる魔石は外して、新しい剣に付けなおそう。テレジア、それでいいか？」

『眼がん力りき石せき』がはめ込まれたショートソードを見ていたテレジアに聞いてみると、こくりと頷うなずきが返ってくる。新しい剣も『ショートソード』ではあるが、素材がエルミネイトでできており、『＋３』であるからなのか、形も違っていてより強そうに見える──。

　そして金貨が七千五百八十三枚、銀貨が五千八百七十四枚、銅貨が六千九百六十枚──もはやお金は使い切れないほどではあるのだが、重量が凄すさまじいので銀行に送ってもらうことにした。用途のない装備品については、『運び屋』を頼んでマドカに価格交渉してもらいつつ処分してもらうことにする。

　シオリさんは『黒い箱』が開いたところを見たのは初めてだからか、感嘆しきりだった。ファルマさんは休んで回復したようで、俺たちを労ってくれる。

「お疲れ様でした、皆様方。今回見つかったものが、探索の助けになるようお祈りしています」

「ありがとうございます、ファルマさん。料金についてですが、通常料金以外にも出させてもらっていいですか」

「上位の区に時々呼び出していただけるだけでも、十分すぎるほどなのですが……」

「ファルマさんに『黒い箱』を開けてもらったことで、俺たちはここに来られてるわけですから。シオンにも力になってもらっているので、その御礼もあります」

「シオンはとても生き生きとしていますし、私の方がお礼をしたいくらいなのですが……可愛い子には旅をさせよと言いますし」

「では……シオンは自分でお金を使うことができませんから、配分を受け取っておいてください。余らせておくよりは、エイクとプラムに美お味いしいものでも食べてもらえた方が、シオンも嬉しいだろうと思いますから」

　シオン頼みにはなったが、ファルマさんは礼金として金貨二百枚を受け取ってくれた。凄く遠慮しているが、それでも全く足りないくらいのことをしてもらっていると思う。

「アトベ様、これだけ頂いて恐れ多いのですが……一つ、お願いごとをしてもよろしいですか？」

「はい、何でも言ってもらって大丈夫ですよ」

　ファルマさんはシオリさんと顔を見合わせて笑う。休んでいる間に二人で何か話していたようだ。

「その……滞在期間を念のために二日で取ってしまいましたので、明日も七番区で過ごす予定なんです。子どもたちのお土産を明日買いに行くのですが、今日の宿泊先をまだ決めていなくて……」

　つまるところ彼女の希望は、俺たちの宿舎に『お泊まり』をしたいとのことだった──みんな一も二もなくＯＫの返事をして、俺はベッドの数が足りなかったらソファで寝ようと覚悟を決めるのだった。





五　魔法銃






　ファルマさんは七しち夢む庵あんでシオリさんと話をしていくということで、宿舎に帰るときにまた迎えに来ることになった。

　次の行き先はブティック・コルレオーネだ。店長のルカさんはちょうど他の客の対応を終えたところで、俺を見るなりウインクを飛ばしてくる。

「もっと時間がかかると思ってたけど、さすがは期待の新星ね。それともアタシに会いたくて頑張っちゃったのかしら」

「それもありますが、色々と上う手まく行きまして。共闘してくれたパーティや、皆の頑張りによるものですが」

「また謙けん遜そんでできてるようなことを言うわねえ。アリヒトはイメージを裏切らないわ」

　俺も調子に乗ってしまうことはあるが、常に忘れてはならないのは、俺たちの戦果は協力して得たものだという意識だ。

「さて……他の子たちには店の商品でも見ててもらって、アリヒトだけ来てくれる？　全員で入れるほど広くはないから」

「そういうことなら、前に来た時に買えなかったやつを……あー、やっぱり水着は滅多に入荷しないんですねえ」

「こればかりはタイミングの問題ね。無駄遣いしない範囲で、必要なものを買い足しましょう」

　ミサキをたしなめつつ、五十嵐さんが俺を見て頷く。ルカさんはそれを確認したあと、店の奥に俺を案内してくれた。




　ブティックの店内は明るく、誰だれでも足を運びやすい内装だったが、ルカさんが商談に使うという部屋は、間接照明で仄ほのかに明かりがあるのみで、革張りの椅子と黒い艶つやのある石でできたテーブルが置かれた、まさにギャング映画に出てきそうな部屋だった。ムスクの香りがするが、これはルカさんのこだわりだろうか。

「いかにも密談に使う部屋だって思ってるんでしょう。最初はみんな驚くのよ。店員たちは慣れてるから、ここで世間話しながらお茶を飲んでるけどね」

「い、いや……確かに雰囲気は出てますが。凄すごくセンスがありますね、映画に出てきそうです」

　ルカさんは俺の比ひ喩ゆには曖あい昧まいに笑うだけで答えてはくれない。だが本当に、俺を裏社会に引きずり込もうとかそういうことではないようだ。『カルマ』がある以上悪事はそうそう働けないので、当たり前といえば当たり前だが。

「元はここから出してきたのよ、あの魔法銃。隠し金庫ってやつね」

　壁に飾られた角鹿のような魔物の剝はく製せいは、隠された仕掛けのスイッチになっていた。ルカさんが剝製の口の中に手を入れると、壁に掛けられた絵がゆっくりと横にスライドし、その奥に金庫が入っている。

（ん……この金庫が入ってる部分、周りに焼け焦げたあとがあるような……）

「魔道具って便利よね、電気仕掛けじゃないとできないようなことも色々できて」

「こんな仕掛けが家にあったら、ちょっとワクワクしますね」

「あら、分かる？　子供心って、幾つになっても忘れちゃいけないわよね」

　金庫のダイヤルを回して開けると、その中には前も見せてもらった銀のアタッシェケースが入っていた。俺もライセンスを取り出し、ルカさんが言っていた上質な繊維が採れそうな『羊の魔物』たちの討伐証明を表示する。

　ルカさんはもう一度仕掛けを動かして絵を元の位置に戻し、テーブルにアタッシェケースを置くと、俺の対面に座って手を組み合わせた。これで俺が期待外れなことをしたら、早撃ちでもされそうな緊張感だ。

「さて……アリヒト、私が頼んだものは手に入った？」

「今解体中ですが、近日中には素材を持ち込めると思います。これらの魔物の素材は、スーツを作るための材料になりますか？」

　ライセンスに表示された魔物の種類と討伐数を見て、ルカさんは目を見張る。そして、震えるような息を吐くと、テーブルの上に置かれた葉巻を手に取り、火を点けようとして──俺を見て、苦笑して手を止めた。

「驚いたわ……まさかここまで期待に応えてくれるなんて。七番区で入手できる中では、羊毛の繊維、つまりウールは最高の部類と言えるわよ。それにこの魔物……『名前つき』の身体からだから採取できた素材も使えれば、現時点で最高のスーツができるわ」

「良かった……確かに、ウールはスーツの素材として使いますからね。クリーニングに出さないと縮みそうですが」

「どんな服も、ある程度傷むのは仕方ないわよ。手入れ次第で、寿命はいくらでも長くなるけど……あなたたちは、きっと驚くほどの早さで次の区に行っちゃうでしょうし。アタシが服の手入れをさせてもらえる期間は、精一杯やらせてもらうわ」

　八番区でも服屋で買い物をしたが、ルカさんほど不思議とウマが合うというか、色々と話してくれたり、服を作ることに進んで取り組んでくれる職人には、そうそう会えないだろう。こればかりは巡り合わせの妙だ。

「ルカさんはもうどこかと契約されてると思いますが、もしまだ枠に空きがあったら、ぜひ専属契約を結ばせてもらえませんか。スーツのメンテナンスだけでなく、これからもみんなの服のことを相談したいですし」

　一度スーツを作った店を贔ひ屓いきにするというのは無くはない話だ。ルカさんは何とも言えない顔をする──戸惑ってはいるが、最初から却下ということでもないようだ。

「……そうね。実際に素材を見てみないと装備としての強さは出せないけど、今は弟子が服を作ってるから、アタシがアリヒトのスーツにかかりきりになれる。一週間で完成させてみせるから、そのときに改めてアタシの仕事を評価してみてくれる？」

「一週間……凄いですね、オーダーメイドのスーツって作るのに一ヶ月以上はかかりそうですけど」

「まあそこは、長年のノウハウってやつで何とかするわ。店には普通に並んでるけど、スーツ以外の防具なんかも量産は利かないのよ。粗雑なできの装備も多いから、ただのレザーアーマーやバックラーを大事にしろとは言わないけどね」

　一つひとつの武器防具を、職人たちが作っている──そう思うと、箱から出てくる大量の余った武具も、できるなら持ち主を見つけられればと思う。

「まず『サンダーヘッド』の繊維を裏地に使うから、雷の耐性はつくでしょうね。それにこの『ダークネスブリッツ』……ものすごく希少なんだけど、はじめから染まっているからスーツの表地にはピッタリなのよ。普通は『ストレイシープ』の繊維を染色して使うんだけど、色味が全然違うのよ」

「なるほど……今のスーツは着心地は悪くないんですが、特殊な効果は一つもないので、何か効果がつくとありがたいですね」

「ウールだと通気性に問題があるから、そこはアタシの手持ちの素材で対策しておくわね。特にアリヒトはスーツの上から防具を着けてるし、スーツは鎧下ギヤンべゾンのようなものと考えた方がいいでしょう」

　スーツの仕様について話し始めたルカさんの目が輝いている──子供心を忘れてはいけないと言った通りだ。

「……いい大人がはしゃいじゃって、って思ってる？」

「いえ、これだけ熱を持ってスーツを作ってもらえることが嬉うれしいです。転生する前も毎日スーツは着てましたが、そこまで一着のスーツに思い入れを持ったことがなかったので、すごく新鮮です」

「そう言ってもらえるとありがたいわね。アタシもいつもは既製服を作るばかりで、こんなふうに一点物の服が作れる機会は滅多にないのよ」

　店に並んでいる服だけでも十分な品揃えだが、デザイナーとしてはそれだけでは物足りないこともあるのだろう──と考えていると、話は一段落したということか、ルカさんはアタッシェケースを開いた。

　中に入っているのは、鈍く輝く黒い金属でできた銃──だが、魔法銃と言うからには、弾薬を込めて使う銃とは仕組みが違うのだろうか。

「これが『魔法銃』……どんな仕組みで使う武器なんですか？」

「これを聞くと、コストが高いと思うかもしれないけど。この魔法銃を装備できれば、魔石の力を『装そう塡てん』して放つことができるわ」

「装塡……なるほど。でもそれだと、魔石を装着した武器で特殊攻撃をするのと、どう違うんでしょうか」

　ルカさんは良いところに気がついた、というように微ほほ笑えむと、アタッシェケースに入っていた透明な魔石を手にとってみせる。

「アリヒト、魔石っていうものはどうやってできると思う？」

「迷宮から産出するみたいですから、迷宮の中で生成されて、それを魔物が箱の中に持っていたり、身体のどこかに付けてたりするんだと思ってましたが」

「そうね、でもそれは少し違うのよ。迷宮の中で技能が使われると、エネルギーが霧散しているように見えて、実際は迷宮に蓄積していくらしいの。たとえば水属性の技能を敵味方問わず多く使う迷宮では、水系の魔石が多く産出する。魔石の鉱床っていうものもあるそうだけど、宝石の鉱床とは全く違った原理でできているのよ」

　興味深いと思って話を聞いていると、彼はそんな俺の反応に気を良くして笑う。

「なんて、博識ぶってみせたけど、これはギルドの資料館に行けば調べられる情報なのよね」

「七番区には資料館があるって話でしたね。まだ行けてなかったな……」

「七番区で、六番区以上の情報が全く手に入らないということはないけど。資料館ではどの区まで行っているかに応じて閲覧に制限がかけられるから、もどかしい思いもするでしょうね。入り浸る人もいるけど、必要な時に行くだけしかお勧めはしないわ……と、脱線はこれくらいにしておきましょうか」

「いえ、すごく参考になります。それで、その魔石は……」

　ルカさんは俺に魔石を渡してくれる。透明な石の中に、白いもやのようなものが見える──そのもやは、じっと見ていると微妙に揺らめいているようにも見える。

「火や風みたいな属性のない、いわゆる無属性の魔石ね。たまに迷宮の中で無属性の攻撃しかしない魔物がいる階層があるんだけど、そこでは魔物のレベルに応じてこの種の魔石が出るのよ。これはグレードが一番低い『白はく晶しよう石せき』っていうんだけど……ライセンスで詳細を見てみるといいわ」





　◆白晶石【３】◆




・『魔石操作２』の技能が無いと使用できない。

・スキルレベル１の魔法系技能をチャージすることができる。

・同じ技能を複数回チャージすると威力が上昇する。

・チャージ回数を使いきると壊れる。






「こんな魔石が……魔法銃もそうですが、七番区で手に入れるのは物もの凄すごく難しいものなんじゃ……」

「それの価値が分かるのなら、是非遠慮なく使ってちょうだい。アタシも気に入った探索者には長生きしてもらいたいしね」

　ルカさんは明るく振る舞おうとするが、隠しきれず声が憂いを帯びる。

　支援者は多くの探索者に接する──中には命を落とす者がいてもおかしくない。むしろ探索者よりも支援者の方が、人の生死に触れる機会は多いのかもしれなかった。

「白晶石が欲しいのなら、アタシが今言ったような条件の迷宮を探すこと。もしくは、魔石商と懇意になることね。需要のある石だから、他の区で捌さばかれることも多いのよ」

「ポーションも上の区で需要があるので、高くて手に入りづらい……っていうことでしたよね」

　ポーションという言葉が出たところで、ルカさんはふとすれば見落とすくらいの短い間、遠くを見るような目をした。

「……一つ、言っておくけど。もし窮地に追い込まれても、後に響くような手段を使うのは避けなさい」

「はい、勿もち論ろんです……と言いたいですが。俺はどうも、スイッチが入ると無謀をしがちで、気をつけないといけないですね」

「闘争心があるのはいいことよ。名声を得たいっていう気持ちで無謀をするなんてことは、アリヒトには無いでしょうしね」

　彼が二人で話す時間の間に、何を伝えようとしているのか──それが、俺は今やっと分かった気がした。

　この魔法銃は、ルカさんが現役の時に使っていたもの。俺がそれを使うということは、彼の意志を引き継ぐということだ。





　◆ライトミスリル・リボルバー＋３◆




・『魔石』を装着し、『装塡』『発射』を行うことができる。

・『魔石操作２』で使用できる魔石を『装塡』することができる。

・銃身のクールダウン時間が少し短縮される。

・耐久性が時間と共に少し回復する。

・『ガンスミス』の技能によって生産された。






　この銃自体が、『魔石操作２』の技能を補ってくれる──そういうことなら、俺でも問題なくこの銃を使うことができる。

「その魔法銃に一般的な魔石を『装塡』して『発射』すると、武器に魔石をつけて特殊攻撃を発動させるよりも一撃の威力は高くなる。そして『白はく晶しよう石せき』を上う手まく使えば打開できる場面も増えるかもしれないわ。弾薬に使いやすい魔石っていうのもあるから、それを使うのもいいかもね。どうしてもっていうときは、貴重な魔石を使って打開するっていう手もあるしね」

「コストが高いっていうのはそういうことですか。リスクもありますが、切り札として頼りになりそうですね」

「ええ、懐に忍ばせておけば頼りになるわよ。時には、鉛弾と硝煙の匂においが懐かしくなることもあるけれど……なんてね」

　冗談めかして言っているが、やはり彼が転生する前の経歴は只ただ者ものではなさそうだ──と、想像を巡らせるだけにしておく。

　今のルカさんは優秀な仕立て屋で、今度は俺が彼の仕事を評価する側に回る。どんなスーツが仕上がってきても、きっと俺が着るには勿もつ体たい無いくらいの出来になるだろうと期待してしまう。

「スーツの内ポケットに銃を吊つっても目立たないようにしておくわね。男はいつでも危険な香りをさせておくものよ……さて、これから採寸をさせてもらいましょうか」

　ルカさんが懐から巻き尺を取り出し、伸ばしてみせる──迷宮国に元からあったとは思えないので、ルカさんが自分で作ったか、どこかで調達したのだろう。

「……ところでアリヒト、アタシが理由あって、その銃をこの部屋で使ったことがあるのは気づいてた？」

　最後の最後に、ルカさんが種明かしをする──金庫を隠してある壁の穴を、どうやって開けたのか。

　あの小さくはない穴が、この銃によるものだとしたら。性能を引き出せれば、この銃は必ず今後の戦闘で助けになるという予感がしていた。








第二章　頼もしき支援者たち










一　工房でのミーティング






　皆と合流してブティック・コルレオーネから出たところで、俺は見覚えのある男性三人組のパーティを見つけた。『誘う牧神の使い』と戦うとき、距離を置いて俺たちを見ていた『トリケラトプス』の三人だ。

　俺の姿を見つけると、彼らのリーダーのヒゲの男性が、力なく手を上げた。前を歩いていたエリーティアが気づいて、俺の方を振り返る。

「アリヒト、あの人たちは……」

「そうだな、ちょっと挨あい拶さつしてくる。『同盟』の動向も知っておきたいしな」

　向こうも話をしたいようで、リーダーだけがこちらにやってくる。彼は俺を見るなり、肩をすくめて苦笑した。

「どうも元気がないみたいだけど、どうしたんだ？」

「いや……俺達の自業自得ではあるんだが、あんたたちの情報を伝えなかったら、『同盟』の幹部がクビだとか言い出してな。リーダーは大目に見てくれたんだが、まあまた汚れ仕事をやらされるのも何なんで、抜けてきたんだ」

「……そういうことか。すまない」

「いや、謝ることはない。元から男三人組だと、妙に扱いが悪かったりしてな。そういう組織だと知ってたら入ってなかったんだ……と愚痴るのも情けないか」

　そんな話を聞くと、彼らに出ていくように言った幹部というのが一人しか思い当たらない──という俺の予想は、どうやら当たっていたようだった。

「全くあのグレイって男は、後から入ってきたわりには好き勝手やってくれるよ。俺たちも自分なりに『同盟』に貢献しようと努力してきたが、あいつが幹部になってからは小間使いみたいな扱いだった。ロランドさんも、どうしてあんな奴やつを幹部に取り立てたのか……」

「グレイって人には一度会ったことがあるが……悪い印象しか積み上がらないのに幹部っていうのも、確かに不思議な話だな」

「ああ、グレイを知ってるのか。口だけは上手いやつなんだ……といっても、同盟の中でも武闘派ってわけじゃないが、俺たちよりは強いし、何より抜け目のない男だ。あんたも、くれぐれも気をつけてな」

「ああ、ありがとう。これからどうするんだ？」

「しばらくは、倒せる魔物を狩って地道にやっていく。人気のない迷宮にも挑戦してみるつもりだ。あんたが双眼鏡を買ってくれたおかげで暮らしには困らないしな」

　金貨の入った袋を見せて彼は笑う。それでも彼らは怠けることなく、探索者稼業に励むと言う──そういう人たちには好感が持てる。

「ああ、そうだ……あんたに伝えておきたいことがあったんだ。近く、『同盟』のリーダーは貢献度目標を達成する。また他のパーティのリーダーが貢献度上げに励むことになるわけだが、リーダーが直接指揮して貢献度稼ぎをするのはあと少しで終わりだ」

「そうなのか……どんなふうに活動してたのか、少し気になるな」

「活動というか、俺たちの作戦は単純なものさ。『同盟』以外のパーティを締め出して、魔物が出てくる幾つかのポイントを集団で見張ってるだけだ。それでも安全で、一日の稼ぎの効率も七番区で最も良いんだ。あまりこんなことをしてると、『蟹かに』の貢献度の査定が下がるかもしれないって話もあるがな」

　いくら効率がいいからと言って、同じパターンで魔物を倒し続けると『蟹』の脅威度が低く見られて査定も下がるということだろうか。

　そんな文字通りの『ハメ技』で経験を稼いでも対応できる状況が狭くなるようには思うし、ギルドの意向にそぐわなさそうだというのは分かる。

「まあ、今までいた組織を悪く言うのも良くないとは分かってる。ロランドさんが安全なやり方で六番区に行くことを選んだのも、彼の経歴を考えれば気持ちは分からなくもない」

「一度、病気で七番区の最下位まで落ちたと聞いたが……」

「ああ……そこに端を発する執念みたいなものはあるだろう。俺たちはあんたにアドバイスなんてできる身分じゃないが、くれぐれも長期リタイアなんてことにならないようにな」

「ああ、肝に銘じておくよ」

　そう答えると、ヒゲの人は少し名残惜しそうな顔をする。

「あんたみたいな人がリーダーの組織だったら、また性懲りもなく入りたいと思うんだろうな」

「い、いや……俺は組織を作りたいとか、そういうことは考えたことはないな」

「ははは、そうか。でも俺は、本当にあんたは向いてると思うぜ。あれだけのメンバーを集められるんだからな……じゃあ、またどこかでな」

　ヒゲの人はそう言って立ち去る──袖そで振り合うも多生の縁というが、またどこかで会えたらいいと思いつつ、彼が角を曲がって見えなくなるまで見送った。

　様子を見ていた皆がこちらに歩み寄ってくる──ミサキは何やら楽しそうだ。

「お兄ちゃんって、男の人同士で話してるとやたら硬派な顔してますよねー」

「ミ、ミサキちゃん……それだと、アリヒトさんが普段は……」

「真剣な話をしてたから、普通に気を引き締めてたんだが。俺には似合わないか」

「ううん、そんなことないけど。後部くんって、昔から初対面の人でも上手く対応してたわよね。私の方が人見知りしちゃってたくらいだし」

「い、いや……五十嵐さんも、常に堂々としてたじゃないですか」

　五十嵐さんに褒められると、転生前に褒めてもらっていたらと思う瞬間も相変わらずあるのだが、それよりも照れる気持ちの方が大きい。

「…………」

「待たせたな、テレジア。そろそろお腹なかは空すいてないか？」

「…………」

　テレジアは答えず、ただ俺のスーツの裾すそを持ってくる。これは──俺が単独で話しに行ったので、心配してくれたということか。

「男の人たちに頼まれて、アリヒトが援護に行っちゃったらどうしよう、とか……わ、私はそんな可能性があるとは微み塵じんも心配してはいないんだけど、そのうちそういう声もかかりそうね」

　エリーティアは、実は意外に心配性なのでは──と思うが、確かにどうしてもという事情があれば、他のパーティに協力することはあるかもしれない。

「それは大丈夫だ。俺は皆に相談せずに、他のパーティの援護に行くことはないよ」

「後部くんくらい優秀な『後衛』の人って、他にいないものね。あまり噂うわさが広まらないようにしないと……さっきの人たちは大丈夫そう？」

　周囲に聞こえないように五十嵐さんが声を小さくしたので、俺もそれに倣った。ミサキは静かにするということか、唇に人差し指を当てている。

「彼らは俺たちのことを報告しなかったために、『同盟』を抜けさせられたと言ってました。だから、俺のことも伝わってないと思います」

「律儀な人たちね……それくらい、後部くんを見て思うところがあったのかしら」

「あのときのアリヒトさんを見たら、皆さん心を動かされると思います。私も、思い出すだけで胸が……」

「……スズナ、大丈夫？　治癒師ヒーラーに見てもらったら？」

「わー、エリーさんって思った以上にピュアなんですねー」

「っ……む、胸が痛いっていうだけで、そういうのと結びつけるのもどうかと思うけど？」

　ミサキとエリーティアが口論というかじゃれ合っているが、俺は大人として鼻の頭をかくことしかできない。

「男女問わず一目置かれるなんて、やっぱりリーダーとしての資質があったんじゃない」

「え、えーと……五十嵐さん、俺には適度に厳しくしてもらえるとありがたいです」

「どうして？　私は思ったことを言ってるだけなのに」

　もう遠回しに褒めるとか、そういう段階は通り越してしまったのだろうか。シオンと一緒にいるマドカも何か言いたそうだが、俺が視線を向けるとなぜか恥ずかしそうに目をそらされてしまった。

「お兄ちゃんとお話がしたーい、ってみんな思ってるんですよ」

「何も遠慮なんてすることないけどな。マドカ、メリッサに連絡を取ってもらえるか。見込みでも大丈夫だから、素材のリストが見られるとありがたい」

「は、はいっ……実はそのお話もしたくて、ずっと待ってました！」

『も』ということは、他にも話があるということだろうか。しかしマドカは相変わらず生き真ま面じ目めで、メリッサから送られてきていた魔物素材のリストを俺に見せてくれた。

　メリッサとライカートンさんも一いつ旦たん貯蔵庫を出て、セレスさんたちのいる貸し工房に来てくれるようだ。魔物素材も装備の加工に使うので、一緒に打ち合わせをした方がいいだろう。




　宿舎から歩いて数分の距離にある貸し工房にやってくると、すでにセレスさんとシュタイナーさんは作業の準備を終えており、メリッサとライカートンさんは座ってお茶を飲んでいた。

「待ちわびたぞ、アリヒト。といっても、今工房を使えるように準備を終えたところじゃがな」

『親方さま、お茶のカップを持ったまま立つのはお行儀が悪いですよ』

　セレスさんは常に被っているフードを脱いでいる。迷宮国の出身である彼女は、異世界らしい種族──俺が持つエルフのイメージに近かった。耳が長く、実年齢よりも若いというか幼く見える。

　彼女は普段、客の前に姿を見せないと言っていた。それでも違う区まで来てくれたことに改めて感謝を覚える。

「な、なんじゃ……そんな顔をされると落ち着かぬのじゃが。そんなにわしらに会えて嬉うれしかったのかや？　それならあまり待たせないでほしいものじゃな」

「本当にありがとうございます。セレスさんたちが来てくれたおかげで、余らせていた素材の使い道を決められそうです」

　改めて礼を言うと、皆も揃そろって頭を下げる──セレスさんは少し照れくさそうにしつつも、シュタイナーさんの手を足場にしてその肩に飛び乗って座り、高さを稼いで俺たちを見下ろしてきた。

「うむ、苦しゅうないぞ……と、一回言ってみたかったのじゃ」

『親方さまはアトベ様たちが七番区に行ってからも気にしていたからね。本当は呼んでくれたことが嬉しかったんだよ。それに専属に指名してもらえるなんて、職人冥みよう利りに尽きるよね』

「ま、まあ……今までの客は、わしの姿を見て侮ったり、シュタイナーを見て怯おびえたりしておったからの。それではこちらも気持ちよく仕事をすることができぬ。長く工房をやっていて、見込みのある探索者がまったくいなかったわけではないがの」

　百年以上も生きているというセレスさんほどの人が、そこまで見込んでくれている。そう考えて思ったが、ルーンがほとんど持ち込まれないだろう八番区で店を開いていたのは何か理由があるのだろうか。

「すみません、一つ気になったんですが……セレスさんたちは、なぜ八番区に住んでいたんですか？」

「むう、良いところに気づいたのう……と言いたいが、特に理由はない。探索者を引退したあと、わしは住み良い場所を探して転々としていてのう。あの工房の辺りは静かで、近くの水路も綺き麗れいで良かったというだけじゃ」

　セレスさんも探索者だった──迷宮国の出身で、『翡翠の民ジエイド』である彼女も、俺たちと同じように探索者になる義務を負っていたのか。気になるが、今はそれ以上突っ込んだことは聞けそうになかった。

「さて……お主らの持っている魔石じゃが。古い武具についたままにしておったりせぬか？　放置せず、利用法を考えた方が戦力は増すからの。可能な限り利用した方が良いぞ」

「はい、メリッサが魔石を合成する技能を取得してくれているので、合成も試してみたいと思ってます」

「合成はできるものとできないものがある。今の私では、一度しか合成することはできない。二つ選んで合成できるだけ……良さそうなものがあったら言って」

「わしは『魔道具作成２』を取っておらぬ。代わりに、同種の魔石を集めれば『ルーン生成』を行うことができる……と言っても、必要数は十個じゃから、なかなか集められるものではないがの」

　さすがに同種の魔石が十個というのは──と思っていると、メリッサが何か袋を持ってきた。ゴロゴロと石のようなものが入っている。

「……魔物を解体してたら、幾つか魔石が見つかった」

「ありがとう、メリッサ。結構な数だな……」

「敵が魔法の類を使ってくる場合は、魔石が力の源という場合がありますからね。アトベ様方が数多く魔物を倒されたことも勿もち論ろんありますが」

　ライカートンさんが袋の中の魔石のリストを見せてくれる。十個を超えているものがある──だが、即断でルーンにするのは早い。

　それより何より、見つかったのは魔石だけでなく、ルーンも入っていた。見ただけでは効果が分からないが、戦力アップに繫つながりそうだ。





　◆今回発見された魔石とルーン◆




・換トランのルーン　×１　『★背反の甲蟲』から発見

・烈れつ風ぷう石せき　×１　『エアロウルフ』から発見

・弾だん力りよく石せき　×18　『ストレイシープ』から発見

・雷らい黄こう玉ぎよく　×１　『サンダーヘッド』から発見

・闇やみ弾だん石せき　×12　『ダークネスブリッツ』から発見

・響フオニアのルーン　×１　『★誘う牧神の使い』から発見






「ふむ、『弾力石』と『闇弾石』は飛び道具の弾に取り付けて使用するものじゃな。こういった種類のものはルーンに圧縮することはできぬ」

「実は『魔法銃』という武器を手に入れまして、それの弾が魔石ということなので、使えるとありがたいですね」

「な、何じゃと……!?　魔法銃……『ガンスミス』という職業の者しか作れぬというが。まさか、持っている者に会うとは……」

　わなわなと震えているセレスさん──感激しているというより、驚きの方が大きいようだ。俺はテーブルの上に銀のアタッシェケースを置き、中の銃をセレスさんに見せた。

「これなんですが……」

「むう……強化できぬかということじゃろうが、まだ使ったことは無いのであろう。これを強化できるような金属は容易に手に入らぬじゃろうし、今はそのままにしておくが良い。わしも強化できるよう、勉強しておくからの」

[image: ]

『我輩は金属加工専門だから、問題なく強化できると思うよ。でも親方さまの言う通り、このままで完成されているから、強化に必要な素材が見つかるまでは無改造がいいんじゃないかな』

「ええ、将来的に強化できそうなら助かります」

　まずは試し撃ちをしてからだが、『弾だん力りよく石せき』なら数が多いので試すには持ってこいだろう。次回の探索で最初に使うことになりそうだ。

「では、魔物素材からの武具作成について話をさせてもらおうかの」

「はい、お願いします。メリッサ、解体はどれくらい進んでる？」

「大物は明日まではかかるけど、どう解体するかの目め処どは立ってる。使えそうな素材を提案する」

「『背反の甲蟲』は途中で外皮を外した形跡がありますが、それでも最も大きな甲殻が残っていますから、大盾の材料に使えますよ」

　テレジアは円盾タージエを使うが、現状では大盾を使うメンバーはいない。しかし用途が限られるのであれば、大盾を作ってストックしておくのもいいかもしれない──パーティに盾使いが入ってくれたら、その時に装備してもらうという手もある。

　盾使いといえばセラフィナさんだが、彼女が俺のパーティに入ってくれるというのは難しいだろう。ギルドセイバーの任務もあるのだから。

「強い魔物でも、一部しか武具に転用できないっていうのはよくあることね……アリヒト、メリッサが切り落とした『背反の甲蟲』の角はどうするの？」

「ああ、何かに使えるといいが……しかし、戦闘中だと硬い部位でも切り落とせたってのはちょっと不思議だな」

「この角は、おそらく戦闘中でなければ斬れない部位ですね。魔物は倒したあとに、身体からだの組成が変質することがあるんです。それで加工できなくなってしまうんですが、斬り落としておいた角だけは、加工できる状態をとどめていました」

　ライカートンさんが説明してくれるが、魔物の性質には謎が多い。加工できる部分は一部ということで、どう使うかを決めるとしよう。




　パーティ全員で検討し、各素材をどうするかが決まった。





　◆『エアロウルフ』の素材◆




・『スズナ』の『トネリコの弓』　→『牙きば』を使用して『攻撃力上昇』を付加　『＋１』に強化

・『スズナ』の『シルク・シャーマンズクロース＋２』　→『毛皮』を使用して『速度上昇』を付加　『＋３』に強化

・『シオン』の『ハウンド・レザーベスト＋１』　→『毛皮』を使用して『速度上昇』を付加　『＋２』に強化




　◆『グランドモール』の素材◆




・『頭殻』を使用して両手槌つち『★ハンマーヘッド』を製作

・『爪×２』を使用して『モール・ナックル』を製作




　◆『★背反の甲蟲』の素材◆




・『テレジア』の『エルミネイト・ショートソード＋３』　→『角』を使用して『エルミネイト・レイザーソード＋４』に強化

・『甲殻』を使用して『★鏡甲の大盾』を製作




　◆『ストレイシープ』の素材◆




・『キョウカ』の『ライトスティール・レディアーマー＋３』　→『羊毛』を使用して『少しのブレス耐性』を付加　『＋４』に強化

・『ミサキ』の『バットレザー・マント＋１』　→『羊毛』を使用して『少しのブレス耐性』を付加　『＋２』に強化

・『マドカ』の『コットン・ターバン』　→『羊毛』を使用して『少しのブレス耐性』を付加　『＋１』に強化




　◆『サンダーヘッド』の素材◆




・『キョウカ』の『エルミネイト・クロススピア』　→『雷角』を使用して『雷攻撃強化』を付加　『＋１』に強化

・『メリッサ』の『デニム・オーバーオール』　→『羊毛』を使用して『中程度の雷耐性』を付加　『＋１』に強化




　◆『ダークネスブリッツ』の素材◆




・『エリーティア』の『ユニコーン・リボン＋１』　→『黒毛』を使用して『暗闇耐性１』を付加　『＋２』に強化

・『アリヒト』の『エルミネイト・マウント・ブーツ＋２』　→『黒毛』を使用して『暗闇耐性１』を付加　『＋３』に強化




　◆『★誘う牧神の使い』の素材◆




・『アリヒト』の『ハードオックスメイル＋２』　→『黒毛』を使用して『中程度の闇耐性』を付加　『＋３』に強化

・『エリーティア』の『ハイミスリル・ナイトメイル＋４』　→『黒毛』を使用して『中程度の闇耐性』を付加　『＋５』に強化

・『曲がり角』から『★牧神の角笛』を製作

・『爪』から『不惑のチャーム』を製作






　素材は一つの武具に使える個数が制限されるということなので、集中的に強化したりということはできない。そのため、できるところで満遍なく強化するというスタンスを取ることにした。加工すると何が作れるか決まっている素材については、用途が決まっていなくても作ってもらっておく。

　羊系の魔物については、俺のスーツにも素材を分配してもらうことになっている。大量の羊毛が必要になるが、皆からも許可をもらった。

「必要になったときにその都度耐性をつけるというのも難しいものじゃから、保険として付けておくという考えが良いじゃろうな」

「はい、そういう効果は意識せずに効いてくるものだと思うので」

『こんなに沢山の装備を一気に強化できるのは珍しいから、腕が鳴るね。ね、親方さま』

　見るからに重厚な甲かつ冑ちゆう姿のシュタイナーさんだが、口調は少年のように弾んでいる。『中の人』などいないと言われそうだが、実は結構若いのだろうか。

「魔物素材の加工ですから、私たちも共同で作業をさせていただきます。強化する装備を本日使用される予定はありますか？」

「いや、今のところはまだ決めていません」

『作業にある程度時間がかかるから、準備ができたら装備を預けてくれるかな』

　実際に強化した装備を使うのは数日後くらいになるだろうか──と考えていると、セレスさんが指を一本立てていた。

「明日じゃ」

「えっ……あ、明日ですか？」

「今晩中に全すべての作業を終えて納品してみせよう。なに、技能を使うのじゃから、魔力さえどうにかすれば難しい話ではない。そうじゃの、シュタイナー」

『可能な限り、マナポーションがぶ飲みは避けた方がいいんだけどね。ポーションは便利だけど、あまり使っていると副作用があるみたいだよ』

　魔力が回復するマナポーションだが、ライセンスの表示では『マナ』ではなく『魔力』と表記される。いずれも同じ意味らしい──と考えつつ、セレスさんたちの話に耳を傾ける。

「そんな安物は使わぬ……と言いたいところじゃが、ポーションの質を問わず副作用はあるらしいからのう。悪いことばかりでもないようじゃが、試す気にはなれぬな」

　代わりに俺がセレスさんに『アシストチャージ』を使い、ポーションで回復すれば──と考えて、栄養ドリンクの飲み過ぎでハイになっていた頃ころを思い出す。俺にとって栄養ドリンクは間違いなくポーションだった。

「後部くん、どうしたの？」

「あ、い、いや何でも……いえ、ちょっと昔のことを思い出してました」

「あっ……も、もしかして、あの時のこと……」

　そういえば五十嵐さんが栄養ドリンクをくれたこともあったと思い出す。同僚に話したら、美人課長に栄養ドリンクを貰もらうなんて、と何故か羨うらやましがられた──彼はどんな想像の翼をはためかせていたのだろう。

「……アリヒト、テレジアのボディスーツも作っておく。『空から来る死』の革で作ったレザースーツ。デザインはそんなに変えないけど、性能はかなり上がると思う」

「ああ、頼む。『ライトシェード・スキニー・スーツ』を裏地に使えば、『迷めい彩さい石せき』を使ったときに透ける問題は解決できると思うよ」

「私もそう思う。でも、私の中にはなかった発想。アリヒトの想像力には感心した」

　試してみなければ上う手まくいくか分からないが、期待しておきたい。しかし、最初に『光学迷彩アクテイブステルス』を試すときは念のために宿舎内にしておきたいところだ。

「あとは魔石とルーンの使いみちじゃな。これもまた長丁場になりそうじゃ」

　今まで使っていた装備についている魔石、倉庫に眠らせていた魔石とルーン──そして、今回手に入ったばかりのもの。

　武具と魔石の組み合わせは数多い。合成という選択も増えたが、ひとまず全ての石を誰かの装備につける方向で考えたい──毎回の付け外しは大変なので、安定した魔石は変えないというのが良いだろう。

「属性系の魔石は一人で幾つも装備できると選択肢が増えていいけど、全員が一つずつ属性攻撃ができた方がいいというのもあるし、悩みどころね」

　エリーティアも剣を変えることができるのなら、魔石をつけることができるのだが──彼女の剣技で弱点属性を突ついたら、相当な威力が出るのは間違いない。

「特殊攻撃の魔石は、今のところ合成できないのね。属性同士も、相性がいいものしか合成できない……」

「一度しか合成できないですから、悩みますよねー。ダブリで手に入ったものだけ合成したいですけど」

「『烈れつ風ぷう石せき』と『爆ばく裂れつ石せき』は、何か合成すると凄すごそうじゃないか？」

「『生せい命めい石せき』は、体力が増えるんですね……いざという時に身を守ってくれそうですから、合成してアリヒトさんに装備してもらえたら……」

　スズナが心配してくれるのはありがたいが、体力を上げるべきメンバーは基本的に前衛だろう。合成もいいが、最前衛のシオンが装着すると良いと思う。

「アリヒトお兄さん、装備に使えなかった部分の素材はご指示通り買い取りに出しました。査定はこれくらいになってます」

　マドカが出してきた報告には、金貨五千三百枚と表示されていた。使える部分を使って残りがこれというのは、御の字というか何というか──そのうち気がついたら、家を買う資金も貯たまってるんじゃないだろうか。

　現在までの金貨の総計を確認すると約三万枚だった。銀貨と銅貨を金貨に換算すると、さらに多くなる。装備の強化が最優先だが、使えるところで有効に使っていきたい。





二　新たな魔石






　魔石については、特定の魔物を集中的に倒して集めでもしない限りは、同じものが複数個手に入ることはまずない。

　だが、せっかくなので合成を試したいということで意見が一致したので、有効そうな組み合わせを検討することにした。

「『爆裂石』と『吸きゆう体たい石せき』を合成したら、沢山の敵を攻撃しつつ回復できる……ってことはないのかな」

「説明を見てみれば、思った通りの効果が出るかはある程度予想できると思うわ」

　エリーティアに言われた通り、調べてみる──すると、このようになっていた。





　◆爆裂石◆




・敵の集団に爆裂属性の打撃を与える。




　◆吸体石◆




・武器に装着すると、物理属性で攻撃した敵の体力を少し吸収する。






「むむ？　スズちゃんの矢は爆裂属性なので、物理攻撃じゃないってことですか？」

「そうみたい……『ブラストアロー』の爆風の部分じゃなくて、矢の本体が当たった分しか回復できないかもしれないですね。それに、私は後ろにいるので、優先度は低いと思います」

　体力は常に最大を維持したいものだと思うが、スズナはパーティの編成を考えて意見を出してくれている。俺の『支援回復』と違って即時回復できる手段だと思われるので、それこそ誰だれが使っても良いものなのだが。

「エリーティアさんは攻撃の回数が多いから……あっ、その武器には魔石がつけられないのね」

「そうね……もし敵の攻撃を受けても、手数の多い攻撃で一気に回復できたらいいと思うけど。現状では取り入れられないわね」

　そうすると、自ずと他の前衛であるシオンと五十嵐さんに着けてもらいたいところだが、五十嵐さんにはそれより優先して着けた方が良さそうなものがある。

「見ていて思ったが、お主らはすでに現状の魔石装備である程度事足りておるのじゃな。火、風、雷と属性攻撃もあり、アリヒトが状態異常攻撃も行える。ならば、古い装備につけておる魔石は当面不要ということで、合成してみてはどうじゃ？」

「ええ、それが良さそうですね。じゃあ俺が前に使っていたスリングについている『燃ねん焼しよう石せき』と、『風かぜ瑪め瑙のう』を合成してみます」

「うむ、炎と風は相性が良い。風の攻撃は敵と距離が取れるからの、探索者には全般的に人気があるようじゃな」

　短刀ダークによる『ダブルスロー』なら距離を取って攻撃できるが、テレジアのショートソードを『レイザーソード』に強化するので、攻撃したあと敵と距離を取る方法を準備しておけると良いと思う。もし火が通じない敵でも風で吹き飛ばすことはできるだろうし、火が通じれば大きな威力が出せそうだ。

「メリッサ、この二つの魔石で頼めるか」

　マドカに頼んで、俺が最初に装備していたスリングを倉庫から出してもらう。彼女の『棚卸し』で倉庫の内容を把握してもらい、『品出し』で取り出す──そのおかげで、他の魔石や装備についてもこの場で全て把握することができた。

「じゃあ……やってみる。初めてだから、少し離れてて。爆発するかもしれない」

「心配せずとも、わしの力で事故があっても封殺できる。『ルーンメーカー』とは、ただルーンを合成するだけの職ではない」

『魔石の合成失敗なんて聞いたことないから、大丈夫だと思うよ。魔道具の生成ができる人は少ないんだけどね』

　メリッサも本気で心配していたわけではなかったようで、ぺろ、と小さく舌を出す──ワーキャットだけに猫のような仕草だ。今のは珍しく冗談を言ったということらしい。

「……『風瑪瑙』と『燃焼石』。二つの力は、一つとなる」





　◆現在の状況◆




・『メリッサ』が『魔道具作成２』を発動　→『風瑪瑙』と『燃焼石』を合成

・『蒼そう炎えん石せき』を１つ生成






　メリッサがテーブルの上に置いた魔石に手をかざし、技能を持つ者だけが知り得るものだろう呪じゆ文もんを唱えると、二つの石が光り輝き、一つに融合する──そして、青い色をした新たな魔石が生まれた。

「……できた」

「凄いな……この石の中に見えるのは、青い炎か」

「本当に、魔法みたいです……メリッサさん、大丈夫ですか？」

　一つ合成するだけでもかなり消耗するのか、スズナがメリッサの額をハンカチで押さえる。ライセンスを見てみると、『品出し』を使ったマドカよりかなりメリッサの魔力が減っていて、魔力消費の大きさがうかがえる。

「……ちょっと疲れたけど、大丈夫。解体と加工では魔力は減らない」

「うちの子がこんな技能を習得していたなんて……親の見ぬ間に子は育つとはこのことですね」

　感激するライカートンさんをよそに、メリッサはスズナに小さく何かを言う──『ありがとう』だろうか。ミサキとエリーティアもそれを微ほほ笑えましそうに見ている。

「その新たな魔石は、テレジアの新しい剣に着けておくぞ。他の魔石はどうするのじゃ？　ルーンについても可能なら使った方が良いぞ」

「はい。では、時間も限られてますし、手早く検討を進めましょう」

　手に入れた魔石の中で強力なものから優先してつけていき、残った魔石を割り振ると──こうなった。





　◆魔石の装備変更




・『キョウカ』の『エルミネイト・クロススピア＋１』に『雷らい黄こう玉ぎよく』を装着

・『シオン』の『★ビースティークロウ』に『吸きゆう体たい石せき』を装着

・『シオン』の『ハウンド・レザーベスト＋２』に『生せい命めい石せき』を装着

・『テレジア』の『エルミネイト・レイザーソード＋４』に『蒼そう炎えん石せき』『眼がん力りき石せき』を装着

・『テレジア』の『？レザースーツ』に『迷めい彩さい石せき』を装着

・『スズナ』の『トネリコの弓＋１』の『爆ばく裂れつ石せき』を『烈れつ風ぷう石せき』に変更

・『ミサキ』の『スティール・マジックカード＋２』に『爆裂石』を装着

・『メリッサ』の『デニム・オーバーオール＋１』に『混こん乱らん石せき』を装着






　五十嵐さんはとにかく雷系に特化してもらう──技能と魔石のシナジーというものもあるそうで、『サンダーボルト』が使える彼女なら『雷黄玉』で発動する技の威力も上がる。

　シオンの『生命石』と『吸体石』については、最大体力を上げたうえで攻撃時に吸収して回復するという組み合わせだ。『吸体石』が一つ余っているが、つけられる武器がないので見送りとする。

　テレジアについては予定していた通りだ。スタンはあらゆる局面で使えるし、相手によっては『蒼炎石』で弱点を突つく。

　状態異常を付加する石は、防具につけると効果が変わり、敵の状態異常に対する耐性がつく。一撃の威力が大きいメリッサには、念のために混乱耐性を持っていてもらうことにした。

　そして──スズナの弓についていた魔石を『烈風石』に交換したこともそうだが、ミサキの『スティール・マジックカード』に『投とう擲てきしたあとに手元に戻ってくる』という特性があるおかげで、カードに『爆裂石』を着けることができた。

「い、いいんですか……？　私にこんなものを使わせたら、大暴れしちゃいますよ？」

「残り魔力に気をつけるんだぞ、消耗して倒れると致命的だから」

「はーい、分かってます！　一回使うくらいなら私でも大丈夫なはず！」

　次回の探索では、マドカは休むことになっている。『誘う牧神の使い』との戦いでは彼女の貢献度は大きかったが、士気解放を使ってもらうために戦闘中に隠れていてもらうのは危険が伴う。位置が分からずとも周囲全体を巻き込む攻撃を、敵は容赦なく放ってくるのだ。

「ふむ、そういうことなら……アリヒトに専属職人として認められたあかつきには、このまましばらく滞在していようかの。マドカ、わしらも付き合うぞ」

「は、はいっ……よろしくお願いします、セレスさん」

「ふふ、わしのことをちゃんと年上扱いしてくれるのじゃな」

　すでに上う手まくやっていけそうな雰囲気なので、マドカを街に残していくことを心配していたみんなも安心していた。

「複数のパーティを組めれば全員で迷宮に入れるけど、『入場制限』がある迷宮も出てくるから、大勢に慣れすぎてもいけないのよ。八人パーティですら入れなくて、六人制限という場合もあるから」

「特定の魔物は、規定の条件を満たした者以外の侵入を拒む『領域』を持っておるからの。そういった魔物は個体数が決まっていて、スタンピードを起こさぬのが救いじゃが」

　つまりスタンピードが起こりやすいのは、一般の探索者が問題なく侵入できるが、中の魔物が倒しにくいなどで敬遠されてしまう場合といえる。

『ギルドも未然にスタンピードを防ぐ努力はしているんだけど、どうしても手が足りないんだよ。だから、探索者の自主性にある程度頼らざるをえないんだ』

　自主性と言われて思う──八番区でスタンピードを起こした『午ご睡すいの湿しつ地ち』に、俺たちは結局入っていない。スタンピードを起こした迷宮からは魔物が消え、元の状態に戻るまでしばらく立ち入りができなくなるからだ。

　しかしいずれは、改めて『午睡の湿地』に足を運ぶこともあるだろうと思う。今は前に進むことを優先してはいるが、八番区の迷宮のどこかには、テレジアの過去に関わる手がかりがあるかもしれないからだ。

　彼女を亜人から人間に戻すことができれば──それでも、過去について聞くことでどうやって亜人になったのかを彼女に思い出させるのは、残酷なことだという思いもある。

「アリヒト、無理はせぬことじゃぞ。何もかもを自分たちで解決しようとせずともよい」

「はい……と言っても、なかなか見過ごせない事態に出くわすことも多いですが」

「それを『見過ごせない』と思う心が、お主らの強さであり、危ういところでもある。こんなことを言うと重たいかもしれぬが、わしが見られなかった迷宮国の先の先まで、お主らには見せてもらいたいのじゃ……と、発破をかけたところで。お主らが持っておるルーンじゃが、どれも癖が強いのう。使うかどうかは慎重に判断したほうが良いぞ」

　ムラクモの入っていた黒箱から出てきたルーンと、そして今回手に入ったルーンで、合計四つ。それは、こんな特性を持つものだった。





　◆転オルタのルーン◆




・魔力の半分を最大体力値に加算する『オルタネイトボディ』を発動できる。




　◆虚ホロウのルーン◆




・敵を『怒り』状態にし、弱点属性を一つ付加する。重複しない。




　◆換トランのルーン◆




・魔力を消費して装備品を形成し、『換装』することができる。




　◆響フオニアのルーン◆




・音による攻撃・技能の効果を強化することができる。






　使いこなせれば強力なのだろうが、どれも使える場面が限られている。そして、ルーンを使う上で一つのハードルがある。

「ルーンのスロットってなかなか空いてないのよね……誰か、空いている装備を持ってる人はいる？」

「キョウカの鎧よろいのスロットは空いてるわね。装備が壊れたときのために、『換トラン』のルーンをつけておいたら？」

「そ、それは……『保護のネックレス』を着けたから、大丈夫だと思うんだけど……」

「にじゅうごさいでも関係ないですよ、ピンチになったら魔法の装備に変身しちゃいましょう！」

「あ、あのね……そんな、魔法少女か何かじゃないんだから」

　ミサキの発想力にこんなときは感心させられる──魔力で作った装備に換装するというのはそういうことなのか。元の装備と同じものが形成されるだけのような気もするが。

「じゃあ……『換』のルーンを五十嵐さんに。『虚ホロウ』のルーンは、ミサキのカードに着けましょう」

「魔物を怒らせるっていかにも私っぽい役回りですけど、守ってくれなきゃやですよ？」

「他のルーンは、使うところが見つかるまで保管しておきましょうか」

『転オルタ』のルーンは不動の盾役が見つかった時に、必ず力を発揮するだろう。『響フオニア』のルーンは『牧神の角笛』の効果次第と言ったところか──もしくは、仲間が音を使う技能を覚えたときに使えばいい。

「では、この二つを定着させるのじゃな。力ある文字よ、命なきものと一体となれ……『エンチャントルーン』！」





　◆現在の状況◆




・『セレス』が『エンチャントルーン』を発動　→成功

・『ライトスティール・レディアーマー＋４』が『ヴァリアブルクロス＋４』に変化

・『スティール・マジックカード＋３』が『道化師の鬼札＋３』に変化






「ほぇぇ……なんか、カードに模様が透けて見えるようになりましたよ？」

「私の装備はそんなに変わってないように見えるけど……効果を発揮すると変わるのかしら？」

　魔石は穴にはめ込むだけだが、ルーンは武具に溶け込み、親和している──一見すると変化は伝わりにくいが、魔石では得られない種類の能力を備えているからこそ、固有の名前がつくのだろう。

「さて、あとは職人の時間じゃ。わしらは作業に取り掛かるので、お主らはひとまず休むが良い。迷宮から出て休まぬというのも、働き詰めにもほどがあるぞ」

　セレスさんの忠告はもっともだ──俺たちは彼女の言葉に甘えさせてもらい、夕方に食事をするまでは宿舎に戻ることにした。




　夢見は良くも悪くもなかった。昼寝をすると変な夢を見ることが多いというが、当たり前のように『牧神の使い』と戦う夢を見た──生死がかかっていたのだから当然だが、もっと平和な夢が見たいものだ。

「…………」

「わ、悪い……うなされてたか、俺」

　目を覚ますと、窓から差し込む夕日の中で、テレジアがベッドの傍らに立っていた。

「テレジアはよく寝られたか？」

　尋ねると、こくりと頷うなずきが返ってくる。そういうことなら安心だ。心配させてずっと起きていたんだったら申し訳ない。

　テラスハウスの一階に降りると、仲間たちも起きてきていた。出かける準備が整ったところで、予め調べていた店に向かう。宿舎からは少し歩き、上位ギルドの近くになる。

　ファルマさんとルイーザさん、セレスさんとライカートンさんたち職人チームも合流して、かなりの大所帯となる──七番区ならではの店が良いと思ったので、羊肉を使った焼き肉の店にした。

「シオリさんもお誘いしたんですが、騒がしいところは苦手とのことで……」

「静かに食事ができる店もあるといいんですが、大勢だと賑にぎやかになっちゃいますね」

「彼女も楽しんできてくださいと言っていました。同業なので色々と話がはずんでしまって、夕方までずっとお話していたんですよ」

　ファルマさんは上機嫌だが、やはり子供たちのことが気になるようで、子供の姿を見かけると目を止めている。そろそろ日も暮れるので、街を行くのはほとんどが大人ばかりだが。

「あっ、後部くん、『フォーシーズンズ』の人たちも来てるわよ」

　ここにきて、さらに人数が増えるとは──店を探していたカエデとイブキはこちらに気づくと、手を振りながらやってきた。

「リョーコ姉の言ってた通りやな、アリヒト兄さんたちがこのへんにおるかもって」

「せっかく外食することになったんだから、賑やかな方がいいって言ったのはカエデちゃんでしょう？　それに、イブキちゃんも乗り気だったじゃない」

「まあまあ、細かいことは言いっこなしで。先生、ご一緒してもいいですか？」

「これで断られたらリョーコがお酒に走りそうなので、私からも是非お願いします」

　アンナがぺこりと頭を下げる。リョーコさんは顔を赤らめていたが、酒もほどほどならストレス解消に良いので、俺も嗜たしなむ程度に飲みたいところだ。




　肉にく鍋なべの店『オルドの夕ゆう餉げ』に入った俺達は、まず飲み物をオーダーして全員に回るのを待った。店名の意味については誰だれも気がついてないようなので、俺も触れずにおくとする。事前に調べたときにはあまり深く考えていなかった──オルドというと、遊牧民族の長が持ってるハーレムみたいなものじゃなかっただろうか。

「羊の乳のお酒……ケフィールっていうんですね。いただくのは初めてです」

「ええ、私も初めて……後部くんは？」

「モンゴル料理の店で飲んだことがあります。結構クセがあったんですが、この店のは飲みやすそうですね」

「なんじゃ、『養魔酒』などは飲まぬのか。消耗した魔力が回復する霊酒じゃぞ」

『親方さま、戻ったら作業なんだから飲んじゃだめだよ。我輩もお茶なんだからね……って、話を聞かないんだから』

「いいではないか、多少飲んだところで潰つぶれるわしではない」

　シュタイナーさんはどうやって飲むのだろう──と思っていると、植物の茎を使っているらしいストローが用意され、なるほどと納得する。

「アトベ様、皆様のお飲み物も揃そろったところで……」

「ええ、じゃあ失礼して……みんな、迷宮探索成功お疲れ様です！　八番区から来てくれた皆さんも本当にありがとうございます、これからもよろしくお願いします！　では、乾杯！」

「「「乾杯！！！」」」

「「「かんぱーい！！！」」」

「ワォーン！」

「…………」

　大部屋に響く歓声に近い声。しかし乾杯の音頭というのは何度やっても照れるものがある。

「えーと……すみません五十嵐さん、次から乾杯の音頭はローテーションにさせてもらえませんか」

「後部くん、まだちょっと肩に力が入ってるものね。テレジアさんも心配してる」

　テレジアは席を立つと、俺の椅子の背もたれにそっと手を置く。そんなに頼りなく見えるだろうか──照れていることが伝わっているのか。

「今さら緊張することもなかろう、仲間の前なのじゃから」

「こればかりは性格ですかね……前に出ることが苦手というか」

「アトベ様、お話し中申し訳ありませんが……よろしいですか？」

　ルイーザさんがグラスを差し出す──これもまた照れるが、彼女だけでなく全員とグラスを合わせていく。テレジアもアルコールをほとんど飛ばしてあるという、乳酒の果物割りが注がれたグラスを持ってきたので、コツンと合わせる。まだ飲める歳でないマドカもテレジアと同じものを頼んでいた。

「アリヒト兄さん、今日はお疲れさまでした。また声がかかるまで、うちらも自分なりに頑張ってますから、いつでも言ってな」

「ああ、また共闘する機会はあると思う。その時はよろしく頼むよ」

「アリヒトたちのおかげで、ラケットを新しくすることができました。雷の攻撃ができるラケットです」
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「目的を達成できてよかった。一度、どんな攻撃か見せてもらいたいな」

　カエデとアンナのあとは、リョーコさんとイブキがやってきた。リョーコさんはセレスさんを見て、次にファルマさんを見て──しばらく笑いあったあと、俺を見やる。

「い、いや……ファルマさんは、八番区で世話になった箱屋の店主さんなんです。今回、箱開けのために七番区まで来てもらって……」

「私はてっきり、アトベさんがまた『お知り合い』を増やされたのかと……」

「あ、あの、アリヒト先生って、年上の女性の方が好きだったりとか……」

「っ……な、何言うてんのイブキ、お酒なんて間違えて飲んでへんやろね？」

　イブキにどう答えようかというところで、ファルマさんが席を立ってやってくる。

「アトベ様は、私のお店のお得意様です。主人が戻ってきたら、ぜひ紹介したいと思っているんです。うちで飼っていたシオンもお世話になっていますし」

『主人』という言葉の意味が浸透すると、リョーコさんとイブキがほっとした顔をする。

　ファルマさんと俺の関係が気になったのだろうが、ファルマさんの受け答えは落ち着いたもので、大人の余裕を感じさせた。

「す、すみません、あたし、失礼なこと想像して……アリヒト先生に呆あきれられちゃいますよね」

「私もごめんなさい、つい気になって……改めて、自己紹介させてもらってもいいですか？」

「はい、もちろん。私はファルマ＝アルトゥールと申します。箱開けを専門にしていますので、皆さんも機会がありましたら、ぜひお持ちください」

　ファルマさん、セレスさんと初対面のメンバーが自己紹介をする。シュタイナーさんはやはりみんなに驚かれていたが、セレスさんが『中の人』のことを明かして安心させていた。

「アトベ様、お肉がちょうど良く焼けてきましたのでお取りしますね」

「は、はい、ありがとうございます……って、テレジアたちはもう食べてるのか」

　人数が多いので肉を焼く鍋なべは大きなテーブルに四つ用意されており、そのうち一つの焼けた肉を、テレジアとメリッサがもくもくと食べている。それを見て、みんなも思い思いに肉を取って食べ始めた。ライカートンさんの口にも合い、喜んでもらえたようだ。

　羊肉は少しクセがあるというイメージがあったが、下処理が上う手まいのかまったくクセがなく、皆には思った以上に好反応だった。

「なんてジューシー……はっ。あの『ストレイシープ』ちゃんが成長したら、この羊ちゃんになっちゃったりするんですか？」

「いや、これは魔物肉ではなく、別のルートの羊肉じゃな。迷宮国の食糧事情がある程度安定しておるのは、支援者が組合を作って牧畜や農業も行っておるからじゃ。特にこの七番区などは、食糧生産を維持するのも重要な課題になっておるじゃろう……迷宮から持ち帰った食材だけではとても足りぬからの」

　俺は魔物牧場に調教テイムした魔物を預けているが、また違う目的の牧場もあるということか──卵はともかく、鮮度の高い乳製品があるのは、酪農が行われていることを示している。

「迷宮の恵みだけでなく、人の力でもこの食事が支えられているんですね……いただきます」

「いただきます。ん……脂を落として焼いてるから、あっさりしてて美お味いしい」

　スズナとエリーティアの口にも合うようで、食が進んでいる。五十嵐さんも食べていたが、ちら、と俺の方を見やる。

「後部くん、いっぱい食べて体力を……」

「お兄さん、お肉をお取りしますね。お飲み物のお代わりはどうされますか？」

「あ、ああ。じゃあ、頼もうかな」

　五十嵐さんが言いかけたところで、いつの間にかこちらに来ていたマドカが世話をしてくれる。このままでは俺が自分で肉を焼くことは無いのではないだろうか。焼肉奉行がしたいというわけではないが、それはそれで少し寂しい。

「……た、体力をつけないとね。私たちもしっかり食べておかないと。マドカちゃんもちゃんと食べてる？」

「はい、皆さんと一緒にお食事ができるだけでお腹いっぱいです！」

「育ちざかりじゃからの、たーんと食べるのじゃぞ。少食そうなそなたもな」

「お肉はタンパク質なので、身体からだを作るために沢山食べるようにしています」

「うちは部活が剣道部やっただけやけど、アンナはプロになるかもしれへんかったから、昔から必要な筋肉がつく食事をしてきたんやって」

　小柄な身体から想像もできないほど強いサーブを打つと思っていたが、そこまで有望な選手だったとは──アンナは注目されていると気づくと、意外にもピースサインを返してきた。

「テレジア、お肉だけじゃなくて野菜も……食べてるのね」

「…………」

「テレジアさんはいつも美味しそうに食べるので、見ていてこちらが嬉うれしくなるくらいです」

　スズナはテレジアの食べっぷりを楽しそうに見ていた。大食い女子を見て癒やされる人がいるというが、こういうことかと理解する。

「あ、後部くん。他にも色々料理があるから……」

「うむ、このスープもなかなか良い味が出ておるぞ。一口飲んでみるがいい」

「こちらの串くし焼やきも、香ばしくて美味しいですよ。お一ついかがですか？」

「あら……アトベ様、少し暑いみたいですね。額に汗が……」

　五十嵐さんが何か言おうとしたところで、セレスさん、ルイーザさん、ファルマさんが立て続けに攻勢──もとい、世話を焼いてくれる。

「キョウカさん、お気持ちはお察しします。でも焦ってはいけないんですよね、こういうときって」

「あ、焦ってるわけじゃないけど……リョーコさん、少し酔ってる？」

「ええ、少しだけです。今のところは……キョウカさんいかがですか？」

　小麦肌を上気させたリョーコさんが酒の入った瓶を持っているのを見て、ルイーザさんが酔よい潰れてしまったときのことが頭を過ぎる──このままではいけない、お酒は楽しく、だが飲みすぎずが健全な社会人のあり方だ。

　ここは心を鬼にして、俺が言わなくてはなるまい。まだお酒を飲むには早いメンバーもいる以上、大人として自制を──と考えたところで。

「キョウカ、お主もいける口ではないのか？」

「え、ええ……でも、普段は嗜むくらいです」

「キョウカさんが酔われたところは、そういえば見ていませんね……私ばかりがお恥ずかしいところを見せてしまって」

「せっかくですから、もう少し飲まれませんか？　イガラシ様と、お酒を飲みながらお話したいこともありますし」

　箱を開けるときだけでなく、ファルマさんは酒の席でも気分が高揚するのか、仕草が見るからに艶つやっぽくなっている。五十嵐さんも空気に飲まれたというか、お世話になっているので断りづらそうだ──彼女が自分から折れるところを見ることになるとは。

「あと一杯だけにしておきます、初めてのお酒なので、思ったより回るといけませんから」

「ふふっ……そのときは、シオンにお願いして宿舎まで連れていってもらいましょう」

「リョーコ姉も飲んでええよ、うちらが何とかするし」

「カエデちゃんったら……私がお酒にだらしないみたいに言わないの」

　俺も巻き込まれるのではないかと思っていると、当然のようにファルマさんにお代わりを注がれた──年少メンバーに助けを求めるわけにもいかないので、ここは自力で乗り切るしかないようだ。





三　同盟の誤算／技能の検討






　徐々に酒が入って皆の機嫌も良くなっていく──大人同士の話に年少のメンバーも混ざって談笑が始まり、賑やかなのはいいことなのだが。

「なあなあ、アリヒト兄さんって付き合ってた人とかおったの？」

　こういう席だと出てきがちな話題ではあるが、カエデがここぞとばかりに聞いてくる。五十嵐さんとは上司と部下だったというのは彼女も知っているが、それなら他に相手がいたのではということか。

「仕事仕事でそういうことは無かったな……って言い方は言い訳っぽいか」

「ううん、そんなこと全然あらへんよ。バリバリ仕事してる人ってかっこいいやんか」

　世間的に言う『社畜』だったと自覚のある俺としては、仕事しかしない＝退屈な人だという評価を受けるものだと思っていた。カエデも実際に仕事をしているところを見たら、サラリーマンは大変だと思っただろう。

「アトベ様はスーツというものをお召しになっていらっしゃいますが……これが、前職での制服だったんですか？」

「俺はスーツでしたが、服装は自由でした。私服で出社する社員も多かったですよ」

　迷宮国生まれのファルマさんは俺の服装が気になるようで、隣に座って質問してくる。食事が始まってしばらくしてからネクタイを緩めたのだが、そのネクタイがどうやって巻かれているのか気になるようで、頰ほおに手を当てて観察していた。

「迷宮国には色々な服装の方がいますから、アトベさんのスーツ姿もそういうものだと思って受け入れられていますね」

「そうね、思ったより後部くんは悪目立ちしてないわね。リョーコさんは、水着が戦闘用の装備なのよね……」

「小麦色の肌じゃから、水着も良く似合うのう。ただ、破損には注意せねばならぬな」

『我輩なんて鎧よろいを破壊されたら命にかかわるからね。うっかり壊されないように気をつけないといけないよね』

　シュタイナーさんの鎧の中が見てみたいと今みんなが思っただろうが、誰だれも実際には言わなかった。人には聞いてはいけない秘密もある。

　そうこうしているうちに、席を外していたルイーザさんとアンナが戻ってきた。俺もいったん席を立たせてもらうことにする──テレジアは肉にく鍋なべをほとんど空にしていたが、食べる手を止めて席を立ってついてきた。




　食事の途中で席を立つのは礼儀に反しているが、如何いかんせん酒を飲みすぎた。同じような客は多いらしく、廊下に出ている人がいる。

「……待った、テレジア」

「…………」

　淡い照明になっているので遠目には気づかなかったが、別の大部屋から出てきた人物をよくよく見て、遅れて気づく。

　ロランドさん──『同盟』のリーダーが、グレーの髪をした男性を連れて店の突き当りまで歩いていく。間違いない、グレイだ。

　また『同盟』と同じ店を選んでいたことに驚くが、大人数が入れる店となれば選択肢も限られてくるということか。

　何度も立ち聞きをするのも良くはないが、特に耳を澄ませなくても、苛いら立だちに声を荒らげるロランドさんとグレイの声が聞こえてきた。

「俺たちは昨日きのうまでと何も変わらなかったはずだ。『蟹かに』を待ち伏せして狩る……だが、今日のありさまはどういうことだ。なぜ奴らは急に出てこなくなったんだ……畜生……！」

「お、落ち着いてくださいよ、ロランドさん。今日は上う手まくいきませんでしたが、やりようはいくらでもありますって」

「いくらでもあるだと？　なら言ってみろ、出てこなくなった魔物を湧き出させる方法でもあるって言うのか」

　近日中に終わると言っていたロランドさんの貢献度稼ぎは、想定外の事態が起きて失敗に終わった──魔物が予定外の行動を起こすというのは、無くはなさそうな話だ。

　そしてグレイは、魔物が出なくなったときの対策を知っているという。彼らがいる廊下の角を曲がった先から、得意げな声が聞こえてきた。

「迷宮国に数人といない希少職の『召喚士』は、近くにいる魔物を呼び出す『魔物の呼符』ってものを作れるんだそうで。『蟹』の湧わく場所でそれを使えば、引っ込んじまった『蟹』を引きずり出せるはずですよ」

「……そんなものを、どうやって手に入れる？」

「俺独自のルートってやつです。こう見えて、故買屋なんかに顔が利くんすよ」

「フン……狩りに参加しない間に何をしてるかと思っていたが。お前が裏街で何かやってたって話を、俺が知らんと思ったのか？」

「い、いやいや、やだなあロランドさん、俺はただサボってたわけじゃないんだ、本当ですよ」

　ロランドさんの声からただならぬ気迫を感じるが、グレイはたじろぎつつも半分笑ったような声のままだった。

「まあいい。その『魔物の呼符』ってやつを、目的の数だけ調達できるのか」

「そりゃもう、もちろんやらせてもらいますよ。こいつさえ何とかしてもらえれば」

『こいつ』というのは代金のことだろう──ジャラ、と重たげな貨幣の鳴る音が聞こえた。金貨袋を渡したのだろうか。

「明日は間違いなく、目的を達成する。今回のことが上手くいけば……」

「俺を次期サブリーダーに推薦してくれると嬉しいんですけどね。悪いようにはしませんって」

「……他にも初期から貢献してくれているメンバーはいる。中途参加のお前を特別扱いはできん。ただ、お前の功績については皆にも話しておこう」

　ロランドさんは話を終えるとその場を離れる。残ったグレイがこちらが見える位置に出てきそうになったので、俺達は物陰に隠れる──すると。

「自分じゃ何もできねえくせに、好き勝手説教してくれやがって……ロートルが。一回リタイアした時点で、あんたの時代は終わってんだよ……！」

　声を荒らげて毒づくと、グレイは壁を殴りつける。しかしその後には表情を切り替え、いつものように薄く笑みを浮かべると、自分たちの部屋に戻っていった。




　グレイは二面性があるというより、本心を隠して成り上がろうとしている。他人のやり方を否定するつもりはないが、俺とは相容れそうにない。

「…………」

「付き合わせてごめん、テレジア。今の話が良い酔いざましになった……そろそろ戻ろうか」

　テレジアはこくりと頷うなずく。『ローグ』の技能である『無音歩行』を何も言わなくても発動していて、気配もほとんど感じない。隠密行動をさせたら彼女の右に出る人はそういないだろう。

「…………」

「ああ、さっき聞いたことはみんなにも説明する。『同盟』の動きにちょっと気になるところがあるから、明日は敵情というか、ライバルの状況を見ておきたい」

　テレジアがそういうことを聞きたいのかは分からないが、俺の言うことはちゃんと伝わっていて、彼女はこくりと頷く。頷きと首を振るの二つができれば、そこまでコミュニケーションに差し障りはない──だが、何度でも思う。

　テレジアの『意見』を、その声で聞きたいと。




　案の定と言ってはなんだが、リョーコさんが酔って足取りがおぼつかなくなってしまったため、俺はフォーシーズンズの面々を宿舎まで送っていった。

　中位ギルドも複数の建物があるのだが、そのうちひとつの近くに立っているアパートタイプの宿舎に、彼女たちは二つ部屋を借りて住んでいた。

　三階にある部屋の前まで来ると、俺が背負ってきたリョーコさんの身体に触れてイブキが起こそうとする。

「リョーコ姉、ほら、着いたよ。ここからは自分で歩かなきゃ」

「うぅ～ん……私はこれくらいで酔ったりしないわよ……ぜーんぜん、酔ってません……」

　うわごとのように言うリョーコさん──急に酒が回ってしまうタイプらしく、彼女のこんな姿を見るのは他の三人も初めてだという。

「迷宮国ではうちらも飲んでいいみたいやけど、リョーコ姉さんは真ま面じ目めやから、うちらが大人になってから一緒に飲もって言ってくれててん」

「……お酒は……大人になってから、節度のある飲み方で……」

「リョーコはミスター・アリヒトの前で緊張しているのか、リラックスしているのか分からないです」

「緊張……？」

「あ、何でもあらへんよ。アンナ、姉さんとうちらの姉妹の絆きずなっていうやつや」

　まだ知り合って間もないので、リョーコさんが俺にお酌をしてくれるときに少し動きが硬く見えたような気はした。

　俺も社交性が特に高いわけではないので、緊張させていたのならそれは申し訳ない──と、ずっと背負ったままでもいけない。

「カエデ、リョーコさんの部屋は……」

「リョーコ姉は私と一緒の部屋です。アリヒト先生、どうぞ」

　イブキがドアを開けてくれて、中に入る──二つベッドが置けるくらいの広さの宿舎。調理場と浴場は共同なのか、部屋の中には寝泊まりするだけの設備しかないようだ。

「よっと……」

　そのまま寝かせていいものかと思ったが、イブキが良いというのでリョーコさんをベッドに寝かせる。前回は私服に着替えていたリョーコさんだが、今日は水着の上にトップスを羽織った服装で、それで横になった姿は正直に言って、目のやり場に困るものがある──と思っていると。

「……暑い……」

「リョーコ姉、大丈夫？　ちょっと待ってて、お水持ってくるね」

　イブキが足早に部屋を出ていく──残された俺は、ベッドに座るわけにも、ずっと部屋の中に立っているわけにもいかず、一いつ旦たん外に出ようとする。

「……うぅーん」

　そうこうしているうちに、ころん、とリョーコさんがこちらを向く。そして寝苦しいのか、手探りでトップスのボタンを外し、前を開き始めた。

（待っ……）

　止めなくては──と考えて瞬時に訂正する。何より重要なのは見ないことで、やはり一旦部屋を出なくてはならない。

「……アトベさん……どちらに行かれるんですか……？」

　ならないのだが──そんなふうに心細そうに言われては、それもままならなくなる。

「もう少しだけ、お話をしたくて……でも、お酒がこんなに回ると思わなくて……」

「え、ええと……あまり気にすることはないですよ、酒が旨うまいっていうのはいいことだと思いますから。俺も酒は好きですけど、なかなか酔わなくて、酔える人が羨うらやましかったりもします」

「……良かった。私、迷惑をかけてしまって幻滅されたかと……アトベさんのパーティの皆さんにも、不ふ甲が斐いないところを見せてしまって……」

「みんな分かってくれてると思います。だから、大丈夫ですよ」

　ファルマさんもかなり酔っていたので、シオンが背中に乗せて宿舎に運んでくれているはずだ。しかしあまり遅くなりすぎると、少し心配をさせるかもしれない──大の大人であるところの俺をそこまで心配することも無いとは思うが。

「……あの……他の装備も水着しかなくて、この格好で……すみません、背負っていただいて……」

「い、いや……俺の方こそすみません、非常時とはいえ、勝手に背負ったりして」

　背負うということは色々なところが触れるということでもある。それを役得と思ってもいけないのだが、どう思ったかと言われれば、全く意識しなかったというのは噓うそになる。

「……ルイーザさんと三人でお話をしたとき、私が張り合うようにしてたこと……アトベさんは、気がついていました……よね」

　急に話が飛ぶ──いや、急というわけでもないのだろう。

　こうして今二人でいる状況だからこそ、リョーコさんはそれを聞いてきた。

「お、俺は……その、何というか──」

「お待たせ、リョーコ姉……あれ？　先生、どうしたのそんなところで」

「イ、イブキ、今は……っ」

　思わず慌ててしまう──水着姿でベッドにいるリョーコさんと俺が話していたという状況は、やましいことはないのだが、とにかく何かが良くない。

「お帰りなさい、イブキちゃん」

「あ、リョーコ姉が起きてる。アリヒト先生が介抱してくれたの？」

　リョーコさんは毛布を手繰り寄せて身体からだを隠しつつ、落ち着いた様子でイブキを出迎える。そして身体を起こし、水の入ったグラスを受け取ると、くいっと一口飲んだ。

「んっ……冷たくて美お味いしい。アトベさんも飲まれますか？」

「先生、もう少しだけゆっくりしていってください。カエデとアンナも話したいって……あ、枕まで持ってきてる」

「……今日は四人で寝る日なので、持ってきただけです」

「せや、アリヒト兄さんもおるし枕投げでもしよか？　兄さんのチームが強いやろけどなぁ、兄さんが後ろにおったら百人力やから」

　アンナはナイトキャップを被っていて、普段よりもあどけない雰囲気になっている。カエデは浴衣ゆかたのようなデザインの寝間着で、そんな格好で枕投げなどしたら、簡単にはだけてしまいそうだ。

（これだけ年が離れてれば、そうそう邪念も起こらないが……客観的には厳しい状況だな）

「アリヒト先生、さっきの話の続き……いいですか？」

「恋人の話はあかん、あんまりしつこくしたら嫌われてまうしな。どうせなら、野球拳とかせえへん？」

「カエデは何か特別なことをしようと思いすぎです。無理しないでください、顔が真まっ赤かですよ」

「野球拳……私が参加したら、二枚目からはかなり危ないことになるわね……」

　リョーコさんが検討している──と、本気で期待していたら、信頼も何もない。俺が無害と思われているのは、これまでの引き締めがあってこそのことだ。

「俺は四人の話が聞きたいな。どんなふうに出会って、パーティを組んだのか」

　四人が顔を見合わせる──そして、彼女たちははにかみつつ笑うと、自分たちがここに来るまでの話をしてくれた。

　しかし帰る時間もあるということで、半分も聞けないうちに、名残惜しくもお開きとなった。俺はカエデとイブキに彼女たちの宿舎の前まで見送られ、まだ日中の熱が残っている夜の街を眺めながら帰途についた。




　今日はファルマさんも泊まっていくため、俺は一階の居間で寝ることにした。備え付けのソファはそういった用途を想定しているのか、十分横になって寝られるほどの大きさがある。

「アリヒトにこそ休んでもらいたいから、私のベッドと交代してもいいけど」

「それはありがたいが、女の子をソファに寝させるのはちょっとな」

　居間には先ほど風ふ呂ろから上がってきたエリーティアの姿がある。その手にはライセンス──これから彼女と二人で、新しい技能の選択をすることになっている。

「……まだみんなに自分の技能を明かさないのは、良くないと思う？」

「そうだな……というより、俺だけがエリーティアの技能について見せてもらってるのは、少し不公平かもしれないな。いずれは全員でミーティングできた方がいいが、剣の呪のろいが解けてからが良さそうかな」

　エリーティアが個別に相談したいというのは、彼女が『カースブレード』としての技能を人に見せることを避けているからだ。

　だが、彼女の技能で俺たちは何度も救われている。みんながエリーティアの技能を知っても、恐れたりすることはないだろう。

「私ったら、そんなことばかり言って……みんなのことを信頼しているなら、ちゃんと明かすべきなのに。ごめんなさい」

「『ベルセルク』が発動しても、エリーティアは今まで俺たちを一度も攻撃したりしなかった。『緋の帝剣スカーレツトエンペラー』の悪い部分を抑え込むことができてるんだ。発動せずに敵を倒せればそれに越したことはないが、俺はリスクのある面も含めて、エリーティアの力を信頼してる。パーティって、多分そういうものなんじゃないかな」

「……ありがとう。アリヒトに相談すると気持ちが落ち着くから……面倒をかけてごめんなさい」

　彼女の呪いは、戦いに際して呪われた剣以外の武器を装備できないということ──しかし非戦闘時に、一定の範囲内に置いておくことはできる。就寝前のエリーティアは、そこにも安心を覚えているようだった──二階に置いてある剣を、やはり少しは気にしてしまうようだが。

　エリーティアはソファに座っている俺に近づき、ライセンスを見せてくる。そこには、新しい技能が表示されていた。





　◆エリーティアの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル３

　スカーレットダンス：『レッドアイ』発動時に魔力を消費して連続攻撃を繰り出す。攻撃するたびに威力が上昇し、防御力がゼロになるまで効果が重複する。必要技能：レッドアイ







　スキルレベル２

　×ピアース２：刺突攻撃の届く距離が伸び、攻撃回数が上昇する。必要技能：ピアース１

　×レックレスレイド：離れた敵に飛び込んで攻撃し、敵の行動を妨害する。

　×ブレードオーラ：剣で敵を倒したとき、『剣のオーラ』が蓄積する。







　残りスキルポイント：４






　四つ取得できる技能が増えたのに、ほとんどが『カースブレード』では取得できない『剣士』の技能だ。しかし、一つだけ『カースブレード』として取れる技能がある。

「レベル10からは、スキルポイントが４手に入るようになるんだな」

「あっ……そうね、今まで気がつかなかった。レベル10が一つの区切りになっているってことね」

「おそらくそうだな。しかし、気になる技能があるのに取れないのは勿もつ体たいないな……ここに出てる新しい技能だけじゃなくて、剣士の技能が沢山あったのに」

「それは私自身も何度も思ってることよ。最低限、剣士として立ち回れる技能は取っておけたと思っているけど……本当は、刺突剣レイピアの方が得意なのよ」

　彼女は二刀流ができる『ダブルウェポン』を剣士であれば取得できるので、『カースブレード』でなくなると戦い方の幅が大きく変わる可能性がある。違うタイプの剣で二刀流をしたりもできるわけだ。

「『緋の帝剣スカーレツトエンペラー』の呪いが解けても、強力な武器としてそのまま使えるといいんだけどな」

「そうね……『旅団』では、呪われている武器だからこそ強いって言われていたわ。呪いを解くなんて発想は初めから無かったけど、もしかしたら……」

「可能性はある。いや、必ず何かあるはずだ」

「そうね、初めから諦あきらめていたら始まらないわ」

　エリーティアは表情を和らげる。そして彼女は、選択の余地のない一つの技能を指差した。

「『スカーレットダンス』……これを取っておくわ。切り札になるかもしれないから」

「……エリーティア、『レッドアイ』はどうやって発動するものなんだ？」

　それを尋ねると、エリーティアは少し答えにくそうにする。やはり『カースブレード』の技能は、呪いを示す『▼』のマークがついていなくても、何らかのリスクがあるのだろう。

「『ベルセルク』とは違って、『レッドアイ』には無差別攻撃をするデメリットはないわ。ただ……『自分が流血したときに発動する』ものなの」

「っ……それは……」

　そんな技能を狙ねらって使おうとしたら、あまりに危険すぎる。しかしエリーティアは、そのリスクを口にしてもなお微ほほ笑えんでいた。

「剣士なら、誰だれでも怪け我がをすることはあるわ。それにキョウカだって、体力が減るほど強くなる『アンビバレンツ』を使ったじゃない」

[image: ]

「……あれは、本当に凄すごい勇気だった。五十嵐さんは、肝心な時にああいう行動ができる人なんだ。でも……」

「アリヒトだってそう。みんなのためなら、危ないことでも躊躇ためらわずに実行に移してる。簡単にそれをさせないために、私もできる限りのことがしたい。覚悟なら、とっくに決めているんだから」

　あまり何度も無理はさせられない──などという俺の月並みなセリフは、エリーティアにはお見通しだった。

　先手を打たれて、俺は苦笑するしかない。そのうちに、エリーティアはハッとした顔をして口に手を当てる。

「……ご、ごめんなさい。お説教みたいなこと言ったりして。アリヒトに助けられてるって分かってるのに、心配で……」

「い、いや、俺も危険だとは分かってたから、生きていて何よりというか……」

「本当に……『後衛』なのに、肝心な時に誰より前に出ちゃうんだから」

　そう言うエリーティアの表情は、時折見せる年齢相応の少女のものだった。どれだけ強くても、まだ若い彼女に心配をかけすぎてはいけないと思う。

「あのー、技能の打ち合わせなのに、いい雰囲気になってませんか？」

「っ……い、いい雰囲気とかじゃなくて……普通に話をしてただけだから。アリヒト、技能はさっき言った通りに取っておくわ。おやすみなさい」

「ああ、おやすみ。ミサキ、スズナ、待たせてすまなかったな」

「い、いえ、呼びに来てもらえるまでミサキちゃんには待っているように言ったんですが、その……こうなってしまいました」

「お兄ちゃんに呼ばれるの、みんな部屋で正座しながら待ってるんですよ？　そこはですね、割り当て時間は守ってもらわないと。私とスズちゃんで合わせて二倍でお願いします！」

　やはり順番待ちを考えると全員でミーティングして技能を決めた方が良さそうなのだが、現状では個人面談で決める流れが定着している。ミサキは特に遠慮なく俺の右隣に座り、スズナも逆側に座る──ミサキは近すぎるので、スズナの適切な距離感を見習ってもらいたい。

「アリヒトさん、遅くまでかかりそうですが大丈夫ですか？」

「今夜中には終えておかないとな。みんなも遅くまで待ってると大変だと思うけど……」

「他のみんなはファルマさんとお話してますよ。お兄ちゃんのことも話題に出てます」

「そ、その……アリヒトさんがいると話せないことですけど、変なことではないんです。ファルマさんが気になると言うので、少しだけ……」

　一番もどかしい説明だが、スズナにこれ以上聞くのも申し訳ない。俺がいないときにしかできない話とは一体──と、想像している場合ではない。

「まだ何人も待ってますから、あんまり悩まずに決めちゃいたいですね」

「うん、早めに決めてアリヒトさんにゆっくり休んでもらわなきゃ」

　二人なので時間も二倍と言っていた気がするが、多分他の皆にも配慮してくれているのだろう。二人で目配せしたあとにミサキが先にライセンスを出してきたので、丁重に見させてもらうことにした。




　それから一時間ほどかけて、最後のテレジアを残して技能を検討することができた。

「お兄さん、ありがとうございました！　また明日、よろしくお願いします！」

「お疲れさま。私も仮眠して作業に戻る」

「明日セレスさんが装備を仕上げてくれたら、迷宮に行こうと思う。今回は、メリッサもマドカと一緒に休んでおいた方がいいか」

「……そうする。でも、また大物がいたらとっておいて」

　解体作業を終えたあとにすぐ探索というのはメリッサの負担が大きい。休みを取ると言っていながら、動く目的ができてしまった──見なかったことにして休むこともできるが、一日中気になっていると落ち着かない。

『同盟』にとって想定外の事態が起き、彼らは足止めを喰くらった。状況を打破する方法はあるようだが、そう思い通りに行くのだろうかという疑問がある。

　メリッサとマドカが寝室に戻ったあと、外にいるシオンのところに行くことにする。護ご衛えい犬けんは自主的に技能を取るらしいので、選択の余地はないのだが。

（……それにしても、テレジアはどこに行ったんだ？　もう寝てるのか）

　技能の選択をするというのは伝えていたのだが、順番が来ても姿を見せない。ライセンスの位置表示は家の中を示しているので、もうどこかの部屋で休んでいるのだろうか。





四　新たな技能／一抹の予感






　一いつ旦たん外に出ると、庭先の犬小屋に身体からだを半分入れて寝ていたシオンが目を開け、こちらを見てくる。

「悪い、起こしちゃったか」

「……クゥン」

「どうした、そんな声出して。珍しいな」

　シオンが甘えるような声を出すので、近づいて頭を撫なでてやる。シオンは自分から俺の手に頰ほおを擦り付けるようにして、手の甲を舐なめてきた。

「ファルマさんに会えて良かったな……そうか、明日には帰るから、寂しいのか。そうだよな……」

「バウッ」

「ん……違うのか？　俺たちにこれからもついてきてくれるのか」

　言っていることが伝わるわけもないのだが、語りかけるとシオンはじっと見つめてくるので、少しでも汲くみ取ってくれているように思えてくる。

　思い返せば、シオンも信頼度ボーナスで『魅了』を防ぐことができていた。つまり、かなり俺に懐いてくれているということだ。

「じゃあ、そろそろおやすみ。新しい技能は、戦闘で見せてくれるかな」

　聞いてもシオンは無心に手を舐めてくるばかりだった。しかし賢い犬──もといシルバーハウンドなので、使うべきときに新しい技能を使ってくれるだろう。

　家の中に戻り、風呂に入ってから寝ることにする。着替えを準備し、浴室に向かい、なんとなくタオルで前を隠して戸を開けたところで、俺は今までテレジアが姿を見せなかったことにこれ以上なく納得して天を仰いだ。

「…………」

「テ、テレジア……俺はもう逃げたりしないから、そこまで完かん璧ぺきに気配を消して隠れてることはないんだぞ」

「やっぱりアトベ様とテレジアさんは、そのようなご関係でいらっしゃったんですね」

　前門のテレジア、そして後門の──誰なのかは声で分かったが、振り向くのが妙に怖い。

「そんなに恥ずかしがらなくても大丈夫ですよ、私から見ればアトベ様は弟みたいなものですから」

「っ……お、弟……い、いや、俺は二十九なので、お子さんがまだ小さいファルマさんとはそんなに歳としの違いは……」

　むしろ俺の方がファルマさんより年上という可能性もあるし、こういう場面で鉢合わせしてはいけないことに変わりはない。

「ああっ……ファ、ファルマさん、何やってるんですか」

「はい、アトベ様に日ひ頃ごろのご愛顧の御礼をと思いまして……」

「アトベ様、ファルマさんはお酒が回っているんです。アトベ様のご意向を尊重するべきですが、ファルマさんはご結婚されていますので……っ」

　今回は五十嵐さんとルイーザさんがストッパー役をしてくれて、ファルマさんを連れていってくれる。俺の意向ということなら、とりあえずファルマさんの旦だん那なさんに会うことがあったら、無条件で謝罪をさせてもらいたい気分だ。背中を見られただけなので問題はないといえばないのだが。

「…………」

「た、大変だったな……コホン。テレジア、長湯しすぎないように気をつけよう」

　テレジアはこくりと頷うなずき、椅子を持ってくると、その後ろで膝ひざをつく。どうやら座れということらしい。

「…………」

　テレジアが今まさに何を思っているのかが聞きたい──水着なら一緒に入ってもいいというのは、改めて考えても大胆すぎると思う。それは五十嵐さんとエリーティアにも言えることなのだが。




　湯船の温度が一度変わるだけでもテレジアには死活問題なので、慎重に浸つかってもらった。のぼせたときのことを考えると、我ながら過保護になっても仕方がない。

「テレジア、風ふ呂ろ上あがりにすまないけど技能を選んでから休んでくれるか」

「…………」

　テレジアはライセンスを持っていないので、俺が代わりに技能を取得する必要がある。グラスに水を注いで彼女に水分を取ってもらいつつ、ソファに座って技能の検討を始める──テレジアはソファの後ろに立ち、そこから見てくる。

「そこから見るのか？　遠慮せず座っていいからな」

「…………」

　そう言ってもなかなか聞いてくれないのは分かっているので、しつこく言うことはしない。

　ライセンスにテレジアの技能を表示する。そして気になるものを見つけ、テレジアに意見を聞こうとしたところで──すっと、肩越しに手が伸びてきて、ライセンスの画面を指さした。

「…………」

「っ……その技能が気になるってことか？」

　後ろから身を乗り出しているので、テレジアの顔がすぐ近くにある。目元が隠れ、口元からも感情は見えないが、彼女は俺の質問に頷きを返した。

　同じソファに座るのは遠慮しても、この状態は構わないというのは、ますますテレジアの判断基準が不思議に思えてならない──そんなことを考えつつ、俺は新規技能の吟味を始めた。俺自身の技能についても、後で選ばなくてはいけない。




　翌朝、泊めてもらった礼にとファルマさんが朝食の支度を手伝ってくれた。パンに焼いたベーコン、スープにサラダというメニューで、どれも朝の空腹に染みる味だった。

　朝食の席でファルマさんに改めて専属契約の話をすると、彼女は二つ返事で快諾してくれた。今後は『黒い箱』を開けるときは、彼女に頼むことになる。

　ファルマさんは工房にいるセレスさんたちの弁当まで用意してくれた。ギルドの転移扉を利用して帰る彼女を、俺たちは宿舎の外で見送る。

「皆様のご武運をお祈りしています。また、お話を聞かせてください」

「本当にありがとうございました、ファルマさん。エイクとプラムにもよろしく伝えてください」

「はい。アトベ様、それと……」

　ファルマさんが何か伝えたそうにしている。皆の様子をうかがうが、なぜか皆俺と顔を合わせようとしない。

「……一階と二階に分かれていても、『いつでもアトベ様が見守ってくれている』と皆さんおっしゃっていました。本当に、慕われておいでですね」

「えっ……」

　何とはなしに一階で寝た俺だが──二階にいるみんなとの位置関係的には、俺は『後ろ』にいるということになっていたのだろうか。

「昨夜は探索者だった頃ころに戻ったようで、とても楽しい夜でした。皆さん、これからもアトベ様と仲良くなさってくださいね」

「な、仲はその、少しずつよくなってるとは思いますけど、ファルマさん、それ以上は……っ」

「絶対に言わないとおっしゃったのに……お茶目な方ですね」

　五十嵐さんが慌てており、ルイーザさんは戸惑いつつも笑っている。マドカ、ミサキ、スズナもなぜか顔が赤い──そんな彼女たちを見て、ファルマさんは満足そうに微ほほ笑えんだ。

「では、またいつでも『アルトゥールの店』をご用命ください」

　最後はしとやかに会釈をして、ファルマさんは歩いていく。俺たちも出かける準備はできているので、そのまま出ることにした。

「……あ、後部くん。昨日きのうの夜はよく眠れた？」

「は、はい……かなりぐっすり寝られましたが。もしかして、寝言でも言ってましたか」

「い、いえ、とても静かで……」

「おおお兄ちゃん、スズちゃんを誘導しちゃ駄目ですよ！　この子本当にピュアなんですから！」

「あ、あのっ……私は寝ぼけていて、あまり覚えてなくて、お兄さんに何か失礼なことがなかったかなって……」

　五十嵐さんが探り探りという感じで聞いてくるが、俺としては安眠だったとしか言えない──しかしファルマさんの言っていたことが気になる。

「…………」

「そ、その感じは……テレジア、一体どういう……」

　テレジアはぺた、と俺の腕に触れる。気にしてはいけないということか──それにしては、微妙に蜥蜴トカゲマスクが赤くなっているのだが。

「それはいいとして……アリヒト、『同盟』の様子を見に行くんでしょう？」

「ああ、新しい装備に変えてから行こうと思う。さっきマドカに連絡があって、セレスさんたちが作業完了したって伝えてくれたよ」

「『落陽の浜辺』……『同盟』の人たちの様子を見に行くにも、陸地にいる強い魔物に遭うかもしれないわね。気を引き締めていきましょう」

　五十嵐さんの言う通り、『蜘ク蛛モ』と『蟷カマ螂キリ』、あるいはそのどちらかと遭遇する可能性が高い。偵察するだけなら戦闘を避けることもできるだろうが、新しい装備や技能を試す機会も欲しいところなので、徹底して戦闘を避ける必要はない。

　セレスさんたちが待っている工房に向かうまでの間、俺は新たに取得した技能を見直す。

　これらをどう活かせるのかと考えると、少なからず期待が胸を満たした。





　◆キョウカの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル２


　☆ライトニングレイジ：攻撃時に雷属性を付加し、ランダムで周囲を巻き込む追加攻撃が発生する。必要技能：サンダーボルト



　槍やり兵の加護：発動時に敵の貫通攻撃を無効化する。







　スキルレベル１


　☆イベイドステップ：敵の攻撃を回避し続けるほど回避率が上昇する。必要技能：ブリンクステップ



　投とう擲てき１：槍を投げて攻撃する。通常の投擲よりも命中率が上昇する。







　残りスキルポイント：３→０







　◆テレジアの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル２


　ハイドヴァイパー：亜人の固有技能。隠れた状態で攻撃すると相手を足止めできる。

　ピックポケット２：相手に気づかれずに所持品を複数個盗めることがある。必要技能：ピックポケット１

　☆リリーストラップ：触れずに罠わなを発動させる。周囲を巻き込むことも可能。必要技能：罠感知１









　スキルレベル１


　☆罠感知１：罠が近くにあるときに気がつくことがある。









　残りスキルポイント：３→０







　◆エリーティアの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル３


　☆スカーレットダンス：『レッドアイ』発動時に魔力を消費して連続攻撃を繰り出す。攻撃するたびに威力が上昇し、防御力がゼロになるまで効果が重複する。必要技能：レッドアイ









　残りスキルポイント：４→１







　◆スズナの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル２


　お祓はらい２：不死系の魔物に対して有効な効果を発揮する。必要技能：お祓い１




　巫み女こ舞：舞によって相手の注意を引きつける。回避率が上昇する。









　スキルレベル１


　☆射しや法ほう八はつ節せつ１：射法通りに弓を撃つことで、打撃が倍加する。




　☆清音：楽器を武器として使用できるようになる。




　言霊：武器に文字を宿し、一時的に神聖属性を付加する。









　残りスキルポイント：３→１







　◆ミサキの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル２


　サレンダー：魔物の戦意を低下させて撤退しやすくする。一度迷宮から脱出するまで再戦はできなくなる。




　エクストラターン：指定したパーティメンバーの行動を一度だけ代行することができる。









　スキルレベル１


　☆フェイクハンド：次回の攻撃を相手に脅威だと錯覚させ、敵の攻撃をキャンセルできることがある。




　スモールベット：戦闘中に体力、魔力を他者に分け与える。勝利後に２倍回復する。









　残りスキルポイント：３→２







　◆マドカの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル２


　物々交換：相手が持っている不要なもので、パーティに利益がある可能性のあるものを察知し、交換交渉を行うことができる。

　荷車攻撃：荷車を装備しているとき、荷物の量に比例して相手に打撃を与える。必要技能：荷車









　スキルレベル１


　☆荷車：荷車を装備可能になる。




　☆掘り出し物：店舗の商品から除外された品について、購入交渉を行える。









　残りスキルポイント：４→２







　◆メリッサの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル２


　骨砕き：武器を問わず、打撃属性を付加して攻撃する。通常攻撃より被害が大きい。




　ラウドボイス：相手を威嚇する声を出して牽けん制せいし、魔力に被害を与える。









　スキルレベル１


　キャットウォーク：極度に狭い足場でも渡ることができる。




　爪研ぎ：爪による攻撃力を上昇させる。高揚系の状態異常が回復する。









　残りスキルポイント：３






　結論から言うと、有用だったり可能性を感じる技能が多く、現時点ですべてのスキルポイント分を即座に取得という判断はできなかった。☆がついている技能は取得したが、それ以外は保留ということになっている。選びたい技能が多くて決められないというのも贅ぜい沢たくな悩みだ。

　五十嵐さんはエリーティアに次ぐ攻撃役として特化し始めている。テレジアは罠関係の対策ができるようになり、『ローグ』ならではの役割も出てきた。

　スズナ、ミサキ、マドカについては、特殊な職業ということもあり、他で代わりが効きそうにない技能が幾つもある。スキルポイントに限りがあるので、優先的に取りたいもの以外は必要な場面が来たときに思い切って取得することに決まった。

　メリッサは『解体屋』としての仕事に関わる技能を優先したい意向だが、今回の新規技能には含まれていなかったので、現状は保留としておいた。彼女が戦闘に参加したとき、必要な技能を適宜その場で取得することで、対応できる場面があるかもしれない。

　そして俺は、どんな技能を取ったのかというと──例にもれず、必要に応じて選択するという結論になった。『支援連携１』だけは、前々から気になっていたのですぐに取っておいたのだが。





　◆アリヒトの取得可能な新規技能◆

　スキルレベル２


　支援統制１：前にいる仲間に自分の狙ねらった標的を正確に攻撃させる。必要技能：支援連携１

　バックスリップ：前にいる相手の速度を短時間だけ上回って行動できる。

　バックオーダー：魔力が足りないときでも、仲間から分け与えてもらって技能を発動できる。









　スキルレベル１


　☆支援連携１：前にいる仲間に連携技を発動させる。




　バックパス：攻撃を後ろに受け流す。後ろに対象がいる場合にしか発動できない。



　残りスキルポイント　３→２






　さすがに『バックパス』は緊急回避としても採用しづらい──強力な技能だと推測はできるのだが。基本的には、俺がパーティの一番後ろにいて、その後ろに誰かがいるという状況は作るべきではない。敵ならばいいが、挟撃されること自体を避けないといけない。

　そしてスキルレベル２の技能は、どれも甲乙つけがたい。三つとも役に立つ場面を想像できるので、一番先に必要になった技能を取ることにした。

「必要になったときにとっさに取るのってドキドキしますよねー。私の隠された力が……！　みたいな感じでやっていいですか？」

「ミサキの『サレンダー』が役立つ場面にはあまり出くわしたくないが、物もの凄すごく有用な技能なんだろうな。それに『エクストラターン』も」

「もう１レベル上がったら両方取れるんですけどねー。そしたらまた良さそうな技能が出てきちゃったりして。はー、でもかっこいいよねスズちゃん、楽器で戦っちゃうとか」

『牧神の角笛』が手に入るということで、今後も楽器の類が手に入ったとき、装備できる人がいると良い。そう提案してみたところ、スズナも同意してくれた。

「神楽かぐらの奉納をするために、幾つか楽器を練習していたので、笛も使えると思います。どんなふうにお役に立てるかは分かりませんが……」

「音で攻撃するってことはありうるだろうな。『牧神の使い』がそんな攻撃をしてきてたから」

「楽器を武器にする人は何人か見たけど、音色で特殊な効果を与えたりしてたわね。演奏系の技能が無い場合は、楽器の性能通りの効果が出ると思うわ」

　エリーティアの話によると『ギタリスト』『吟遊詩人』といった職業もあり、いずれも人数は少ないとのことだった。『巫女』も楽器が装備できる希少な職業というわけだ。

「新しい装備に新しい技能……これならきっと、七番区の敵を怖がらなくてもいいわよね」

「五十嵐さん、かなり攻撃に特化してきてますが……」

「『イベイドステップ』を上う手まく使えたら、ずっと前に居て戦い続けられそうよね。『ブリンクステップ』だと、連続で攻撃されるとかわせないから」

「は、はい……でも、敵に張り付く必要はないですよ。『サンダーボルト』もあるんですから」

「心配しなくても大丈夫、深追いはしないから」

　そう言って笑い、先を歩いていく五十嵐さんだが、やはり心配ではある。『戦乙女ヴアルキリー』は前衛もこなせるが、前衛専門ということでもないように思うからだ。

「…………」

「バウッ」

「……そうだな、ちょっと心配性すぎるか」

　テレジアとシオンも、前衛の役割をこなしてくれている。総勢四名なのだから、五十嵐さんだけが突出しすぎることはないだろう。

『やあ、おはようございます。なんとか約束通りに仕上げてみせたよ』

　貸し工房の前で、シュタイナーさんが手を振っている。セレスさんは疲れて休んでいるのだろうか──何よりお疲れさまでしたと、心から言わせてもらいたい。








第三章　牙きばを剝むく迷宮










一　装備新調／落陽の浜辺　一層






　貸し工房に入り、皆が着替えのために女性用試着室に入っていく。男女混成パーティのために、予あらかじめそういった配慮がされているのはありがたい。

　和気あいあいとした女性陣の話し声が試着室から聞こえてくる中、素材で強化された『ハードオックスメイル＋３』と『エルミネイト・マウント・ブーツ＋３』を身につける。『中程度の闇耐性』『暗闇耐性１』がついたが、役に立つかは戦う相手次第だ。

『どうですか、アトベ様。装備の仕上がりは』

「はい、凄すごく良いと思います。今までよりしっくりくるというか……本当に、一晩で仕上げてくれてありがとうございます。シュタイナーさんも今日はゆっくり休んでください」

『我輩は見ての通り無骨な鎧よろいなので、一晩寝ないくらいなら大丈夫だよ』

「何を言っておる、さっきまで仮眠しておったくせに、一人だけ起き出すとは。まったく、油断ならぬ助手じゃな」

　寝袋を使って寝ていたセレスさんが、口を尖とがらせつつ起きてくる。そこにちょうどメリッサがやってきた。解体にかかりきりだったはずだが、疲れは感じられない。

「……おはよう。父さんと食事をして、ギルドの転移扉まで送ってきた。アリヒト、私の装備もできてる？」

「ああ、みんな着替えてるから行ってくるといい」

　そう言って送り出したところで、一番先に着替え終わったテレジアが出てきた。装備の見た目はそう変わっていないのだが、このスーツは今までとは一味違うはずだ。





　◆★ハイドアンドシーク＋３◆




・『★空から来る死』の素材を使用したレザースーツ。

・『ライトシェード・スキニー・スーツ＋２』を素材として強化されている。

・『迷めい彩さい石せき』による『光学迷彩アクテイブステルス』を発動できる。

・敵の標的から外れたとき、戦闘中でも一定時間で再度未発見状態になる。

・行動に伴って発生する音が低減される。

・『運動能力』が上昇する。

・『光属性耐性』が少し上昇する。

・『防御力低下耐性』が少し上昇する。






　今までのレザースーツとは比べものにならない性能──そして、魔物の素材から作ったものなのに『★』がついている。『牧神の角笛』もそうだったが、『名前つき』の素材から作られた装備には、星がつくことがあるようだ。

　つまり迷宮で手に入る星つきの装備は、過去に誰かが『名前つき』の素材で作ったものという可能性がある。

『これはメリッサさん、ライカートンさんと協力して作ったんだよ。装備品同士を組み合わせる技能は、我輩しか持ってないからね。親方さまと一緒に裏地をちくちく縫ったんだよ』

「その作業も含めて一晩で……申し分のない仕事をしていただいて、重ねてありがとうございます」

　改めて頭を下げると、シュタイナーさんは甲かつ冑ちゆうの頭に手を当てて照れ、セレスさんは寝間着姿でえっへんと胸を反らす。

「言った期限は必ず守る、それが職人というものよ」

『親方さまは魔力をかなり消耗してるから、まだゆっくり休まないとだめですよ』

「お主こそ、そろそろ鎧を動かすのもやっとであろう」

「二人とも、お疲れのところを申し訳ありませんが、一点だけ……専属契約の件ですが、改めてお願いしてもいいでしょうか」

　セレスさんとシュタイナーさんは顔を見合わせる。そして同時に俺の方を向き、頷うなずく──ぴったりと息が合っていて思わず笑ってしまった。

「セレス＝ミストラル、ならびに助手、キアラ＝シュタインベック。本日をもって、お主らの専属工房として……」

『……えっ、えっ？　あ、あの、親方さま？』

「キアラ……それが、シュタイナーさんの本名ですか？」

「契約するというのに、いつまでも正確な名前を名乗らぬのもな。キアラはわしとはまた違う種族じゃが、『こちら側』の民じゃ」

　シュタイナーさんは本名を明かされたのがショックなようで、大きな鎧姿なのに震えているように見える。

『うぅ……あっ、違うんだよ、アトベ様に名前を絶対知られたくないとかそういうことじゃないよ。ただ、その……』

「契約する上で誠意として名を明かしたが、今後もシュタイナーと呼んでやってくれぬか。教えておいてすまぬな」

「自分がいいと思う呼び方じゃないと落ち着きませんよね。これからもよろしくお願いします、シュタイナーさん」

『う、うん……ありがとう、アトベ様』

　無骨な甲冑姿のシュタイナーさんと握手をする。続けて、セレスさんとも握手をした──契約は口頭でも両者の意思確認が取れれば成立し、ライセンスに記録される。

「うむ、良い仕事をした。余は満足じゃ……ふぁぁ。安心したらまた眠くなってきたのう」

『満足しすぎて王様みたいになっちゃってますよ……ああ、まだ心臓が飛び出そう。それじゃアトベ様、我輩たちはもう一度休んできます。八番区に戻るまで、マドカさんたちとご一緒させてもらうね』

「はい、マドカとメリッサのことを頼みます」

　セレスさんたちは貸し工房の仮眠スペースに入っていく。メリッサが来たからか、女性陣の着替えはもう少しかかりそうだ。

「…………」

「新しい装備でも、テレジアならしっかり使いこなせそうだな」

　信頼を込めて言うが、テレジアはわずかに首を傾かしげる。

　それが何を意味するのだろうと考えた一瞬の間に──テレジアの身体からだが、突然空気に『溶ける』ように見えた。

「っ……テ、テレジア、何を……うわっ！」

　それはまばたきをすれば見逃すほどの短い間のことだが──テレジアの着ているスーツが、文字通り『透けた』。

　一瞬で不透明度がゼロになるようなイメージ。全身にぴったりと張り付くような『ライトシェード・スキニー・スーツ』のシルエットが見えたあと、一秒もかけずに完全に透明になる。

「上手くいった……んだよな、これは。しかし……」

　敵の目を眩くらませる『陽よう炎えん石せき』とは違い、風景と同化していてどこにいるのか目を凝らしてもまったく分からない。これが『迷めい彩さい石せき』の能力──隠密行動を強みとする『ローグ』のポテンシャルを、さらに引き出してくれそうだ。

「…………」

「ん……テレジア？　どこに……」

　目の前の気配がなんとなく移動したような気がして呼びかける。しかし、どこにいるのかまったく分からない。

　このまま戻らなかったりしたらと怖くなるほどの、完全な透明化。光学迷彩アクテイブステルスにはロマンがあるが、こうして見ると恐ろしくもある──と思ったところで。

　ちょこん、とスーツの右みぎ肘ひじ部分をつままれる。振り返ると、そこでテレジアは透明化を解除した──魔力の消耗があるようなので、自分で判断したのだろう。

「いや、驚いた……『カメレオンのブーツ』とそのスーツがあれば、完全に見えなくなるんだな。使ったままで遠くに行ったら、なかなか見つけられなさそうだ」

「…………」

　テレジアは首を振る。そして、俺のスーツの袖そでを両手できゅっと摑つかんできた。

「そうか……また心配性だったな。俺の悪い癖みたいだ」

「…………」

　今度は頷きも、首を振ったりもしない。心配性は否めない、という彼女の意思表示に思えて、思わず笑ってしまう。

「お兄ちゃん、お待たせしましたー！　新しい装備、とってもいい感じですよー！」

　テンションの上がったミサキが足取りを弾ませてやってくる──皆も試着室から次々と出てくる。サイズなどに問題はまったくなく、みんな少し照れながらも、新しい装備を着けたところを見せてくれた。




『落陽の浜辺』──七番区の北西端に位置する迷宮。その迷宮前広場に差し掛かったところで、俺達は『同盟』らしき大人数の探索者たちが、先に侵入するところを見かけた。

　他には人の姿は少なく、やはり『同盟』の手前、他の探索者は遠慮しているか様子を見ているのだろうか。そう考えたところで、セラフィナさんともう一人の女性がいることに気づいた。雰囲気を見た限りでは、セラフィナさんと同じギルドセイバーのようだ。

「セラフィナさん、おはようございます」

「おはようございます、アトベ殿」

「あ、この方……以前にもセラフィナ先輩と話してましたよね。初めまして、私はセラフィナ先輩の部隊の隊員で、アデリーヌと言います」

「こちらこそ初めまして、アリヒト＝アトベです。よろしくお願いします」

　アデリーヌさんは挨あい拶さつをすると右手を差し出してきたので、握手を交わす。セラフィナさんを先輩と呼ぶだけあって、彼女より少し小柄で、年下に見える──褐色の肌をしているが、迷宮国では様々な国から来た人がいるので、それ自体は目立つわけではない。

　赤っぽいブラウンの髪を肩のあたりまで伸ばし、髪を一部だけ細い三つ編みにしている。転生者だとしたら元は射撃系のスポーツでもやっていたのか、大きなボウガンを背中に担いでいた。

「アトベ殿、これからこの迷宮に入られるのですか？」

「はい、そのつもりですが」

「そう……ですか。いえ、貴方がたの行動に干渉をするつもりはありません。私たちも任務で、この迷宮の状況を確認するために来たのです」

「先輩、皆さんにも協力をお願いしませんか？　『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』のような規模の大きい集団だと、私たちだけじゃ調査するにも限界がありますし」

　アデリーヌさんの提案にセラフィナさんは思案する様子を見せる。彼女たちが何をするのかは分からないが、『同盟』の行動が問題になっているのだろうか。

「現時点でアトベ殿たちの力に頼るのは、怠慢というものだ。原則として、我々だけで任務を遂行しなくてはならん」

「俺たちが近くにいるときに何か協力できることがあれば、遠慮なく言ってください。セラフィナさんには何度も助けてもらってますから」
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「そうです、持ちつ持たれつです。先輩ったらいつもお硬いんですから」

「……まったく、アトベ殿が味方をしてくれたからといって調子に乗るな」

　セラフィナさんに釘くぎを刺されて、アデリーヌさんは恐々として背筋を正す。しかし、俺の提案は聞いてもらえたようだ。

「では……極力お邪魔はしないよう努めますので。どうしても必要になった際は、アトベ殿たちにご協力をお願いしても良いでしょうか」

「勿もち論ろんです。じゃあ、俺達はお先に潜らせてもらいます……お二人も気をつけて」

「久しぶりのバディでの迷宮内任務ですから緊張してます。セラフィナ先輩が前衛にいてくれたら、私はだいたい無傷なんですけど」

　他の隊員が不在で、たった二人で迷宮に潜れる──やはりセラフィナさんもアデリーヌさんも、七番区の探索者たちとは一線を画する力を持っている。

　二人は後から迷宮に入るとのことで、俺たち七人が先に、岩がん窟くつのような入り口を通り、長い下り坂を降りていく──途中で転移する感覚があり、周囲の空気が一変した。

　紛れもない、潮の香りがする。迷宮の中に、海がある──だが、迷宮に入ってすぐに海が見えるというわけではなかった。

　俺たちがいるのは、短い草の生えた平原だ。通ってきた洞どう窟くつの岩屋がその真まっ只ただ中なかにあり、少し進んだ先には、垂直に近くそびえ立つ岩がん壁ぺきがある。鍾しよう乳にゆう石せきが天地逆に生えているような、不思議な形状の巨大な岩が立ち並んで、天然の障害となっているようだ。

「海の匂においがするのに、海が見えないわね……あの岩壁の向こうが海なのかしら」

「バウッ」

「シオンちゃんも向こうだって言ってるみたい。後部くん、どうする？　通れそうな場所があるから、向こう側に行くことはできそうだけど……あっ……」

　俺も五十嵐さんとほぼ同時に気がつく。抜けられそうな岩の隙すき間まができている場所があるのだが、その近くに、探索者の姿が見える。さっき見た『同盟』らしき探索者たちの一部だ。

「こうして見ると結構露骨だな……絶対に通れないわけじゃないんだろうが」

「魔物が出るところを見張ってるだけじゃないんですねー、通行料を出せ！　とか言われちゃいそうですよ」

「それはカルマが上がるからできないでしょうけど、無理に通ろうとして手を出したら、こちらのカルマが上がってしまう可能性があるわ」

「『同盟』の人たちにも事情はあると思いますが……どうしても通してくれないとしたら、今は衝突を避けるべきなんでしょうか」

　スズナの言うように岩壁の向こうに行くことを諦あきらめ、草原側を探索した場合、同盟のメンバーが俺たちの戦うところを遠目に見ることになるかもしれない。

　グレイが『トリケラトプス』に俺たちを偵察させていたことを考えると、向こうがこちらをマークしている可能性は高い──グレイが全員に根回ししている場合ならばだが。

「俺たちの手のうちを見せるってことは、進んですべきじゃないが。草原には起伏があるし、多少樹木もあるから、向こうから見えないところで戦闘になる可能性はある。そのときは、これまで通り慎重に、堅実に戦っていこう」

「そして時には大胆に、ですよね。私の爆裂カードが火を吹きますよー！」

「『爆ばく裂れつ石せき』の力を使うのは、ここぞという時にするべきだと思うわ。魔力切れにだけは気をつけてね」

「はーい、気をつけまーす」

　ミサキはやはり新しい装備を手に入れて浮かれているようで、本当に大丈夫だろうかと多少心配になるが、あまり勢いを削そぐことを言ってもいけない。

　後から侵入してきたセラフィナさんたちは、岩壁の通り道近くにいる同盟のメンバーを見やると、ふう、と息をついた。

「アトベ殿、彼らに道を阻まれて移動することができないということなら、私達が交渉を……」

「うーん、あの感じだと難しいですよ。身体が大きい人を押しのけないと通れないですし、そうするとギルドセイバーの私たちでもペナルティがつきかねません」

「押しのけるとは言っていない。通してもらうように説得する、それ自体に問題はあるまい」

「あっ、先輩……もう、猪突猛進なんですから」

　セラフィナさんはアデリーヌさんを置いて、『同盟』の人々に一人で近づいていく。すると向こうからも近づいてきたのは、身重の身体で作戦に参加しているダニエラさんだった。

「初めまして、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』の副リーダーをしています、ダニエラ＝ヴォルンです。ギルドセイバーの皆さんが、なぜこちらに？」

「貴方がたが、こちらで狩場の占拠を行っているという通報が複数届いています。そういった行為を罰する規則はありませんが、可能な限り狩場を多くの探索者に解放するようにお願いするために来ました」

　セラフィナさんの口調は冷静そのものだが、押されるだけの迫力がある。ダニエラさんはそれでも一歩も引かず、微ほほ笑えんでいた。

「七番区は『足切り』の地区と言われていて、六番区に上がれる探索者は多くない。それでも向上心を捨てたわけではないからこそ、私達はこの方法を選んだ。そのことについては、理解してもらいたいわ」

「そういった意図については、我々も理解しています。しかし、六番区にこの方法で上がったとして、六番区に定着して活動することができるのですか。また安全な狩りの仕方を探さなければ、動けなくなるメンバーもいるのではないですか」

　六番区に行く資格を得た上で、必要なときは前の区に戻るというやり方もあるだろう。しかし定型的な狩りを続けた結果、六番区の迷宮に対応できないということも考えられる。

　しかし同盟もまた、その可能性を考えてはいるようだった。ダニエラさんも、後ろにいる同盟のメンバーも、セラフィナさんの言葉は耳に痛いようだ。

「私たちには私たちなりの、探索者として目指す場所がある。安全に六番区に上がることが間違っているとは、誰だれにも言えないはず。死んでしまったり、亜人になったりしてしまったら、取り返しがつかないのよ。賭かけをしてメンバーの誰かが命を落としても、誰も補償なんてしてはくれない。そうでしょう？」

「……分かりました。しかし貴方がたの行為については、他の探索者の自由意志を侵害する行為でもあります。『同盟』が集中的に狩猟している魔物について、貢献度……ギルドの評価が見直される可能性があります。それはご了承ください」

「ええ。見直されるまで最短で一ヶ月かかるということも承知しているわ」

　その返答で多少言い返せたということか、同盟のメンバーが笑う。セラフィナさんは怒ることはなく、ただ踵きびすを返した。

「……ギルドは簡単に、魔物討伐時の貢献度見直しを行うことはありません。一ヶ月と決まったわけではありませんが、彼らがここにいる期間中には改定は行われないでしょう」

「彼らと同じ方法で貢献度を上げることは、他のパーティはできなくなりますけどね。それはそれで、ちょっと複雑ではありますが……先輩、どうします？」

「我々は任務を果たすのみだ。『同盟を監視』することで、彼らが『他のパーティを監視』する行為については牽けん制せいをする」

　セラフィナさんはつまり、俺たちの行動について同盟が干渉することを防いでくれるという。俺たちに明確に肩入れするのではなく、この場に残ってくれるというだけで、『同盟』も俺たちに探りを入れられなくなるだろう。

「ありがとうございます、セラフィナさん」

「こちらに魔物が来る可能性もありますので、そのときは応戦します。二人でも対応可能かと思いますので、アトベ殿たちは自由に行動なさってください……それでは」

　パーティの皆もセラフィナさんに会釈し、草原の方に歩を進める。なだらかな起伏を越えると、まばらに木の生えた見晴らしのいい地形が広がっている。

「はれ？　お兄ちゃん、何か点々と白いお花が咲いてますよ」

「……お花、なんでしょうか？」

　ミサキとスズナが言う通り、草原に白い花らしきものがいくつも咲いている。エリーティアはシオンを待たせて、こちらを振り返る──どう対応するか相談したいということだろう。

　みんなが不審に感じるのは、花が集中して咲いておらず、一定の距離を空けてあるように見えることだろうか。他に障害物が少ないので、周囲から少し浮いている感じがする。

「距離を置いて、何か当ててみるか。ただの花だったら申し訳ないが……」

「私の『囮おとり人形』を近づけてみるのはどう？」

「ああ、それはいいアイデアですね。五十嵐さん、お願いします」

　五十嵐さんはポーチから人形を取り出し、地面に置く。そして呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

「地より生まれし泥どろの人ひと形がたよ。ひとたび我が魔力を宿し、立ち上がり、魔の目を引きつける尖せん兵ぺいとなれ」

　泥の人形は五十嵐さんの魔力を吸って、人間と同じくらいに大きくなる。そしてゆっくりと、白い花に接近していく──何も起こらない。

　改めて白い花に近づく。白く見えるものは綿のようなもので、綿花か何かのようだ。

「これも素材に使えるのかしら……」

「沢山あるから、少し摘んでおきましょうか。素材集めより、魔物と戦って小手調べをしてみたいところだけど」

　俺たちは手分けして幾つか綿花を回収する。何に使えるのかは分からないが、ひとまず警戒する必要はなくなった。

　──そう安心しかけたときだった。テレジアが一つの花に近付こうとしたところで足を止める。

「テレジア、どうした？」

「…………」

　彼女の視線でなんとなく察して、俺はライセンスを取り出す。すると、そこには『純白の綿花』の入手表示以外のものが出ていた。





　◆現在の状況◆




・『テレジア』の『罠わな感知１』が発動　→罠を発見　リリーストラップ発動可能






「っ……みんな、気をつけてくれ。テレジアが罠を見つけた」

「罠って、この草原の中で……？」

「この白い花に紛れ込ませて、仕掛けられていたっていうこと……？」

　エリーティアと五十嵐さんが、テレジアの視線の先に生えている白い花を見やる。

（どうする……攻撃するか。いや、離れた位置からなら『リリーストラップ』で空打ちさせられるか）

「よし……テレジアの新しい技能で、罠を発動させてみよう。十分に離れていれば巻き込まれないだろう」

「わー、なんかドキドキしますね……罠って誰が仕掛けたんでしょう？」

「俺は魔物が仕掛けたんじゃないかと思ってる。『同盟』がわざわざこっちに来る理由もなさそうだからな」

「魔物だとしたら、罠を仕掛けて待ち伏せをしているのかもしれませんね……」

　隊列を整えたあと、テレジアが前方の罠──白い花に見えるものに手をかざす。そして、次の瞬間だった。





　◆現在の状況◆




・『テレジア』が『リリーストラップ』を発動

・『アラクネフィリア』の設置した『土つち蜘ぐ蛛もの巣』が起動






「──うぉぉっ……!!」

　地鳴りと共に足元が揺らぐ──白い花を中心に、地面に一気に広がったものは、巨大な蜘ク蛛モの巣すのような模様だった。

「ひぇぇぇっ……な、何なんですかこれっ……！」

　落とし穴が掘られたあとに蜘蛛の巣で蓋ふたをされ、その上から草や土を被かぶせて偽装されていた──何か特殊な技能によるものか、カムフラージュは完かん璧ぺきだった。もし引っかかっていれば、ひとたまりもなく地面の崩落に巻き込まれていたところだ。

　さらに、それで終わりではない。巣の中心に位置する部分に向かって、幾つもの尖とがった爪のようなものが飛び出し、猛烈な勢いで食らいつく。

「あれが、『アラクネフィリア』……『蜘蛛』と呼ばれていた魔物……！」

　ようやく空振りをしたことに気づいたのか、落とし穴の底に潜んでいた魔物が姿を現す。エリーティアの言う通り、それは人間一人くらいなら簡単に飲み込んでしまいそうなほどの、巨大な蜘蛛のような魔物だった。





二　支援連携







　◆遭遇した魔物◆

　アラクネフィリア：レベル６　戦闘中　ドロップ：？？？






　自らが吐き出した糸で行動を制限されることはないのか、蜘ク蛛モの巣を突き破って飛び出してきた魔物は落とし穴の手前に着地する。そして、甲殻に覆われた頭部と思われる部分についた幾つかの複眼をこちらに向けた。

「ギ……ギギ……」

『名前つき』でないというのに、この巨体と威容。もはや『普通の魔物』という概念自体が意味を無くす──『グランドモール』あたりとは感じる圧力が比べ物にならない。

　胴体の後ろ側に巨大なコブがあり、蜘蛛なのか蠍サソリなのかという姿をしている──どんな意義のある部位なのか、現時点では想像がつかない。

「蜘蛛っていうより、なんだかごわごわした毛の生えたロボットみたいですけど……っ」

「七番区は硬そうな敵が多いわね……でも、アリヒトがいてくれれば……」

「──まず、俺が遠距離から仕掛ける！　みんな、『気を引き締めていこう！』」

「「「はいっ！」」」

『支援高揚１』で士気を上げつつ、俺は魔法銃に『弾だん力りよく石せき』を装そう塡てんする。『支援攻撃２』で使っても威力が出せそうかどうか、まず単体攻撃で調べておきたい。

「──当たれっ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『魔法銃』に『弾力石』を装塡

・『アリヒト』が『ソフトバレット』を発射　→『アラクネフィリア』に命中　ディレイを付加






　銃を構え、引き金を引く。撃鉄が打ち鳴らされ、装塡された魔石の力が銃身から放たれる──回転が加わった光は、唸うなりを上げながら蜘蛛の頭部に当たり、派手な音を立てて炸さく裂れつした。

「──ギィィィッ……!!」

　着弾時の衝撃は、『弾力石』の特性なのか、表面だけではなく内側にまで響いているように思えた。ライセンスに目を走らせると、蜘蛛が『遅延デイレイ』状態になっている──内部にまで振動が伝わり、行動を遅らせたのだ。

　撃った後の魔石は空薬やつ莢きようのように排出されてしまい、再利用はできそうにない。しかしこれだけの威力があるなら、戦況に応じて魔法銃を使う価値は十分にある。

「勝機……っ、キョウカ、シオン、仕掛けるわよ！」

「ええっ……行くわよ、シオンちゃん！」

「ワォーーンッ！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『群ぐん狼ろうの構かまえ』を発動　→『キョウカ』『シオン』の能力上昇

・『エリーティア』が『ソニックレイド』を発動

・『シオン』が『戦いの遠とお吠ぼえ』を発動　→前衛の攻撃力上昇






　シオンの新たなスキルで、前衛三人の攻撃力が上昇する──そして。

（三人のコンビネーションは、かなりこなれてきてる……そこにこの技能が加われば、一体どうなるか……！）

「──『支援連携チエインサポート』……『前衛フロントライン』！」

　スキルレベル１──その数字から、俺はただ、皆が連続で攻撃したあと、打撃を向上させる程度のものだと思っていた。

「っ……これ……後部くんの指示……？」

「──シオンが崩して、私たちが押し込む……！」

　俺はシオンの持つ全すべての技能を把握しているわけではない。しかし──シオンの技能も合わせて、大きな破壊力を生む『連携』が思い浮かぶ。

「──ワォォンッ！」

「削る……！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援連携１』『支援攻撃１』を発動

・『シオン』が『ショルダーインパクト』を発動　→『アラクネフィリア』に命中　防御力低下　連携技一段目

・『エリーティア』が『アーマーブレイク』を発動　→『アラクネフィリア』に命中　防御力低下　連携技二段目






　最初の一撃──シオンがその身体からだを魔力に包み、肩から強烈な体当たりを蜘ク蛛モに見舞う。

「ギィィィッ……！！！」

　その後ろから追随したエリーティアが、抉えぐりこむような突きを繰り出す。敵の装甲に打撃を与える『アーマーブレイク』──シオンが蜘蛛の体勢を崩し、防御力が低下したところでのさらなる追い打ち。しかし、まだ終わらない。

「──キョウカ！」

「行くわよ……っ、やぁぁぁっ！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『スパイラルサンダー』を発動　→『アラクネフィリア』に命中　感電付与　連携技三段目

・連携技『インパクト・ブレイク・スパイラル』　支援ダメージ36　連携加算ダメージ12






　さらに重ねて繰り出されるのは、五十嵐さんの突き──『雷らい黄こう玉ぎよく』の力を込めた突き、『スパイラルサンダー』。

「──ギギギッ……ガ……ガガァァァ……ッ！」





　◆現在の状況◆




・『アラクネフィリア』が行動不能　感電継続






　全身に帯電し、たたらを踏む蜘蛛──さらに三連撃分の支援ダメージに加え、もう一撃分が追加で入ったように見えた。

　こんなに有利に戦況が進むとは。『射しや法ほう八はつ節せつ』を発動して攻撃の準備をしていたスズナも、構えを解くかどうか俺に目配せで聞いてくる。

「このまま完全に倒し切りたい。次は後衛の俺たちで、遠距離攻撃の連携を……」

「──アトベ殿っ、気を抜いてはいけません！　その蜘ク蛛モは……っ！」

「えっ……だ、だって、もう全然動いてないですよね？」

　聞こえてきたのは、セラフィナさんの声──俺たちのパーティが見える位置だが、まだかなり遠い。それでも警告できるということは、セラフィナさんには『蜘蛛』との戦闘経験があったということだ。

（先手を打って押し込む……できるか……いや、今は……っ！）

「──みんな、蜘蛛から距離を取れ！」

　エリーティアたちは、再び攻撃を仕掛けようとしていた──それを待ち構えていたかのように、蜘蛛の複眼が輝く。





　◆現在の状況◆




・『アラクネフィリア』が『死んだふり』を解除　→感電、ディレイ状態解除

・『アラクネフィリア』が『ウェブスピナー』を発動






「なっ……！」

　蜘蛛にあるまじき巨大な針が、胴体の中心から飛び出して地面に突き刺さる。次の瞬間、蜘蛛は接地していた足をふわりと浮かせると、猛烈な勢いで回転を始める──白い糸を吐き散らしながら。

「くっ……！」

「キャゥンッ！」

「きゃぁっ……！」

　前衛を巻き込む危険を避けて、どうしても後衛はタイミングをずらすしかない──その間に強引に割り込むような反撃。蜘蛛の身体から針が突き出すところが見えてからでは回避しようがない。

「えっ、ちょっ……お、お兄ちゃんっ、どうしたら……！」

「アリヒトさんっ、敵の姿が……！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』『エリーティア』『シオン』が捕縛状態

・『アラクネフィリア』が『フォームチェンジ』を発動　→『アラクネメイジ』に形態変化






「な、何ですかあれっ……く、蜘蛛人間……？」

　蜘蛛の胴体にあるコブのように見えた部分は、身体を丸めて擬態していただけで、人間の上半身そのものの形をしていた。

　まるでフードつきのローブを羽織った魔道士のような姿──『鷹たかの眼め』で見れば、その衣服に見える部分が蜘蛛の表面を覆っている毛と同じものであることが見て取れた。

「アトベ殿っ……！」

　セラフィナさんがこちらに駆けてくる──彼女が加勢してくれるとしても、それを待てば一度は捕まっているメンバーが攻撃を受ける。

「こんな糸でっ……解けなさい、このっ……！」

「エリーティアさん、だめっ、触ったらますます絡みついてくるっ……！」

　糸を解く方法──物理的に切ることが無理なら、それ以外を使うしかない。魔石を使うとしても、何が適切なのか。





　◆現在の状況◆




・『アラクネメイジ』が魔法の詠唱を開始






　蜘蛛の人間部分が、両手に紫色の光を宿す──声としては聞こえないが、『鷹の眼』で見れば、口が動いているのが分かった。何かの呪じゆ文もんを唱えているのだ。

　魔法銃、スリング、スズナの弓、ミサキのカード──いずれの攻撃も、詠唱を中断するほどの速さが保証できない。それでも破れかぶれで撃つしかないと、全員で構えようとしたときだった。

（──いる……いるんだな、そこに。テレジア……！）

　姿の見えないテレジアが、俺の指示を待っている。目には見えなくとも分かる──彼女が『俺の前方』にいるならば。

「──テレジア、『支援する』！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・スタン』

・『テレジア』が『アクティブステルス』を発動中

・『テレジア』が『アサルトヒット』を発動　→『アラクネメイジ』に対して攻撃力２倍

・『テレジア』が『アズールスラッシュ』を発動　→『アクティブステルス』解除






　テレジアは自分の判断で『迷めい彩さい石せき』の能力である『アクティブステルス』を発動し、敵の裏に回っていた──気づかれない状態での『アサルトヒット』を、彼女は新たな武器で繰り出す。

『レイザーホーン』という技を繰り出すために『背反の甲蟲』が使った角。その角を組み込んで改造されたテレジアの剣は、『蒼そう炎えん石せき』の力に反応して青い光を放つ。

「……っ！」

「──キィァァァァッ……！」

　俺の位置からでも、蜘蛛の背後に回っているテレジアの斬撃が見えた──青い光が閃ひらめき、『蜘蛛』の人の姿をした部分が悲鳴のような声を上げ、大きく前のめりに体勢を崩す。





　◆現在の状況◆




・『アラクネメイジ』の部位破壊

・『アラクネメイジ』の魔力燃焼　ノックバック小

・『支援攻撃２』が発生　→『アラクネメイジ』がスタン、行動がキャンセル






「すごっ……テレジアさん、ものすごーく強くなってる……！」

「──テレジア、回避だ！　反撃の糸が来るぞ！」

「っ……！」





　◆現在の状況◆




・『アラクネメイジ』が『復ふく讐しゆうの螺ら旋せん』を発動　→技能即時発動可

・『アラクネメイジ』が『ウェブスピナー』を発動

・『テレジア』が『蜃しん気き楼ろう』『シャドウステップ』を発動

・『テレジア』が『ウェブスピナー』を回避






　ゆらり、とテレジアの姿が揺らぐ──攻撃の瞬間に解除されていた『アクティブステルス』を続けて使うのではなく、テレジアは巧みに回避系の技能を組み合わせることで、敵の注意を引きつけて糸を吐かせ、回避する。

　テレジアが敵から完全に視認できなくなれば、束縛されているエリーティアたちが狙ねらわれる可能性がある。しかしテレジアも、立て続けに技能を使えば魔力が持たない──だが。

「次は俺たちの番だ……スズナ、ミサキ！」

「「はいっ！」」

　スズナは『射しや法ほう八はつ節せつ』の予備動作を終えている。ミサキもまたやる気十分だ──今はそれでまったく問題ない。

『後衛三人』の攻撃技能を組み合わせることで、もう一つの連携技が発生する。テレジアに気を取られていた敵が、ようやくこちらの動きに気がついた時には既に遅かった。

「『支援連携チエインサポート』……『後衛リアライン』！」

「──!!」

　蜘ク蛛モの人間の姿をした半身が、両手を広げる──『鷹の眼』で、その口が再び動くところが見えたが、呪文が効果を発現する前に、俺はすでに魔法銃の引き金を引いていた。

（弾丸一発で、二人を支援できるのか……どう転ぶにせよ、これで倒れてくれよ……！）





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援連携１』を発動

・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『ソフトバレット』

・『アリヒト』が『ソフトバレット』を発射　→『アラクネメイジ』に命中　ディレイ付加　連携技一段目

・『スズナ』が『ストームアロー』を発動　→『アラクネメイジ』に命中　ディレイ強化　速度低下　連携技二段目

・『ミサキ』が『ブラストカード』を発動　→『アラクネメイジ』に命中　失神　『アラクネメイジ』が素材を１つドロップ　連携技三段目






　俺の弾丸が人間部分に着弾して蜘蛛がよろめいたところに、スズナの烈風をまとった矢が胴体に突つき立ち、強風が絡みつくようにして敵の動きを鈍くする──そこにダメ押しのように、ミサキが放ったカードが着弾し、蜘蛛は爆風に包まれた。

「ギィィッ……ァ……」





　◆現在の状況◆




・連携技『バレット・ストーム・ブラスト』　→『アラクネメイジ』に命中　失神状態延長






　三段目が当たったところで連携技による追加打撃が入り、蜘ク蛛モは完全に動かなくなる──ガクン、と脚から力が抜けて、ぺしゃんと胴体が地面に着いてしまう。

　人間の姿をした部分を覆っていたローブのような部分が吹き飛び、その下にある肌が露わになっている。魔物だと割り切ろうとはするが、やはりデミハーピィのように人間に近い姿をしていると、積極的に止めを刺す気にはなれない。エリーティアも剣を構えているが、俺の決断を待っていた。

「人間にしか見えない部分があるからって、いつも情けをかけてるわけにもいかないのかもしれないが……」

「そうね、捕獲しておいてもいいと思うわ。素材は牧場に送ったあとでも、取ろうと思えば取れるしね」

「おっきい蜘蛛って牧場の人も怖がりませんか？　うーん、でもこっちの部分は女の人みたいな……あっ、私のせいで大変なことに……っ」

「あっ……ア、アリヒトさん、少し向こうを向いていてください。私、手ぬぐいを持っているので、隠してあげてきます」

「ちょっと待って、皮膚毒があるかもしれないから。私の靴は『毒耐性２』があるから、靴で乗る分には大丈夫だと思うわ」

　エリーティアがスズナから手ぬぐいを受け取り、蜘蛛の上に飛び乗って、人型の部分の胸を覆い隠す──と、俺は見ていてはいけない。

「後部くん、どうする？　デミハーピィの歌で眠らせておくとか……」

「それもハーピィの魔力のことを考えると、長時間は難しいと思います。この強さだと、デミハーピィに見張ってもらうのは気がかりですし……」

　一いつ旦たん魔物牧場に預けてくるしかないか──そう考えたところで、俺たちの戦いを見ていたセラフィナさんが、遠慮がちにこちらにやってきた。





三　溟めい海かいより来る者






「アトベ殿、皆さん、申し訳ありません……部外者の立場でありながら、戦いの際に口を挟むなど……」

「いやいや、とんでもないです。俺たちの様子を見ていてくれて、ありがとうございます」

「い、いえ……そのような言葉を頂くことはしていません。あれから砂浜の方を視察したいと『同盟』の方々に再度申し入れたのですが、やはり現状で私たちにできることは、狩場の独占行為に対する勧告にとどまり……」

「今日は『同盟』にとって大事な日だからって、また門前払いされちゃったんですよね。本当にもう、ギルドセイバーも形無しというか」

　後からやってきたアデリーヌさんは肩をすくめる。俺たちが行っても同じようなことになるのだろうが、このまま迷宮から出ては意味がない。

「……あっ、この蜘蛛はとどめを刺さないんですか？」

「はい、できれば捕獲したいと思ってるんですが……いったん迷宮の外に出るか、考えていたところです」

「『捕獲ロープ』を使えば、安全に拘束しておくことはできますよ。使うには技能が必要なんですけど」

「あ……いや、持ってないですね。普通のロープでハーピィを捕まえたことはあるんですが。不勉強ですみません」

「普通のロープで、ハーピィを……大人しそうな顔をして、アトベさんにはそういう趣味が……」

「アデリーヌ、任務中の雑談は慎め。アトベ殿、『捕獲ロープ』を使用して『アラクネメイジ』を拘束してもよろしいですか。数時間は気絶しているでしょうが、徐々に再生してしまいますから」

「そうしてもらえると助かります、すみません」

「了解しました、セラフィナ隊長。ちゃんとやりますから、そんなに怒らないでくださいね」

　先輩ではなく、かしこまったときは隊長と呼ぶらしい。アデリーヌさんはポーチ型のインベントリーからロープを取り出すと、あれよと言う間に蜘ク蛛モを拘束してしまった──『ロープバインド』という技能を使ったようだ。

「『蜘蛛』はなるべく早く回収するとして、これからどうするか……」

「アリヒト、何とかして砂浜の側そばに行ってみる？　『同盟』に気づかれないように、抜け道を探してみるとか……」

「それなんだけど、どんな方法を使ってもいいなら……デミハーピィに空から連れていってもらうとかはどうかしら？」

　五十嵐さんが空を指差す。ちょうど俺も、デミハーピィのことを考えたときに思いついていた──岩壁がどれくらい高いのか下からでは見えないが、翼のあるハーピィなら飛び越えられるのではないだろうか。

『蜘蛛』も壁を登ったりするのはお手のものなので、もし調教テイムできれば乗せてもらって垂直に近い壁を登ることもできるかもしれない。今は他の方法を使うか、『同盟』と交渉して通るかしかないわけだが。

「申し訳ありません、私にもう少し交渉能力があれば……」

「いえ、『同盟』は規則に違反してるわけじゃないのでそれは仕方ありません。でも、『蟹かに』を狩るだけがこの迷宮に来る意味じゃない。『蜘蛛』を倒して、少なからず手て応ごたえはつかめたと思ってます。その過程を踏んだからこそ、魔物を決まった型に嵌はめて倒すことに対して、多少は反証できるんじゃないかと思っているんですが……」

　俺たちが上う手まく行ったからといって、こんな説得を聞き入れてもらえるとも思えないのだが。俺たちも『蟹』を狩りたいというだけだと思われては話がしづらい。

「そこまで考えて、『蜘蛛』を……アトベ殿は、道理を何より重視される方なのですね」

「い、いやまあ……正直を言うと後付けの理由ではあるんですが」

「お兄ちゃんが照れてる……そういうところも可愛かわいいよね、スズちゃん」

「えっ……そ、そんな、可愛いっていうのは、大人の男の人に言うことじゃ……」

「バウッ」

　ミサキの発言に慌てるスズナをよそに、シオンが機嫌良さそうに吠ほえる。ミサキに同意しているのだろうか──というのは考えすぎか。

「セラフィナ先輩、私たちもこのまま『同盟』と睨にらめっこだけして帰るわけにはいかないですよ。私の技能で、向こうの様子を調べてみませんか」

「しかし、探索者の方々の行動に、過度に干渉するのは……」

「基本的にはそうです。でも、例外があるじゃないですか。今回のケースは、それを適用してもいいと思います。もし見当違いだったとしても、ギルドセイバーの基本原則は『危機を未然に防ぐために、あらゆる可能性を想定する』ですよ」

　アデリーヌさんの説得に、セラフィナさんは振り返って岩壁を見やる。そして目を閉じて息をつくと、改めて後輩と向き合った。

「そうだな……分かった。アデリーヌ、『同盟』のリーダーの動向を探査サーチできるか？」

「お安いご用です。それが私の職業、『狩かり人うど』の本領ですから。じゃあ、迂う回かいして、『同盟』から見えないように移動しましょう。少しでも岩壁との直線距離が近い方が良いので」

　アデリーヌさんに先導してもらって移動する──そして彼女はある位置まで移動すると、担いでいたボウガンを、岩壁の上方に向けて地面に設置した。

「さてと……ちょっと下がっててくださいね」

　アデリーヌさんはボウガンの柄についているハンドルを回す──すると、弦がキリキリと引っ張られていく。人力ではなかなか難しそうな張力だ。

「我が魔力を込めし矢よ。ひとときの命を得て、従順なる使い魔となれ……！」





　◆現在の状況◆




・『アデリーヌ』が『アローファミリア』を発動　→『使い魔の矢』を１本生成

・『アデリーヌ』が『サーチアロー』を発動　→『使い魔の矢』を発射






　アデリーヌさんがボウガンの矢に魔力を込め、空に向けて発射する──ある程度の高さで失速しそうなところを、矢はまるで翼が生えたかのように飛んでいき、さらに上昇する。

「凄すごい高さの岩壁ですね……何とか超えられましたけど。迷宮の性質なのか、下からだと無限の高さがあるように見えるんですが、実際は五百メートルくらいですね」

「アデリーヌ、『同盟』は現在どうしている？　標的の魔物と……」

　セラフィナさんが尋ねると、アデリーヌさんが口に手を当てる。

「な、何をしてるんですか、この人たち……ここまでして狩らなくても、他に方法があるはずなのに……っ、せ、先輩っ……！」

　アデリーヌさんのライセンスを見たセラフィナさんは、明らかに表情を陰らせた。

「……今までの狩りが非常に安定していて、効率が良かったからだろう。しかし、これは……万一にも、これが『条件』であるとしたら……」

「一体何が起きてるんです？」

　尋ねると、アデリーヌさんは自分のライセンスを見せてくれた。そこには、『使い魔の矢』が見た、岩壁の向こうで『同盟』が行っていることが表示されていた。





　◆使い魔の報告◆




・『グレイ』が『魔物の呼符』を使用　→失敗

・『グレイ』が『魔物の呼符』を使用　→失敗

・『グレイ』が『魔物の呼符』を使用　→成功　『ゴーストシザーズ』が１体出現

・『ロランド』のパーティが『ゴーストシザーズ』を１体討伐

・『グレイ』が『魔物の呼符』を使用　→失敗

・『グレイ』が『魔物の呼符』を使用　→失敗

・『グレイ』が『魔物の呼符』を使用　→失敗






「何だ、これは……これじゃ、まるで魔物を……」

「……無理やり引きずり出して、狩り続けている。自然に出現するまで待たずに」

「先輩、この『ゴースト』って……不死系の魔物を対策なしで狩るのは、原則として避けるべきだって教官が……やっぱりこのままじゃまずいですよ……っ！」

　その対策というのが何なのかも気になったが、確かに『ゴースト』なんて名前のついている魔物を何十匹も倒していたら、祟たたられそうな気はしなくもない。『祟り』が迷宮国に存在するのかは分からないが、『巫み女こ』のように霊に関わる技能を持つ職があるのだから、なくはない話だ。

　パーティの皆もアデリーヌさんのライセンスを見て言葉を無くす。一体だけ出現した『ゴーストシザーズ』──おそらく『蟹』と呼ばれる魔物は即座に倒され、今も『呼符』を使う表示と、時折魔物が出現しては狩られる表示が繰り返されている。

「俺たちの得た情報では、彼らが『呼符』を使い始めたのは今日からのはずです。魔物を道具で出現させられるようになったのなら、彼らが狩った数は相当なものに……」

「っ……後部くん、見て！　今までと違う表示が出てる……！」

　──その時俺は、今まで一度も感じたことのないような、血が凍りつくような悪寒を覚える。

「なんだ、これは……くっ……頭が割れそうだ……」

「──スズちゃんっ!?」

　俺だけでなく、皆が同じ感覚を覚えたのだろう──中でもスズナは感受性が強く、血の気を失って青ざめ、頰ほおにかかる髪が汗で濡ぬれている。

「アリヒトさん……っ、この岩壁の向こうで……何か、禍まが々まがしいものが……」

「バウッ、バウッ！　グルルル……」

「…………」

　シオンが岩壁に向かって吠え、テレジアも同じ方向を見ている。

　俺はそのとき、テレジアの頰に汗が伝うところを見た。彼女もスズナと同じで、脅威の気配を察しているのだ。

「魔物が……倒された仲間の、復ふく讐しゆうをしようとしているっていうの……？」

　エリーティアと五十嵐さんは、アデリーヌさんのライセンスを目を見開いて見つめていた──俺もまた、吐きそうな気分の悪さを振り払い、気力だけでその表示を見た。





　◆使い魔の報告◆




・『ロランド』のパーティが『ゴーストシザーズ』を１体討伐

・『ゴーストシザーズ』が『溟めい海かいの怨えん嗟さ』を発動

・未識別の魔物が出現

・『？？？』が『バブルレーザー』を発動






「くっ……!?」

　アデリーヌさんが声を上げ、彼女のライセンスの表示が自動的に切り替わる。そこには、『アローファミリア』で作った使い魔の矢が破壊された旨が表示されていた。

「一体何が起きてるの……この、嫌な感じは……『未識別の魔物』が出たからなの……？」

「おそらくは……『名前つき』。『同盟』が『呼符』を使い、過剰に一種類の魔物を倒したことで、出現するための特殊条件を満たしてしまった……」

　五十嵐さんの疑問に、セラフィナさんが答える。不測の事態であることは、ギルドセイバーの二人にとっても変わりはなかった。

「先輩、隊のみんなに連絡を……っ！」

「──現時刻をもって、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』に対する干渉要項を満たしたと判断する。アデリーヌは迷宮から脱出、状況を報告せよ。私は未識別の魔物を確認に向かう」

　アデリーヌさんは何かを言おうとするが、セラフィナさんの表情を見て言葉を飲み込む。

「……了解しました。ですがセラフィナ隊長、単独では……」

　セラフィナさんは俺の方を見やる。彼女の性格上、事前に話していたとはいえ、協力を頼むのは断腸の思いだろう──だが、迷っている場合じゃない。

「俺と、向こうに行っても迅速に離脱できるメンバーが様子を見てきます。道を塞ふさいでる『同盟』のメンバーは、飛び越える手段がありますから」

「……頼みます、アトベ殿」

「迅速に離脱できるメンバー……シオンちゃん、エリーティアさん、テレジアさん……後部くん、私も……」

　デミハーピィの数を考えると、向こうに行けるのは俺を含めて三名。シオンは身体からだが大きすぎるので待っていてもらうとして、あと二人だ。

「アリヒト、私は自分の技能で何とか抜けられると思うわ。テレジアとキョウカを連れていってあげて」

「ああ、分かった。五十嵐さん、お願いできますか。テレジアも……無理はしなくてもいいからな」

「…………」

　テレジアは首を振る──無理はしていないということか。五十嵐さんもそれを見て微ほほ笑えみ、了承の頷うなずきを返してくれた。

「私とミサキちゃんも、シオンちゃんと一緒に砂浜への通り道に行きます。通れなくても、技能は届くかもしれません」

「なんて言ってる間に、何か『同盟』の人たちが騒ぎになってるような……っ」

　ミサキの言う通り、『同盟』が何かもめている──向こうに行くというダニエラさんを、他のメンバーが止めているようだ。

「離してっ、私も戦えるわ！　ロランドが、あの人は戦うつもりなのよ！」

「落ち着いてください、ロランドさんは来るなって……やれる自信があるから、あの人はそう言ってんです！」

『同盟』の若い男性メンバーが声を荒らげる。彼らは俺たちが近づいてきていることに気づかなかった──先行したエリーティアが、道を塞ぐことに意識が向いていない『同盟』の隙を突つき、さらに加速する。

「アトベ殿、申し訳ありません、先行を頼みます！　私も必ず追いつきます！」

「分かりました！」

　セラフィナさんは『同盟』に対して最後の説得を試みるつもりのようだ。俺はエリーティアの後を追って走りながら、召しよう喚かん石せきのペンダントを取り出し、握りしめて叫ぶ。

「──来い、デミハーピィ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『ヒミコ』『アスカ』『ヤヨイ』を召喚






「っ……お、お前っ、『スーツの男』のパーティの……！」

「──そのまま立っていなさい。微動だにもせず」





　◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ソニックレイド』を発動






　まさに、一瞬──誰だれもエリーティアの動きに追随できない。エリーティアは同盟のメンバー七人の間を、目にも留まらぬ速さで駆け抜ける。

　砂浜に続く道を塞いでいた大柄な男が遅れて反応し、上を向いたときには、エリーティアは両側の岩壁を蹴けって三角跳びし、宙返りをしているところだった。

「……えっ？」

　エリーティアの動きを見たことのない七番区の探索者は、知覚すら追いつかない──少々緊張感のない大柄な男の声が聞こえたときには、俺とテレジア、そして五十嵐さんは、デミハーピィに運ばれてエリーティアのさらに上空を通過していた。

「お、お前らっ……！」

　ダニエラさんを止めていた男も声を上げるが、構っている時間はない。俺たちは反り立つ岩壁の隙すき間まを抜ける──潮の匂においは、確かに眼前に広がる砂浜から流れていた。

　だが、それだけではなかった。元は白一色だったのだろう砂浜──まだ距離が遠いが、ロランドさんたちのパーティがいるあたりに、赤い模様がつけられているのが見えた。

「さっきの攻撃で、あの人たちも……っ」

「巻き込まれたのか、狙ねらわれたのか……いずれにせよ、もう戦える状態じゃない……！」

　砂浜が二つに割れ、その先にある岩壁に垂直の傷がついている。海にいる何かが、アデリーヌさんの矢を撃墜したときの攻撃──それは『同盟』のメンバーにも、凄せい惨さんというほかないほどの被害を与えていた。

「歪ゆがんだ方法を選んだりするから、歪みを招くのよ……！」

「──エリーティアッ！」

　デミハーピィが攻撃を受ければ、おそらく一撃で命を落とす。『眠りの歌』を使ってもらうわけにもいかず、俺は召喚を解除し、テレジアと五十嵐さんに追従してエリーティアの後を追う──『ソニックレイド』を発動したエリーティアの速度でも、まだロランドさんたちのいるところまでは距離がある。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『鷹たかの眼め』を発動　→状況把握能力が向上






　この距離でも俺には見える──人間ほどもある大きさの、片方の鋏ハサミだけが大きく発達した蟹かに──おそらくあれが『ゴーストシザーズ』だろう──が十数匹倒されていて、その近くの砂地にぽっかりと穴が空いている。これがおそらく、『同盟』が独占していた魔物の巣穴だろう。

　穴の近くには、軍刀サーベルのようなものを手にしたロランドさんの姿がある。グレイは腰を抜かし、海を見ている──その視線の先を見ると、海面に浮かび上がってくる、他の蟹の数十倍ほどの大きさをした怪物の姿があった。





　◆遭遇した魔物◆

　★無慈悲なる断頭台：レベル８　耐性変動　地形効果：恐怖　ドロップ：？？？






（恐怖の地形効果……出現しただけで、周囲に『恐怖』を与えるっていうことか……それが、この悪寒の原因……！）

「どうして……怖いなんて、そんな場合じゃないのに……っ」

「……っ！」

　エリーティアは運良く『恐怖』にかからなかったが、五十嵐さんとテレジアが影響を受け、戦意を失って失速しそうになる──しかし。

「五十嵐さん、『ブレイブミスト』をお願いします！」

　五十嵐さんは異変の理由に気づき、すぐに気を取り直す。士気を消費して回復する選択もあるが、技能を使って士気は温存できた方がいい。

「テレジアさん、後部くん、私の近くに……っ！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『ブレイブミスト』を発動　→『キョウカ』『テレジア』の恐怖状態が解除






　一度『ブレイブミスト』を使えば、『恐怖』に対して抵抗できる状態が持続する。しかし『同盟』のほとんどが動けないでいるということは、『恐怖』耐性を持つ人がほとんど居ない上に、解除方法も持っていないということだ。

　唯一『恐怖』状態にならずにいるロランドさんは、仲間の方を振り返らない。海から姿を現した、巨大な蟹と対たい峙じしている──『ゴーストシザーズ』の『名前つき』だとは思うのだが、姿形はかけ離れている。

　左の鋏ハサミが異常に発達しているが、右の鋏は鋏の形をしていない──まるで鎌のような形状をしている。大きすぎる左の鋏で攻撃するときの隙を補うために、右の鋏は違う使い方をする武器として発達したのか。

　まだ敵は上陸してもいないのに、ロランドさんのパーティはおそらく遠距離攻撃の一撃だけで壊滅させられている。五名が負傷し、グレイともう一人は直撃を受けずに済んだようだが、もはや戦意など残ってはいない。

「お前たちは逃げろ！　トーマス、一度仕掛けるだけのチャンスをくれ！」

「──お、お前ら……っ、ふざけるなよ、あんな化物に手を出すなんざ俺はごめんだ！」

　だが、ロランドさんは何かを言い置いて走り出す。グレイが叫んでいるうちに、もう一人軽傷で済んだトーマスというメンバーが、何かの技能を使うのが分かった。

「──うぉぉぉぉぉぉっ！」





　◆現在の状況◆




・『トーマス』が『ロイタープレート』を発動　→弾性床が一定時間出現

・『ロランド』が『スカイハイ』を発動






　寒々しいほどに青い空。ロランドさんは砂浜に響き渡る気合いの一声とともに、信じがたいほどの高さまで飛び上がる──それは、彼らにとって必勝のコンビネーションの一つなのだろう。砂地でも関係なく技能で足場を作り、ロランドさんはジャンプ力を強化して飛び上がり、敵の直上から攻撃する。

　空挺師団エアトループ──ルイーザさんから聞いた、ロランドさんの職業。それは迷宮国においても、空からの攻撃を得意とするものだった。

「──待って！　その一撃を、もし外したらっ……！」

　エリーティアの叫びは届かない。グレイはエリーティアが近づいてきたことにすら驚き、砂の上をじりじりと後退して、ついには逃げるように走り出した。恐怖で混乱し、叫び声を上げながら。

「うぁぁぁぁぁっ、あぁぁぁぁぁっ!!」

（あいつ……っ、ロランドさんたちを置いて……！）

　その一撃に、俺は助力をする義理などないはずだった──それでも、自分の数十倍の巨体を持つ魔物に一人で挑む彼を放っておくことはできなかった。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アザーアシスト』を発動

・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・スタン』

・『ロランド』が『ヴェイパーダイブ』を発動






　あの巨体に対して、固定ダメージを通すことも考えた。しかし何より、攻撃を入れたあと、ロランドさんが離脱できる可能性を大きくするべきだと思った。

『鷹の眼』に映る視界の端には、グレイが『帰還の巻物』を使い、倒れている仲間ごと転移する姿が見えていた。残されたトーマスという人物も逃げようとしたが、巻物の範囲から外れていたのか、その試みは成らずに終わる。

「──墜おちろぉぉぉぉぉっ！」

　青い空に白い飛行機雲のような軌跡を残し、ロランドさんはサーベルを巨大蟹がにの頭部に突き立てようとする。蟹は直上の攻撃に対応できずにいるように見えた──だが。

　海面から半身までを見せ、まだ波打ち際で白波に動きを制限されているように見えた蟹の巨体が、何の前触れもなく亡霊のように『透けた』。

「──ロランドさんっ！」





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『ファントムドリフト』を発動　→耐性変化：物理無効　速度上昇

・『★無慈悲なる断頭台』が『ヴェイパーダイブ』を無効化






　あらゆる予測をあざ笑うように、ロランドさんの攻撃が空を切る。海面に着地したロランドさんの周囲に、バシャン、と高く水柱が立つ。

　心臓が脈を打つ音が、やけに遅く聞こえた。

　エリーティアが、五十嵐さんが、そして俺自身も叫んでいる──声にもならない声で。

　ロランドさんが、背後に回った巨大蟹に向けてサーベルを振り抜こうとする。しかしその刃が届くより早く、蟹の左の鋏ではなく、右の鎌状の部位が閃ひらめき、ロランドさんを薙なぎ払はらった。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫さらう鎌』を発動　→『ロランド』に命中






　声もなく、ロランドさんはその場に崩れ落ちる。血しぶきも何も上がらない──だが、俺には見えていた。

　巨大蟹の振るった鎌は、ロランドさんに物理的な斬撃を与えたのではない。ただ『通り抜けて』、ロランドさんから何かを奪った。

　ライセンスを見て、心臓が凍る思いを味わう。この表示が事実ならば、ロランドさんは──。





　◆現在の状況◆




・『ロランド』が魂を喪失






「……何だこれは……何で、こんな……」

「──後部くんっ、しっかりして！　このままじゃ、私たちも……っ！」

「キョウカ、テレジア、今は退いてっ！　この魔物は危険すぎる……！」

　エリーティアは引かず、巨大蟹に挑もうとする──いや、魔物から距離を置くことの危険さも理解して、自分に注意を引きつけようとしている。

　それだけじゃない。なぜ逃げないのか、それはエリーティアが、友好的でもなく、ライバル関係にあるようなパーティでも、見捨てることができないからだ。

　ロランドさんはもう助からない──そう割り切って逃げるべきだと、理性的な自分が言う。

　しかし、もしそうでなかったとしたら。

　俺の脳裏によぎった一いち縷るの可能性を裏付けるように、ロランドさんの身体からだから抜け出た青白い光が、巨大蟹の周囲を浮遊している──しかし。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『ソウルテンタクル』を発動　→『ロランド』の魂を捕縛






　蟹の背中から伸びたイソギンチャクのような触手が、光を捕らえてしまう。探索者の魂を刈り、捕縛する魔物──それはまさに、同族を狩られ続けた復ふく讐しゆうをしているようでもあった。

　しかし魂が捕らえられるさまを見たことが、同時に一つの可能性を示唆する──ロランドさんの魂は、失われていない。

「──エリーティア、相手は『物理無効』に耐性が変化してる！　俺の支援でしか打撃は通らないが、何とか引きつけられるか!?」

「持って数分……だけど、蟹なんかに舐なめられるわけにはいかないのよ……っ！」

　頼もしい返答と共に、エリーティアは『ソニックレイド』を発動する。巨大な鋏を振り下ろす攻撃が空振りして、砂さ塵じんが舞い上がる──そして。

「アトベ殿、ここは退いてください！　あの魔物は、今の戦力では倒しきれません！」

「お兄ちゃんっ、私にもできることがあったら言ってくださーいっ！」

「アリヒトさん、深追いはだめですっ……その魔物は危険ですっ！」

「ワォォーンッ！」

『同盟』が動揺したことで説得を成し得たのか、セラフィナさんとみんなもこちらに走ってくる。

「敵には遠距離攻撃もある！　前触れがあったらとにかく横に避けるんだ！　ああ見えて動きも速い、距離は取りすぎるくらいで構わない！」

「「「了解っ！」」」

　セラフィナさんが俺たちの前に出て、防御態勢を取る──この隊列なら、巨大蟹に狙ねらわれるリスクを軽減しつつ、前衛の皆をサポートすることができる。

「リーダー、返事をしてくれ！　リーダー！　……畜生ぉぉぉぉっ！」

　トーマスという人もまた、ロランドさんを置いて逃げることをせず、救出を試みようとしている。魂は捕縛されていても、肉体さえ無事ならば──そう願いはするが、必ず助けられるとは限らない。

　それでも、何もせずに逃げればきっと後悔する。『同盟』が自分で招いた事態であっても、だからといって死ななくてはいけないというのは違う。

「『同盟』の二人を救出して、ここから脱出する……セラフィナさん、それだけに集中しましょう」

「……アトベ殿……貴方という人は、どこまで……」

「自分でも馬鹿なことを言ってると思います。それでも俺は……」

「お兄ちゃんは馬鹿なんかじゃないですよ？」

「ミサキちゃんの言う通りです。アリヒトさん、私たちの気持ちは同じです。みんなで力を合わせれば、きっと無事に帰れます……！」

　二人も怖いはずだ──それでも逃げずにいてくれている。セラフィナさんはそれ以上何も言わず、前を向いて大盾を構えてくれた。

「私が貴方がたを守り抜く……いかなる攻撃も、後ろには通さない……！」

　蟹かにが再び巨大な鋏を振るう。それをエリーティアが引きつけて回避したところで、テレジアと五十嵐さんが動き出す──今は彼女たちを支援すること、その一点に意識を向けた。





四　砂浜の死線






　砂浜にはもう一つ、『蟹』の出てくる巣穴があったようだが、そこにいた同盟のメンバーはロランドさんたちのパーティが壊滅するのを遠くで見て、それから全く動けなくなっていた。

「貴方がたは逃げてください！　無理に加勢する必要はありません！」

　セラフィナさんが声を張ると、左後方にいたパーティがようやく動き、巻物を使って転移する。これで、砂浜にいるのはセラフィナさんと俺のパーティ、そして浅瀬に倒れたままのロランドさんと、トーマスさんのみとなった。

　巨大蟹はエリーティアに攻撃を避けられながらも、絶えず眼めを動かし、他の標的にも注意を向けている──トーマスさんは近接系の職業ではあるようだが、防具から見てとても巨大蟹の攻撃を受けられそうにない。

「キョウカ、テレジア、巻き込まれないように距離を取って！」

「大丈夫……っ、これだけ一回の攻撃が大きいと……かわすだけなら……っ」

「……!!」

　巨大蟹の鋏の振り降ろし、薙ぎ払い──恐ろしく範囲の広い攻撃を、エリーティアは目を疑うほど距離を詰めて回避し、五十嵐さんとテレジアは間合いギリギリのところで回避している。『ブリンクステップ』『アクセルダッシュ』を要所で使っているが、そういった技能がなければとても避けられる攻撃ではない。

　俺たちはどうするべきか──近づきすぎてはいけないが、前衛のメンバーが離脱しやすくするために、まだ距離を詰める必要がある。

「ミサキ、スズナ、セラフィナさんの指示に従って後ろにつくんだ。『魂を攫う鎌』って攻撃だけは絶対に受けちゃいけない。シオンも前に出すぎるな」

「は、はぃぃっ……全力で気をつけます！」

「今のうちから『皆かい中ちゆう』をかけておきます。必ず当てられるように……」

「バウッ……ガルルッ……！」

　スズナは携えた矢に祈りを込める。ミサキの『ラッキーセブン』を使うにはまだ距離が遠いので、彼女はサイコロを取り出しつつも握ったままで走っていた。シオンは忠実に返事をしてくれるが、前衛が攻撃を回避するところを見て唸うなり声を上げている。

（ただでさえ、砂に足を取られる。加速や回避の技能がないと、まともに近づくことはできない……本当に厄介な相手だ……！）

「こっちを向いていなさい……！」

　エリーティアの動きを見て、俺はどの支援が最適かを判断する──攻撃して敵の注意を引きつけるなら、ノーダメージでは意味がない。

「──エリーティア、『支援する』！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』の攻撃　→『エリーティア』が回避

・『エリーティア』が『切り返し１』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　ノーダメージ　支援ダメージ12

・『エリーティア』の追加攻撃が発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　ノーダメージ　支援ダメージ12






　敵の攻撃を避けたところですかさず反撃できる『切り返し１』。その一撃が蟹の鋏ハサミに繰り出されると、エリーティアの剣の刃は手て応ごたえ無くすり抜けたかに見えたが、『支援攻撃１』で生じた不可視の刃は鋏に斬撃の跡を残した。

「通った……やっぱり、アリヒトがいてくれれば……！」

　打撃さえ通れば倒すことができる──少しずつでも削り続けることができれば。

　だがそれは、敵がこのまま攻撃を受け続け、こちらが回避し続けることが可能であるならばの話だった。

「テレジアさん、『それ』から離れてっ！」

「……!!」

「──テレジアッ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『テレジア』『キョウカ』

・『★無慈悲なる断頭台』が『ネクロブレイク』を発動

・『ゴーストシザーズＦ』が爆発　→『テレジア』『キョウカ』に命中　『★無慈悲なる断頭台』が体力吸収






「くっ……！」

「……っ」

　心臓が跳ねる──『支援防御１』のダメージ軽減を越えてしまうことはほとんどない。しかしテレジアが盾を構えて後ろに飛び、五十嵐さんも防御態勢を取っていたのに、『ゴーストシザーズ』の一体が起こした爆発を防ぎきることはできなかった。

「三人とも、危険です！　他の『ゴーストシザーズ』の遺い骸がいに近づいてはいけません！」

「近づくつもりはなくても、この数じゃ……！」

『同盟』がしたことが、こんな事態を招くとは──この『名前つき』はやはり、倒された『蟹』の怨おん念ねんを体現したような存在だ。

　死体爆破で被害を与えるだけではなく、巨大蟹の体力が回復している。鋏に付いた傷が消えるのを見たエリーティアは、怒りを露わにして叫んだ。

「よくも二人を……っ！」

　エリーティアは迷いなく反撃に出る──しかしそれを止めたのは、傷を負いながらも一歩も引かない五十嵐さんだった。

「やってくれたわね……今度はこっちの番よ！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『サンダーボルト』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　弱点攻撃　感電






　五十嵐さんの突き出した槍やりから放たれた雷撃は、中距離の間合いを一瞬で駆け抜け、半分透けた状態の巨大蟹がにに命中する。打撃はわずかではあるが、魔法攻撃は確かに通じている──帯電してバチバチと火花を放つ蟹は、一瞬動きを止めたように見えた。

　もう少しで俺たちも戦列に加われる。魔法攻撃を折り込んだ連携攻撃を浴びせれば、少なからず打撃を与えられる──エリーティアもそう判断していた。

「アリヒト、連携を……っ」

　だが、気がつかないわけにはいかなかった。感電しているはずの『蟹』の目が、前衛の三人ではなく『俺たち』に向けられていることに。

「──みんな、散開するぞ！　セラフィナさんも『今の位置』から離れてください！」

「アトベ殿っ……!?」

　おそらく『バブルレーザー』が来る──そう思っていた俺は、巨大蟹の足が砂地に力強く押し込まれるところを見て、その予測が外れていたことを悟る。

（なんだあれは……何かが光って……）

　光っているものが何か気がついたとき。巨大蟹の身体からだが輝き、実体化する──同時に、その巨体が予想だにしない動きをした。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が実体化　→魔法無効　状態異常解除

・『★無慈悲なる断頭台』が『ロランド』の技能を使用

・『★無慈悲なる断頭台』が『スカイハイ』を発動






「ふざ……けるなっ……それは、それはっ、リーダーのだろうがぁぁぁぁっ……！」

　なぜロランドさんの魂を刈り、捕らえたのか。その答えは──あの巨大蟹が、魂を捕らえた探索者の技能を使うことができるからだった。

　トーマスさんの叫びが聞こえる。蟹はロランドさんよりは低く、だがその巨体からは想像しがたい高さにまで飛び上がる。

　誰かが狙われれば、あの質量をどうすることもできない。『ヴェイパーダイブ』を発動されてしまえば、もう──。

「──これ以上、誰だれも傷つけさせない……！」





　◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『プロヴォーク』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』の『セラフィナ』への敵対度が上昇

・『セラフィナ』が『防御態勢』を発動

・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動






　分かっていたはずだ──彼女なら、そういう方法を選ぶと。

　しかし、『支援防御１』を容易に貫通されたあとで、セラフィナさんの防御力に頼り、支援したとしても彼女が無事でいられるとは思えなかった。

　ならば、俺が選ぶのは。誰も攻撃を受けずに済むための、唯一思いつく方法は──。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『★無慈悲なる断頭台』






　連続した意識が一瞬だけ欠落する──次の瞬間、俺は空中に飛び上がった蟹のさらに背後に回っていた。

　落下感で血の気が引く思いを味わいながら、俺は黒いスリングを力の限りに引き、弾を撃ち出す──通じるかは分からない、それでも賭かけるしかなかった。

「──行けぇぇぇっ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『ヒュプノスシュート』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　混乱






（入った……このまま、ロランドさんの魂も……！）





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『ヴェイパーダイブ』を発動　→対象：不明






　混乱状態で使用された技能は、標的を地上にいる誰にも定めず、波打ち際に向かって急降下していく。一気に距離を離され、ロランドさんの魂を奪い返すことはできなかった。

　空中に残された俺は──このままでは、砂浜に叩たたきつけられることになる。

（バックスタンドは……この位置では使えない……考えろ、どうすれば……っ）

「──ワォォォーーーンッ！」

「シオンッ……！」

　駆け込んできたシオンがジャンプし、俺を受け止めてくれる──だがこのまま着地すれば、二人分の重さをシオンが支えきれるかは分からない。

　だが、予想していたような衝撃は訪れなかった。

「うぉぉぉっ……!?」

　砂地とは思えないほどの弾力に受け止められ、俺は大きくバウンドして、そのまま砂の上に転がった。シオンは器用に空中で一回転して着地する。

「だ、大丈夫かっ……!?」

　ロランドさんが飛ぶとき使っていた、弾力のある床を生み出す技能──トーマスさんは、それを俺たちのために使ってくれたのだ。

『ヴェイパーダイブ』によって加速し、鋏を突き出しながら波打ち際に突っ込んだ巨大蟹は、ロランドさんと違ってその重量から無傷とはいかず、まだ混乱が続いている──だが。

（また透けて……耐性が変わる……！）





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が落下によるダメージ

・『★無慈悲なる断頭台』が『ファントムドリフト』を発動　→耐性変化：物理無効　速度上昇　混乱解除






　目まぐるしく耐性が変わり、同時に状態異常を回復する──今の俺たちのパーティでは、このままでは決定的な打撃を加えるチャンスが摑つかめない。

「二人とも、私の後ろにっ……！」

　セラフィナさんはスズナとミサキを守ろうとする。名前の如ごとく、巨大蟹は躊ちゆう躇ちよなく、防御力の低いメンバーを直接狙ねらい、鎌を構える──今の巨大蟹の速さでは、狙われたメンバーは回避しきれない。

　ロランドさんの身体からだをシオンに背負ってもらう。時間を稼げれば、このまま唯一の通り道を目指して逃げることはできるかもしれない。だが、俺は一撃たりとも受けるべきではないと思っていた。

　ロランドさんの魂を奪った鎌。あれは、確かにロランドさんの身体を通り抜けていた──傷つけることなく。

　物理的な攻撃を防ぐだけの盾では、おそらく透過される。セラフィナさんは対策となる技能を持っているかもしれないが、もしそうでなければ犠牲が増えることになる。

（考えろ……奴やつが動く前に……何かあるはずだ、必ず……！）

　巨大蟹が動き出す──あの悪夢のような光景が、もう一度繰り返されようとしている。

「くっ……！」

　巨大蟹はセラフィナさんを狙わない──彼女たちの側面に回るどころではなく、蟹かには目にも留まらぬ速度で、背後にまで回り込もうとする。

　ロランドさんに起きたことが、俺の仲間に起きようとしている。そんなことは到底受け入れられない、認められない。

　なんでもいい、どんな方法でも構わない。彼女たちを救えるのなら──そんな思いに応じるように、胸の底から懐かしい気配が湧わき上がってくる。

（これは……そうだ、俺たちにはまだ……！）

　──リヒト……アリヒト。契約者よ、我が力が必要か。

「──アリアドネッ！」





　◆現在の状況◆




・『アリアドネ』が『ガードアーム』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫さらう鎌』を発動






「きゃぁぁっ……！」

「ミサキちゃんっ……！」

　パーティの危機を感じ取り、アリアドネが呼びかけてくれた──それで『ガードアーム』を発動することができた。

　アリアドネの力によって出現した『ガードアーム』は、巨大蟹の振るう鎌の軌道を変えてくれた。鎌はミサキたちの頭上を通り過ぎ、ほんの一瞬の、しかし決定的な猶予が生まれる。

「──ミサキ！　『あの技能』を使ってくれ！」

「っ……ああもうっ、どうにでもしてっ……！」

　取らずに温存していた技能。ミサキが言っていた『隠された力』がもたらす結果を信じて、俺は叫ぶ──この窮地を乗り越えるには、それしか可能性が残っていないのだから。





五　撤退戦






　ミサキは『道化師の鬼札＋３』を取り出す──カードには表と裏があり、普通のトランプのように表側に数字が書かれている。

「このカードに勝負をかけます……っ！」





　◆現在の状況◆




・『ミサキ』が『フェイクハンド』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』の行動がキャンセル






　それはギャンブラーの用いるハッタリと言っていいだろう──『何かが起こる』と敵に思わせることができればそれでいい。

「止まった……っ！」

　スズナが驚きの声を上げる──すかさず大鋏ハサミを振り上げた巨大蟹が、確かにミサキの身振りを注視して動きを止めたのだ。

「──からのぉぉぉっ！」





　◆現在の状況◆




・『ミサキ』が『サレンダー』の技能を取得　→即時発動

・『★無慈悲なる断頭台』の戦意が低下






　ミサキは俺の指示を聞き、さらにその先を行った──技能の検討をしたとき、彼女と話していたことを思い出す。

　──この技能は、パーティの窮地を救う切り札になりそうだな。だけど、スキルポイントが２必要っていうのが悩みどころだ。

　──じゃあ咄とつ嗟さのときに使えるように、心の準備をしておきますね。お兄ちゃんが使いたいときにバッチリ使えたら、褒めてくれます？

　まさに今がその時というときに、ミサキは見事にやってくれた。しかし鈍った動きでも、巨大蟹の鋏は振り下ろされる──『サレンダー』が発動した直後では、その威力は通常の半分以下にまで落ちていた。

「──今度こそ、受けきる……！」

「セラフィナさん、『支援します』！」





　◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『ディフェンスフォース』を発動

・『セラフィナ』の防御範囲が拡張

・『アリヒト』が『アザーアシスト』を発動

・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『セラフィナ』

・『★無慈悲なる断頭台』の範囲攻撃が『セラフィナ』に命中　ノーダメージ






　振り下ろされた鋏は、セラフィナさんの数倍の質量がある──彼女はそれを構えた大盾で受け止めきり、砂地に走る振動の余波を、防御範囲を広げて抑え込んだ。

「っ……ここから……押し込ませてもらう！」

「私も……っ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・ヒュプノス』

・『セラフィナ』が『シールドスラム』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中

・『スズナ』が『ストームアロー』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　弱点攻撃　速度低下

・『支援攻撃２』が２回発生　→『★無慈悲なる断頭台』が混乱






「……グワララララララ……！」

　セラフィナさんが盾を構えて敵にタックルし、大きな鋏がかち上げられて隙ができる──そこにスズナが矢を射掛けると、敵が今までとは違い、悲鳴のような声を上げた。

「き、効いてるっ……スズちゃん凄すごい……！」

　セラフィナさんの防御、そしてカウンター──そしてスズナの矢が巨大蟹がにに通じ、このまま倒すきっかけが摑めたかに見えた。

「二人とも、撤退を！　ここは私が引き受けます！」

「駄目……っ、『彼ら』は、まだ……っ！」

　セラフィナさんを制するように、スズナが声を上げる。俺は砂地を蹴けるようにして走りながら、巨大蟹を包み込む、得体の知れない気配を感じた。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が実体化　→魔法無効　状態異常解除

・『★無慈悲なる断頭台』の特殊行動　→『クリエイトゴーレム』を発動

・『サンドシザーズ』８体を召喚






（砂が、蟹の形に……こんなことまで……！）

　この砂浜で無数に狩られた、巨大蟹の仲間──『ゴーストシザーズ』の骸むくろから現れた魂が砂を集めて、元の蟹の形を形成していく。

「そんなもので……っ！」

　先を行くエリーティアは、自分より巨大な砂の蟹に向かって果敢に斬りかかっていく。俺はライセンスに目を滑らせる──そこには。





　◆遭遇した魔物◆

　サンドシザーズＡ：レベル６　警戒　物理無効　ドロップ：？？？






　ただの攻撃では通らない相手。しかし、エリーティアには力を温存する気はない。一瞬の足止めが命取りになる場面で、加減した技を使うという選択はない──それならば。

（エリーティア、『支援する』……！）

「──生まれた砂に還かえれ。『ブロッサムブレード』！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

・『エリーティア』が『ブロッサムブレード』を発動

・『サンドシザーズＡ』に十二段命中　ノーダメージ　支援ダメージ１４４

・『エリーティア』の追加攻撃が発動　→『サンドシザーズ』に八段命中　ノーダメージ　支援ダメージ96

・『サンドシザーズ』を１体討伐






　目にも留まらぬ斬撃を受け、砂蟹が爆散する──まだ『支援攻撃１』が通用しているのは、エリーティアの圧倒的な攻撃回数の賜たま物ものだ。

「剣自体の手て応ごたえは無かったのに、『斬れた』……っ」

「みんな、砂でできた蟹には通常の攻撃が効かない！　避けて逃げてくれ！」

「そ、そうは言っても道が塞ふさがれて……っ、だめ、『サレンダー』しようとするとめまいが……」

「ミサキちゃん、しっかり……っ、もう少しだから……っ！」

　このままでは、ロランドさんの身体からだを背負って走り続けているシオンも道を塞がれる──トーマスさんも行く手を阻まれて動けていない。

（巨大蟹の混乱は解除されたが、戦意は落ちたままのはずだ……頼む、『バブルレーザー』は撃ってくるなよ……！）

「──もう一度来てくれ、デミハーピィ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『ヒミコ』『アスカ』『ヤヨイ』を召喚






「ヒミコとアスカはトーマスさんと、五十嵐さんを頼む！　ヤヨイは『眠りの歌』を歌ってくれ！」

「後部くんっ……！」

「俺は大丈夫です！　必ず逃げ切りますから、五十嵐さんは先に行ってください！」

「うぉぉっ、ま、魔物使いかっ……おい、死ぬなよ、スーツのあんたっ！　あんたが死んだら何もならないんだからなぁっ！」

　死ぬ気は毛頭ない──指示に従ってくれた五十嵐さんだが、帰った後に説教の一つもしてくれるだろう。なぜ自分のことを後回しにするのかと。

　それは残ったのが俺一人ではないから。『彼女テレジア』は俺を置いて逃げることをせず、どんな手を使っても残ってしまうと分かっているからだ。





　◆現在の状況◆




・『ヤヨイ』が『眠りの歌』を発動　→『サンドシザーズＥ』『サンドシザーズＦ』が睡眠






（通じた……！　砂でできていても通じるっていうことは、聴覚だけに作用するわけじゃないみたいだな……）

「ふぁっ……な、なんか、蟹さんが動かなくなってない!?」

「今のうちに……っ、アリヒトさん、テレジアさんも早くっ……！」

「俺たちは大丈夫だ！　みんな、今は向こう側に逃げることだけを考えるんだ！」

「だ、大丈夫に見えませんけどっ……お兄ちゃんっ……！」

　可能な限り巨大蟹から離れて走らなくてはならないが、『サンドシザーズ』が周到に道を塞いでくる。前方の砂から現れた蟹は、俺に鋏を振りかざして襲いかかってきた。

　しかし、やはり彼女は居てくれる──指示を出さなくても、『俺が居てほしいと思う位置』に、移動してくれている。

「──テレジアッ！」

「っ……!!」





　◆現在の状況◆




・『サンドシザーズＤ』が『クラブハンマー』を発動

・『テレジア』が『アクティブステルス』を発動中

・『テレジア』が『アサルトヒット』を発動　→『サンドシザーズＤ』に対して攻撃力２倍

・『テレジア』が『アズールスラッシュ』を発動　→ノックバック小　『アクティブステルス』解除

・『サンドシザーズＤ』の部位破壊　→『サンドシザーズＤ』が素材をドロップ

・『アリヒト』が『フォースシュート・スタン』を発動　→『サンドシザーズＤ』がスタン　行動がキャンセル






（俺たち二人じゃ、一度の攻撃じゃ倒しきれないか……それなら……！）

　テレジアの剣についている魔石の力なら物理攻撃ではないので、打撃を与えることはできている。スタンでできた隙を逃さず、俺たちは再び連撃を叩たたき込こんだ。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

・『テレジア』が『ダブルスロー』を発動　→『サンドシザーズＤ』に二段命中　ノーダメージ　支援ダメージ24

・『テレジア』が『アズールスラッシュ』を発動　→『サンドシザーズＤ』に命中

・『サンドシザーズＤ』を１体討伐






（倒しきれた……しかし、このペースで魔力を消耗するのはまずい……！）

「……っ」

「テレジア、しっかりするんだ！」

「……!!」

『蒼そう炎えん石せき』の威力は非常に高いが、その代わりに魔力の消耗が大きすぎた。走ろうとして足をもつれさせた彼女の身体を支え、『アシストチャージ』を使う。

「…………」

「気にしなくていい、俺はまだ大丈夫だ……！」

　残された障害は、『サレンダー』で下げられた戦意が戻りつつある巨大蟹──テレジアは『アクセルダッシュ』を使えるほどには魔力が回復しているが、大きすぎる鋏ハサミを振り回されれば、回避することは困難だ。

　すでに逃げ切っているメンバーに『バックスタンド』を使うことはできる。しかし、テレジアも共にたどり着くまで、彼女を置いていくわけにはいかない。

「──ヤヨイ、テレジアを頼む！」

「っ……!!」

「俺は最後でいい！　でなければ、何が『後衛』だ！」

　説得が伝わったかは分からない。『眠りの歌』を終えたヤヨイを呼び、テレジアを運んでもらう──彼女は手を伸ばすが、俺は自分の足で走ることを選ぶ。

「アトベ殿……貴方のような方を、絶対に死なせるわけには……！」

「──セラフィナさんっ！」





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』の戦意が回復

・『セラフィナ』が『防御態勢』を発動

・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』の攻撃　→『セラフィナ』に命中






「くぅっ……ぁぁ……あぁぁぁぁっ!!」

　セラフィナさんが『無慈悲なる断頭台』の攻撃を受け止め、押し返す。自分の数倍はある、岩の塊のような大鋏を受け止めれば、衝撃で無傷では済まない──それでも彼女は、闘志のみを宿した目で俺を見た。

「アトベ殿、私が時間を稼ぎます！　貴方は必ず生き残るべき人物です……っ！」

　このまま攻撃を受け止め続け、敵の注意を引こうというのか。しかしそうすれば、まだ残っている砂の蟹かにがセラフィナさんを狙ねらう可能性がある。

　すでに脱出した仲間の後ろに『バックスタンド』で飛べば、俺は助かる──だが。

　俺を生かすために敵の攻撃を引きつけてくれたセラフィナさんを、何としてでも助けなければならない。
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「もう誰だれも、私の前で……絶対に、やらせない……っ！」

　一度は無事に逃げ切ったエリーティアが、戻ってきてでも『無慈悲なる断頭台』の前に出てしまう前に。





六　同盟の瓦が解かい






　巨大蟹はセラフィナさんに鋏を押し返され、じり、と後退する。跳ね返された鋏の質量に引きずられたのだ──あまりにも大きすぎるがゆえに、自身でも鋏の重さをコントロールすることができていない。

　だが、重量で自滅するようなこともない。巨大蟹の関節は軋きしみを上げるが、砂地に爪を立てるようにして持ちこたえると、反撃を繰り出す態勢に移る。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『ギロチン』をチャージ開始

・『セラフィナ』が『不動の呼吸』を発動　→カウンター確率が上昇

・『セラフィナ』が『仁王立ち』を発動　→『セラフィナ』に対するノックバックが無効化






　鋏がゆっくりと振り上げられる──一度目の攻撃とは違う、研ぎ澄まされた純粋な殺気。それを前にしても、セラフィナさんは揺らがなかった。

「来い……私はここから決して動かない……！」

　セラフィナさんのレベルは巨大蟹より３上回っている──それでも、鋏の一撃は彼女の防御力を上回っていた。

　巨大蟹の全身から、黒い魔力のようなものが立ち上る。それが鋏を完全に覆う前に、俺はすぐ近くから囁ささやきかけるような声を聞いた。

　声の主は──背負っている刀。ムラクモが、俺に語りかけてきている。

『──恨みの刃では、私に傷をつけることはできない。マスター、私の名を呼ぶがいい』

『私も支援に加わる。私の腕は修復できても、貴方には替えが効かない』

　その頼もしい言葉を、今は信じる以外にない。俺は刀に手をかけ、そして技能を発動する。

「行くぞ……っ、アリアドネ、ムラクモッ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『セラフィナ』






「──セラフィナさん、加勢します！」

「っ……了解しましたっ……!!」

　驚くよりも先にすることがある。その迷いない判断に感謝しながら、俺はセラフィナさんの前方に、二つの機械の腕が現れるところを見ていた。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『セラフィナ』

・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請　→対象：『セラフィナ』

・『アリアドネ』が『ガードアーム・ツイン』を発動

・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』が『ギロチン』を発動　→『ガードアーム・ツイン』により威力軽減






　魔力を纏まとった鋏が、全く空気の抵抗を感じさせず、視認するのがやっとの速度で振り下ろされる──それを二つの『ガードアーム』は寸分違わぬ精せい緻ちさで挟むように受け止め、威力を減げん殺さいする。

「受け……られるっ……はぁぁぁっ……!!」





　◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『シールドパリィ』を発動　→『ギロチン』を無効化　『★無慈悲なる断頭台』が一時行動停止






　セラフィナさんの技能で、巨大蟹がには完全に無防備な姿をさらす──しかし、これで逃げては追撃を受けることになる。

『──ガードアームが破損。パーティに撤退を勧告する』

「すまない……だが、この一撃だけは……！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『殿でん軍ぐんの将しよう』を発動　→パーティの人数分ステータスが上昇

・『アリヒト』が『流星突き』を発動






　その技を繰り出す瞬間、俺はムラクモに後ろから手を添えられているような、そんな感覚を覚える。自分の身体からだが自分のものでなくなり、『星機剣ムラクモ』と一体化する──。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』の部位破損　→攻撃力低下　防御力低下






　振り下ろされた鋏が纏まとう魔力が消えた瞬間、突きを繰り出すと同時にムラクモは俺の手を離れ、紫の光を纏まといながら鋏に突き刺さり、大きな亀裂を入れた。

「……グワララララララ……!!」

　スズナの矢が命中したときと同じように、巨大蟹が声を出す──そして俺は気づく。スズナの矢は巨大蟹の口の端に突つき立っており、そこも弱点の一つなのだと。

「何という……あの強固な甲殻に、ヒビを……」

「セラフィナさん、今のうちに……っ！」

　呆ぼう然ぜんとしているセラフィナさんに声をかけ、俺は彼女と共に退く。

「──アリヒトッ、まだ後ろに……っ！」

（っ……なんていう執念だ……！）

　巨大蟹は巨大な鋏を振り上げたまま、なりふり構わずに追いかけてくる。その動きに呼応するように、生き残っていた『サンドシザーズ』までもが鋏を振り上げている。

　だが俺たちは、飛び込むようにして岩壁の間の通り道に逃げ込む。ようやく追跡をやめた巨大蟹は、その目で俺たちを見ていたが、それ以上追いかけてくることはなかった。

『ソウルテンタクル』で捕らえられたロランドさんの魂──その輝きはまだ失われていない。しかし、魂と切り離された身体がどれだけ持つのかは分からない。

「ロランド……ッ、ロランド、返事をして……っ！」

「──ダニエラさんっ、駄目っ！　そんなに取り乱したら、お腹なかのお子さんが……っ」

「……いやぁぁぁっ……!!」

　先に脱出していたシオン──その背中に乗せられたロランドさんを見て、ダニエラさんは仲間の女性を振り切って取りすがる。

　周囲を見回すと、少し離れた場所にグレイの姿があった。『帰還の巻物』を使って脱出したあと、様子を見るために戻ってきたのだろう。

　しかし彼は仲間に、そしてダニエラさんに声をかけることもなく、俺に見られていることに気づくと口の端を歪ゆがめて笑い、その場に背を向ける。

　追いかけて問い詰める気には、今はなれなかった。グレイの存在に気づいているのは俺だけで、他には誰だれからも注意を向けられていなかった。

　誰も言葉を発することができない。無事に逃げることができた『同盟』のメンバーも、全員が自失の状態にあった。

　俺はシオンに近づき、ロランドさんを見た。

　彼は眠っているかのように見える。呼吸の間隔が非常に長く、生きてはいても肌は青ざめ、眠りから覚める気配はない。

「……彼を、医療所に運びます。アトベ殿、ご協力を頂き、本当にありがとうございました。アデリーヌは捕獲していた『アラクネメイジ』を、牧場に運ぶ手配をしたはずです。後ほど報告に上がるよう伝えておきます」

「セラフィナさん……あの魔物は……」

　砂浜を我が物とするかのように、巨大蟹はこちらに背を向ける──そしてある程度進んだところで、ふっと姿が見えなくなった。

『名前つき』は、最初に遭遇した相手を狙ねらい続ける。ロランドさんのパーティのメンバーでなければ、もう一度襲ってくることはない──しかし一度交戦した俺たちも、敵に覚えられている可能性はある。

「あの魔物は、極めて特殊な条件下で出現しました。通常のレベル８の『名前つき』と比較しても、持っている能力は非常に危険です。今回は一度しか使いませんでしたが、理論上はゴーレムを作る魔法で、『ゴーストシザーズ』が狩られた数だけゴーレムを作ることができる可能性がある……そうなれば、私たちギルドセイバー部隊でも討伐は困難です」

　しかし、出現した魔物を倒さないままで放置すればいずれスタンピードが起こる。それはセラフィナさんも分かっていて、無念そうに言葉を続けた。

「ギルドセイバー本部に、応援を要請します。あの魔物をこのまま放置しておくわけにはいきません」

「……その応援は、何日で来られるんでしょうか」

「早くて三日……長くかかれば、一週間ほどになります。本来、『名前つき』は遭遇したパーティが討伐することを推奨されています。それぞれの地区の安全管理は、該当地区の探索者に委ねられている……そのため、スタンピードが起きてしまった場合以外は、応援は急務とされていないのです」

　──それでは、どうしても勝てない『名前つき』に遭遇したとき、探索者は逃げるしかなくなる。そしてスタンピードが起こり、多くの人が巻き込まれる。

　ギルドセイバーは、探索者を保護することを主目的とした組織ではない。探索者と即つかず離れずの距離を保ち、監視し、秩序を維持するための集団ということなのか──しかしセラフィナさんは、自ら戦闘に加わってでも、俺たちを助けようとしてくれた。

「『同盟』のリーダー……ロランド＝ヴォルンは、自分たちの選択によって『名前つき』を出現させ、そして戦いを挑み、敗れました。これは悲劇ではなく、迷宮国のどこでも起きていることなのです。アトベ殿、それはどうかご理解ください」

　迷宮に入ってきたセラフィナさんの部下たちが、ロランドさん、ダニエラさんと一緒に転移していく──おそらく、医療所に送ったのだろう。

　残された同盟のメンバーはようやく動き出すと、何かを話し合い始める。それは、ロランドさんが居なくなった後の今後のことのようだった。

「あなたたち、何か一言くらい……っ」

「……すまない、今はみんな話ができる状態じゃない。あんたたちには、助けてもらって礼を言う……狩り場を独占していたことも、すまなかった」

　彼らの心は、折れかけている──自分たちの行為がこの結果を招いたと自覚しているのなら、それは無理もない話だった。

「アリヒト……一度、外に出ましょう」

「……すまない。俺の、判断は……」

「……もうすぐお子さんが生まれるのに、お父さんが……そんなこと……」

　起きてほしくはなかった。そこまで言うことはできず、五十嵐さんは震えるような息を吐いて、俺に背を向けた。

　俺は『同盟』がしていることに反感を持っていたし、彼らのしたことの結果には同情の余地はない。

　何より俺は、仲間の安全を優先するべきだった。ミサキとスズナが来てくれていなければ、脱出までの時間は稼げなかった──だが彼女たちは、あの蟹かにの攻撃を受ければ無事ではいられなかっただろう。

　リーダーとして正しくない判断だった。謝って済むことでもない──そう思っていると、誰かに頰ほおをつままれた。

「っ……い、五十嵐さん……？」

「……後部くんの気持ちは分かるけど、何より自分を大切にしてって言ってるのに。私は『イベイドステップ』を試したいと思ってたんだから」

「い、いや……あんな強力な魔物の攻撃を、連続で回避するようなことは危険です。できればもっと安全な魔物で……」

「安全な魔物なんていないですよ？　お兄ちゃんが後ろにいてくれたら、ズババーン！　ってできたりしますけど」

「アリヒトさんの判断は、普通はできないことだと思います……でも、間違ってはいないと思います。つながりのある人もそうでない人も、一人でも多く生きていてほしいですから」

　スズナの言う通り、普通はできない──いや、してはいけないことだと思う。何よりも大切なのは、仲間と無事に先へと進むことなのだから。

「……私も、バカなことをしてるって思った。でも、見捨てられなかった……だから、アリヒトと同じなのよ。謝るなら、私も謝らないと」

「バウッ」

「…………」

　シオンが小さく吠ほえて、尻しつ尾ぽをパタパタと振っている。テレジアは俺の腕に触れ、なだめるように撫なでてくれていた。

「それで……後部くんは、まだ終わってないって思ってるんでしょう？」

　五十嵐さんが言う──俺の顔を見れば分かる、というように。

「……ロランドさんの魂が、捕らえられてしまっている。その状態が続けば、ロランドさんは本当に死んでしまうと思います。ですが……」

「私たちが助ける義理はない……そう言うのは簡単だけど。最後に一矢報いることができたんだから、準備をすればきっと勝てる。それは、無謀とは言わないわ」

　エリーティアの瞳ひとみには闘志が燃えている。そう──『名前つき』を三体討伐するという昇格条件を、『無慈悲なる断頭台』を倒すことができれば満たすことができる。

　一度戦った相手ならば、対策を立てることができる。万全を期すことができなければ、再び挑むべきではない──それが、何よりの前提条件だ。

「私たちも、やられてばかりじゃ悔しいしね。まだ、全部の攻撃方法を使えてないし……」

「私も活躍できる気が凄すごくしてるんですよねー……怖いような、ここでいいところを見せておきたいような……」

「ミサキちゃん、何か思いついたの？」

　あれだけの強敵を前にして、仲間たちはどう勝つかを考えている。俺が守るなんて、おこがましい考えだ──今さらに気づかされ、自省を促される。

「アリヒトの考えは？　あなたが作戦を組み立ててくれたら、それが一番確実だと思うわ」

「……そうだな。俺が考えてるのは……」

　エリーティアに意見を求められ、俺は把握している皆の装備、そして技能から、幾つかの作戦を考える──自分たちの考えを貫き、そして前に進むために。








第四章　生き残る者、救う者










一　白い探索者






『落陽の浜辺』を出て、迷宮前広場に出る。すると、ロランドさんとダニエラさんが運ばれていくのを見た他のパーティが、気の毒そうに話す声が聞こえてくる。

「『同盟』のリーダーがやられたって、例のあの人だろ？」

「ああ、部隊ごとこっちに来て、一人だけ七番区に置いていかれたっていう……」

「どこまでもついてない人間ってのはいるもんだ。置き土産みやげまで残してくれて、こっちはいい迷惑だぜ」

　部隊──それは、『空挺師団エアトループ』という職業が示す通り、ロランドさんが転生する前に軍隊か何かにいたということだろうか。

『同盟』に対して反感を持っている探索者が多いのは無理もない。あの砂浜を通らなければ二層に降りることもできないらしく、『名前つき』が倒されるまでは、事実上『落陽の浜辺』に入ることはできなくなった。

　残った『同盟』のメンバーが遅れて迷宮から出てくるが、誰も言葉を発する気力すらないようだった。トーマスさんは俺たちを見ると頭を下げるが、話しかけてくることはなく、足早に上位ギルドの方に向かう──そちらの方角にある医療所に向かうのだろう。

（……ん？）

　他のパーティでも、ギルドセイバーでもない──迷宮国では珍しい、サングラスのようなものをかけた、白い髪の人物がこちらを見ている。

　白いマントを身に着けたその姿を見て、エリーティアが足を止める。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす彼女に声をかけようとしたとき、エリーティアはじり、と後ずさり、小さく声を出した。

「……白びやく夜や旅りよ団だんの……なぜ、ここにいるの……？」

「あの人が、そうだっていうのか？」

「ふぇぇっ……こ、こっち来ちゃいますよっ……スズちゃん、後ろに隠れてもいい？」

「そ、そんな、私も心の準備が……っ」

　体型の隠れる白いマントで分かりにくかったが、近づいてきたその人物は女性だった。マントの下にはレザー系の防具を身につけているが、今まで俺たちが手に入れたようなものとはまるで質が違って見える。

　エリーティアの前までやってくると、彼女はおどけるように手を上げた。

「や、お久しぶりだね、エリー。元気にやってるみたいで良かった」

　その容姿から只ただ者ものではないという印象を受けたが、想像だにしないほど、彼女は人懐っこくエリーティアに挨あい拶さつをした。

「ここで何をしてるの？　あなたがなぜ、こんなところに……」

「団長に、下の区に降りるお使いを頼まれてね。その途中で、面白そうなことになってるって聞いたから」

「……面白い状況なんかじゃない。人が一人……」

「魂を抜いてくるような魔物は、この区だと珍しいよね。対策しろっていうのも酷な話だし……出てきた時点で逃げれば良かったのにね」

　何が起きたのか、状況を把握している──どこから見ていたのか、それとも運ばれるロランドさんたちを見て察したのか。

「……言いたいことはそれだけ？」

「うん、今はね。それにしても、もう少しマシな連中を集めた方がいいんじゃない？　イロモノみたいな職業の子もいるし、そのうち足を引っ張るだけになるよ。『巫み女こ』なんて中途半端だし、そっちのスーツの人なんて、『サラリーマン』なんて書いたりしたんじゃないの？　長い目で見たら、何の役にも……」

「私のことは、何を言ってくれてもいい。でも、仲間のことは言わないで。もう一度言ったら、あなたを許せなくなるから」

　エリーティアに制されると、白い髪の女性は口をつぐんだ。そして、驚くほど素直に頭を下げる。

「今のは言いすぎだった、謝る。でもエリーは勘違いしてるよ。私たちは、何もあの子を見捨てたわけじゃない。あの子だって、覚悟はしてたはず。自分が足を引っ張るときがきたら、その時は……」

「……もう、名前も思い出せないくせに。私は忘れない……絶対に……！」

　それほど、仲間だった人に対して無情になれるものなのか。白い髪の女性は、エリーティアが助けたいと願っている友人の名前を、本当に覚えていないようだった。

　しかし悪びれる様子もなく、白い髪の女性は手を叩たたき始める──心底楽しそうに。

「あははは……はぁ。私は心から、エリーのそういうところを尊敬してるの。レベルは低くたって戦いになれば勇敢だし、誰だれよりも深く踏み込んで、傷ついても文句も言わない。私にはそんなこと、とても真似できないな。役立たずの名前をいちいち覚えてるなんてことも、とてもできない」

「……ルウリィは、役立たずなんかじゃない……っ！」

「そう、ルウリィ。あの子にも似合いの装備が見つかってれば、もう少し生き延びられたかもしれないのにね。すごく残念に思ってる」

「っ……」

　エリーティアはまだ、親友──ルウリィが生きていると思っている。それを否定されても、すぐに反論することができないでいた。

　希望がいつでも存在するわけじゃない。長く探索を続けるほど、そうやって割り切らなければやっていけないのかもしれない──それでも。

「それ以上は、止めてもらえないか。あなたは今、俺の仲間を傷つけようとしてる……それを、見過ごすわけにはいかない」

「……アリヒト……」

　前に出て向き合うだけで、プレッシャーに圧倒される──エリーティアはこんな相手と一緒の組織にいて、そして今も対たい峙じしていたのか。

「……また言い過ぎたみたい。それに、ただの『サラリーマン』でもないみたい……犬の目じゃなくて、鷹たかみたいな目をしてる」

「っ……アリヒトには何もしないで！　シロネ……っ！」

　シロネ──それが彼女の名前なのか。俺に近づき、顔を見上げるようにすると、再び離れていく。

「生き延びられて次に会えたら、あなたを『テスト』してもいい？」

「……いや。その『テスト』が何であれ、遠慮しておくよ」

「そう。面白そうなのに……まあ、本当に欲しくなるようなら、どうやってでも獲とりに……」

　彼女が言い終える前に、横から二人が割って入ってくる。五十嵐さんと、そしてテレジアだ。

「リーダーをヘッドハンティングするなんて、そんなふうに仲間を集めてるの？　あいにくだけど、後部くんは私たちのパーティには欠かせない人なの。他をあたってもらえるかしら」

「…………」

　五十嵐さんはぴしゃりと言い切り、テレジアは両手を広げて立つ。二人の気持ちは嬉うれしいが、女性二人に守ってもらうという状況は、何とも言えず落ち着かないものがある──と、そんなことを思っている場合でもない。

「いい探索者は、自分に合ったパーティに移るもの。私たちじゃなくても、有名になればスカウトがかかることだってある……当然でしょ？　遊びじゃないんだもの」

「俺たちはこのまま先に進みます。遊んでいるつもりもありません」

「そう。じゃあ、今のところは挨拶だけね」

　白い髪の女性──シロネは、それ以上は食い下がらなかった。彼女は俺たちに背を向けて歩いていき、一度振り返って手を振るが、エリーティアはそれには応こたえなかった。

「エリーさん、大変なパーティにいたんですねー。あんな人がいたら、いつも緊張感が凄いっていうか、肩がこりそうっていうか」

「私……もっと頑張らないと駄目ですね。あんなふうに言われないようにしなきゃ……」

「スズナは何も気負わなくていいの、『巫女』はすごい職業だから。あの人は、自分たちが最高のパーティだと思っているから……自分のパーティメンバー以外を褒めることなんて滅多にないわ」

「かなり強いみたいだが、時間がかかっても、いずれはあのレベルに追いつきたいところだな。そうすれば何も文句は言われない」

　あれだけ好き勝手に言われて何も思わないということもない。しかし怒っても仕方がないので、そのエネルギーを別のことに向けるべきだろう。

「エリーさん、あの人のレベルはどれくらいなの？」

「私が『旅団』を抜けたときに12だったから、今はもう少し上がってるかもしれないわ」

「12……っていうことは、徐々にレベルは上がりにくくなっていくのか。五番区でもそのレベルなら、そういうことになるよな」

「自分より強い敵を倒すことができれば、それほどレベルの上がるペースは落ちないわ。でも、そう簡単にはいかない……旅団のレベルでも、メンバーが重傷を負ってしまうことはあるし、そうなるとレベルを維持するための立ち回りが必要になるのよ」

　探索を休んだりするとレベルは下がる。俺たちも、長く休むことになるような重傷は避けなくてはならない──『支援回復』で傷が塞ふさがるのだから、そういう事態にはなりにくいと思うが。

　話も一段落したところで、俺たちは上位ギルドに向かうことにした。『落陽の浜辺』で起きたことを報告し、貢献度の算定も一度行っておく必要がある。

「あっ……アトベさん！　良かった、まだここに居てくれて！」

　アデリーヌさんが俺たちを見つけて走ってくる。彼女は俺の契約している魔物牧場に『アラクネメイジ』を預けてきたと報告してくれた。





二　約束






　アデリーヌさんは魔物牧場との仮契約を代行してきたことを伝えてくれて、そして『アラクネメイジ』に対応する召しよう喚かん石せきを渡してくれた。

「第十七魔物牧場の、ウィリアムさんのところに預けてきました。アトベさんと取引がある牧場ということで、ギルドセイバーは情報取得の権限がありますので……あっ、す、すみません。勝手に見てしまったのは、良くなかったでしょうか」

「いえ、手続きに必要なことなので全く問題ありません。こちらこそ、お手数をおかけしました」

　そう言って頭を下げると、アデリーヌさんは胸に手を当てて息をつく。こうして改めて近くで顔を見ると、日焼けというには肌の色にムラが無いので、元々褐色の肌なのだと分かる。職業は『狩かり人うど』と言っていたが、狩猟をする一族の出身だったりするのかもしれない。

「それにしても……皆さん、こちらから支援要請をしたとはいえ、無事に戻られて本当に良かった。先ほど隊長とも会って無事だと分かってはいたんですが、皆さんの姿を見た時は、本当に安心しました」

「俺たちは無事ですが、『同盟』は大きな被害を受けました。だから、喜んでばかりもいられないですね……」

「窮地に陥った探索者の救助は、ギルドセイバーでも困難な局面が珍しくありません。撤退しても罰則のある状況ではなかったのに、隊長は一人でも行くつもりだった。あの人は、そういう人なんです」

　アデリーヌさんはこれまでセラフィナさんを近くで見てきて、彼女の性格をよく知っているのだろう。そのうえで、彼女を止められないと分かってもいる。

「皆さんに、改めて感謝します。私達の隊長を助けてくれた恩は忘れません」

　頭を深く下げて、そのままアデリーヌさんは静止する。ここまでの最敬礼を、俺は久しぶりに目の当たりにした。

「セラフィナさんには、何度も助けてもらっていますから。それに、強い魔物と戦うこと自体は、これまでもしてきたことです」

「……普通は、そう言えないですよ。だって彼らは、皆さんの競争相手なんですから」

「彼らが勝てない相手を倒せば、文句なしで六番区に上がれる。そういう意図もあります……『名前つき』を待っていたら、足踏みをすることになるので」

　俺たちは、ほぼ毎回の探索で『名前つき』に遭遇している──だから、本当は多少遠回りをしても構わないのだろう。

　それでも、一分一秒でも早く進むに越したことはない。まだルウリィという人は生きている──そう信じるのなら、迷宮の中で、魔物に捕らえられて過ごす時間は、少しでも早く終わらせなくてはならない。エリーティアは今も、俺たちの見ていないところで、隠れて泣いているのかもしれないから。

「……あなたみたいな探索者だから、先輩は……背中を任せられるって、そう思ったんですね。ちょっと、羨うらやましいです」

「い、いや……俺は『後衛』なので、後ろでしか役に立てないだけで……」

「いえ、背中を任せるっていうのと、隊列を組んで並んでるっていうのは違うんです。その……信頼の度合いが違うっていうんでしょうか」

　セラフィナさんを支援することで信頼度は確かに上がっているのだろうが、パーティの仲間と比べるとわずかな変化だと思う。しかしアデリーヌさんはそう思っていないようだ。

「あっ、先輩には内緒にしておいてくださいね。お喋しやべりがすぎる、ってお小言を言われちゃいますから」

「大丈夫です、俺は口が固い方ですから。セラフィナさんにもよろしく伝えてください」

「その……ギルドセイバー本部への報告もあるので、一、二時間くらい後になると思うんですが。セラフィナ隊長からお話があるかもしれないので、ライセンスで連絡できるようにしてもいいですか？」

『セイバーチケット』は連絡に使うものでもないと思うので、他の連絡方法を用意しておけるとこちらとしても助かる。

　アデリーヌさんと連絡できる状態にしてもらったあと、彼女を見送って上位ギルドに向かう。その途中で、エリーティアが横に並んできた。

「アリヒト、召しよう喚かん石せきを受け取ったんでしょう？　つけられる数に限りはあるけど、ペンダントに追加できるわよ」

「ん、そうか。じゃあ、早速追加しておこう」





　◆召喚石のペンダント・四魔◆




・『デミハーピィⅠ』を召喚できる。

・『デミハーピィⅡ』を召喚できる。

・『デミハーピィⅢ』を召喚できる。

・『アラクネメイジ』を召喚できる。

・『回避力』が少し向上する。

・『風耐性１』が身につく。

・契約した魔物の信頼度が上昇すると、追加効果が解放される。






『召喚石のペンダント』の情報を見ると、『追加効果』が新しく一つ解放されている。魔物は召喚するだけで信頼度が上昇するようだ。

『アラクネメイジ』の信頼度を上げると、どんな効果が解放されるのだろう。召喚石の数が増え、その魔物の信頼度を上げるほど効果が追加されるなら、今後も魔物の捕獲は選択の一つとして考えておきたい。




　上位ギルドの『緑の館』に着くと、一階の奥に案内される。前と同じ、星座のような九つの石がはめ込まれた扉の部屋に入り、しばらく待っているとルイーザさんが入ってきた──走ってきたのか、肩を大きく上下させて息をついている。

「はぁっ、はぁっ……ア、アトベ様っ、ご無事なのですね……っ」

『落陽の浜辺』で起きたことを、ルイーザさんもすでに知っている──そう察した俺は、立ち上がって彼女を出迎えた。

「俺も仲間たちも全員無事です。ご心配をおかけしました」

「……良かった……『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』の方々が、魔物によって大きな被害を受けたと聞いて……アトベ様たちも救助に加わったと、ギルドセイバーの方から報告が……」

　それならば、ロランドさんのことも伝わっているだろう。ルイーザさんは目を涙で潤ませている──俺たちが帰ってきたことを、心から喜んでくれていることが伝わってくる。

「……申し訳ありません、取り乱してしまって。こんなことでは、ギルド職員失格ですね」

「俺こそ、心配をかけました。一度、探索の報告をさせてもらおうと思って来たんですが……その前に、一つ聞かせてもらってもいいですか」

　ルイーザさんはそれだけで、何を聞こうとしているのかを察したようだった。簡単には言葉が出てこないようで、胸を押さえて息を落ち着けたあと、神妙な面持ちで言う。

「『同盟』は、中心パーティのメンバー五人が重傷……リーダーのロランドという方は、現在『致死昏こん睡すい』状態です」

「致死、昏睡……それは……」

「……いつ、死亡と認定されてもおかしくない状態です。長く持っても、半日……ギルドの規定では、そのような状態を『致死昏睡』としています」

　医療所でも、ロランドさんを回復させることはできない。

　魂を抜かれた状態では、やはり長くは生きられない──それを確かめた今、簡単に言葉が出てこなかった。

「『同盟』の方々が、救助のために迷宮に入られる可能性はあります。しかしそうしなくても、それは……生き残った方々の自由です」

　ルイーザさんは、規則をありのままに伝えてくれている。それだけでも、心優しい彼女は、自らの心を削ってしまっている。

「……辛いことを言わせてしまって、すみません」

「いえ……アトベ様方が救助のために尽力されたこと、それはとても尊い選択です。迷宮内で起こることは各パーティの自己責任で、どんな事態が起きても他のパーティが介入する義務はありません」

　義務はない。助けずに逃げても、それはパーティのメンバーと生き延びるため、第一に肯定されるべき選択だ。

「……それでも、助けようとする探索者はいる。アトベ様たちのように……その選択もまた、ギルドは讃たたえるべきもの、価値あるものとして評価します」

　ずっと思いつめたような顔をしていたルイーザさんが、ふっと微ほほ笑えむ。

　称賛を受けたくてやったことじゃない。それでも、ルイーザさんがそう言ってくれたことは、心から嬉しく思う。

「今回の件については、また別途ギルドから通達があると思います。『スタンピード』の鎮圧に参加したこと、『北極星ポーラスター』の方を救助されたことも併せて、ギルド上層はアトベ様方の活動について強い興味を示されていますから、きっと良いお報せになると思うのですが……」

「そ、そうなんですか……ギルド上層っていうのは、何か雲の上の人たちっていうイメージがあるんですが。まだ駆け出しの俺たちに興味を持ってもらうのは、ちょっと恐れ多い気がします」

「それほどアトベ様方の活動に目覚ましいものがあるということです。私も報告するたびに、自分のことのように誇らしく思っております」

　ルイーザさんはそう言って、胸に手を当て、少し反らしてみせる──豊かな起伏のある部分が強調されると、俺も若いと思いながら顔が熱くなってしまう。

「さて……それでは、確認に移らせていただきますね。ライセンスを拝見いたします」

　俺たちはテーブルを挟んで対面して席に着く。ライセンスを渡すと、ルイーザさんは指先を滑らせて操作し、探索結果を表示した。





　◆今回の探索による成果◆




・『落陽の浜辺』１Ｆに侵入した　20ポイント

・『アラクネメイジ』を１体捕獲した　１２０ポイント

・『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』を救援した　４８０ポイント

・『★無慈悲なる断頭台』から撤退した　マイナス20ポイント

・『★無慈悲なる断頭台』と一定時間交戦した　40ポイント

・パーティメンバーの信頼度が上がった　35ポイント

・『セラフィナ』の信頼度が上がった　30ポイント

・『ロランド』の信頼度が上がった　10ポイント

・合計９人で合同探索を行った　45ポイント




　探索者貢献度　７６０ポイント

　七番区貢献度ランキング　45






　想定していたよりも、貢献度が多い──一番大きく寄与しているのは、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』を救援したという項目だった。

「魔物を捕獲されて、その後に救援をされた……ということでしょうか」

「はい。救援での貢献度は、かなり高いんですね……これは、どんな算定基準になっているんでしょうか」

「今回の場合、救援対象となったグループの人数一人あたり、20ポイントと算出されていますね。『同盟』は合計二十四名でしたので、４８０ポイントになっております」

　救援した対象が大きな組織であるほど、貢献度は大きくなる。そして、やはり『名前つき』は討伐しなければ大きな貢献度が得られない──交戦しただけでは、『グランドモール』一体あたりの50ポイントよりも少ないくらいだ。

「『救援』には、他にも貢献度の算定基準があります。今回も適用の可能性がありますので……制度として、説明させていただきます。それがギルドでの規定になっておりますので」

「他の算定基準……というと？」

「他のパーティ、あるいは組織が討伐できなかった魔物について、正式に依頼を受けて代わりに討伐を行った場合には、『代行補償』という制度が適用されます」

　ルイーザさんは自分のライセンスを取り出すと、自由に描ける画面を開いて、指で図を描きながら説明してくれた。

「例えば、ある魔物が探索者のパーティを敗走させたとします……そのパーティは、大変多くの貢献度をマイナスされるペナルティがついてしまいます。魔物は生き残るほどに強くなってしまうので、ギルドとしては厳しい評価をしなくてはなりません」

　探索者を多く返り討ちにするほど、魔物は強さを増す──分からなくはない話だ。『名前つき』がレベルに対して尋常ではない体力があったりするのも、それが原因なのかもしれない。

「倒せなかった魔物については、他の探索者に討伐を依頼することができます。すると、他の探索者が討伐を成功させたとき、敗走したパーティがペナルティとして失った分の貢献度が、討伐成功時の評価に算入されます」

　ペナルティがどれくらいになるのか分からないが、場合によっては『名前つき』を倒したときよりも、大きな貢献度が得られる可能性がある──そういうことだ。

「『代行補償』の内容はそれだけではなく、人的、物的補償も受けられます。適用される状況が限られているので、実際に制度として利用されることはまれなのですが」

「分かりました。そういった制度もあると覚えておきます」

『代行補償』という制度は、一つの可能性を示唆している──『同盟』の依頼を正式に受け、『無慈悲なる断頭台』を討伐すれば、六番区に行く条件を最速で満たすことができる。

　しかしそのためには、ダニエラさんに面会する必要がある。ほぼ敵対しているようなものだった俺たちと、話してくれるのか──会うことすらできなければ、そこで話は終わってしまう。

「……アトベ様。私は……アトベ様のパーティが迷宮国を進んでいくところを、近くで見ていたい。少しでも長く……いえ。叶かなうのなら……」

「俺も、ルイーザさんにはずっと見ていてもらいたい。あつかましいかもしれませんが、そう思ってます」

「っ……ア、アトベ様……」

「八番区から七番区までせっかく一緒に来られたんです。途中から別れるとか、担当の方が変わるっていうのは、寂しいというか……ルイーザさん？」

　話しているうちに、ルイーザさんの肩を出して着ている服がずれて、彼女はそれを引っ張って位置を直す。何か、呆あきれさせるようなことを言ってしまっただろうか。

「……私はアトベ様方の専属受付嬢のようなものです、と申し上げたこと、お忘れになりましたか？　軽い気持ちで申し上げたつもりではなかったのですが」

　片眼鏡モノクルを外したルイーザさんは怒ったように見えて、謝らなくてはと慌てる。そんな俺の反応を見ても、彼女はまだ怒っているようで──けれど、違っていた。

「……今のお話で、アトベ様がどのようにお考えになるかは、これまでお話をしてきて分かっているつもりです」

「すみません、ルイーザさん……それでも話してくれて」

「はい……本当のことを言うと、とても心配です。ですから、今夜も一緒に夕食を取っていただけるように、今からお願いさせていただきます」

　それは彼女なりの、無事を祈るという意味の言葉でもあるのだと思った。だから俺は、ルイーザさんが差し出した小指に、少し照れるものを感じながらも、自分の小指をつなぎ合わせた──この約束は、必ず違えないと誓って。





三　信頼






　報告を終えた俺は、外で待ってくれている仲間と合流するべくロビーに出た。そして既視感のある光景に、多少の頭痛を覚える。

「何を言ってるの？　失ったメンバーの補ほ塡てんだなんて、貴方にそんな権限があるの？」

　エリーティアが鋭い言葉を向けているのは──灰色の髪の、黒服の男。『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』のグレイだった。

「エリーティア＝セントレイルさん。君みたいな有能な探索者が『ドロップアウト』してるのを見たら、普通どんなパーティでも声をかけるさ。前に見かけた時も、もしかしたらと思ってはいたんだよ」

「……そんな話は聞いてないわ。勧誘なんてしている余裕があるなら、あなた達のリーダーを助ける努力をしたらどうなの？」

　エリーティアは『ドロップアウト』という言葉が出たとき、明らかに殺気を見せた──しかし挑発だと悟っているのか、その意味を問い質しはしなかった。

　グレイはエリーティアが俺たちのパーティで活動していることを、『脱落ドロツプアウト』と表現した。やはり根っから、俺たちとは相容れない相手のようだ。

「そのリーダーが俺だよ、お嬢さん。元リーダー……ロランドは、俺の功績を高く評価してくれていてね。もしものことがあったら、俺にリーダーを譲ると言ってくれていたのさ」

　──それを聞いた瞬間、テレジアが、俺を見やった。

　奴グレイは噓うそをついている。それは分かりきったことだったが、どんな立ち回りをしたのか、本当にグレイは『同盟』のリーダーの座についたようだった──『緑の館』の入り口に、残ったメンバーの姿がある。

「……確か『同盟』には、ロランドさんの奥さんがいるはずよね。彼女がリーダーを継ぐことにならないのは、どういった理由なのかしら」

　俺は五十嵐さんの、これほど冷たい声を久しぶりに聞いた。取引先が不義理をしたとき、セクハラめいた冗談を言ってきたときなどは、目に見えて声の温度が下がることもあったのだが。

　本気で怒っている──その迫力を前にして、グレイは引きつった笑みを浮かべる。彼はだらしなく締めたネクタイに手を添えるが、それは動揺したときの癖だろうか。

「ダニエラさんには気の毒なことになったが、あの人は近々引退する予定だった。さっき元リーダーと一緒に医療所に運ばれたが、彼女は……分かるだろ？　夫婦なら、そういうことはいつ起きてもおかしくない。リーダーもしょうがない人だが、俺たちは彼ら夫婦の無計画を責めたりはしなかった。こういうことになったのは残念だが、『仕方がない』だろ？」

　それは、俺も少し気になっていたことだった。六番区にもうすぐ上がるというときに、ダニエラさんは身重の身体からだでロランドさんに同行していた。

　しかし今の状況では、ダニエラさんが強く主張できないことを理由に、グレイがリーダーの地位を奪い取ったようにしか思えない。

「『スーツの男』は見たところ何もしないで、後ろからついてくるだけみたいじゃないか。そんなパーティより、俺たちの方が職種も豊かだし、あんたをエースとして第一パーティに編成することだってできる。そうしたら……『死の剣デスソード』と言われるあんたの目的も、早くに叶えられるんじゃないか？」

　グレイはいい演説ができたとでも言うように、エリーティアだけでなく、他のメンバーまでぐるりと眺め回す。ミサキは愛想笑いをしているが、その手にはダイスが握られている──ぶつけたいほどに怒っているが、辛うじて抑えているのだ。

　俺も同じだが、怒りを通り越すと逆に感情は無になる。言いたいことがあるなら好きなだけ言わせてやっても構わない。それを決して許容できないと、初めから決まっているのなら。

「さあ、改めて希望を募ろうか。俺たち『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』は、多少遠回りをすることにはなるが、確実に六番区に上がり、さらに進んでいくことを選択する。新規で募集するメンバーは六人だ……とりあえず今ここにいる全員、俺たちの仲間に入らないか？」

　話しているうちに自信がつきでもしたのか、最後は雑に締めてもいいと思ったようだ。

（何がグレイにこれほど自信を与えているんだ……？　交渉ごとは慣れているようだが、話術が驚くほど優れてるわけでもないようだが……）

　女性を口説いたりすることが得意というのは、容姿や話し方から分からなくもない。しかしグレイは、たった一度の接触でもエリーティアや皆の勧誘が成功する可能性があると踏んでいるように見える──そこに、違和感を覚えずにはいられない。

『──アリヒト。契約者に、秘神より警告する』

（アリアドネ？　警告って、一体──）

　尋ねかけたところで、ジャケットの内ポケットに入れたライセンスが何かを訴えかけてくるように感じた。グレイに見られないように画面に視線を落とし、俺は違和感の正体を理解する。





　◆秘神からの警告◆




・『グレイ』が『トリックスター』を発動　→『グレイ』の技能発動が隠いん蔽ぺい






　街中では、誰だれもが本当に必要な時にしか技能を発動しない。

　だが、『発動していることを隠蔽する』技能が存在するとしたら。何食わぬ顔をして目の前の人物が技能を使っていても、気づかないという危険はありうる。

　しかしアリアドネは、グレイの技能隠蔽を見抜き、俺に警告してくれた。他の皆は誰も気がついていない──アリアドネと契約したパーティ、そのリーダーである俺にだけ、秘神の警告が届いたのだ。





　◆現在の状況◆




・『グレイ』が『ジェントルパフューム』を発動　→異性に対する印象を向上

・『グレイ』が『ネゴシエーション』を発動　→交渉の成功率が上昇






『黒服』には、時に店のキャストを勧誘するための技術が必要だ。それをグレイは、迷宮国に来たことで技能として与えられてしまった。

　だが俺は、もしもの事態が起こりうるなんてことは欠片かけらも想像しなかった。

　グレイがエリーティアに右手を差し出す。ほぼ成功すると思っている彼は、好青年然として笑みを浮かべている──しかし。

「あいにくだけど、私には『同盟』の人たちのチームワークは真似できないわ。他の人を当たってもらえる？」

「っ……お、おいっ！　ま、待てよ、誰か一人くらい……っ！」

　エリーティアが俺を振り返って微ほほ笑えむ。そしてみんなは俺がいることに気づく──誰にも、グレイの技能は効果を発現してはいなかった。

　最初にエリーティアが、グレイの横を通り過ぎ、同盟のメンバーを横目に『緑の館』の外へと出ていく。その後に、他のメンバーも次々と続いた。

「一つ言っておくけど、『フォーシーズンズ』のメンバーに色目を使うのはもうやめなさい。しつこい人は嫌われるわよ」

「なっ……て、てめえっ……」

「まだ『同盟』さんは大勢メンバーがいるんですから、ドンマイですよー」

「これからも探索者として競い合う関係になりますが、皆さんも頑張ってください」

　五十嵐さんが釘くぎを刺し、ミサキは冗談めかせて勧誘を受け流す。スズナは礼儀正しく頭を下げるが、追いすがろうとするグレイを振り返ることはない。

　最後にグレイの横を通るとき、想定してはいたが、やはり道を塞ふさぐようにして因縁をつけてくる──もはやごろつき以外の何物でもない。

「言わなくても分かってるよな？　お前には『死の剣』は勿もつ体たいねえよ。お前から言ってくれるよな？　『同盟』に移れってよ」

　何の事情も知らず、好き勝手言ってくれる──だがそれだけ、俺のパーティメンバーがグレイにとって魅力的に見えているのだろう。

「なに、悪いようにはしない。あんたが一人になっても、この区で遊んで暮らせるくらいの金はやるよ。金貨千枚もあれば苦労しないだろ？」

「その金は、努力して稼いだものなのか？　まあ、だとしても貰もらう気はないけどな」

「……あ？　言っている意味が分かんねえのかよ、オッサン」

　俺の仲間を引き抜けなかったことに相当苛いら立だっているようだが、こちらとしてはそんなことで怒られても筋違いというやつだ。

「君よりもずっと『トリケラトプス』のメンバーの方がまっとうな人たちだった。俺には七番区の女性を泣かせてたっていうのも、ロランドさんがしてたこととは思えないな」

「──んな話は、今は聞いて……！」

　恫どう喝かつのためにグレイが声を荒らげようとした瞬間──俺は、『彼女』が踏みとどまってくれたことに安あん堵どしていた。

「…………」

　テレジアがグレイの背後に立っている。グレイはそのことに気がつくと、だらだらと冷や汗をかき始め、何を考えたのか両手を上げる。

「や、やろうってのか……ここで俺をやったら、お前らが牢ろう獄ごくに……っ」

「そんなつもりはない。君が負傷した仲間と転移したこと自体は、理解の余地はある……だがこれ以上理不尽に絡んでくるつもりなら、こちらにも考えがある」

「……見てやがったか。ボーッとしてやがるようで、抜け目ねえ奴だ……あんたも『死の剣』と女共にコバンザメして、ヒモやってんだろ？　偉そうに説教してんじゃねえよ」

「説教か……そうかもしれないな。こんなに甲か斐いのないことは、転生する前にも一度もなかったよ」

　他人に説教するなんて俺には向いていないし、そう取られるような話もしたくはない。これ以上話をする時間に意味を感じず、俺はグレイの横を通り過ぎる。

「ま、まだ話は終わって……ひいっ……!?」

　終わったかどうかを決めるのはこちらだ──と、声に出して言うこともない。

　ただ振り向いただけのテレジアに驚いて、グレイはその場で腰を抜かしていた。あれで、七番区のトップを走っていた組織の新リーダーだというのだから、この先が思いやられる。

　俺はテレジアを連れて歩いていく。少し後ろをついてきていた彼女は、そのうちに足を早めて横に並んできた。

「──このままじゃ済まさねえぞ！　お前らが失敗したときを楽しみにしててやるよ！」

　同盟のメンバーは、グレイの見せる醜態をどう思っているのか──現状で分かることは、芳しくない表情だというくらいだ。

　トーマスさんも並んでいるメンバーの中に含まれている。彼自身も、グレイが噓をついてリーダーになったと気づいていて、何かの理由で本当のことを明かせずにいるのだろう。

　彼から聞きたいことはあるが、今はまだ難しそうだ。そう考えていたが、外に出てすぐに、トーマスさんだけが走って追いかけてきた。

　後でグレイに何を言われるかも覚悟して、それでも彼は追ってきた。それを考えれば、話を聞かないわけにはいかない。

「……こんなことを言えた義理じゃないのは分かってる。グレイの非礼は俺から詫わびる……その上で、頼みたいことがある」

「頼みたいこと……というのは？」

「ダニエラさんに、会ってくれないか。彼女は『同盟』の副リーダーだったから、制度上はロランドさんの代わりにリーダーになる権限を持っている。グレイがリーダーというのは、仮のことなんだ。だがあいつがダニエラさんに譲渡を促せば、近く彼は正式なリーダーになる……しかし……」

　ロランドさんはまだ生きている。トーマスさんは諦あきらめていないが、同盟を動かして『落陽の浜辺』に入ることもできない──そういうことだ。

　皆も異存はないと態度で示す。トーマスさんからダニエラさんが入ったという病室の番号を聞き、俺たちは医療所に向かった。





四　依頼






　医療所の受付で面会を申し入れると、ダニエラさんは意識がある状態で、俺たちに会うことを受諾してくれた。

「まだ患者さんは安静が必要な状態ですので、一度に面会する人数は二人までとさせていただきます。患者さんを興奮させるようなお話はされないこと、それから……」

　治癒師ヒーラーの女性に病室に案内されながら注意事項を説明される。二人までということで、俺と五十嵐さんがダニエラさんと面会することになった。

　待ち合いスペースにパーティの皆を待たせ、ダニエラさんのいる病室に入る。ベッドの上で横になっていたダニエラさんは、俺たちが入室すると、治癒師ヒーラーさんに支えられてゆっくりと身体からだを起こした。

　治癒師ヒーラーさんが退出したあと、ダニエラさんは俺たちを見ると──力なく、微笑みかけてくれる。セラフィナさんと張り合っていたときの彼女と、同じ人とは思えないほどにその姿は儚はかなげだった。

「良かったら、座ってください。私が偉そうに言うことでもないのだけど……」

「いや、そんなことは……お気遣い、ありがとうございます」

　五十嵐さんが面会者用の小さな椅子スツールを持ってきてくれる。ダニエラさんは髪を一つに結び、病室用の簡素な服に着替えていた。

「お腹なかを冷やさないように、温かくしてください」

「ありがとう。取り乱してしまったけど、この子は大丈夫……ごめんなさい、見苦しいところを見せてしまって。それに、不快な思いも……」

「……なぜ、あそこまでという思いは確かにありました。あなたたちくらいの大規模な集団なら、他にやりようはあったはずです」

　ダニエラさんはベッドの上に身体を起こしている姿勢が辛いようで、五十嵐さんの補助を受けてベッドの端に座り直す。

「……私達がどうしてあの方法を取ったのか。それを、聞きにいらしたんですか？」

「はい。それを教えていただいた上で、俺たちはある提案をさせてもらいたいと思っています。ダニエラさんの意向を尊重すべきですから、何かを強要するというつもりは全くありません。ただ、互いに納得できるよう話す必要があると感じています」

『致死昏こん睡すい』状態にあるというロランドさんについて、すぐに触れることはどうしても躊躇ためらってしまう。しかし、先延ばしにすることもできない。

「……後部くん、ここからは私に話させてもらっていい？」

　ズボンの膝ひざを、気がつくと強く握ってしまっていた。五十嵐さんはそれに気づいて、代わりに言葉を続けてくれる。

「私たちは、あの魔物を倒したいと思っています」

「っ……そんな……」

「『同盟』の人たちのやり方は、公平性を欠いていたと思います。そう思っている私たちが、なぜ……と思われるかもしれません。ですが、私達にもできる限り早く昇格したいという動機があります」

　俺たちの事情を詳しく知らなければ、それだけでリスクを犯してまで『無慈悲なる断頭台』と戦う理由になるのかと思われるかもしれない。

　ダニエラさんは俯うつむいたままでいる。しかし、沈黙は長くは続かなかった。

「……ロランドは……夫は、元々仲間たちと一緒に、この迷宮国にやってきました。転生する前はある国の軍隊にいて、空軍に所属していたんです。一緒に六人が転生して、軍隊での経験を活いかし、七番区まではすぐに上がることができたと言っていました」

　生前から身体能力や判断力を問われる環境に身を置いていたのなら、転生してからも順応は早いだろうというのは想像がつく。

　しかし、ロランドさんは七番区で一度挫ざ折せつしている──その経緯もまた、ダニエラさんは俺たちに話してくれた。

「ロランドのパーティが七番区の序列一位になったのは、二年前のことです。しかしロランドは、パーティのメンバーを庇かばって傷を負い、それが原因で疫病に冒されました。未確認の『名前つき』が与えたその病は、今も有効な治療法が確立されていません……彼は、とても運が良かったと思います。四番区の大神殿から派遣された治癒師ヒーラーによる施術を受けられて、一命を取り留めたんです」

　ダニエラさんは当時、この医療所に医師ドクターとして務めていた。早期に『支援者』となった彼女は、ロランドさんの治療を担当し、言葉を交わすようになったという。

「……ロランドは意識を取り戻しても寝たきりで、立ち上がるまで半年かかりました。その間に、彼の仲間は六番区に上がった。ロランドに向けて、仲間の人たちは言伝を残していました」

　──いつかまた、上位の区で会おう。ロランド＝ヴォルン軍曹殿。

「それは……ロランドさんが回復することを祈って……」

「そういった気持ちもあったと思います。しかし、パーティに貢献していたロランドを、彼らは一ヶ月も待つことをしませんでした。ロランドがいつも言っていたという、『足手まといになったら迷わず切り捨てるように』という言葉通りに……療養しているうちにレベル１になったロランドが、一人でやっていくのはとても難しいことなのに」

「……だから、貴方が仲間として支えようとした。そういうことだったんですね」

　ダニエラさんは頷うなずく。彼女のレベルも一度引退したときに２まで落ちていたが、勘を取り戻すために八番区に戻るロランドさんについていくために、探索者に復帰したのだという。

「初めは……せっかく命をつないだのに、彼が仲間に追いつくことしか考えていないことに反感を覚えることもありました。彼を諌いさめたいという気持ちもあって、お節介のつもりで同行して……けれど仲間が少しずつ増えて、もう一度七番区で探索ができるようになった頃ころには、私も探索者をしていたときの気持ちを思い出していました。私にも、仲間と迷宮国の謎を解きたいと思っていたことがあったんです」

　迷宮国の謎──それを解き明かせとギルドから伝えられるわけではない。しかし、俺もずっと感じていることではある。

　この国には、何か重大な秘密がある。『曙あけぼのの野原』の隠し階層でアリアドネに会った時から、そんな考えが常にある。

「でも……七番区の上位ギルドまで復帰したときのことでした。ロランドは、過去のことを思い出してしまったんです。毎晩闇の底に落とされるような悪夢を見て、どんどん衰弱していきました。それでもかつての仲間たちがいるところを目指すことは、どうしても諦められなかったんです」

　そして『同盟』は、安全に貢献度を稼ぐための狩り場として『落陽の浜辺』に目をつけた。

「ロランドはあれだけの辛い思いをした。だから、こんな方法を取っても大目に見てほしいという思いがありました。非難を受けること、疎まれることを分かっていて、開き直ろうとしていたんです……恥ずべきことだと分かっているから、ギルドセイバーの方の説得に対しても、酷ひどい態度を取ってしまいました。責められることはしていないなんて……誰だれが見ても、そんな詭き弁べんは通らないのに」

　しかし『蟹かに』に依存しすぎた貢献度稼ぎは、予期せぬ事態を招くことになった。そうなった今だから反省しているとも言えなくはないが、今彼女を責めても仕方がないことだ。

　最大で二十四名の組織になった『同盟』だが、今は大きく人数が減っている。俺は、そのことについても引っかかっていることがあった。

「なぜ、負傷した五名を『同盟』から外すことになったんですか？　ロランドさんの奥さんである貴方が合意するのは、不自然に感じますが……」

「……今の状況では、私は『同盟』の副リーダーとしての責任を果たすことはできません。ですから、これからも『同盟』を引っ張ってくれる人に、方針を委ねようと思いました」

　──やはり、伝えておかなくてはならない。

　グレイが仕組んだだろう、『同盟』の実質権限を持つ人間の交代。それは、彼の不正によってもたらされたものだということを。

「……グレイは、リーダーの地位を譲るようにと言ってきたんですね」

「い、いえ……彼は、ロランドに信頼されていて、今回の作戦でも……これまでも、他のメンバーが認めるほどの功績を上げていて……」

「それは、違うはずです。俺はロランドさんと、グレイが話しているところを聞きました。ロランドさんは参加した時期が遅いグレイよりも、初期からのメンバーの貢献を考慮したいという方針だった。それは、ダニエラさんも聞いていたんじゃないですか？」

　今俺が話していることは、推論でしかない。しかしあながち的外れでもなく、ダニエラさんにも心当たりがあるようだった。

「……で、ですが……今回『呼符』を調達してきた彼は、功績が大きく……」

「確かに、これまでの『同盟』の方針を満たす方法として『呼符』は一つの手段だったと思います。しかし彼が『呼符』を使って魔物を無理に出現させたことが、今回の原因になってもいる。そして、ロランドさんと一緒に最後まで戦おうとしたのはトーマスさんという人のはずです……彼はグレイがリーダーになるかもしれない今の状況に納得していない」

「それなら、もう一度話し合う必要があるんじゃないかしら……それなのに、なぜ彼グレイは自分がすでにリーダーになったという体ていで話していたの？」

　五十嵐さんが疑問を呈する──ダニエラさんは混乱していて、さらに困惑させることを言うのは気が引けるが、事実をありのままに告げるしかない。

　物証ならば存在する。俺はここに来るまで、『その表示』が流れてしまわないように留意していた──ライセンスを取り出し、ダニエラさんに該当する部分を見せる。

「……トリック、スター……技能を、隠いん蔽ぺい……」

「これが、グレイが『同盟』の中で地位を向上させるために使った方法です。彼は交渉ごとを有利にさせる技能を、他者に気づかれないように発動していた。これは、彼が俺たちのパーティメンバーを引き抜こうとするときに技能を使ったときの記録です」

「なんて、こと……私も、ロランドも、他のメンバーも……今まで『同盟』に協力してくれた人たちも、この方法で……」

　グレイの思い通りに動かされる局面があった。それをこれ以上無い形で示されると、ダニエラさんは頭を抱えてしまう。

「後部くんだから、グレイのしたことに気づくことができたのね。こんな卑劣な方法を使って……許せない……！」

「こんな技能が存在することには、俺も驚いています。探索者の技能は、戦闘に使うものや仲間を助けるためのものだと思っていた。グレイの技能の使い方は、他人を陥れることを目的としています……それでは探索者同士の競争に、陰謀めいたものを持ち込んでしまう」

　そういった方法でしか、先に進むことができない──そんな職種だとしても、技能を悪用しないで活かすことだってできるはずだ。しかしグレイは、その道は選ばなかった。

「今後は、グレイと単独で面会することは避けてください。彼が医療所に来たとき、技能を使って面会の許可を取ろうとする可能性があります。しかし、ダニエラさんが断れば、彼がここに来ることは難しいはずです。それだけではグレイの行動を封じることはできませんから、何か対策を講じようと思います」

「……可能な範囲で、お願いします。私は彼にもう一度リーダーの座を譲れと言われたら、断ることができそうにないと思っていました。それも技能の影響だとしたら、彼が技能を使っていることに気づけなければ、どうしようもありません」

「『同盟』のメンバーの前で糾弾するという手はあるけど……後部くん、どうするの？」

　グレイがしたことを明かし、『同盟』における彼の立場が悪化したとしても、他の探索者にまた取り入ろうとする可能性がある。

　今、グレイが自由に動ける状況にしておくことはリスクがある──だが何か仕掛けてくるのなら、それが逆に付け目となることも考えられる。

「今は、あの『名前つき』を倒すことを最優先に考えます。ダニエラさん、俺たちが『名前つき』を倒せたとしても、今の状況では『同盟』が失った貢献度はそのまま消えてしまいます。あなたが副リーダーとしての権限を持っているなら、俺たちに『依頼』をしていただけないでしょうか」

「……でも……ロランドは、もう……今からあの魔物を倒しても、彼は……」

　ダニエラさんの頰ほおに涙が伝う。とめどなく溢あふれて止まらなくなり、彼女は顔を覆って泣き始める──五十嵐さんはその手を取り、ダニエラさんを抱きしめた。

「助けられるわ。後部くんは、あの大きな蟹がロランドさんの魂を捕まえるところを見たのよ。それを、取り返せばきっと……」

「まだ良く知らない俺たちのことを、信じるのは難しいかもしれません。ですが、ロランドさんを救助するまでの時間はもう限られていて、一度交戦している俺たちと、『同盟』のメンバーしかあの魔物に遭遇できる可能性はない。現実的に討伐できる可能性があるのは、俺たちだけです」

　エリーティアはレベルが高いが、他のメンバーはレベル６が最大──そんな俺たちで、レベル８の『名前つき』を倒せるのか。

　しかしレベルが全すべてを決めるわけではないことも、俺たちは良く分かっている。『手段を選ばず』ではなく、『持てる手段を使いきる』ことで、困難な状況を打破することができるはずだ。

　涙に濡ぬれた顔で、ダニエラさんが縋すがるように俺を見る。俺にできることは、苦渋の選択をするという顔をするのではなく──ただ、笑うことくらいだ。

「その子のことを、両親揃そろって迎えてあげてほしい。俺は、自分がそうだったのか分からないですが……自分が生まれてきたことを誰も喜ばなかったとは、思っていないから」

　五十嵐さんがダニエラさんから離れる。ダニエラさんは深く頭を下げ、そして大きくしゃくり上げながら、それでも言ってくれた。

「……あの魔物を、倒してください。どうか……あの人を、助けて……助けてください……」

「はい……必ず。俺たちは依頼を受けて、あの魔物を倒します。その過程で何が起きるとしても、それは魔物の討伐に関わる出来事です」

「うちのリーダーは、ロランドさんの魂を取り返せたとしても、それは仕事上のことです……って言いたいみたいです。つまり、さっきも言った通り、私たちにも動機があって戦うんだっていうことです。人を助けるための自己犠牲とか、そういうことじゃないのよ」

　五十嵐さんはダニエラさんの心を少しでも軽くしようとする。俺としても、心労をかけてはいけないので、静かな気持ちで待っていてもらいたい──そうでないと意味がない。

『依頼』の仕方は、ダニエラさんが知っていた。彼女はベッドサイドのチェストに置かれていたライセンスを操作し、俺は『依頼受諾』の意志を示して、正式に依頼を成立させる。

「……どうか、皆さんご無事で……決して、無理はなさらないでください」

　それは正直を言うと難しい約束ではあるが、五十嵐さんはダニエラさんと握手をする。

　俺はあの巨大蟹がにを倒すための手立てを、すでに幾つか思い浮かべていた。

　半日が経たつ前に、必ずここに帰ってくる──全員が無事で。





　◆現在遂行中の依頼◆




・『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』からの依頼：『★無慈悲なる断頭台』の討伐







五　大盾






　医療所の一階に降り、ロビーを通るとき、ライセンスを介してアデリーヌさんから連絡があった──セラフィナさんは部隊長としてギルドセイバー本部への報告を終えたのだが、俺たちと話したいことがあるという。

「それにしてもお兄ちゃんとキョウカお姉さんったら、二人で歩いてるとき『相棒』って感じが出てましたよー。あんまりいい感じなので、スズちゃんと一緒にやきもちを焼いちゃいましたよ」

「や、やきもちではなくて……お二人とも、お仕事で一緒のときもそんなふうだったのかなって話していたんです。もう、ミサキちゃん？」

「え、ええと……会社にいた頃は、私が彼のことを引っ張り回してたというか……今はね、テレジアさんみたいに、少し後ろからついていくのがいいなって思ってるのよ」

「…………」

　テレジアはきょとんとしているようにも見える──五十嵐さんが自分の振る舞いを参考にしているとは想像もしていなさそうだ。俺にとっても思いもよらなかったが。

「アリヒトと一緒にお仕事ができたら楽しそう……なんて、少し思ったけど。最初のアリヒトは疲れてる顔をしてたから、やっぱり大変そうね」

「転生したばかりのときは、そう言われることもあったな。今の方が元気っていうのも、何か不思議な気はするけどな」

「毎日を精一杯生きてるっていう実感はあるわね。会社にいた頃にこういう生活をしたいかって聞かれたら、きっと『はい』とは言わなかったでしょうけど」

　シオンは五十嵐さんの言葉の意味が分かるのか、彼女の足元に顔を近づける。五十嵐さんはシオンの頭を撫なでて微ほほ笑えんだ。

「迷宮の風景も、息が詰まるような怖いところばかりでもないしね。観光気分みたいなところも少しはあったり……っていうと、緊張感が無いって怒られちゃうわね」

　そう言って五十嵐さんは俺を見やる。俺からすると、いざ戦いとなるとシビアな判断を躊ちゆう躇ちよなくする彼女に、緊張感がないなんて思うはずがないのだが。

「キョウカ、アリヒトを励まそうとしてるのね。それに、私たちのことも」

「あの魔物ともう一度戦うことを、みんな否定せずにいてくれた。そのことには、俺も感謝を……」

「お兄ちゃんがそうと言ったら、地の果てまでついていきますよー……って、それは今の場合だとちょっと不謹慎ですか？」

「ミサキちゃん、何かどんどん後部くんになついてる気がするんだけど……そんなに仲良くなるようなことがあったの？」

「えっ、あ、あの、そう言われても……ス、スズちゃんはあったみたいですよ？」

「そ、そんなこと……あれは、必要なことで、アリヒトさんも仕方なく……あっ、ち、違うんです、本当に変なことじゃなくて……」

　スズナが慌てているのは、アリアドネの信仰値を上げたときのことを思い出したからだろう。俺はといえば確かにやましいことは何も無かったので、苦笑するほかない──といっても、他のメンバーに対して秘密があるというだけで問題視されるだろうか。

「…………」

　この状況でフォローに回ってくれたのはテレジアだった。彼女は手を伸ばして俺の肩をぽんぽんと叩たたき、みんなの方を向いてゆっくり首を振る。

「……テレジア、それは何もないから大丈夫っていうこと？　テレジアがそう言うのなら信じてよさそうね」

「私たちもだんだん、テレジアさんの仕草だけで分かるようになってきましたね。お兄ちゃんには全然かなわないですけど」

　皆に微ほほ笑えましいものを見る視線を向けられる──テレジアはというと、俺に近づきすぎたことが原因なのか、微妙に蜥蜴トカゲのマスクが赤くなっていた。

「肩ポンしただけでテレジアさん、照れちゃってるんですか？　ふぁぁ、亜人さんに心がないなんて全然噓じゃないですか」

「…………」

　テレジアはそれには首を振らない。俺からすっと離れると、マスクを押さえる──すると、徐々に赤みが引いていく。そうするとある程度放熱できるというのだろうか。

「私たちが先を急ぐ理由は一つだけじゃない。だから、頑張らないとね」

　亜人の呪のろいが解ける時が、一分一秒でも早く訪れるように。決して見失ったりはしない──立ち止まってはならない理由を。




　セラフィナさんとアデリーヌさんは『緑の館』の前で俺たちを待っていた。

「アトベ殿、申し訳ありません。お疲れのところをお呼び立てして……お休み中ではありませんでしたか」

「いえ、俺たちは大丈夫です。これからもう一度『落陽の浜辺』に向かおうと思って、準備をしようとしていたところです」

　セラフィナさんたちは目を見開く──しかしセラフィナさんはすぐに落ち着きを取り戻すと、静かな光を宿す瞳ひとみで俺を見た。

「……アトベ殿。もし可能なら、『セイバーチケット』を使用してはいただけませんか」

「せ、先輩っ……ギルドセイバーの側からチケットを使うように頼むのは、規定違反になりますっ。そんなことをしたら、先輩に何らかの処分が……」

「分かっている。しかし、今の状況で私がアトベ殿たちとともに迷宮に入るには、それしか方法がない……ギルドセイバーは『落陽の浜辺』への立ち入りを禁止し、侵入を制限する立場にある。唯一例外があるとすれば、侵入資格を持った探索者によって参戦を要請された場合のみなのだ」

　ギルドセイバーであるセラフィナさんは、危険な状況にある『落陽の浜辺』への侵入を規制する立場にあり、同時にそのルールに自分も拘束される──そういうことだ。

「あの魔物と対たい峙じして、私もその脅威を理解しているつもりです。交戦経験のある者が多い方がいい……そのような考えは、押し付けだと分かっています。それでも私は……」

「……あのチケットを使わなくても、セラフィナさんは俺たちを助けてくれた。その貴方が参戦したいと言ってくれているのに、断る理由はありません」

「っ……アトベ殿、それでは……」

「規定違反ということなら、本当ならお願いしてはいけないと思います。でも、可能なら参加してもらいたい……それが本音です」

　セラフィナさんはアデリーヌさんを見やる。アデリーヌさんは最初は止めようとしていたようだが、じっとセラフィナさんに見られると、耐えかねたように目を逸そらした。

「ああ、もう……先輩って言い出すと聞かないんですから。それで、私のことは置いていって、後のことは頼むとか言うんですよね」

「……流石さすがはアデリーヌだ、私のことをよく分かってくれているな。ずっと行動を共にしてきただけはある」

「だ、だからこういうときに言われてもですね……はぁーぁ。私だってついていきたいですよ、でも他のみんなへの対応とかもありますしね。そういうことも分かってるつもりですよ……ずっとバディだったんですから」

　アデリーヌさんの言葉からは、セラフィナさんを深く尊敬していることが伝わってくる。そして、彼女のことを心から心配していることも。

　それでもセラフィナさんがいるといないとでは、俺たちのパーティの戦い方はまるで変わってくる。ムラクモと戦ったときにもそうだった──彼女の防御が起点となって、何度も反撃のチャンスが生まれた。

「アデリーヌさん、俺たちは……」

「分かってます。アトベさんたちが有望なパーティだっていうことも、その実力も見せてもらいましたから。だから、信じます」

　言いたいことはきっと、言葉にしている分よりもずっと多いのだろうと思う。しかしアデリーヌさんは、時間を取らせまいとしてくれているようだった。

「セラフィナ隊長、私はこれからしばらくの間、個人判断により単独行動をさせていただきます」

「恩に着る。迷宮から帰還次第連絡する」

「了解しました。隊長、皆さん、どうかご武運を」

　アデリーヌさんは敬礼をすると、俺たちには頭を下げてから歩いていく。その後ろ姿を見送ったあと、俺はセラフィナさんにセイバーチケットの使い方を教えてもらった。

「このチケットは、特殊な金属を使っていて、魔道具として機能します。手に持って、救援要請をしたいと念じていただけますか」

　俺は水色の金属でできた『セイバーチケット』を取り出し、セラフィナさんに言われた通りに念じる──すると。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『セイバーチケット』を使用　→『セラフィナ』に参戦要請

・『セラフィナ』が『アリヒト』のパーティに参加






　パーティのメンバーは、これで八名──すでに定員いっぱいだが、もう一人参加してもらいたいメンバーがいる。

　二つのパーティに分かれても、別パーティを支援することはできる。しかし今回ばかりは、敵が『ファントムドリフト』『スカイハイ』といった移動手段を持っている以上、『エフェクトアイテム』を使ってもらうためだけにマドカに参戦してもらうのは危険すぎる──彼女には安全な場所にいてもらったほうがいい。

「アトベ殿、皆さん、二度目の参加となりますが、よろしくお願いします」

　そしてセラフィナさんにも、確かめておきたいことがある──彼女の盾が、どんな攻撃を防ぐことができるのか。改めて挨あい拶さつをしたあと、俺は迷宮の入り口に向かおうとするセラフィナさんを引き止める。

「セラフィナさん、お時間を取らせて申し訳ないですが、作戦会議をさせてもらってもいいですか」

「っ……も、申し訳ありません。志願して参戦させていただいたのに、勝手な行動を……」

「アリヒト、一度宿舎に戻りましょう。まだ時間はあるから大丈夫よ」

　エリーティアの提案を受けて、俺たちは宿舎に向かう。マドカにもう一度探索に出ることを伝えなくてはいけないし、メリッサには作戦に参加してもらう必要がある。




　俺たちは宿舎にいるマドカとメリッサを呼び、契約している倉庫に移動した。

　マドカは倉庫を改装してくれており、ミーティングを行うためのテーブルと椅子が運び込まれていた。迷宮に持ち込む装備を検討しながら話し合えればと思い、マドカに頼んでおいたのだが──七番区の商人組合ともすでに彼女は緊密に連絡が取れる状態になっていて、迅速に模様替えを済ませてくれた。

「もう一度、迷宮に入るんですね……お兄さん、私にも何かできることはありますか？」

「今回はかなり激しい戦いになる。マドカのレベルを上げる機会もいずれ設けるが、今日は待機しておいてくれ。大丈夫だ、必ず帰ってくる」

「は、はい……分かりました。セレスさんたちもいてくれるので、みんなで一緒に待ってます」

　マドカは不安を隠せないでいる──申し訳なく思うが、同時にセレスさんたちが来てくれていて良かったとも思う。一人で待たせることになったら、ルイーザさんのいるギルドに居てもらうことになったかもしれない。

　俺以外の全員が席に着く。マドカはミーティングに使う黒いボードと白墨も調達してくれていたので、それを説明に使わせてもらうことにした。

「では、作戦会議を始めたいと思う。あの魔物……便宜上『巨大蟹』と呼ぶが、全長がかなり大きく、接近戦を挑むことができる機会は限られてくる。そして大きな特徴として、物理攻撃を仕掛けると攻撃がすり抜けるようになり、魔法攻撃が有効になる。そこで魔法攻撃をすると、元の状態に戻る。まず、そのことを把握しておいてほしい」

「そ、そんなことになってたんですか？　透けたりしてるな、っていうのは分かったんですけど……」

「スズナちゃんが『ストームアロー』を撃ったあと、確かに敵が実体化していたわね……そういう法則があったのね」

　後衛の俺は、魔物の変化を一番引いた位置から観察することができる。それが俺の果たすべき役割でもあるので、今後も状況の理解に努めたい。

「私は主に物理攻撃をするから、有効な打撃を与えるには、実体化している時に攻撃しないと駄目ね……」

「そう……そして、可能なら連携攻撃を入れたい。そこで必要なのは、『物理攻撃が通る』状況、そして同時に『反撃を受けない』状況を作ることだ。無理に仕掛けて大きな鋏ハサミを振り回されたら、前衛が一気に壊滅する恐れもある」

「……物理攻撃が通る状態と、敵に隙を作ることの両立。それを可能にする一つの方法として、敵が実体化して攻撃してきたとき、それを私が受け、跳ね返すという手段が考えられます」

　セラフィナさんはそう提案してくれる──だが、一つ危き惧ぐしていることがある。

「それは確かに有効だと思います。ですが、『巨大蟹がに』には他にも攻撃手段がある。特に『バブルレーザー』と『魂を攫さらう鎌』の二つが危険です。セラフィナさん、あの二つは魔法系の攻撃だと思いますが、セラフィナさんの盾で受けることはできますか？」

「……私の『オーラシールド』は、物理、魔法問わず被害を軽減する技能です。しかし盾の性能は、物理防御に著しく偏っています。魔法に類する攻撃は、半減すらできないと思います」

　そういった可能性もあると思ったからこそ、俺は『魂を攫う鎌』をセラフィナさんが受け止めようとする事態を避けようとした。

　だが、セラフィナさんが前衛の盾役を果たせなくなるというわけではない──彼女が使っている盾より、魔法に対する防御力が高い可能性のある盾を、俺たちは一つ持っている。

「マドカ、『背反の甲蟲』の甲殻で作った盾はどの棚に置いてある？」

「はい、防具の棚に入れてあります。とても大きな盾ですから、台車に載せて……」

「私に見せていただけますか。大きな盾を扱えるように、日ひ頃ごろから鍛錬していますので」

　セラフィナさんは席を立ち、マドカに案内されて、目的の盾があるところに向かう。彼女は自分の身長と同じくらいの大きさの盾を手にして、小さく驚きの声を上げた──俺の見込み通り、幸いにも『鏡甲の大盾』は期待に添う性能を持っていたようだった。





六　大盾と大鎌






　元が巨大な甲虫の甲殻を利用したものとは思えないほど、金属を使って盾として加工を施されたそれは、洗練された美しさを持っていた。

「このような盾を、七番区で入手されているとは……これは、『名前つき』の素材を使用されたのですか？」

「はい、『牧羊神の寝床』という迷宮で遭遇した魔物の素材を使って、『ミストラル工房』の職人さんたちに加工してもらいました」

　セラフィナさんは俺たちに一言断ってから、彼女がいつも使っている大盾を壁に立てかけ、『鏡甲の大盾』を両手で持ち上げてみせる。





　◆★鏡甲の大盾◆




・物理攻撃の被害を軽減する。

・魔法攻撃の被害を軽減する。

・盾を使用する技能を発動したとき、魔法防御力が大きく上昇する。

・魔法攻撃を反射することがある。威力は小さくなる。

・息攻撃を反射することがある。威力は小さくなる。

・『怒ど涛とうの進撃』の技能を使うことができる。






　盾としての性能もさることながら、『背反の甲蟲』の特性だろう、敵を追い詰めるための移動系技能も発動することができる。

　しかし、セラフィナさんが使ってくれるかどうかが重要だ。今までの盾のほうがいいということも往々にしてあるだろう──と思ったのだが。

「『大盾』は、使える職の人がそんなに多くないし、大きな素材が必要だから入手機会も限られているのよね……セラフィナが使っている盾も、とても貴重なものだと思うんだけど」

「八番区では、入門用の木製などの大盾が売られてはいます。しかし私も、六番区に上がるときまで盾の更新ができず、かなりの苦戦を強いられました。仲間と協力することで、辛うじて八はつ方ぽう塞ふさがりにはならなかったのですが」

　セラフィナさんもギルドセイバーになるまで、探索者として活動していた。以前のパーティはどうしているのかが気になるが、今は時間も限られているので聞かずにおく。

「セラフィナさん、その盾は使えそうでしょうか」

「はい、私が持っている盾よりは物理防御が少し落ちますが、それは技能で補うことができると思います。『シールドパリィ』は成功さえすればほとんど被害を受けなくなりますので……ですが、よろしいのですか？　これほど貴重な盾を貸し出していただくなど……」

「これも、作戦の一環です。セラフィナさんが対応できる攻撃が増えれば、それだけ被害は減ることになります。『盾役』と言われる役割の人が、ケガをしていいわけではないですから」

「……ありがとうございます。この盾に懸かけて、必ず与えられた役割を果たしてみせます」

　セラフィナさんが装備を交換し、彼女が使っている『震える塔の盾＋３』を倉庫に預けておく。運用の負担を軽減する『筋力上昇』の効果を持つ盾だが、重量が非常に重いため、『鏡甲の大盾』と扱いやすさは変わらないらしい。

「『シールドスラム』などの威力は下がりますが、私に求められる役割は『受け』を起点としてチャンスを作ることかと思いますので、問題はないかと考えます」

　俺が事前に考えていたことに近いことを言われて、もう何も言うべきことがない──彼女と一緒に戦ってすでに分かっていることだが、パーティに加わって即座に活躍してくれるというのは、頼りになることこの上ない。

「後部くん、敵に物理と魔法のどちらが効く状態かを見極めて、適切な攻撃をするのよね。可能な限り、確実にできた方がいいと思うんだけど……」

「そうね……それと、『クリエイトゴーレム』の対策をしておかないと。放置しているうちに、勝手に召喚系の技能を使い続けたりしていないといいけど」

「『名前つき』の中には、標的がいなければ敵対活動をしない魔物がいます。『巨大蟹』は、私たちが撤退したところで追跡をやめ、姿を消していました。おそらく、標的が近づかなければ再度出現することはないでしょう」

　砂浜が『サンドシザーズ』で埋め尽くされている光景はぞっとしないが、セラフィナさんの言う通りならその危険性はない。

　しかし、エリーティアの親友が捕まったという『赫かく灼しやくたる猿えん侯こう』は、捕らえた探索者を従えて今も迷宮の中で活動している──知能が高く強力な魔物は、一度撤退したパーティを迎え撃つために、人間と同じように策を使ってくる可能性は高い。

「『巨大蟹』は、戦いが始まればいずれ『クリエイトゴーレム』で仲間を増やすだろう。それと、あの砂浜は『同盟』が狩った蟹かにの遺い骸がいが至るところにある……昨日きのうまでに狩られた蟹は素材として持ち帰ったんだろうが、今日の分は残されている。『ネクロブレイク』には気をつけないといけない」

「『ゴーストシザーズ』が狩られた数は、百体ではきかないでしょうしね……『クリエイトゴーレム』を使うには『ゴーストシザーズ』の魂が必要だけど、ほとんど無制限だと考えたほうがいいわ。数を増やしすぎる前に、短期で決着をつけないと」

「一回も召喚させないくらいが理想だが、そうはいかないだろうな……そうすると『ファントムドリフト』を使われて、俺たち後衛が狙ねらわれるリスクが出てくる」

『巨大蟹』の動きは普段こそ速くはなく、攻撃時にも予備動作がある。しかし『ファントムドリフト』を発動した後は、長い足を高速で動かして、曲がる時もドリフトのように砂を巻き上げて失速がほとんどなくなる。

　しかし、でたらめな動きだと弱音を言っては戦いにならない。エリーティア、五十嵐さん、テレジアは回避手段を持っているが、俺とミサキ、スズナ、メリッサはそういった手段を持たない──そこで、考えられる対策が一つある。

「『デミハーピィ』……アリヒト、そういうことね」

「ああ。それと、砂地でも速く動けるメンバーはシオンがいる。元から動きが速いが、シオンは防具に『速度上昇』の効果がついているから、足場の悪さが関係なくなってるみたいだ」

「バウッ」

『ハウンド・レザーベスト』を強化したことが、土壇場で効いてくる──他の装備も、自覚せず効果が出ているということはあるだろう。

「……リーダー、私が敵のどこかを破壊する役目を担当するなら、速く動けた方がいい。シオンに乗って移動できるといいと思う」

「あっ、メリッサさんがお兄ちゃんのことリーダーって呼んでる。リーダー、作戦を実行する前にお花を摘みに行ってもいいですか？」

「それは後でだな……重要だが、緊張感を削そぐ発言はほどほどに頼む」

　迷宮の中ではほとんどそういう話は出てこないが、みんな言わないようにしているだけだろうか──と、それはまた後で気にするべきことだ。

　メリッサはシオンに騎乗することで『ライドオンウルフ』という技能を使っていたし、コンビネーションについては問題ない。彼女に担ってもらう役割を考えると、デミハーピィより瞬発力のあるシオンと組んでもらうのが最適だ。

「俺たちは『デミハーピィ』の力を借りて、敵の攻撃が届かないような位置取りをする。空への攻撃に対しては……」

「『バブルレーザー』は、私が『プロヴォーク』を使って敵対度を上げ、地上に注意を向けさせることで、使用を控えさせられると思います」

「……すみません、セラフィナさん。一番リスクが大きな役割を頼んでしまって」

「いえ、それが私の職の存在意義でもありますから……あまりご遠慮なさらないでください。前衛の皆さんが協力することで、攻撃を散らすこと、一人一人の危険を減らすこともできるでしょう」

「ええ、それは任せておいて……できるだけ引きつけるから。でも、アリヒト……何度か攻撃の機会を作って、『連携』を入れることができたとして、それで倒しきれなかったら……」

「あれだけ大きいと、弱点の部分を攻撃しないとあまり効かないっていうこともあるんじゃないかしら」

「それについては、俺が新しい技能を取ろうと思っています。それを使えば、狙った場所への集中攻撃ができると思います……弱点の一つは『蟹』の口ですが、他にも可能性のある場所があります。俺が『ムラクモ』を使って、奴やつの鋏に入れたヒビ。そこは脆もろくなっていると思いたいですが……」

『支援攻撃１』による固定ダメージだけでは、敵を倒しきるだけの威力を得ることが徐々に難しくなってきている。

　数値として表示されない個々の攻撃の威力を最大限に発揮する。しかし、ただ打撃を与えて倒すということだけを目指すわけではない──今回に限っては。

「可能な限り弱点を狙う、それも重要なことですが。もうひとつ、今回は事前に準備ができるからこそ試せる戦法があります」

「……っ、アリヒト、『そういうこと』……？」

「えっ……エリーさん、後部くんの考えてることが分かるの？」

　エリーティアも、『あれ』を入手したときから考えてはいたのだろう。

『即死攻撃』を使うのは、敵だけというルールはない。こちらも、可能であれば狙っていくべきだ──貴重な武器が壊れるかもしれないというリスクはあるが、今回は確実に勝ちに行く。

「『フォビドゥーン・サイス』……即死耐性のある魔物も多いから、ずっと使える戦法ではないけど。物理攻撃が効くときの『無慈悲なる断頭台』には、通じるかもしれない。『クリティカル時に敵を倒すことがある』の可能性は、元々はそれほど高くないと思う……でも、私たちにはミサキがいる」

「ふぁぁ……こ、ここにきて、私に一世一代のビッグウェーブが……！　お兄ちゃん、上う手まくいったらお休みと遊びをください！」

「焦りすぎて何か混ざってるわよ……でも、その意見には私も賛成ね。マドカちゃんも、いつも残って仕事をしてると、退屈なこともあるでしょうし」

「わ、私は……皆さんが、無事に帰ってきてくだされば、それだけで嬉うれしいです。でも、少しだけ……」

「……エリーティア、少しだけいいか？」

「ええ……これ以外にない方法で、みんな協力して先に進もうとしているんだもの。それで嬉しい出来事がないなんて、寂しいでしょう」

　ミサキは冗談のつもりで言ったようだったが、好意的に受け入れられて戸惑っている──だが嬉しそうだ。マドカも同じで、やはり留守番は寂しいのだろう。

「……私が『フォビドゥーン・サイス』を装備して……どうすればいいか、教えて」

　次の行動が確実に成功する、ミサキの士気解放『フォーチュンロール』。それを発動させたあと、メリッサの最初の行動──通常攻撃でクリティカルを発動させる。

『クリティカル時に敵を倒す』という部分に『フォーチュンロール』の効果が発揮されれば、あの飛び跳ねる重戦車のような強敵を、理論上は一撃で倒すことができる。

「そのような武器まで入手されていたのですね……そして、全員が同じ方向を向いている。このようなパーティだからこそ、『新星』と呼ばれているのですね」

　セラフィナさんの賛辞を受けて、みんなが顔を見合わせて照れ笑いをする。俺も心から思う──このメンバーでパーティを組むことができて良かったと。

　事前の対策は済んだ。俺たちは装備を整え直し、マドカも倉庫を出て迷宮の入り口までは一緒に向かった。

「…………」

「……あっ……だ、大丈夫です。ありがとうございます、テレジアさん」

　テレジアはマドカが緊張していることを察したのか、二の腕のあたりにぺたぺたと触れる。それを見ながら、俺は思う──この正念場を、必ず乗り越えてやろうと。





七　雨と落陽






　再び『落陽の浜辺』まで戻ってくる。他の探索者は侵入禁止とされているが、警戒対象となっている魔物と交戦した俺たちは、中に入ろうとしても止められることはなかった。

「皆さん、どうかくれぐれも気をつけて頑張ってください……っ！」

「ああ、見送りに来てくれてありがとう。マドカも宿舎に戻るときは気をつけてな」

「はい、大丈夫です。一人でも、道に迷ったりしません……あっ、こ、これは、違うんです、泣いてるわけじゃなくて……っ」

　少し涙ぐんでいるマドカを見て、みんなが彼女の周りに集まる。それぞれに励ましの声をかけて、無事に帰ってくると改めて伝えていた。

「セラフィナ隊長自ら、迷宮に潜られるんですね……私達も本当なら、協力できれば……」

「いや……今回のように侵入制限を敷かれている状態で、個人的にパーティに参加すれば罰則を受ける可能性がある。私のことは気にせず、ここで諸君らの任務を果たしてほしい」

「……了解しました。どうか、胸を張って戻ってきてください。もし罰則があったとしても、私たちにとって隊長は誇りです。ご健闘を祈ります」

「うん。アデリーヌにもよろしく頼む……今生の別れというわけではないが、彼女には色々と心労をかけた。皆とも慰労の機会をと思いながら、なかなか席を設けることができず……本当にすまない」

　セラフィナさんが部隊でもよく慕われているということは、彼女たちのやり取りを見れば良く分かった。

「後部くん、もしセラフィナさんが上司だったら……とか考えてる？」

　五十嵐さんは俺の様子を見て、どうも憧あこがれの視線で見ているかのように思ったらしい。

「私もあんなふうに、部下の人たちを労う言葉をかけられてたら……」

「いや、そんなことは……五十嵐さんは十分、課のみんなを鼓舞してくれていましたし。ただ、セラフィナさんにも作戦会議に参加してもらっておいて何ですが、本当にいいのかと少し考えてしまって」

「ギルドセイバーの人たちも、セラフィナさんに居てほしいわよね……でも、彼女は私たちのパーティに参加してくれた。そのことに、感謝しないとね」

「はい。セイバーチケットも本当はすぐに回収するところを、『任務が無事に終わったら』と言ってくれましたし……」

　どうすれば彼女のしてくれたことに報いられるのか。それを考えることもまた、無事に戻ってからするべきことだ。

　そして俺は気がつく──ギルドセイバーの隊員の一人が、何かセラフィナさんに言いたそうにしながら、話しかけられずにいる。

「あの、すみません。どうされました？」

「っ……あ、あの。一つ、隊長に報告させていただきたいことが……」

「報告……？」

　セラフィナさんも気がついてこちらにやってくる。隊員の女性は背筋を正して、セラフィナさんだけでなく俺にも話をしてくれた。

「先ほど、連絡がありまして……事態の緊急性を鑑みて、ギルドセイバー本部から『三さん等とう竜りゆう尉い』の方が派遣されると決定が下りました。現着は六番区での任務終了後の予定ですが、やはり数日はかかる見込みとのことです」

「三等竜尉の方が……そうか。レベル８の『名前つき』に対して出動するとは、やはり七番区自体の停滞を重く見られているのか」

「以前から問題になっているとは聞いておりましたから、おそらく今回のことを契機に、介入が行われるのではないかと思います」

　七番区の問題──停滞という言葉から推測するに、六番区に上がることを諦あきらめた探索者の多さについてのことだろう。

　時間制限はあと数時間ほど──見込みより大幅に早く『三等竜尉』が到着することに期待して、ギリギリまで待つという選択はできない。

「そうか……報告に感謝する。他にも何か聞いておくことはあるか？」

「は、はい……実は……私たちが侵入規制を完全に敷く前に、迷宮に入った者がいるようです。申し訳ありません」

「……分かった。迷宮の中で遭遇次第、脱出するよう勧告する。どのような姿かは見ていないのだな」

（……おそらく、グレイだ……だとしたら、どこかで仕掛けてくる。『緑の館』で話したあと、すぐに迷宮に戻ってきたのか？　俺たちに意趣返しをするために）

「それは、集団で迷宮に向かったということではなかったの？」

「は、はい……一人だけだったそうです。私たちがまだ配置についていなかった逆側から侵入し、隊員が気づいたときには迷宮の入り口に消えていくところだったそうです」

　エリーティアの質問に隊員が答える。何らかの方法でレベルの高いギルドセイバーの追跡を逃れ、迷宮に入った──そこまでする人物が、やはり他に思い当たらない。

「探しても簡単には見つからないでしょうね……警戒はしておかないと」

「ああ。勝った後で何かしてくるとしたら、『巨大蟹がに』を倒したあとも気は抜けないな」

「この状況で何かしてくるなんて、無謀なことをするのかしら……いえ、あの人だとしたらしてきそうね」

「外にギルドセイバーの人がいるので、悪いことしても逃げられないんじゃないですか？　パーティにはセラフィナさんもいますし」

　俺もミサキの言う通りだと思うが、ベルゲンたちのようにカルマが上がらない方法を使われることもありうる──と、身構えてばかりもいられない。

「……アトベ殿、侵入した人物に心当たりが？」

「確実とは言えませんが、可能性はあると思っています。『同盟』の一人が、俺たちをあまり良く思っていない状況なので」

「そうですか……その人物には、物申したいこともありますが。考えなしなことはしないと思いたいところですね」

　グレイは『無慈悲なる断頭台』を前にして、完全に戦意を喪失していた。あえて砂浜に出向いてまで、俺たちの足を引っ張ろうとすることは考えにくい。

「……きっと、彼はあの岩壁の道を通れません。砂浜で狩られた魔物の霊たちが一番憎んでいるのは、自分だと分かっているはずです」

　霊の存在を感知できるスズナが言うなら、その意見は信頼できる。グレイにも想像力があるなら、自分のしたことも『無慈悲なる断頭台』が現れた一因だと理解しているだろう。

「いずれにせよ、俺たちはやれることをやるだけだ。みんな、気をつけていこう」

「「「はいっ！」」」

　歩き始めると、自然に隊列が形成されていく。一番前を行くセラフィナさんは、迷宮に入る間際に少しだけ後ろを気にした──俺も振り返ると、警備に当たっている隊員たちが、全員揃そろって敬礼姿で見送ってくれていた。

「まったく……任務外ではあのようなことはするなと言っているのですが」

　そう言うセラフィナさんだが、微笑みを浮かべている。皆も気が引き締まったようで、それぞれにいい顔をしていた──誰一人恐れずに、先に進むことができている。




　迷宮内の時刻が、外とはずれている──俺たちが目にしたのは、夕焼けの色に染まる空と平原だった。

　まず、周囲の安全を確認して『士気解放』が使えるように準備をする。四十分ほどかかるところを、一度目の侵入で全体的に士気が上がっていたため、三十分でメリッサ以外の士気を１００にすることができた。

「よし……これでメリッサの士気も１００になる。みんな、準備はいいか」





　◆現在の状況◆




・アリヒトが『支援高揚１』を発動　→パーティの士気が10向上






「……アトベ殿に言葉をかけられるたび、士気が……応援系の技能は、専門職の方なら持っていることもあると聞きますが」

「お兄ちゃんに応援されると、不思議と気力充実、やる気１１０パーセント！　くらいになるんですよね」

「ミサキちゃん、それだとちょっとだけしか増えてないような……」

　士気が高い状態で得られる恩恵は大きいので、常に１００にしておくに越したことはないのだが──戦闘をはさまずに同じ場所で支援高揚を使うと、士気の上がり幅が減ってしまうようだ。装備の補正で12上がるはずが、10ずつしか上げられなかった。

　いずれにせよ、これで準備は整った。『デミハーピィ』を召喚し、俺とミサキ、スズナを運んでもらうように頼む──彼女たちは足で俺たちの身体からだを挟み込んでくれるのだが、華きや奢しやな見た目のわりに鷲わしか何かのように力が強く、がっちりと固定してくれる。

「デミハーピィを調教テイムして、このように戦力にするとは……アトベ殿のパーティが用いる戦術の多様性は、他のパーティも参考にしたいところでしょう」

「魔物はレベルが上げにくいし、飼うにもお金がかかるから、資金に余裕のあるパーティしか人型の魔物は調教しないでしょうね」

「倒さずに捕獲することも、とても難しいことです。気絶させる技能を使っても、同時に打撃を与えて倒してしまうこともありますから」

　デミハーピィと一緒に落下し、シオンに受け止められた時のことを思い出す──そして、シオンの母犬のアシュタルテのことも。彼女の威嚇がなければ、最初のデミハーピィを捕獲することはできなかった。

「でも……後部くん、羽根の生えた女の子に足でカニばさみされてるみたいね……」

「私達もそうなので、それは言わない約束ですよー。それにカニじゃなくて、今は鷲わし摑づかみって言ってください」

「蟹かにと戦う前だものね……ふぅ。ミサキがいると緊張しなくていいのは助かるわね」

　士気が上がるほどに張り詰めた糸のようになっていたエリーティアだが、程よく肩の力が抜けたようだ。

　メリッサは『フォビドゥーン・サイス』を背負ってシオンに跨またがり、突入前に手て筈はずを最終確認する。

「侵入した直後に、『バブルレーザー』で狙ねらわれることも考えられます」

「それなら、私が『ブリンクステップ』で……」

「純粋な魔法攻撃は、『ブリンクステップ』の回避の対象にならない可能性があるわ。私なら、撃たれても反応できると思うけど……」

「いえ。新しい盾の性能を鑑みて、私に任せていただいて大丈夫です」

　セラフィナさんの全身から、闘志が立ち上っているかのように見える──彼女が大丈夫だと言うなら、信頼して任せられる。

　岩壁の間の通り道の向こうは、逆光で見えない。セラフィナさんが確実に敵の攻撃を受けてくれるならば、突入直後に目が眩くらんで撃ち落とされるなんて事態は避けられる。

「『恐怖』避けの技能をかけるわね。『ブレイブミスト』！」

「ありがとうございます、キョウカ殿……では、行きます……！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『セラフィナ』

・『キョウカ』が『ブレイブミスト』を発動

・『セラフィナ』が『防御態勢』を発動

・『セラフィナ』が『怒ど涛とうの進撃』を発動　→防御中の移動速度が上昇






「──はぁぁぁぁっ！」

　自分の身体より大きな盾を構えたまま、セラフィナさんは信じ難い速度で猛進していく──そして彼女が進む先に、巨大な姿が突如として亡霊のように浮かび上がる。





　◆遭遇した魔物◆

　★無慈悲なる断頭台：レベル８　耐性変動　地形効果：恐怖　ドロップ：？？？






「受ける……この盾で……！」





　◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『プロヴォーク』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』の『セラフィナ』への敵対度が上昇






　セラフィナさんの身体が淡い光に包まれる。自分の持てる限りの技能を使い、そして狭い道を抜ける瞬間に、巨大蟹は侵入者を迎撃するように、岩壁を抉えぐる威力を持つ高圧の水流を吹き出してきた。

「……グワララララララ……！！！」





　◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動

・『★鏡甲の大盾』の特殊効果が発動　→『セラフィナ』の魔法防御力が大きく上昇

・『セラフィナ』が『ディフェンスフォース』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』が『バブルレーザー』を発動　→『セラフィナ』に命中　ノーダメージ






　セラフィナさんの盾が、一瞬大きくなったように見えた──ロランドさんのパーティを壊滅させたと思われる攻撃は、彼女の盾に押し止められ、飛び散った水が雨のように降り注ぐ。

「──行くわよ、みんなっ！」

「ええっ……！」

「……！」

　エリーティア、五十嵐さん、テレジアが駆け抜けていく──セラフィナさんはさらに『怒涛の進撃』で進み続け、前衛の位置を維持する。

「俺たちも行くぞ……っ！　ヒミコ、頼む！」

「お願いします、アスカさん！」

「行きますよー、ヤヨイちゃん！」

「──私達も……っ！」

「ワォォーンッ！」

　デミハーピィたちは力いっぱい翼をはためき、降り注ぐ霧雨の中で、地上を走るシオンと同時に砂浜の上空に飛び出す。

　──一瞬、息が止まるほどの景け色しき。戦いで来たのでなければ、言葉もなく見つめていただろう。

　高い岩壁で平原と隔てられた、広大な白い砂浜。水平線に沈みゆく夕日を浴びながら、『無慈悲なる断頭台』は巨大な鋏ハサミを掲げていた。








第五章　死神と紅の剣士










一　好機






　一度目の戦いと同じように、最初は実体化した状態で、物理攻撃が通る──だが、簡単に近づかせてはくれない。

　セラフィナさんは魔法防御を高めた代わりに、あの巨大な鋏による攻撃を完全に防ぎ切ることはできない──エリーティアが加速して一度前に出ると、『無慈悲なる断頭台』の標的は、『挑発プロヴオーク』をかけたセラフィナさんとエリーティアの二人になる。

「──散開するわよ、キョウカ、テレジア！」

「了解っ！」





　◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ソニックレイド』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』の攻撃　→『エリーティア』が回避






　エリーティアが引きつけ、袈け裟さ斬りのように振り下ろされた大鋏を回避する──巻き上がった砂すな埃ぼこりの中で、テレジアと五十嵐さんはカウンターを入れられる距離に位置取りをしている。

（ここで『スタン』か『混乱』を入れて、メリッサの即死攻撃を入れられるか……っ、いや……！）





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』の特殊行動　→『ゴーストボディ』を発動　耐性変化：物理無効






（──『ファントムドリフト』以外でも耐性を変えられるのか……！）

　初手で即死攻撃を入れられるという期待も、エリーティアを起点とした連携で打撃を入れるという見込みも外される。

　──だが、隙が生じていることに変わりはない。今の実体化していない状態では効くかどうか分からないが、ここに来るまでに新しく取得した技能を使う。

（『支援統制コントロールターゲツト』……！）





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』の『鷹たかの眼め』により『★無慈悲なる断頭台』の弱点を看破

・『アリヒト』が『支援統制１』を発動　→パーティメンバーの標的を誘導可能






（やはりそうか……ムラクモで付けたあの傷も弱点になってる……！）

「──テレジア、五十嵐さんっ！　魔法攻撃で連携します！」

「「っ……！」」

　狙ねらうのは状態異常──一度通じている『混乱』を狙う。『サンドシザーズ』にスタンが通っているが、行動を鈍らせられるならどちらでも構わない。

「──『支援連携チエインサポート』……『射撃起点連携シユーテイングクロス』！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援連携１』を発動

・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・ヒュプノス』

・『テレジア』が『アクティブステルス』を発動中

・『アリヒト』が『フォースシュート・ヒュプノス』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　弱点攻撃　怯ひるみ　連携技一段目

・『テレジア』が『アサルトヒット』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に対して攻撃力２倍

・『テレジア』が『アズールスラッシュ』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　『アクティブステルス』解除　連携技二段目

・『キョウカ』が『スパイラルサンダー』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　感電付与　連携技三段目

・『支援攻撃２』が２回発生　→『★無慈悲なる断頭台』が混乱に抵抗

・連携技『フォース・アズール・スパイラル』　→『★無慈悲なる断頭台』が混乱　感電継続






　空中から黒いスリングを引き絞って放った魔力弾を、ただ一点を目掛けて放つ──巨大蟹がにの姿は視認しづらくなっているが、『鷹の眼』で弱点を見抜いた後ならば、それは狙ねらいを妨げる要素にはならなかった。

　鋏を振り上げようとしたところに着弾し、巨大蟹の動きが一瞬止まる。

「っ……！」

「──やぁぁっ！」

　その瞬間にテレジアが青い炎をまとう剣で切りつけ、さらに五十嵐さんが雷を纏まとったクロススピアで突きかかる。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』の甲殻が破損　→防御力低下　状態異常解除






「──グワララララ……!!」

「……鋏が、割れた……！」

　エリーティアが声を上げる──鋏に入ったヒビが広がり、自重を支えきれなくなった鋏は一気に割れて、半分ほどを残して破壊された──割れて落下した部分は実体化し、鋏の先端が砂に突つき立つ。

（魔法攻撃が通じる状態で、大きな打撃を与えた……前回なら、ここで実体化していた。しかし、奴やつは『パターンに嵌はまらない』可能性がある……！）

「リーダーッ……！」

「お兄ちゃんっ、今だと思うんですけどっ……！」

「──まだだっ！」





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『ファントムドリフト』を発動　→速度上昇






（やはり……奴は分かってるんだ、即死効果のある武器を持ってきたことを……！）

「メリッサ、確実に当てられるまで『待って』くれ！」

「っ……分かった……！」

　巨大蟹の二つの目が不規則に動く──片方の目は空中へ、もう片方の目は地上へ。

「ピィッ……！」

　直後、デミハーピィが小さく悲鳴のような声を上げる──言いようのない悪寒を覚えた俺は、直感に任せて叫ぶ。

「──みんな、散開しろ！　ミサキ、スズナ、全力で退けっ！」

「はいっ！」

「は、はいぃっ……！」





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『スカイハイ』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』が『タイフーン』を発動　→風による範囲攻撃






「──うぉぉぉっ……!!」

　空中の俺たちを脅威と見た──そして巨大蟹が飛び上がると同時に、その身体からだから激しい風が巻き起こる。

「「きゃぁぁぁっ……！」」

（ふざ……けるなっ……奴は、一体どれだけの技を……！）

　デミハーピィは俺たちを落とさないように耐えてくれるが、巨大蟹の巻き起こした風が肌に傷をつける──スーツが裂け、薄く滲にじんだ血を見れば、仲間たちも傷を負ったことは明白だった。

　蟹かにの背中の一点が光っている──この風を起こす攻撃も、ロランドさんの技能を盗んだものなのだろう。事前にロランドさんの技能を全すべて把握できていればと悔やむが、知っていたとしても空中で距離を取ると選択した以上、完全に回避するのは難しい。

「──ピ、ピィッ……」

「ヒミコ、まだ飛べるか……!?」

「……ピィッ！」

　気力を振り絞るような返事──空中で二つの技能を続けることはできないのか、巨大蟹はそのまま落下していく。しかし実体化していない蟹は、着地の衝撃を全く受けることがない。

「ミサキ、スズナ、大丈夫か!?」

「は、はい……警告していただいたおかげで、なんとか……」

「むきゅー……錐きり揉もみ状態で、目が回ってますぅ～……」

　空中でも二人の後ろに位置取るべきだった──今からでも後ろに回り、支援回復を発動させる。

「っ……速い……でも、それじゃまだ届かないわ……！」





　◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ソニックレイド』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫さらう鎌』を発動　→『エリーティア』が回避

・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫う鎌』を発動　→『エリーティア』が回避






　標的にされたエリーティアは、常に横に回り込みながら攻撃してくる巨大蟹の猛攻を回避し続ける──『切り返し１』を発動するのなら『支援攻撃１』で多少の打撃を入れられるが、今は割り込む余地がない。

（物理攻撃が通る状態になりさえすれば……どうすればいい……！）

　俺は『どちら』を選ぶべきなのか、この場面まで判断できずにいた──不可逆な二択は、後の攻略に響く可能性もある。

　しかし、そんなことを言ってはいられなくなる──『無慈悲なる断頭台』は、ついにテレジアと五十嵐さんにも標的を定め、狙ねらい始めた。

「くっ……！」

「──!!」





　◆現在の状況◆




・『テレジア』が『蜃しん気き楼ろう』『シャドウステップ』を発動

・『キョウカ』が『イベイドステップ』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫う鎌』を発動　→『テレジア』が回避

・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫う鎌』を発動　→『キョウカ』が回避

・『キョウカ』の回避率が上昇






「テレジア殿、キョウカ殿……っ！」

　盾役のセラフィナさんに攻撃を集中させないために、三人は全力で敵の注意を分散させる──だが、敵の速度についていくことが精一杯で、反撃の糸口が摑つかめない。空中からの支援をしようにも、巨大蟹は常に前衛の誰かを巻き込むような位置に動き続けている。

「速い……でも、まだかわせる……！」

　五十嵐さんの動きもまた、加速していく──彼女が自信をつけていくのが分かる。

　このままずっと回避し続けられると思ったそのときだった。

「キョウカ、危ないっ……！」

「──五十嵐さんっ!!」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『キョウカ』

・『★無慈悲なる断頭台』が『ネクロブレイク』を発動

・『ゴーストシザーズＪ』が爆発　→『キョウカ』に命中　『★無慈悲なる断頭台』が体力吸収






「きゃぁっ……！」

「……ッ!!」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』の『ヴァリアブルクロス＋４』が破損






『ゴーストシザーズ』の遺い骸がいが、不運にも五十嵐さんの至近距離にあり、魔力の光を放ちながら爆砕した。

『保護のネックレス』の装備破壊を防ぐ効果でも、防御しきれない──五十嵐さんの鎧よろいの半分ほどが吹き飛び、彼女自身もダメージを負う。

「よくも……っ！」

「──エリーさん、駄目っ！」





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫う鎌』を発動　→『エリーティア』が回避






　激げき昂こうしかけたエリーティアを、五十嵐さんが制する──エリーティアは最後の一歩を踏み込まず、後ろに跳躍して鎌を避ける。

「痛っ……これくらいのことで……っ」

「──!!」

「キョウカッ！」

　テレジアとエリーティアが五十嵐さんを助けようと動く──そこを巨大蟹が突ついてくる前に、セラフィナさんが立ちはだかった。

「──グワラララララ……!!」

「──アトベ殿っ、支援を頼みます！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『セラフィナ』

・『セラフィナ』が『不動の呼吸』を発動　→カウンター確率が上昇

・『セラフィナ』が『仁王立ち』を発動　→『セラフィナ』に対するノックバックが無効化

・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動

・『★鏡甲の大盾』の特殊効果が発動　→『セラフィナ』の魔法防御力が大きく上昇

・『★無慈悲なる断頭台』が『魂を攫う鎌』を発動






　心臓が止まる思いだった──ロランドさんの防御をすりぬけた『鎌』を魔法攻撃だと推測したが、それが外れている可能性がゼロとは言えなかったからだ。

　セラフィナさんの盾に向けて、鎌は振り抜かれる──もう後戻りはできない。

　そして盾に鎌が触れた瞬間、物質同士がぶつかり合う時とは全く違う種類の衝撃が走る──巨大蟹の鎌が、音を立てて弾かれる。

「──はぁぁぁっ！」





　◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『シールドパリィ』を発動　→『魂を攫う鎌』を無効化　『★無慈悲なる断頭台』が一時行動停止






「やった……っ！」

「凄すごい……セラフィナさん、あの鎌を……！」

　窮地からの起死回生の防御により、反撃の『起点』が生まれる。

　ダメージを受けた五十嵐さんも、テレジアも攻撃態勢を整えている──そして、メリッサも狙ってくれているはずだ。ここから巡ってくる可能性がある、千載一遇の好機を。





二　紅の華






　セラフィナさんの防御を起点とした連携──その指示を出す寸前に、五十嵐さんが破損した鎧に手を当てるのが見えた。

（五十嵐さん、何を……っ、そういうことか……！）

「テレジアさん、お願いっ！」

　五十嵐さんが声を張る──テレジアはセラフィナさんから続く、連携の『二段目』を入れるために、剣を携えて駆ける。

「スズナ、『言霊』を取得してくれ！」

「はいっ！」

　迷いない返事──新たな技能を取得するというスズナの意志に応こたえて、彼女の持つライセンスが光を放つ。

「──邪悪なる者を打ち払う神字よ、その力をここに宿し給え！」





　◆現在の状況◆




・『スズナ』が『言霊』を発動　→『アリヒト』の武器に神聖属性を付加






　構えた黒いスリングに、白い文字が浮き上がる。

　今の物理無効状態の巨大蟹がにには、神聖属性の攻撃が効果的だと睨にらんだ──『ゴーストシザーズ』の『名前つき』であり、『ファントム』と名の付く技を使うのだから。

　吉と出るか、凶と出るか。『魔法攻撃しか通じない状態』で大きな打撃を与えれば実体化するという読みが外れれば、即死攻撃に頼らずに戦うしかない。

（今まで主力にしてこなかった魔法系の攻撃で、脅威になる威力を出せるか……やるしかない……！）

「『支援連携チエインサポート』……『防御起点連携デイフエンスライン』！」

「っ……!!」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援連携１』を発動

・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・スタン』

・『アリヒト』が『フォースシュート・ヒュプノス』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　連携技一段目

・『テレジア』が『アズールスラッシュ』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　弱点攻撃　ノックバック小　魔力燃焼　連携技二段目






　テレジアは指示が無くとも弱点を狙ねらいに行った──一度『支援統制コントロールターゲツト』を使った後なら、どこが効果的なのかは各人が把握している。

　青い炎に包まれ、巨大蟹が燃え上がる──行動停止状態からさらに怯ひるんで、ノックバックが発生して後ろに下がる。

　三段目を入れるために、五十嵐さんは既に間合いを詰めている。そこで俺は、彼女が何をしようとしていたのかという予想を確信に変えた。

「──『魔装転換エーテリアル・フオーム』！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『魔装転換』を発動

・『キョウカ』の武器が『★アンビバレンツ』に変更

・『キョウカ』の鎧が『エーテリアル』状態に変化　→性能回復　速度上昇　魔法防御上昇






「へ、変身っ……変身ですよ、お兄ちゃんっ！」

　五十嵐さんもそんなふうに効果が出るとは思っていなかったと思うが、魔力で壊れた部分の装備が補われ、さらに背中の部分に羽根のようなものが追加されている。

　ダメージを受けた分だけ威力を増す、双頭の槍やり。それを振るって繰り出されるのは、彼女がいずれの槍を使っても繰り出せる、魔法属性を持つ攻撃だった。

「──迸ほとばしりなさい……っ、『ライトニングレイジ』！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『ライトニングレイジ』を発動　→『★無慈悲なる断頭台』に命中　弱点攻撃　感電付与　連携技三段目

・『ライトニングレイジ』の追加攻撃　→『★無慈悲なる断頭台』に三段命中　弱点攻撃

・『支援攻撃２』が５回発生　→『★無慈悲なる断頭台』がスタン　弱点攻撃　スタン継続

・連携技『フォース・アズール・レイジ』　→『★無慈悲なる断頭台』のスタン延長　弱点攻撃　感電継続






　青い炎に包まれた巨大蟹。五十嵐さんは奥の奥まで踏み込み、その口を狙ねらって槍を突つき込んだ──稲妻が炸さく裂れつするが、周囲に敵がいないため、拡散するはずの追撃が全すべて巨大蟹を標的として、さらに威力が跳ね上がる。

（これでいけるか……エリーティアにさらに重ねてもらうか……！）

　五十嵐さんの『戦せん霊れい』を使えば瞬間的な打撃は上がるが、『支援連携１』では三人の連携までしかつなげることができない──ただ手数を増やすよりは、ここは連携での最大打点を狙いたかった。

　そして全員が、その結果を見届ける。巨大蟹が透けていることで見えていた、向こう側の景け色しきが見えなくなる──。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が実体化　→魔法無効　状態異常解除






　青い炎に包まれ、さらにスタンしていた巨大蟹は、ついに実体化する。

「……グワラララララ……!!」

　まだ体力は十分に残っている──そう主張するように、巨大蟹は壊れた爪と鎌を振り上げる──しかし。

「──今だ、ミサキ、メリッサ！」

「メリッサさん、お願いしますっ……！　士気解放、『フォーチュンロール』！」





　◆現在の状況◆




・『ミサキ』が『フォーチュンロール』を発動　→次の行動が確実に成功






　メリッサはどこにいるのか──少なくとも、巨大蟹の正面側にはいない。

　しかしセラフィナさんの視線が、メリッサの位置を教えてくれた。彼女はずっと待ち続けていたのだ──『待ち伏せ』の技能を取得し、発動して。

「──仕留める……っ！」





　◆現在の状況◆




・『メリッサ』の攻撃　→『待ち伏せ』の効果が発動　『★無慈悲なる断頭台』に命中




　クリティカル






　空中から辛うじて、巨大蟹の背後に回っていたメリッサが禍まが々まがしい形状の大鎌──フォビドゥーン・サイスを振るうところが見えた。

　時間が止まったようだった。即死効果が発動するのか否か、祈るような瞬間が過ぎ、そして──。





　◆現在の状況◆




・『★フォビドゥーン・サイス』の特殊効果が発動

・『★無慈悲なる断頭台』に一撃死の効果

・『★無慈悲なる断頭台』を１体討伐






「──グワ……ラララ……ラ……」

　あれほどの猛威を振るった巨大蟹が、沈む──地響きのような音を立てて、その長い足が力を無くし、巨大な胴体が崩れ落ちる。

「やった……っ、やりましたよ、お兄ちゃんっ！」

　ミサキの喜ぶ声が聞こえる──五十嵐さんとテレジアが、こちらを振り返って見上げる。

　だが、俺と何人かは気がついていた。

　認めたくはなかった──この作戦を成功させてなお、戦いが続くなんていうことは。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる断頭台』が『リーンカーネイト』を発動

・『★無慈悲なる断頭台』が『★無慈悲なる葬送者』を召喚






『それ』は、動かなくなった巨大蟹の前方に、忽こつ然ぜんと姿を現した。

　蟹かにの甲殻を纏まとった、巨大蟹の化身のような人型の存在。大きさは比較にならないほど小さくなったというのに──その強さはおそらく巨大蟹を上回っていると感じられる。





　◆遭遇した魔物◆

　★無慈悲なる葬送者：レベル９　ドロップ：？？？






「ア、アリヒトさんっ……あれは……」

「──来るぞっ！」

　猶予を与えず、奴やつは動き出していた。腕を覆う甲殻の外側に備えた刃を閃ひらめかせ、最も近くにいたテレジアを狙う。

「──ッ!!」

「させないっ……！」

「エリーティアッ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『エリーティア』

・『★無慈悲なる葬送者』の攻撃　→『エリーティア』が防御






　反応できないテレジアを庇かばい、エリーティアが剣で攻撃を受ける。体格はそれほど変わらないのに、エリーティアは後ろに押される──そして。

『切り返し１』で反撃を試みようとしただろう、その一瞬前に、敵は違う側の腕を閃かせていた。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』が『ファントムブレード』を発動　→『エリーティア』に命中






「──うぁっ……!?」

　エリーティアよりも早く、敵が二撃目を繰り出した──それは、仲間の誰だれも奴の動きに追随できないことを意味していた。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』が『エクスキューション』を発動　→『キョウカ』が回避






「っ……速い……！」

　敵は腕の一振りで、離れた相手まで斬撃を届かせる──ただ空を切ったように見えるが、射程は見た目よりも遥はるかに長い。

　五十嵐さんがかわすことができたのは、『イベイドステップ』の効果によるものだ──それでも使うのが一瞬遅れれば捕まっていただろう。

　次に狙ねらわれると分かっていても、テレジアは引かずに剣と盾を構える。しかし、エリーティアを超える速さを持つあの魔物に、彼女が対応しきれないことは分かっていた。

『契約者よ、「ガードアーム」は使用可能な状態まで回復している』

　アリアドネの声が脳裏に響く──今が必要な時だと、彼女が判断しているのだ。

「分かった……っ、アリアドネ、頼むっ！」

「……!!」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請　→対象：『テレジア』

・『アリアドネ』が『ガードアーム』を発動

・『★無慈悲なる葬送者』が『ファントムブレード』を発動　→『テレジア』に命中　→ノーダメージ






　アリアドネが要請に応じてくれる──しかし、『ガードアーム』に受けられたことを確認しても、敵は止まることがなかった。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『テレジア』

・『★無慈悲なる葬送者』の攻撃　→『テレジア』に命中






「っ……!!」

　薙なぎ払はらうような一撃を盾で受けきれず、テレジアの身体からだが浮き上がり、飛ばされ──砂浜を、転がっていく。

　叫ぶことも、地上に降りて救いに行くことさえできない。取り乱せば、命を落とす者が出ると分かっているから。

「──これ以上は……っ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『セラフィナ』

・『セラフィナ』が『プロヴォーク』を発動　→『★無慈悲なる葬送者』の『セラフィナ』への敵対度が上昇

・『セラフィナ』が『不動の呼吸』を発動　→カウンター確率が上昇

・『★鏡甲の大盾』の特殊効果が発動　→『セラフィナ』の魔法防御力が大きく上昇

・『★無慈悲なる葬送者』が『ファントムブレード』を発動　→『セラフィナ』に命中

・『★無慈悲なる葬送者』が『ファントムブレード』を発動　→『セラフィナ』に命中






　敵の攻撃間隔があまりに速く、『ガードアーム』が再度の要請に応じない。セラフィナさんでも一撃の威力をゼロにすることはできず、しかし彼女は『不動の呼吸』の効果で、一歩もその場から下がろうとしない。

「──駄目です、セラフィナさんっ！」

　スズナが叫ぶ──彼女も、俺たち全員も理解していた。セラフィナさんが命をかけてでも、時間を稼ごうとしていることを。

「ここからは一歩も引かぬ……引いてなるものか……っ！」

「──スズナ、『皆かい中ちゆう』だ！　あの技能なら奴に当てられる！」

「はいっ……！」





　◆現在の状況◆




・『スズナ』が『皆かい中ちゆう』を発動　→２本連続で必中

・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・スタン』

・『スズナ』が『ストームアロー』を発動　→『★無慈悲なる葬送者』に命中






（スタンも、速度低下も入らない……だが……！）

　セラフィナさんに連続で攻撃を仕掛けていた敵が、スズナの攻撃を警戒して一度距離を取る──しかしまだ長射程の斬撃『エクスキューション』の範囲内に入っている。

　──メンバーの中で、最もレベルが低いメリッサも。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』が『エクスキューション』を発動






　振り返ることすらなく、蟹の甲殻を身に着けた魔人は、後方に右手を振り抜いた。

　メリッサとシオンには、それを避ける手段がない。即死攻撃を成功させたあと、俺は彼女たちに離脱するよう指示を出すべきだった──狙われてしまう前に。

　全すべての音が聞こえなくなる。その攻撃に割り込む手段などない──エリーティアが追随できない相手を、俺たちが速度で上回ることはできない。

　だが、いつだってそうだった。

　エリーティアは他の誰よりも速く──いつも俺たちの窮地を、その剣で救ってくれた。

「──はぁぁぁっ！」





　◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ベルセルク』『レッドアイ』を発動　→攻撃力・運動能力上昇　魔力減少開始

・『エリーティア』が『スラッシュリッパー』を発動　→『★無慈悲なる葬送者』に命中　行動をキャンセル






　赤い残影が走り、敵が吹き飛ぶ──横から斬りつけられたのだと、辛うじて状況から想像できる。

「エリーさんっ……！」

　エリーティアの目は紅色に染まり、全身から赤いオーラのようなものが立ち上っている──『ベルセルク』だけを使ったときとは全く違う。

「仲間を、二度と奪われるわけにはいかない……紅の華となって散りなさい」

　魔人の装甲が抉えぐれている──それでも奴やつは戦意を失うことなく立ち上がる。

（──マスター、エリーティアがあの状態を維持できる時間は長くはない）

　ムラクモの声が聞こえる。彼女の言う通り、一秒でも早く決着をつけなくてはならない。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』が『クリエイトゴーレム』を発動

・『サンドシザーズ』16体を召喚






　魔人が両手を広げる。そして砂浜のあちこちで作り出される『サンドシザーズ』を見て、俺は悟った。敵もまた、俺たちと考えていることは同じ──決して敗れるつもりはないのだと。





三　総力戦






『サンドシザーズ』の一体一体もまた、レベル６──『アラクネフィリア』と同じレベルだ。それを十六体も出現させる理不尽を眼めにしても、俺は動揺はしなかった。

　まだ、打つ手は残っている。俺たちはまだ全ての攻撃手段を使ったわけではない。

「──メリッサ、シオン、よくやってくれた！　包囲を抜けて距離を取るんだ！」

「……私は、まだ……っ」

「ワォンッ……！」

　メリッサはまだ、即死攻撃を狙ねらおうとしている──しかしもう一度狙われたとき、エリーティアが何度も止められるわけではない。それを、シオンの方が良く分かっていた。

『無慈悲なる葬送者』はエリーティアを脅威と見なしながら、殺気を全方位に向けている。空中にいるデミハーピィたちが怯おびえてこれ以上の接近はできそうにないが、いざというときの腹は括くくっている。

　──そして、エリーティアと『無慈悲なる葬送者』が切り結ぶ前に。

「士気解放、『ソウルブリンク』！」

「……っ！」





　◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『ソウルブリンク』を発動　→パーティ全員に『戦せん霊れい』が付加

・『テレジア』が『トリプルスティール』を発動　→パーティ全員に『三さん奪だつ』効果が付加






　デミハーピィまでは戦霊が付加されないが、メンバー数の都合で第二パーティに入っているシオンを除き、五十嵐さんとテレジアの技能で強化される。

　──それは、『レッドアイ』で飛躍的に能力を増したエリーティアが、二人分の攻撃力を持つということでもあった。

「──はぁぁぁっ！」

　エリーティアが戦いの口火を切る。金の髪を持つ剣士の、二つの残影が魔人に肉薄する──。

「俺たちも行くぞ……スズナ、『角笛』を頼む！　ミサキはまだいけるか!?」

「な、なんとかなりそうですけどっ……足止めくらいならっ……！」

　ミサキが答える間に、スズナが角笛を取り出す。大きな角から切り出された笛は、フルートのような横笛の形状をしていた──二人の巫み女こが、同時に笛を構える。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容『ダークネスバレット』

・『エリーティア』と戦霊が『ブロッサムブレード』を発動

・『無慈悲なる葬送者』が『ブロッキング』を発動






　初手から最大の技を繰り出す──『ベルセルク』で十六段に達していた斬撃は、その限界値を超えている。しかし信じ難いことに、敵は両腕に備えた刃でエリーティアの猛攻を正面から受け止める。

「──削れろ……っ！」

　猛烈な切り合いのさなか、スズナの笛が光を放つ──動き始めた『サンドシザーズ』たちは、彼女の笛の音が始まった途端に静止する。

　そして俺は、すでに魔法銃の引き金を引いていた──スズナによる『音の攻撃』を、もう一つの弾丸で支援するために。





　◆現在の状況◆




・『スズナ』が『言霊』を発動　→『スズナ』の武器に神聖属性を付加

・『スズナ』と戦せん霊れいが『★牧神の角笛』による範囲攻撃　→『サンドシザーズ』10体に命中　『★無慈悲なる葬送者』が無効化

・『支援攻撃２』が発動　→『サンドシザーズ』10体に命中

・戦霊の追加攻撃に対して『支援攻撃２』が発動　→『サンドシザーズ』10体に命中

・『サンドシザーズ』を10体討伐

・『スズナ』の体力、魔力が回復　８体からドロップ奪取成功






　神聖属性を付加した音波が『サンドシザーズ』に打撃を与えて足止めし、さらに『闇やみ弾だん石せき』の弾丸による黒い雷が追い打ちをかける──『支援攻撃２』は戦霊がいても二倍攻撃とはいかないが、『スズナの戦霊』には支援が適用され、黒い雷は二度に渡って『サンドシザーズ』たちに浴びせられた。

「す、すごっ……すごすぎませんか、そのコンビネーションッ……!?」

　俺もここまで上う手まく行くとは思わなかった──『無慈悲なる葬送者』には音に対する耐性があるようで通らなかったが、十体の蟹かにたちが砂に戻り、何体かは魔石らしきものを残した。

　そして、地上にいる五十嵐さんとテレジアも、自分たちを狙ってくる『サンドシザーズ』に反撃し、戦霊を含めた『ライトニングレイジ』と『ダブルスロー』、そして俺の支援を重ねることで、召喚された蟹たち全すべてが瞬時に砂に戻る。

　しかし、エリーティアと『無慈悲なる葬送者』の壮絶な打ち合いはまだ続いていた。『無慈悲なる葬送者』はエリーティアと戦霊による二度の『ブロッサムブレード』を凌しのぎ切っていた──危き惧ぐしていた事態が、三度目の技をエリーティアが繰り出そうとしたときに起きてしまう。

「っ……ぁ……」

　ガクン、とエリーティアの身体からだから力が抜ける。『レッドアイ』を発動させた状態では消耗が激しすぎた──彼女の魔力が枯渇しているのだ。

「エリーさんっ……！」





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』が『リベンジブレード』を発動　→防御した回数だけ攻撃力上昇






（──間に合えっ……！）

「──あぁぁぁぁぁっ!!」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アシストチャージ』を発動　→『エリーティア』の魔力が回復

・『エリーティア』と戦せん霊れいが『ライジングザッパー』を発動　→『★無慈悲なる葬送者』が『ブロッキング』で無効化　クリティカル

・『エリーティア』の『ユニコーンリボン』の特殊効果が発動　→クリティカルヒット時に、打撃の一部が敵の防御を貫通

・『エリーティア』と戦霊の追加攻撃が発動　→『★無慈悲なる葬送者』に命中

・『支援攻撃２』が４回発生　→『★無慈悲なる葬送者』に命中

・『エリーティア』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取失敗






「──！！！」

　声にならないような声を上げて、斬撃と黒い雷を浴びた『無慈悲なる葬送者』がたたらを踏む。

　エリーティアと戦霊の放った技は、手数の少ない『ライジングザッパー』だった──しかし、『アシストチャージ』で回復した魔力で繰り出したその技が、完かん璧ぺきな防御を見せていた『無慈悲なる葬送者』の体勢を崩した。

　全身から煙を上げながら、それでも『無慈悲なる葬送者』は倒れない。『トリプルスティール』の効果で大きく回復したエリーティアは、さらに追い打ちをかけようとする──しかし。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』が『ジェットスローター』を発動　→対象：『キョウカ』『テレジア』






（なっ……!?）

　眼前のエリーティアではなく、片方の腕を五十嵐さんに、もう片方の腕をテレジアに向け、刃を備えた腕甲を撃ち出す。

　一人でも道連れにしようとする、その執念。レベル９の『名前つき』が放つ一撃は、俺たちの誰だれにとっても致命の一撃になりかねない──しかし。

『彼女』は、その攻撃をまるで読んでいたかのように、大盾を構えてそこにいてくれた。

『信仰者よ、今こそ盟友に力を与えよう。盾を強化する星せい機き神しんの装甲を呼ぶがいい』

　アリアドネの声が聞こえる──そうだ、彼女は言っていた。

　パーティの合計レベルが20に達していれば『ガードヴァリアント』を使うことができると。

「──支援を頼む、アリアドネ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請

・『アリアドネ』が『ガードヴァリアント』を発動　→対象：『セラフィナ』『セラフィナの戦霊』






『ガードアーム』ではない、新たなアリアドネの加護──それは、盾を持つメンバーを強化するものだった。

　セラフィナさんは目の前で自分の盾に起きた変化を、ありのままに受け入れてくれた。





　◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動

・『セラフィナの戦せん霊れい』が『オーラシールド』を半減発動

・『★鏡甲の大盾』の特殊効果が発動　→『セラフィナ』の魔法防御力が大きく上昇

・『セラフィナ』が『ボディガード』を発動　→対象：『テレジア』

・『セラフィナの戦霊』が『ボディガード』を発動　→対象：『キョウカ』

・『ジェットスローター』が『セラフィナ』と戦霊に命中　→『ガードヴァリアント』の特殊効果発動　物理攻撃反射

・『★無慈悲なる葬送者』に反射攻撃が二段命中

・『セラフィナ』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取失敗






「──ガッ……ァ……!!」

『無慈悲なる葬送者』が撃ち出した二つの腕甲が、大盾で弾き飛ばされる──いや、そのままの勢いで反射する。

「守るだけではない……この盾は……っ」

　セラフィナさんが感嘆する──敵の物理攻撃をそのまま返せる盾。それが『無慈悲なる葬送者』にとって脅威であることは、腕甲の衝突でえぐれた装甲を見れば分かった。

　戦霊は、まだ消えていない。召喚した魔物は全て倒された──そして装甲も完全ではなくなった状況で、それでも『無慈悲なる葬送者』はエリーティアと対たい峙じする。

「……終わらせる……っ！」





　◆現在の状況◆




・『エリーティア』と戦霊が『ブロッサムブレード』を発動

・『★無慈悲なる葬送者』が『死中の活』を発動　→攻撃力、防御力、速度上昇

・『★無慈悲なる葬送者』が『ブロッキング』を発動






　エリーティアと戦霊が残す赤い斬撃の軌跡は、まるで咲き乱れる花のようだった──それを敵は正面から受け止め、捌さばき続けている。

　攻撃だけでなく、防御も本来、この区の迷宮に出現する『名前つき』としては頭ひとつ抜けたものだろう。

　しかし、俺たちはパーティで、敵はそうではなかった。

　前方に幾ら無敵の防御力を発揮したとしても、『後ろ』に対する反応が遅れる──その一瞬が、敵にとっての命取りとなる。

「──待ってた……ずっと……！」





　◆現在の状況◆




・『メリッサ』と戦霊の攻撃






　メリッサと戦せん霊れいは、このチャンスを待ち続けていた──怖くないはずがないのに、その可能性を狙ねらおうとしてくれた。

「メリッサ……ッ！」

　エリーティアが声を上げる。分かっている──その可能性も見越してなお、俺はメリッサの判断を支持する。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』に二段命中　クリティカル

・『★フォビドゥーン・サイス』が破損

・『メリッサ』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取成功






「っ……!?」

　即死攻撃は必ず成功するわけではない。だからこそ『フォーチュンロール』をかけた後に狙わなければ、戦術として取り入れられなかった。

（だが、何も落胆することはない。その位置は『奴やつの後ろ』だ……！）

「──ムラクモ、来てくれ！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『メリッサ』

・『アリヒト』と戦霊が『流星突き』を発動　→『★無慈悲なる葬送者』に二段命中

・『アリヒト』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取済み






　敵の『すぐ後ろ』ではなく、『流星突き』で間合いを瞬時に詰められる距離──そこにメリッサがいてくれたおかげで、『バックスタンド』を使うことができた。

　背後、それも左右からの攻撃に、奴は対応しきれずに受ける。それでも表面が削れる程度の甲殻は、凄すさまじい硬度だとしか言いようがない。

　しかし、そこに生じた隙を、エリーティアは逃さずに詰めきる──あの技で。

　そして俺も、『後衛』の役割を果たす。最後の一手を支援するために、もう一度最後の魔力を使って技能を発動させた。

「──散りゆけ、紅の華。『ブロッサムブレード』！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『エリーティア』

・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『天地刃』

・『エリーティア』と戦霊が『ブロッサムブレード』を発動

・『スカーレットダンス』の効果により攻撃力上昇　防御力低下

・『★無慈悲なる葬送者』に二十四段命中　戦霊の付加攻撃

・『エリーティア』と戦霊の追加攻撃が発動　→『★無慈悲なる葬送者』に命中

・『支援攻撃２』の限界到達　『天地刃』が16回発生






「うぉぉっ……ぉぉ……!!」

　赤い斬撃、それは紅の華。舞うように刻まれる一振りごとに、エリーティアは守りを捨て、剣の威力だけを研ぎ澄ませていく。

　その一撃ごとにムラクモの斬撃が浴びせられ、合わせた攻撃回数は百に近い。最初の十数段目で空中に浮かせられた敵は、そのまま斬撃を浴び続ける──甲殻がついに砕けて、砂浜に弾みもせずに落ちると、再び立ち上がってくることはなかった。





　◆現在の状況◆




・『★無慈悲なる葬送者』を１体討伐

・『魂こん牢ろう石せき』を１つ取得
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「はぁっ、はぁっ……」

「やったわね、エリーさん……っ、ど、どうしたの……？」

「──五十嵐さん、待ってください！　今のエリーティアは……！」

　戦いが終わったあとも、『レッドアイ』が解除されない。それは、無差別に攻撃をしてしまう『ベルセルク』の効果が続いていることも意味していた──しかし。

「エリーさん、もう大丈夫です……私たちは、勝てたんです」

　砂浜に降りたスズナは、恐れることなくエリーティアを抱きしめる。初めは苦しそうにしていたエリーティアだが、スズナに背中を撫なでられると、その身体からだを包んでいた赤い魔力が静まっていく。





　◆現在の状況◆




・戦闘終了により『エリーティア』の『ベルセルク』『レッドアイ』が解除

・『エリーティア』の能力が一時的に低下






「っ……ス、スズナ……？」

「良かった……エリーさん。本当に……」

「……ごめんなさい、身体に力が入らなくて……肩を貸してもらえる？」

「そんなときのために私もいますよー！　爆裂カードする暇もなくて元気が有り余ってるので！」

　ミサキとスズナがエリーティアを支える。俺はハーピィに頼んで、巨大蟹がにの甲羅についていた石を回収してもらう──ロランドさんの魂が入っていると思われるその石があれば、彼は息を吹き返すはずだ。

　巨大蟹、そして『無慈悲なる葬送者』の素材は、メリッサの貯蔵庫に送ってもらう。『無慈悲なる葬送者』を近くで確認したが、甲殻の中に人型の魔物が入っているわけではなかった──巨大蟹の魂だけがこの甲殻の鎧よろいに宿って、動いていたのだと考えられる。

『マスターの剣として、私は性能を活いかしきれたとはいえない。マスターの技能を、最大限に引き出せなくては……』

　背中の鞘さやに納めたムラクモが無念そうに訴えてくる。その認識は半分正しく、半分は違うのではないかと俺は思う。

（俺の技能と、剣の性能……二つとも、まだ成長の余地はあるんじゃないか。まだ七番区なんだ、ここで成長が止まっちゃ困るだろう）

　ムラクモはしばらく反応しない──何か考えているようだ。それとも、アリアドネと相談でもしているのかもしれない。

『アリヒト……貴方の成長は、目を見張るものがある。しかしこれほどの敵と戦っても、一度でレベルが上がるということはない。レベルごとに取得できる技能が有用であること、そしてエリーティアを主戦力としていることにも一因がある』

（聞いてたのか、アリアドネ……そうだな、レベルは上がらなかったが。次のレベルまで八割の経験値を、数度の戦闘で得られてるっていうのは、なかなか無いことなんじゃないかと思うよ）

　エリーティアとのレベル差で、経験が入りづらくなる──それを今まで意識しなかったのは、補正前の経験が多いということなのだろう。

　しかし、敵を倒す直前にエリーティアに外れてもらうなんてことはありえない。俺たちのパーティは、この歩みでいいのだと思う。しかし一歩間違えばやられるような相手とは、しばらくは対峙したくはないものだ──時間制限さえなければ、石橋を叩たたいて渡りたい。

『……アリヒトが望んでいるかどうかは分からない。しかし、私は……私のもとに貴方たちが辿たどり着ついたあの日から、何かのめぐり合わせのように感じている』

　アリアドネの言うようなことを、俺も考えはする──『名前つき』や、特殊な状況に出会う頻度が、俺たちはあまりに多すぎる。

　そのうちの一つが、『無慈悲なる葬送者』の残した、今までに見たことのない箱だった──黒箱ではなく、表面に何かの紋様が描かれた『白い箱』。

　テレジアはそれを俺のところに運んでくる。『黒い箱』のトラップの脅威が分かっている以上は、解錠に挑むことはできない──ファルマさんですら開けられるかどうか分からないものが出てきてしまった。

「後部くん、その箱は……」

「黒箱が一番貴重だと思っていただけに、これは反応に困るというか……罠わなのリスクがあるので、今は開けられないですね。後で一度、ファルマさんに相談してみたいところですが」

「そ、そうね……無理に開けようとして失敗すると、『黒い箱』も罠が仕掛けてあると大変なことになるって話だったものね……」

　五十嵐さんもファルマさんが言っていたことを思い出したのか、自分の身体を抱くようにする。まだ『換トラン』のルーンで作り出した魔力の鎧は健在だが、彼女の魔力が尽きるとどうなるか──それについては、俺が『アシストチャージ』でフォローできなくなったら考えることにしよう。戦闘中はとても使っていられなかったが、『トリプルスティール』で回復した俺の魔力がまた減ってきたら、マナポーションで回復できる。

　そんな話をしていると、セラフィナさんがこちらにやってくる。彼女の盾は『ガードヴァリアント』による強化が解除され、元の形に戻っていた。





四　『共闘』






「アトベ殿……見事でした。あなた方は、全員が力だけではなく、勇気と思いやりを持っている。心から敬意を表します」

「セラフィナさんこそ、戦闘の要所で支えてもらいました」

「この盾があればこそです。そうでなければ、盾の役目も果たせずに終わっていたでしょう……盾は整備ののち、返却させていただきます」

「ああ、いや。もしセラフィナさんが気に入ったのなら、その盾はそのまま持っていてください。俺たちにはまだ装備できるメンバーがいないし、また貴女の力を借りたい時があるかもしれませんから」

「お兄ちゃんが積極的に勧誘してる……いいなー、私もあんなふうに誘われてみたーい」

「セラフィナさんが入ってくれたら、確かに心強いわ。でも、ギルドセイバーの任務も大切だから。時々こうして一緒に戦えるだけで、すごく光栄なことよ」

　勧誘というつもりはない──と言ったら、それは俺の本音とは少し違う。セラフィナさんがいるときといないときでは、選択できる戦術の幅が大きく変わる。

　だが、無理を言うことはできない。これまでも十分助けてもらったのだから。

「セラフィナさんに甘えすぎないように、俺たちも強くなります。だから、またいつかどこかでご一緒させてください」

「何をおっしゃるのです……アトベ殿たちが体現しているではないですか。パーティの実力とは、レベルが全すべてではないと」

　セラフィナさんに言われて、確かにそうだと納得する──そんな俺を見て、パーティの皆も笑っていた。

「一番、アリヒトがレベル以上の貢献をしているのよね。彼と比べたら、私はまだまだ頑張らないと」

「そんな……エリーさん、あんなにすごい攻撃をしてそんなことを言うのは、謙けん遜そんしすぎです」

「……格好良かった。私はエリーティアみたいにはできないけど、憧あこがれる」

「な、何よ、急にそんな……格好良いなんて、そんなこと……」

　メリッサまでが褒めるので、エリーティアは顔を赤くして照れている。誰だれだって、自分の戦いぶりを褒められて嬉うれしくないなんてことはない。

「アトベ殿、任地が近いときはいつでもお呼びください。遠慮されることはありません、私も望んで参加しているのですから」

「ありがとうございます、セラフィナさん」

　俺はパーティの代表として、セラフィナさんと握手を交わす。小手を外してくれたセラフィナさんの手は、女性としては大きいが、思ったよりも小さく感じた。

「時間にまだ余裕があるとはいえ、ロランドさんを長く今のままにしておけないわね。行きましょう、後部くん」

「はい……ですが、一つ気になることがあります」

　俺たちより先に、この迷宮に入っていたという人物。それがグレイなら、仕掛けるチャンスを待っているはずだ。

　──だが、そんな馬鹿なことはしないだろう。そう思うのには理由があったのだが、岩壁の間の通り道を抜けたところで、俺は頭を抱えるほかはなかった。

「やっと終わったかよ……スーツの野郎と、女ども。あんな化物と戦った後だ、もうボロボロのはずだよなあ……！」

　迷宮から出るための洞穴。そこまでの道に立っているのはグレイ──そして、その後ろには巨大な魔物を何匹も引き連れている。

「……そこまでするなんて。『なすりつけ』で私たちを潰つぶそうっていうの？」

「はわぁっ……あ、あんな大きい蟷カマ螂キリが、三匹も……！」

「『アラクネフィリア』まで……どうやって連れてきたの……!?」





　◆遭遇した魔物◆




・オーシャンマンティス　３体　ドロップ：？？？

・アラクネフィリア　３体　ドロップ：ブラックネット






「……呼符を使って集めた魔物を、ここまで連れてきたのか。その分だと、敵意を他者になすりつける技能もあるんだろうな」

「ハハハ、病院送りになる前に教えてやるよ。俺は『敵意を消せる』技能を持ってるんだ。見ろよこいつら、これだけ近くにいるのに俺を狙ねらいやしねえ」

　なるほど──と納得する。そこまで自分から喋しやべってくれるのなら、聞きたいことは他にもあった。

「俺たちをここで襲って、どうするつもりだ？」

「そこまでは言えねえよ。俺は偶然ここにいるだけだぜ？　そしてお前らは、偶然魔物に襲われるだけだ。消耗してる時に魔物の大群に襲われるなんざ、運が無いとしか言えないよなあ……ハハハハッ！」

　何をするのかも目に見えていて、敢あえて聞いた──おおかた、『無慈悲なる断頭台』を討伐した証拠を持ち帰り、自分の手柄にでもするつもりだろう。

「……あなたは、幾つか思い違いをしてる。でも、私たちはそれを教えるほど親切でもないわ」

「思い違い？　『死の剣』は、このくらいの魔物なら簡単に倒せるってことか？　無理はするなよ、支えがないと歩けないくらいなんだろう？」

　エリーティアはムッとするが、もう言い返す気もないようだった。俺も同意だ──後は、結果をこの男に見せてやるしかないだろう。

「さあ、俺は高みの見物といかせてもらおうか。足りなくなったら追加してやるよ……この呼符も安くないんだぜ。払った金に見合う働きはしてくれよ、魔物ども……！」

　俺たちの姿を見るなり敵意を向けてきていた三体の蟷螂が、一斉に動き出そうとする。セラフィナさんが前衛に位置し、エリーティアを安全なところに休ませ、俺たちは応戦しようとする──しかし。

　俺も、そしてグレイも、全く想像もしていなかったことが起こる。三体の蟷螂が、一斉に『後ろから』攻撃を受けたのだ。

「ギィッ……！」

「キシャァァッ！」

　一体は、光る文字が足元に浮かび上がったかと思うと、炎に包まれる──もう一体には光の塊のようなものが勢いよく命中し、最後の一体は二発の銃弾を浴びて大きく怯ひるんだ。

「アリヒト、お主ら、まだ無事じゃなっ！」

「アリヒトお兄さんっ……みんな、みんながっ……！」





　◆現在の状況◆




・『セレス』が『ファイアテキスト』を発動　→『オーシャンマンティスＡ』に命中

・『タクマ』が『気甲弾』を発動　→『オーシャンマンティスＢ』に命中

・『ルカ』が『ダブルアクション』を発動　→『オーシャンマンティスＣ』に二段命中






　侵入禁止になっているはずの迷宮に現れたのは、思いがけない人たちだった──シュタイナーさんに担がれたセレスさん、タクマさんとシオリさん。そして、両手に小型の魔法銃を構えたルカさんまでいる。

「マドカ……みんなを連れてきてくれたのか……!?」

「違うんです、私がセレスさんと工房にいたら、皆さんが次々に……アリヒトさんの力になりたいからって、そう言ってくださって……」

「私は弟の戦いを見ているだけになりそうだけど……弟が、自分から動こうとするなんて久しぶりのことだったから。ごめんなさいね、茶々を入れてしまって」

「万が一にも、アリヒトがスーツを取りに来てくれないなんてことがあったら困るしね。訓練してれば『支援者』もそれほどレベルが落ちないってところ、見せてあげるわ」

『アトベ様、僕らもアトベ様の「共闘パーティ」になることにして入ってきたよ！　ちょっと魔物を倒すまで時間がかかりそうだけど、もう少し待ってて！』

　グレイは事態が飲み込めず、俺たちではなくセレスさんたちのパーティに向かおうとする蟷カマ螂キリをどうすることもできない──残ったのは『アラクネフィリア』たちだけだ。

「く、蜘ク蛛モどもっ……あいつらをやれ！　お前らの敵はあっちだ、間違えるんじゃねえっ！」

　可能性はあると思っていた──だが、グレイには目に見える形にしてやった方がいいらしい。

「──来い、『アラクネメイジ』！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アラクネメイジ』を召喚






　召しよう喚かん石せきのペンダントを握りしめ、アラクネメイジを召喚する──それを目にしたグレイは、『無慈悲なる断頭台』を目にしたときと同じように、その場で腰を抜かした。

「ま、魔物使い……『蜘蛛』まで飼いならしてやがったのか……っ！」

『アラクネメイジ』が、『アラクネフィリア』たちに何かを語りかける──音として聞こえてはこないが、『アラクネフィリア』たちには聞こえたようで、何もせずに草原へと立ち去っていく。

「……どいつもこいつも、俺をコケにしやがって……っ、クソがぁぁぁぁっ！」

　グレイは破れかぶれでこちらに向かってすら来なかった──転びかけながら立ち上がり、迷宮の外へと逃げていこうとする。

「くっ……やはり久しぶりすぎて感覚が遠のいておるのっ……！」

「──ッ!!」

「『蟷螂』は本来、七番区では最も強い部類の魔物だもの……一筋縄ではいかないわね……っ！」

　セレスさんたち五人は善戦しているが、簡単に勝てるわけではない。五十嵐さん、テレジアはすでに走り出している──メリッサはシオンに騎乗し、敵の後方に回り込みながら、持ち替えた『肉斬り包丁ブツチヤーズナイフ』を振りかざしてチャンスを狙う。

「アタシもヤキが回ったわね……昔だったら、二発で天国に行かせてあげたんだけどっ……！」

　ルカさんはブーツに金属を仕込んでいるのか、蹴けりを繰り出して足裏で蟷カマ螂キリの鎌を受けている──スーツ姿でその戦闘スタイルは、やはりかの有名な足技使いに影響されたのだろうか。





　◆他パーティからの参戦志願◆




・『セレス』のパーティが共闘を申請中






「──ッ！」

　格闘技を使いこなすタクマが、強烈な踏み込みと共に掌底を繰り出し、蟷螂の体勢を崩す──そこに、五十嵐さんとテレジアが追撃を入れようとする。

「──後部くん、お願いっ！」

「っ……!!」

　俺はセレスさんたちの申請を受け入れ──加勢に来てくれたセレスさんたちに感謝しながら、手を上げて叫んだ。

「みんな、『支援する』……っ、『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』！」





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』を発動　制限時間１２０秒

・『アリヒト』のパーティと共闘パーティの支援効果範囲が強化

・パーティメンバーと共闘パーティメンバー個人の強化技能が全員に拡張

・パーティ全体が『群ぐん狼ろうの構かまえ』により強化

・パーティ全体が『剣の極意２』により強化

・パーティ全体が『包丁捌さばき』により強化

・パーティ全体が『ドロップ率上昇』により強化

・パーティ全体が『幸運の小人』により強化

・パーティ全体が『盾の極意２』により強化

・パーティ全体が『魔法の極意２』により強化

・パーティ全体が『拳けん闘とう術２』により強化

・パーティ全体が『舞踏術１』により強化

・パーティ全体が『鎧よろいの闘法１』により強化

・パーティ全体が『オートクチュール』により強化

・パーティ全体が『暗殺術２』により強化






「っ……な、なんじゃ、これは……」

「強化の技能……これを、アトベ様が……？」

「やってくれるじゃない……アリヒト、あなたにここまでさせて、燃えないわけにはいかないわね………っ！」

「……!!」

　全員の強化技能を共有する、『相互支援』。その恩恵を、今回最も大きく受けたのはタクマだった──多くの技能が、彼の戦闘スタイルに適合していたらしい。

　しかし俺の仲間も負けてはいない。五十嵐さんは『ライトニングレイジ』、テレジアは『アズールスラッシュ』の構えを取る。

「行くわよ、テレジアさんっ！」

「っ……！」

「──五十嵐さん、テレジア！　『支援する』っ！」

　出し惜しみすることなく、俺は『闇やみ弾だん石せき』を魔法銃に装そう塡てんして撃つ。距離があってもそれに気づいたルカさんが口笛を吹く──そして、セラフィナさんが第二陣として、盾を構えながら『蟷カマ螂キリ』に体当たりを仕掛ける。

「──はぁぁぁぁっ！」

「おおっ……勇ましいにもほどがあるのう。シュタイナー、負けてはいられぬぞ！」

『わ、我輩は本当はあまり戦いは得意じゃ……なんて、言ってられないよね……っ！』

「お兄ちゃん、私たちもいつでも行けますよー！」

「タイミングの指示をお願いします、アリヒトさん……っ！」

「ああ……行くぞ、二人とも！　『支援連携チエインサポート』……『後衛リアライン』！」

　ミサキの『ブラストカード』、スズナの『ストームアロー』──そして、俺の『ダークネスバレット』が、三体の蟷螂に撃ち込まれる。『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』で強化された連携攻撃を受けて、すでに体力を削られていた三体の『蟷螂』は同時に大地に沈んだ。





　◆現在の状況◆




・『オーシャンマンティス』を３体討伐






『蟷螂』は討伐されたが、グレイはどうなったのか──逃げられたわけではないことは、『鷹たかの眼め』で把握していた。

「なんや、来るのが遅くなってしまったわ……でも、お間抜けさんの足止めにはなったみたいやな」

　後から侵入してきた『フォーシーズンズ』の四人が、すんでのところでグレイの行く手を阻んでくれている。

「カ、カエデッ……そこをどけっ、早く……っ、どきやがれっ！」

「おっと……やっぱりそういう人なんだ。手を上げるなんてサイテーだね」

　カエデに道を塞ふさがれて、グレイは食ってかかろうとする──だがイブキにあっさり阻まれ、前にも後ろにも進めなくなる。

「あきらめてはどうですか？　ここであなたがしたことは、きっと悪いことです」

「そうよ……もう悪いことばかり考えていないで、しっかりしなさい」

「黙れっ……お、俺はっ、俺はぁっ……！」

「──やめろ、グレイッ！」

　グレイはアンナとリョーコさんの説得にも応じず、何かを取り出して地面に叩たたきつける──それは、煙幕。

「どけっ……がっ……あぁ……!?」

　しかし、グレイが逃げおおせることはなく、煙幕が晴れたあとには──グレイの胸ぐらを摑つかみ、右手で吊り上げている、眼帯をした鎧姿の男性の姿があった。

「おいおい、ご挨あい拶さつだねえ。何をしてくれてんだい、この坊主は」

「ホスロウ、失神させるだけにしておきなさい」

「はっ……了解であります、クーゼルカ隊長殿」

　迷宮国では見たことがない、黒い鎧を身に着けた女性──『騎士』などの職業を選んだのか、装備がそうだというだけなのか。まだ、そこまでは判別がつかない。

「クーゼルカ……三さん等とう竜りゆう尉い殿……っ」

　セラフィナさんが目を見開き、その名前を口にする──ギルドセイバー本部からの応援は数日後に到着するはずだと言われていたのに、すでにここにいる。それは、『三等竜尉』という地位にある彼女にとっても、何か不測の事態があったことを意味しているように思えた。

　クーゼルカと呼ばれた女性は、流れるような銀色の髪をしている。年齢は一見して分からないが、セラフィナさんと同じか、少し上くらいのように見えた。

「セラフィナ＝エーデルベルト中尉はあなたですね。情報の正確性を欠いていたことは、私から詫わびます……今回の一件に関しては、上層部の兼ねてよりの懸案だったために、六番区での任務よりも優先するよう指示が下りました。そのため、到着が予定より早まることとなりました」

「事情については了解いたしました。彼ら、アリヒト＝アトベ殿たちのパーティによって、犠牲者を出した『名前つき』は討伐されました。三等竜尉殿には申し訳ありませんが、我らギルドセイバーの緊急任務は既に完了しております」

　セラフィナさんの報告を受け、クーゼルカ三等竜尉がこちらを見る──穏やかな振る舞いの女性だが、俺を見る目には抜き差しならない鋭さを感じた。

　彼女がホスロウという男性を制し、グレイはようやく地面に下ろされる──しかし、完全にのびてしまっている。そんなグレイの姿を一いち瞥べつしても、彼女は全く表情を変えなかった。

「彼の行いについては、すでにギルドにも報告が何件か寄せられています。今回の目撃証言を元にライセンスの行動記録を精査し、彼の行いが罪に問われるかどうかを本部で裁定することになります」

「まァ、おそらくは有罪だろうよ。悪いことしたってツラしてるからねえ、こういう輩やからは訓練所の教官も叩き直し甲が斐いがあるだろうな……と、おっと、すみません」

　クーゼルカさんに一瞥され、ホスロウさんは肩を竦すくめる。グレイがしてきた『魔物のなすりつけ』や強引な勧誘などについて、これで正式な処罰が下されるだろう。

「彼のしたことを考えれば、甘い気がするけど……訓練所行きって、懲役みたいなものなのかしら」

　五十嵐さんはかなり怒っていたので、裁定が甘く感じられたようだ。俺はもうグレイのことは手を離れたと思っているし、全面的にギルドに任せておきたい。

「ふぅ……大変じゃったのう。しかしさすがアリヒト、何か声をかけてくれるだけで力が湧わいてきたのう。あれはどういった技能じゃ？」

『親方さまはもう少し魔法のリハビリをした方がいいですよ、全然威力が出てなかったですからね』

「…………」

「タクマはよく傭よう兵へいとして探索に参加しているから、腕が落ちていなくて良かったわ」

「アリヒトにこんなに沢山『支援者』の知り合いがいるなんて……アタシだけを『専属』に誘ってたわけじゃなかったのね。なんて、冗談だけど。お得意様の人望が厚くて、アタシも自分のことのように誇らしく思ってるわ」

　初めて共闘したにもかかわらず、五人はシオリさんも含めてなかなかのコンビネーションだった──連れてきてくれたマドカは、念のために『隠れる』を使っていたが、戦いが終わるなりみんなにポーションを配ってくれた。

「良かった……お兄さん、本当に……私、今度こそはケガしちゃうんじゃないかって……」

「心配かけたな、マドカ。見ての通り、みんな無事だ……エリーティアも大丈夫か？」

「ええ、ステータスの低下は徐々に元に戻るみたい。まだ全回復はしていないけど、数時間で元に戻ると思うわ。テレジアの士気解放のおかげで、体力は十分回復しているしね」

『トリプルスティール』はドロップ奪取という利点もあるが、やはり体力と魔力が回復する部分の恩恵が大きい。『ソウルブリンク』との相性も良く、戦闘後にほぼ完全に回復していることも珍しくない。

「今度はうちらも呼んでな。やっぱり呼べるときに呼んでなんて待ってられへんわ。もうアリヒト兄さんたち、六番区に上がってしまいそうやし……」

「……アリヒトたちのおかげで作れたラケットを、一度披露させてください」

　アンナは持ってきているが使わなかったラケットを見せてはにかむ──それを見たリョーコさんとイブキは、微ほほ笑えましそうにしていた。

「アンナがこんな顔するの、先生の前だけだよね」

「アトベさん、もしお時間があればで大丈夫です。私たちも頑張って、できるだけ早く六番区に追いつきますから」

　同じように上位の区に移っていくパーティがいると、それは大きな励みになる。共闘の機会はいずれまたあると期待したいところだ。

『フォーシーズンズ』、そしてセレスさんたちが先に転移していったあと。ホスロウさんまで先に行かせて、クーゼルカさんだけが残る──そして。

「アリヒト＝アトベ殿。貴方に、一度話したいことがあります。セラフィナ中尉と共に、後ほど上位ギルドに来ていただけますか」




　クーゼルカ三さん等とう竜りゆう尉いの『話したいこと』は、俺たちのパーティにとって重要な転機となるのだが──その時の俺はどんな話をされるのか、まだ全く想像がついていなかった。








書き下ろし番外編　深夜の状態変化









　アリヒトが宿のないファルマにベッドを提供し、宿舎の一階を使って休むことになった夜のこと。

「まったく……後部くんも一応男の人なんですから、あまり大胆な行動はですね……」

　ファルマが一階に降りて帰ってこないので、様子を見に行ったキョウカとルイーザは思わず動転するような光景を見ることになった。ファルマが脱衣所の入り口に立って、中にいるだろうアリヒトと話していたのだ。

「ご心配なさらなくても、私は先程も言った通り、アトベ様のことを弟のように思っているだけですよ？」

「そ、それは……その、入浴されるアトベ様のことを見ていいという理由には、なっていないのではないでしょうか」

　ルイーザは言葉を選ぶが、どうしてもしどろもどろになってしまい、顔は真まっ赤かになっている。ファルマはそんな彼女を見て、頰ほおに手を当てて微ほほ笑えんだ。

「あらあら……ルイーザさんったら。それにイガラシ様も、アトベ様のことを……いいわね、そういうのって。あなたたちを見ていると、ますます若い頃ころを思い出すわ」

　ファルマとキョウカたちは夕食の席を通してすっかり打ち解け、箱屋と顧客という畏かしこまった関係ではなく、友人に近い距離感になっていた。

「あ、あの、何か勘違いを……いえ、そう思われても無理はありませんけど、あくまでも私たちはパーティメンバーであって……」

　キョウカは人差し指を突き合わせて小さな声で言い訳をするが、ファルマにはそれも微笑ましいようにしか見えておらず、顔をつやつやとさせて聞いている。

「ごめんなさいね、私ったら遠慮のないことをしようとして。お二人とも、今までアトベ様と一緒にお風ふ呂ろに入られたことがないのなら……あら？」

　キョウカとルイーザは控えめに互いの様子をうかがう──ルイーザは酔っていた時ではあるが、アリヒトの背中を流したり、技能を使ってマッサージをしたことなどは、薄っすらと記憶に残っている。キョウカはエリーティアと一緒だったが、浴室で見たアリヒトの背中を思い出してしまい、さらに顔を赤くする。

「そうよね、パーティだもの。でも私は夫とパーティを組んでいたときも一緒にお風呂に入ったことはなかったから、お二人の方が進んでいるわね」

「す、進んでいるっていうことは……テレジアさんがいつも一緒に後部くんと入りたがるので、放っておけなかったというか……」

「は、はい……私もです。アトベ様とテレジアさんの関係は、邪推をする余地など全くないと分かってはいるのですが、やはり、当然のように一緒に入浴されるとなると、気になることは気になると言いますか……」

「私もそうだったから、みんな同じなのね。本当は少し緊張して見に行ったんだけれど、アトベ様が思っていた通り、清廉潔白な方で安心したわ」

　夫と子供がいる身で、年の近い男性の背中を流そうとする──というのは、やはりキョウカとルイーザには看過していいこととは思えないのだが、それを一番良く分かっているのはアリヒトだろうとも考えていた。

「後部くんが、後でファルマさんの旦だん那なさんにお会いした時、平謝りすることになりますから……彼はそういうことに対して凄すごく真ま面じ目めですから」

「ええ……だから、悪いた戯ずらしてみたくなるっていう気持ちは、私も良く分かるわ」

「はい、本当に……っ、ち、違いますそんな、私はアトベ様に悪戯なんて……っ」

　ルイーザはファルマがとんでもないことを言っていると気づいて慌てるが、ファルマは唇に指を当てて「静かに」というポーズを取る。

「……テレジアさんも下でお休みになるみたいですから、後で様子を見るくらいなら……ね？」

「それくらいならいいと思いますけど……ファルマさんはどうしてそんなに楽しそうなんですか」

「どうしてかしら……二人の言う通り、お酒が美お味いしくて少し過ごしてしまったからかしらね」

　もう酔いは覚めているように見えても、キョウカとルイーザは何も言えなかった。ファルマの行動力には、参考になるところがあると思い始めていたからだ。




　ファルマが一階に行く前に他の部屋の様子を見に行くというので、キョウカとルイーザも寝間着姿でそろそろとついていく。あまり足音を立てると、アリヒトを起こしてしまうかもしれないからだ。

　ルイーザはごく小さな音でミサキたちの部屋をノックする。すると、中で少し慌てたような声が聞こえてきた。

「……？　みんな、まだ起きてるみたいだけど、何をしてるのかしら」

「こういうときは開けてしまいましょう」

「で、ですからファルマさんっ、そんなに大胆なことは……っ」

　ファルマが扉を開けて中に入っていく──すると、そこには三人が予想していなかった光景があった。

「ひゃぁっ……な、なんで開けちゃうんですかっ、今は入っちゃ駄目な雰囲気出てませんでした!?」

「っ……ち、違うんです、これはミサキちゃんが……」

「そ、そうよ。ミサキがマドカにお願いして水着を調達してもらっていたから、それの試着に付き合ってただけというか……特に変なことをしてたわけじゃないわよ」

「エリーさんも、意外に付き合いがいいのね……」

「な、何よ……明日も探索に出るっていうのに、緊張感がないって言うの？　それは確かにそうだけど、『落陽の浜辺』だから水着の準備が必要ってミサキが言うから……」

「えー、二人とも乗り気だったくせにー。ばれちゃったからって私を捨て駒にしようとしてませんか？」

　エリーティアとスズナは顔を見合わせ、二人して縮こまる。なぜか満足そうに胸を張るミサキを見て、キョウカとルイーザは苦笑するほかはない。

「私達が来ると思ってなかったとはいえ、室内で揃そろって水着を着てると不思議な感じがするわね」

「……キョウカお姉さん、自分だけ安全地帯にいるつもりですね？　ふふふ、そうはいきませんよ」

　ミサキが意味深な笑顔を見せる──そして、後ろに隠していた袋を取り出す。

「マドカちゃんの敏腕ぶりったら凄いんですからね。これがなんだか分かりますか？」

「な、何かしら……なんて、とぼける余地もないような気がするんだけど……」

「水着……でしょうか？　私はパーティの一員というより、同居させていただいている受付嬢ですから、きっとキョウカさんのお召しになる分ですね」

「いえ？　ルイーザさんも私達アリヒトお兄ちゃん一家の一員ですよ？」

　ルイーザが安心して胸むねを撫なで下おろす間もなく、ミサキは彼女の分と言わんばかりに、袋から水着らしきものを取り出す──それは、あまりにも布の面積が少ない紐ひも状のものだった。

「ま、待ってください……私がこういう水着を着るイメージがあるということなら、用意していただいて誠に申し訳ありませんが、異議を申し立てたいのですが……」

「ルイーザさん、まず水着は貴重なもので、あまり入荷されません。七番区と八番区のお店を回って掘り出し物で入荷してないか調べるのもとっても大変です。マドカちゃんはそれでも商人組合のツテを使って、頑張って探してくれたんですよ？　健気だと思いませんか？」

「っ……そ、それは……私も、マドカさんのお気持ちにはお応えしたいとは思っておりますが……」

　ちら、とルイーザはキョウカを見る。キョウカはその視線の意味が分からずにいたが、気づいた途端にミサキから自分の水着を慌てて受け取る。

「ああっ……!?」

　ルイーザが悲痛な声を出す中、キョウカはミサキから受け取った水着を大事そうに胸に抱えた。

「私の分も用意してくれたのね、マドカちゃん。後でお礼を言わないと」

「はい、まだ起きてると思いますから、後で部屋に行きましょう。これはとってもいいですよー、キョウカお姉さんに着てもらうと凄く楽しいことになりそうですよー」

「えっ……？」

　キョウカは大事に持っていた水着を広げ、見てみる──白い水着というまではいいのだが、ビキニタイプで腰こし紐ひもを結ぶタイプになっており、紐の位置がかなり高い。

　身につければ際どいことになると察したキョウカはルイーザを見るが、彼女が広げた水着もまた、迷宮国でここまで手の込んだものがあるのかというデザインでありながら、そうそう身につけて人前に出られないような布地面積のものでしかなかった。

「……迷宮国って、水着に使う布地がこんなに貴重なの？」

「いえ、ミサキさんたちの水着を見る限り、そんなことはないのでは……」

「このサイズを探すのは大変でしょうから、仕方ないと思うわ。私もなかなか見つからないのよね、水着なんて着る歳としじゃないけれど……あら？」

　ファルマが言うと、ミサキはさらにもう一着の水着を持ってくる。貴重なはずの水着が次々に出てくるので、キョウカとルイーザも呆あつ気けに取られていた──それだけ、マドカの商人としての顔の利く範囲が広く、交渉が上う手まいということでもある。

「どうしてもキョウカお姉さんとルイーザさんが着られなかったときのために、もう一着だけさらに余裕のあるサイズが用意してあったりしますよ？」

「ちょっ……その水着の方が明らかに恥ずかしくないデザインじゃない！」

「キョウカさん、こうなってしまっては仕方がありません……それに、まだ私よりは恥ずかしくないので、今からでもキョウカさんに交換していただきたいのですが」

「っ……そ、それは……ルイーザさんには申し訳ないけど、私にも守らなければいけない最後のラインっていうものがあるのよ」

「あ、あの……もし良かったら、私の水着を……いえ、一度着てしまっていますから、それは駄目ですよね」

　年上組が揉もめているところを心配そうに見ていたスズナだが、エリーティアにぽんと肩に手を置かれる。

「私たちの水着を、キョウカたちが着られると思う？」

「あっ……す、すみません、私……」

　小さくなるスズナを見て、キョウカもルイーザも申し訳ないという顔をする。エリーティアはトリコロールのストライプが入った水着の肩かた紐ひもを直しつつ、自分のベッドに戻っていく──キョウカたちに対して思うところはあるが、口にしないという顔で。

「ミサキ、そろそろ私たちは着替えてもいい？　アリヒトももう休んでるでしょうし、私たちも……」

　──彼女たち全員が、今の今まで『そのこと』に気がついていなかった。

　昨夜はアリヒトが同じ階の別室で休んでおり、彼は彼女たちに背を向ける形で横向きで寝ていた。そして寝返りを打って仰向けになったとしても、『位置関係』としては問題がなかった。

　だが、今夜はアリヒトが下の階にいる。彼が仰向けで寝ているとしたら、それは『アリヒトが後ろにいる』ということになる。

　一日の疲れは、既にアリヒトの『支援回復１』で回復しきっている──だというのに、一定時間ごとにパーティメンバーに生じる感覚は、個人の感想の差はあるが、いずれも近いものがあった。

「あ……ひ、久しぶりですね、この感じ……ほわっと温かくなるっていうか……」

「っ……これって……後部くんが、下にいるから……？」

「皆さん、どうされたのですか？　その、お顔が赤いようですが……」

　ルイーザはミサキたちの変化に戸惑い、ファルマは彼女たちの様子を観察してから、自分の水着を見る。

「私とルイーザさんは、今は『仲間はずれ』みたいだけど……一緒に水着を着たら、仲間に入ってもいいのかしら？」

「……？　ファルマさん、それはどういう……」

「ルイーザさん、私たちも着替えましょう。みんなは水着を着て、アトベ様のところに行きたいみたいだから……そうですよね？　イガラシ様」

　そんなことをキョウカが自分からするわけがない──と思っていたルイーザだったが、キョウカの顔を見て驚く。

　キョウカが否定しない──それどころか、水着に着替えることに乗り気になっている。

「……彼が起きないようになら……き、気づかない彼もいけないんだから、少しだけ……」

「そうね……アリヒトには、寝顔を観察されるくらいのことはしてもらわないと」

「テレジアさんが起きていると思いますから、少し緊張しますね……でも……」

　キョウカだけでなく、エリーティアとスズナまでがアリヒトの様子を見に行くことに同意する。その熱に浮かされたような艶あでやかさのある表情を見て、ルイーザは自分までが当てられてしまいそうに感じていた。




　一階は消灯され、アリヒトはソファで休んでいる。やはり彼が仰向けで寝ているところを見て、キョウカは熱っぽい顔のままで吐息をついた。

「もう……しょうがないんだから。向こうを向いて、って最初にお願いしたのに」

「……テレジア、少しだけいい？」

「…………」

　少し仮眠していた様子のテレジアだが、皆が降りてきた時点で目を覚まし、アリヒトの傍に近づく。眠っている間も護衛してはいるが、誰だれも触れさせないというわけではなく、アリヒトが安らかに寝息を立てていることを確かめると、そっと離れる。

「あ、あの……いいんでしょうか、お兄さんがこんなにぐっすり寝ているあいだに、こんな……」

「アリヒトが後ろにいて、励ましてくれてるときと同じ感じがする。これが毎晩続いたら……こうしたくなるのも、分かる気がする」

　マドカとメリッサも初めてのことに戸惑っている──彼女たちもまた、他のメンバーが皆水着を着ているところを見ると、自分から着替えることを選んだ。

「皆さん……ああ、いいんでしょうか、こんな……」

「アトベ様のパーティでは、毎晩こんなことが……だとしたら大変ね。お休みの時間が短くなってしまうわ」

　そう言うファルマもまた、ルイーザが咎とがめることもできなくなるほど楽しそうにしている。ファルマはただこの場に参加していることを楽しんでいるのだとルイーザは考えていたが、彼女が好奇心に胸をときめかせているところを見ると、どのみちアリヒトにはとても見せられそうにはないと思った。

「……それで、ずっと見ているだけなのかしら？」

　ファルマに言われて、水着姿のパーティメンバーたちは揃って緊張を仕草で表す。キョウカとルイーザは胸を押さえた拍子に小さな布地がずれてしまいそうになり、すんでのところで踏みとどまる──今の状態にあっても、アリヒトに直接肌を見せる覚悟まではできていない。

「ファルマさん……彼を起こさずにできることって、何があるでしょうか……？」

「あら……私が教えてしまってもいいの？　それは一人一人、大人になる上で考えていくことだと思うのだけど……」

「ファ、ファルマさん……いけません、まだそういったことは早い子たちも……」

　ルイーザが小声で止めようとするが、ファルマは自分のつけているブレスレットを外して皆に見せる。

「『静穏のブレスレット』……これは、子供たちが眠っているときに起こさずに家事ができるように、夫がプレゼントしてくれたものよ。これを皆に貸してあげる」

　そのブレスレットがあれば、何ができるのか──それぞれに思いを巡らせる。マドカは何も思いついてはいなかったが、メリッサがぺろりと舌なめずりをするところを見て、きゅうう、と耳まで一気に赤くなる。

「ファルマさん、私が最初に貸してもらってもいいですか？」

「ええ、もちろん。お姉さんとして、お手本を見せてあげてね」

　ファルマがブレスレットを渡すと、キョウカはそれを装備する──『眠っている相手を起こさない』という貴重な技能が付与されたその腕輪を着けると、キョウカがアリヒトの傍に近づいても、腕に触れてみても、彼は全く起きる気配がなかった。




　アリヒトは相変わらず眠っている間のことには気づかず、『支援回復１』が深夜に発動したときに起きる現象についても、まだ理解を深められてはいなかった。一晩休むと、昨晩の分の個人で確認できる行動記録は消えてしまうからだ。

　何が起きているのか──それにアリヒトと彼女たちが気づくのは、まだ先の話である。

　もっともその表示を見ても、全すべての謎が解けるわけではないのだが。





　◆現在の状況◆




・『アリヒト』の『支援回復１』が発動　→オーバーヒール

・『アリヒト』のパーティに信頼度ボーナスが発生　→パーティの状態変化：※×？△










あとがき









　初めましての方は初めまして、前巻から引き続きお読みいただいている読者様には、改めて御礼を申し上げます。作者のとーわと申します。

　早いもので、本作も四巻目を数えさせていただくことになりました。しかし作中の日数という意味では、アリヒトはまだ迷宮国に転生して一ヶ月も過ごしていないという、驚異的な過密日程をこなしています。転生時に『魂から疲れている』と言われていたアリヒトが転生しても休まず働いていることについて作者も自覚しておりまして、『休んではどうか』と常に考えるのですが、いやそうはいかないという状況が続いて今に至っています。

　ミサキが作中で「休みをください！」というのは真に迫った切実さがあるので、可能な限り迅速に攻略していくというスタンスは変化しないかと思いますが、次巻は少しだけ休憩回を入れさせていただけましたらと思っております。

　七番区でキャンプをしたり、湖、海といったロケーションが登場し、『水着』というパワーワードまで飛び出してきたとき、バカンスの予感を感知した読者様が少なからずいらっしゃったのではないかと思います。もちろん私もそのつもりでいました。そうならなかったのは、アリヒトたちの勤勉さゆえということになります。たまには休暇を楽しむアリヒトの姿が見たいと切に願いますが、彼が言うことを聞いてくれるかは作者にも確定できないのです。

　連載中はそのように、毎回「登場人物がどう考えるか」「どう動くのが自然か」を考慮し、予定と内容が変化することがあります。さらに、書籍版では、編集者様のご意見を伺うことで、客観的な視点で作品を見る機会を与えていただくことになります。

　編集者様のアドバイス、校正様の精密かつ緻ち密みつなご指摘を反映することで書籍版は大きく改稿されていますが、そこに新規エピソードを書き下ろさせていただく、あるいは一部の書き込みを深くできる部分を掘り下げるなど、ベストを尽くしたいという思いが常にございます。それについては編集者様も同じご意見で「この書き下ろしでとーわさんのベストであれば受け取りますが……」と、作者が妥協をしそうになると的確に見抜いてくれます。「ではチェック中にお時間を！　お代官様！」と私が申し上げ、代官屋敷（カドカワＢＯＯＫＳ編集部様）に熱い思いのこもった書簡（加筆した原稿）をお送りしたことは言うまでもありません。まず妥協しそうになった時点で私は千の罰を受けるべきでしょう。諦あきらめるなよ！　と日本列島の気温に影響を与えるあの人も言っています。諦めたら試合終了というのは漫画史に残る言葉だと思います。

　一体どこにそれほどの熱を込めて執筆したのか──それについては連載版と比較していただくと一いち目もく瞭りよう然ぜんですが、私の口からは今はとても言えないので秘密とさせていただきます。

　プロローグは前巻に続いて書き下ろしとなっていまして、なかなか明かせそうにない迷宮国の謎について片へん鱗りんをお見せするパートになっています。ＷＥＢでの連載ではこういったことはなかなかできませんので、書籍は書籍、連載は連載というスタンスの一環として、今後も色々な形を模索していきたいと思っています。

　本作の性質上、「装備更新」「技能の取得」は、ほぼ全すべての巻に登場するパートになるのですが、パーティの人数が増え、技能の数も増えていくにあたって、表記については必要に応じて変化させております。見やすく必要な情報を、と考えておりますが、未取得の技能で今後も取得しないものについては、必要になったときにかなり間を置いて表示することになり、「こんな技能あったっけ？」となってしまうこともあるかと思います。今まで無かった技能が突然増えたりとか、そのようなことにならないよう留意して執筆して参ります。

　今回はあとがきに５ページをいただいておりますので、今巻の内容や登場人物について、少しだけ触れさせていただければと思います。

　まず、『トリケラトプス』の三人です。この人たちは悪い人なのでは？　というご意見が連載中に少しございましたが、基本的には善良な人たちです。

　彼らは組織に入ることで安定を目指したり、上の区に移る機会を得られないかということを考えており、前向き寄りの探索者であると言えます。七番区が事実上の「ふるい」になっており、ここまで頑張って上がってきても魔物の強さにくじけてしまうケースが多いので、探索者として向上心を持ちつつ活動しているというだけで、七番区に貴重な活力を与えています。

『フォーシーズンズ』は巨大蟹がにとの戦いに参戦していませんが、これは『鎌』の能力、そして『バブルレーザー』が非常に危険であったことが最大の理由となります。アリヒトのパーティメンバーでも対応できるメンバーは限られていますし、多くの人数が加わることで標的がばらけてしまい、せっかく参戦した共闘パーティが危険にさらされてしまうことは、アリヒトでなくとも避けたいと考えるのではと想像した次第です。

　ファルマは夫がいるのにアリヒトの背中を流そうとしたりしていますが、これはアリヒトが年下に見えているからというのと、端的に言って彼が純朴そうだからです。ミサキもアリヒトなら警戒する必要がないというような態度を取りますが、それを言葉通りに受け取るとミサキの思う壺つぼになります。彼女は飄ひよう々ひようとしていますが、実に色々なことを考えています。パーティに入ってからはもともと持っている明るい部分、自分のスタンスを貫く性格が良い方向に出てきていますが、環境によっては男性たちに戦わせて経験値や生活費を稼ぐというような、女王蜂のようなポジションになることもあります。それでも危険な目に遭わなかったのは、彼女が持っている幸運から来るものも大きいです。

　そんなミサキが危険な戦闘に加わり、『フォーチュンロール』発動の大役を担うというのが、今回の隠れた見どころだったりするのではないかと作者としてはふと思ったりします。ほぼ全編を通してアリヒトの視点で書かれているので、パーティメンバーの内心が分かる場面は貴重なのですが、これも書き下ろしや特典だからこそ導入できる要素だと思うので、増えてきたメンバーや、普段前に出てくる機会が控えめなメンバーについても常に掘り下げる機会を探していきたいと思っています。

　他にもキョウカの魔装転換エーテリアル・フオーム、テレジアの強化装備、エリーティアの新必殺技など色々と触れたいところはございますが、中でもスズナの角笛について少し触れさせていただきます。

　神様に神楽かぐらを奉納するのも巫み女この仕事の一つであり、スズナも転生前から楽器に触れ、神楽舞を練習し、披露する機会がありました。今回は『牧神の使い』の曲がり角を材料として作られた角笛を武器として使用していますが、その形状や音色は、フルートに近いものだとお考えいただければと思います。神楽でフルートを演奏することはまず無いと思いますが、本作の異世界ファンタジーものとしての性質の一環として、巫女がフルートを演奏することについては、温かい目で見ていただけましたらと思う次第です。

　グレイの『トリックスター』についてですが、こちらは連載版とはアリヒトが見抜く経緯が変わっています。アリヒトの『鷹たかの眼め』は状況を把握する能力を高めるという説明で、有効な場面が非常に幅広く想定されるのですが、万能の技能になりすぎることは避けたいということで、アリアドネのサポートによって『トリックスター』を看破するという経緯に変更となりました。今後も連載版、書籍版で違和感のないよう努めて参りますが、細部の差異につきましては書籍版での調整部分ということで、ご了解いただけましたら幸いです。

　それでは紙幅もそろそろということで、御礼に移らせていただきます。

　担当編集様、今巻もまことにお手数をおかけいたしました。完成まで根気よくお待ちいただき、今巻をこうして形にすることができました。今後はスケジュールの優等生となるべく、さまざまな方面で改善を試みたいと思っております。

　イラスト担当の風かざ花ばな風ふう花か先生、今回も鮮やかな色彩と迷宮国の空気感、そしてキャラクターの躍動感にあふれるイラストをありがとうございます！　本作が本作たりえるのは、間違いなく風花先生の構築してくださったビジュアル観によるものです。改めて御礼申し上げます。

　校正担当様、武器防具や技能などの用語が多く、特殊な表記の多い本作を綿密にチェックしていただき、毎回これ以上ないほどに助けていただいております。ありがとうございます。

　コミカライズ担当の力りき蔵ぞう様、原作を膨らませて大変素晴らしいコミックにしていただき、本当にありがとうございます。毎回一読者として楽しみにしております。

　そして本作を支えてくださる読者の皆様に、百万回の感謝を申し上げます。


師走しわすの某日に　とーわ


















はぐれ精霊医の診察記録　～聖女騎士団と癒やしの神業～　電子特別お試し版　（著：とーわ　イラスト：橘　由宇）
















　魔法士として将来を嘱望されていたグラス。しかし、選霊の儀で「はずれ」とされる草の精霊を引いたことで、夢であった宮廷魔法士への道を閉ざされてしまう。

　めげずに適性を活かし、「精霊医」の資格を取得したグラスに、ある日王家から宮廷魔法士に任命するという勅命が届く。ただし条件として、王女が率いる女性だけの騎士団の軍

医として、最前線の戦場に赴かねばならず──!?

　全てを癒やす精霊医の、戦記ファンタジー開幕！








プロローグ　王女と三人の騎士









　大陸にかつて覇を唱えた、騎士と魔法士の国、レーゼンネイア王国。

　第三王女は長く病床に臥ふしている国王のもとを訪問したあと、近習の騎士たちと共に、自らが指揮官を務める要よう塞さい・アイルローズへの帰途についていた。

「殿下、魔法学院には立ち寄らずとも良かったのですか？　例の魔法士に事前に面会し、信用に足るかどうか見定められたほうが……」

　緑がかったブルネットの髪を結い上げた女性騎士が、轡くつわを並べて馬を歩かせている王女に問いかける。

「ラクエル騎士長、殿下にはお考えがあるのですわ。私たちはその決定に従うのみです」

「……あたしは、魔法士は好きじゃない。敵の魔法士に仲間を散々やられたし、あたしたちが魔法に頼ったら、みんなに申し訳が立たないと思う」

　王女とラクエルと呼ばれた騎士の後ろから追従していた、弓を背負った赤い髪の騎士と、槍やりを持った青い髪の騎士がそれぞれに意見する。

　王女は金糸のような髪を撫なでつけ、少し考えたあとに、自分たちの行く先に視線を送った。

　なだらかな坂。牧草地を抜ける軍道は長閑のどかだが、隣国が攻撃を仕掛けてくれば、この場所まで戦に巻き込まれる可能性はある。

　牧羊犬とじゃれて遊んでいる子供。それを温かく見守っている両親。

　王女は目を伏せる。歩いていく馬の首元を撫でるその横顔を、ラクエルと呼ばれた騎士はただ美しいと思い、その深い憂いを帯びた眼差しに意識を囚とらわれる。

　長く仕えていても、王女の真意を一度として理解したと感じたことはない。

　ただラクエルは、守られるべき立場であるはずの王女が剣を取り、ともに戦場の最前線に出て、敵の血を浴びることを厭いとわずに戦う姿を見て、それが他ならぬ覚悟の証明であると感じ、王女の理想のもとで民を守るために戦いたいと考えていた。

　ここにいる三人の騎士は、形はそれぞれ違えども、王女に忠誠を誓っている。

　長く何も言わずに馬を歩かせていた王女は、やがて顔を上げた。

「カサンドラ殿下の……義母の言う通りに、彼女の決めた魔法士を我が騎士団に加えることは、あまり望ましいことではありません。ですが、もしラクエルとプレシャも、私たちも認めるような魔法士が現れたときは……そのときは、魔法士に対して潔癖であり続けるより、民のためになる方向を向きたいと思っています」

　王位継承権を持つ者の中でも最も優秀であると、その才覚を示してきた第三王女。だからこそ、彼女は安寧の中で生きることを許されず、戦の中に身を投じた。

　その彼女の言葉であれば、騎士たちに本来否定する意思はない。しかしラクエルにはまだ割りきれないものがあり、わずかに表情が陰る。

「……今はあなたたちと、そしてあの要塞の兵たちがいるのですから。ジルコニア帝国から、民を守る盾となる。そのために力を尽くしましょう」

「「「はっ！」」」

　四騎の目指す先に、国境守備の要であるアイルローズ要塞が見え始める。

　それはアスティナ゠レーゼンネイアと、一人の精霊医が出会う前のことであった。








第一章　新人軍医と姫騎士たち










１　選せん霊れいの儀






　シルヴァーナ王立魔法学院。王国において唯一の、精霊魔法士を育成するための学府。

　僕は入学七年目、十五歳にして、これからの運命を決める儀式を受けようとしていた。

「グラス・ウィード。これより、貴殿の『選霊の儀』を執り行う」

　学院の儀式部べ屋やにやってきた僕は、教頭のヘンドリック先生からそう告げられた。

　十五歳になった生徒は、誕生日を迎えたその日に『選霊の儀』を受けることになっている。

　精霊魔法士は精霊の力を借りて魔法を行使する。『選霊の儀』はその精霊と契約するための儀式だが、契約するまでどの精霊に選ばれるかは分からない。

　精霊にも格があり、地水火風といった四大元素の精霊は特に上位であり、契約できた生徒は優秀であるとされる。

　一方で、精霊には物質や他の生物に宿るものもいて、それらは下位とされ、いわば「はずれ」と呼ばれる。

　例えば火の精霊は強力なものだと、一国の軍隊と渡り合えるほどの破壊力を生み出すけれど、はずれとされる『猫』の精霊は、猫と喋しやべれるようになったり、一時的に獣人化することはできたりするが、有用性は低く見られる。

　──ここで「当たり」の精霊を引くことで、僕の夢は叶かなう。

　若くして学院長になった義ね姉えさんも、強力な風の系統に属する精霊を引いた。僕は彼女と直接血の繫つながりがあるわけではないけれど、自分も良い精霊に選ばれると信じて期待していた。

「では、『霊れい導どう印いん』の最終確認を行う。グラス君、二人に確認してもらいなさい」

「はい、先生」

　僕は着ていたシャツを脱ぐ。あらかじめ、儀式に臨む前に全身に『霊導印』を描き込まれている──これは魔法士の身体からだに精霊を宿すための印で、契約を終えれば薄れて見えなくなる。

　へンドリック先生は、助手として連れてきた二人の女生徒に、僕の身体の印を確認させる。

　必要なこととはいえ、見られるのは恥ずかしいものがある──そのうち一人は、僕の友人であるレスリーだからだ。

　僕より三つ年下だが、レスリーはいつも気兼ねなく接してくる。しかし今は、少し緊張しているように見える──『選霊の儀』の助手は希望制なので、レスリーは自分から希望して来てくれたことになるが、僕は何も知らされていなかったし、レスリーが何を思って見学に来たのか、理由が思い当たらなかった。

「グラス兄にいがはずれを引くところを、私が見ててあげようと思って」

　背中の印を確認するために近づいたとき、レスリーはごく小さな声で囁ささやく。彼女はあまり素直な物言いをしないが、それはいつものことなので、僕も特に怒るわけでもない。

　確認を終えて、契約を行うための魔法陣に僕だけが残る。艶つやのある黒髪に、同じ色の瞳ひとみを持つレスリーは、もうひとりの生徒と同じように深くフードを被り、その表情は見えなくなった。

「グラス君、君がどの精霊と契約するかは、君の生まれ持った血筋と、この十五年の間に醸成された君の魔力の性質、そして人格などによって決定される。どのような精霊と契約することになっても、学院は責任を持たない。それで良ければ、この契約書に血判を押してもらいたい」

「わかりました」

　僕は短く返事をすると、親指に短刀の刃を浅く当て、にじんだ血で契約書に拇ぼ印いんを押した。血止めの薬草を粉にして油で伸ばしたものを塗れば、出血はすぐに止まる。これは母の家系に代々伝わる、良く効く家伝の薬だ。

　いよいよ、儀式が始まる──僕は良い結果になると信じて目を閉じ、深呼吸をして、気持ちを落ち着かせることに努めた。

「万象を司りしもの、あるいは万物に宿る偉大なるものよ。この者、グラス・ウィードがその血を以て契りを求める。導きに従い、彼方より此方こなたに来たれ……！」

「っ……!!」

　──僕はそのとき、今まで一度も見たことのない、けれどとても懐かしく感じるような、不思議な風景を見た。

　それは、深い森の中。見たこともない花や草が生い茂る中で、さんざめく陽ひの光を浴びて、誰かがいる。

　その誰かは、僕を待ってくれているのだと感じた。

　光を照り返す白い服を着た、この世のものとは思えないほど美しい少女。

　綺き麗れいだ──そんなありふれた感想しか出てこない自分が、呪わしくなるほどに。





２　はずれの精霊






「──グラス君、大丈夫か。グラス君！」

　ヘンドリック先生の声が聞こえて我に返ると、僕はレスリーともう一人によって、両脇を抱えられ、支えられていた。

「すみません、大丈夫です。少し、意識が遠のいてしまって」

「契約をするときは、よく起こることだ。無事ならば、教師の私に謝ることはない」

　いつも堅物と言われていて、石頭とまで揶や揄ゆされるヘンドリック先生の態度は、先程までと打って変わって、どこか柔らかいものになっていた。

　いや──そうじゃない。先生が僕を見る、その瞳に宿る感情は。

「……人は精霊を選ぶことができない。どれだけ研けん鑽さんを積み重ねても、それに必ず答えてはくれない。それは、君の責任ではない」

　ヘンドリック先生が、僕が契約した精霊に対してどんな感想を抱いているのかは、すぐに理解できた。

　失望と同情。なぜそうなるのか──それは、はずれを引いたからに他ならない。

「君の昔からの目標が何であるかは、私も担任から聞いて知っている。その道が事実上、閉ざされたとしても、それで終わりというわけではない。私たちは教育者として、君の進路をともに模索していく。以上だ」

　先生が部屋を出ていく。もう一人の生徒も出ていって、後に残ったレスリーも、僕の横を通り過ぎていこうとする。

　しかし彼女は僕の横で立ち止まると、力のない小さな声で言った。

「……私も三年後に『はずれ』を引くかもしれない。そのときは、好きなだけ私を叱っていいから……だから……」

　さっきははずれを引くところを見たいと言っていたのに、実際に引くと、こんなに縮こまってしまう。

　そんな彼女を見ていると、僕は落ち込んでいる気にもならなくなる。

「レスリーは当たりを引けるさ。それに、はずれでも契約できたことが嬉うれしい。これで僕も、魔法士になれたんだから」

　レスリーは少し赤くなった目で、恐る恐る僕を見た。本当に、そんなに気が優しいのなら、悪戯っぽいことなど言わなければいいのに──というのも、息苦しいか。

　しかし、彼女が気を遣うのも無理はなかった。僕も気楽に振る舞おうとしてはいるが、魔法士としては出世コースを外れてしまったわけだから。

　魔法学院の千人近い生徒のほとんどが、地水火風の元素のいずれかに選ばれ、上位精霊と下級精霊の違いはあれど、軍事などに役割を持つことができる『戦闘魔法士』として認定される。

　どうやら僕はそれらのいずれでもない、ヘンドリック先生がその場で興味を無くすような、はずれ中のはずれを引いてしまったようだった。

　だが、レスリーには何の責任もない。儀式に立ち会ってくれたことに、礼を言わなければならないほどだ──普通は報酬を払って人を探すことになるから。実際、レスリー以外のもう一人は、先生を通じて僕の支払ったバイト料を貰もらっているはずだ。

「とにかく、立ち会いをしてくれてありがとう。また今度、食事でもおごるよ」

「……グラス兄の手料理がいい。最近、食べさせてくれてないから」

　落ち込んでいたのに、そんなちゃっかりしたことを言う。僕の料理なんて大したことはないが、ありあわせの材料でそれなりに食べられるものを作ることにかけては、そこそこ自信はある。

「外食の方がいいと思うけどな。レスリーがそう言うなら、久しぶりに作ろうか」

「本当？　だめもとで言ってみただけなのに。やっぱり、見に来てよかった」

　目にかかる長さの前髪を気にしながら、レスリーははにかんだ微笑みを残し、儀式部屋を先に出ていった。

「……格好いいところは、見せられなかったな」

　独りごちながら、僕はふと足元を見る。

　僕に宿った精霊の力が波及して、魔法陣に変化が生じている。炎の精霊ならば炎が生じ、水の精霊なら水が湧く──そのいずれとも違う。

　魔法陣の形に沿うようにして草が生えている。石床だというのに、どこから草が生じたのか──間違いなく、精霊の力がもたらしたものだ。

　僕の精霊は希望していた元素精霊ではなく、どうやら、『草』にまつわる精霊のようだった。




　レスリーも三年後に十五歳で儀式を受け、僕とは違う系統だが、はずれとされる精霊を引くことになる。

　彼女は僕の儀式を見学したので、逆のことをしてもいいと言われた──しかしレスリーの身体に描き込まれた『霊導印』を確かめる役割は、とても僕には担えそうもなかった。

　十二歳の時はまだあどけなさを残していた彼女が、十五歳になるまでに、あまりに僕の想像を超えた成長を遂げていたからというのが、主な理由として挙げられるだろう。





３　不遇精霊使いたち






　シルヴァーナ魔法学院において、生徒は皆、助手などの学院職員にならない限りは二十歳までに他の職を見つけて、自主的に出ていかないといけない。

　他の学校における卒業式という催しは、この学院には存在しない。『選霊の儀』を終えると生徒たちがどんどんスカウトを受けて抜けていくので、クラス全員で集まるという機会も、気がつけば無くなっている。

　十五歳で『選霊の儀』を受けてから、二十歳までの五年間。与えられる時間は一般的な生徒なら十分だが、はずれの精霊を引いてしまった生徒は、まず普通にやっていたら、スカウトされて職を得られるということはない。

　元素精霊の使い手は即戦力として軍に貢献できる。それに魔法士の才能を持つ人は五百人に一人の比率でしか生まれず、それも重用される理由として大きかった。

　学院における二百年の歴史が導き出した、どの精霊が優秀で、どの精霊が劣っているかという査定を、簡単に覆すことはできない。

　僕は最初『草』の精霊と契約したのだと思ったが、正確には『植物の精霊』だった。契約したときから僕は草の声が聞こえるようになり、樹木とも話せるようになった。

　しかし声が聞こえるというのは因果なもので、道端に咲いている花が、人に踏まれそうで助けを求めていたりすると、どうにも放っておけなくなったりする。

　最初は、一つ一つの植物の声に耳を傾けるなんて大変だと思った──だけど、契約できたくらいだから、もともと植物は好きだし、彼らの声が聞こえると世界が違って見えるような感覚があって、『はずれ』だからと落ち込んでいるばかりでもなくなっていた。




　今日も今日とて、僕は学院の中庭を歩いて、植物の声を聞いて回っていた。

　中庭の主といえる大樹に宿る精霊は、この学院が始まったときから植えられている、いわば長老のような存在だ。僕が近づくと、枝をかすかに揺らして挨あい拶さつをしてくれる。

「じっちゃん、昨日きのうより元気になったね。また枝が増え過ぎたら遠慮なく言っていいよ、前みたいに散髪するから」

　枝を切ることを普通なら剪せん定ていと言うのだろうが、僕は木と話すことができるようになってから、彼らを生き物と同じように見るようになった。だから、「散髪」だ。

『すまんのう、グラス。わしらは自分で枝を切ることができんから、重くなりすぎたらまた頼むよ。こんな礼しかできんが、喜んでもらえるかの』

「僕がやりたくてやってるんだから、お礼はいらないよ」

『ほっほっ、わしもグラスにお礼がしたいからするのじゃよ。年寄りの言うことは聞くものじゃ』

　今はこうして元気に話してくれるけど、少し前まで長老はかなり衰弱していた。

　枝が重くなりすぎて幹に負担がかかってしまっていたのだ。学院の誰も、「枝が広がり、その重みで木が弱っている」という発想に至らず、もう樹齢からいって寿命なのだと決めつけていた。

　僕も長老が弱っている原因を察することができず、枯れてしまうのは寿命だから仕方ないと思っていた。しかし長老の声が聞こえるようになって、僕は自分が思い違いをしていたと気がつくことができた。植物だって色々なことを考えているし、調子がいいときも、体調を崩すこともある。

　長老は『無花果イチジク』の樹木で、今の季節はまだ実が大きくなっていないのだが、僕のために二つだけ成熟を早めて、枝から落としてくれた。

「ありがとう。でもそうやって実を作ると、身体に負担がかかったりはしないかな」

『これくらいはどうということはない。もともと魔法学院の土壌は、他の土地よりは魔力が多く含まれているのじゃよ。消耗した力は、また土から吸い上げればよい』

　そういうことができるのは、長老が長く生きた精霊だからということもあるだろう。

　僕は果実を掲げてもう一度感謝を示すと、また来ると挨拶して、すぐ近くにある中庭の休憩所に向かった。

　ここから見る風景が、僕は『選霊の儀』を迎える前から好きだった。それが植物の精霊に選ばれた理由の一つだったとしても、僕は自然の中で過ごすのが好きだし、木々を眺めながら食事を摂ったりするのは何よりの楽しみだと思っている。だから、ヘンドリック先生や他の教師たちにどう扱われようと、心が折れたりはしない。

（宮廷魔法士になる夢は事実上、絶たれてしまったけれど。他の職で実績を積めば、絶対に無理ではないかもしれない。そう思いたい）

　僕は二年前から宮廷魔法士の試験を受けるために願書を出しているが、王宮で行われる二次試験に進めず、書類の審査だけで落とされている。他の生徒と一緒に授業を受けられない分、座学の勉強に使う時間は余るほどあるので、受験者の平均点は上回っているはずなのに。

　腐っていてもしょうがない。僕は休憩所の木製の椅子に座り、テーブルの上に布を広げて、その上に無花果を二つ載せた。

「……グラス兄、やっぱりここにいた」

「レスリーも来てたのか。長老が果物をくれたよ。すごく美お味いしそうだ」

　無花果の果汁はかぶれやすいというが、果実の状態は植物との関係性によって変化する。親しくなるほどに果実は甘く、毒性のある成分が消えたり、あるいは用途に応じて強められることもある。

　長老がくれる果実は普通の無花果ではなく、果汁が肌に刺激を与えることがない。これを誰かに言うと「そんなことがあるわけがない」と言われ、信じてもらえない──僕にとっては、有毒とされる植物ですら、対話次第で毒を無くすことができるというのに。

　何にせよ、長老の果実を今の時期に食べられるのは僕とその知り合いだけだ。戦いには役に立たなくても、日常では今の時点で十分に恩恵を受けている。

「無花果はそんなに好きじゃないけど……んっ。グラス兄がくれるのは美味しい」

　かぷ、と小さな口でかじりつき、レスリーは白い喉のどを動かして果肉を嚥えん下かする。

　彼女は今日も健康そうだ──と、そんなことを気にしているのは、僕が宮廷魔法士の試験に落ちている間に、別の職業を模索したことによるものだった。

　それは、『精霊医』。精霊魔法士の進路の中で、医者を選ぶ人はとても少ない──戦闘魔法士が得られるという報酬と比べると、医療で得られる報酬はとても低いからだ。

　王国軍の考えでは、攻撃こそ最大の防御なのである。しかし僕は、物好きの職業とされる『精霊医』も、場合によっては必要とされる重要な職だと思っている。

　もっとも、宮廷魔法士はほぼ戦闘魔法士であることが必ひつ須すなのだから、精霊医となることは宮廷魔法士への道を諦あきらめることと同義でもあった。

「……どうしたの？　スヴェンと喧けん嘩かでもした？」

「いや、そんなことはないよ。スヴェンは就職のために走り回ってるから、なかなか会えてないんだけどね」

「ふぅん」

　あまり関心がなさそうにレスリーは言う。スヴェンというのは僕のルームメイトで、彼もまた僕たちと同じように、不遇精霊を引いてしまった一人だ。

　百人あたりに五人くらいの比率で不遇精霊を引くのだが、そうなると戦闘演習の授業には全く参加できない。戦闘演習は地水火風の精霊魔法を使う想定で行われるので、それ以外の精霊使いが入る余地はないということだ。

　今も修練場で模擬戦が行われているけど、僕たちは出られない。それで三つ年下のレスリーも、自由行動でここに来られているというわけだった。

　本来なら自分のクラスにいるところだが、他の生徒が模擬戦に出ている間は彼女一人が自習になってしまう。もちろん僕とスヴェンも同じ境遇なので、人のことは言えないけれど。

「レスリーが契約した『空気』の精霊は、風の精霊みたいに使えそうなんだけどな」

「『風』は『風』で、『空気』は『空気』。一緒じゃない」

　彼女はそう言うけれど、僕はレスリーの魔法が、ともすれば戦闘にも使えるものであると知っている。『空気』というどこにでもあるものに宿る精霊に干渉できるのだから、使い方次第でとても恐ろしいことになりかねない。

　例えば、空気に含まれる物質の一部だけを濃くしたらどうなるか。逆に、ある物質を無くしてしまったら──それは少し過激な発想だが、大きな可能性を秘めているはずが、学院の基準では評価してもらえない。

　それは学院の教師たちが、地水火風のいずれかの精霊と契約しているからでもある。それ以外の精霊は、教師たちにとっては「邪道」なのだ。
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　この続きは現在配信中の『はぐれ精霊医の診察記録　～聖女騎士団と癒やしの神業～』にてお楽しみください
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